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　サポーター。ダンジョンの探索時における非戦闘員。

　主に魔石やドロップアイテムといった戦利品を回収し、地上に無事運び届けることが役目。

　前線でモンスターと戦うパーティに負担をかけぬよう、バックアップの全般を担になう裏方役。

　詰つまるところ、サポーターとは、荷物持ちだ。

「おい、何してやがる！　とっととしろ！」

　今日もまた罵声ばせいが飛ぶ。

　膨ふくれに膨れた大荷物を背負い、僅わずかに遅れた足取りを、冒険者である男は唾棄だきするように責めた。

　燐光りんこうを灯ともし光源だけは困らない迷宮の中。

　[image: ]さげすみを隠さないその声が、酷く反響していく。

「荷物を運ぶくらいでちんたらしやがって、能無しが！」

　ただの荷物持ちと非難する、これまで耳にたこができるほど聞いてきた、代わり映ばえしないその文句。

　傲慢ごうまんな言葉は時に横暴な暴力にも変わる。常に上の立場にいる彼等は下敷したじきにされる者に痛つう痒ようなど覚えない。

　冒険者はサポーターを顧かえりみない。

　ましてや、専門職おちこぼれのサポーターなど嘲弄ちょうろうの対象でしかありえない。

　彼等は弱者にどこまでも残酷になれる。

　金も、尊厳も、希望も、全てを奪っていけるのだ。

　次のような言葉をどこかで聞いたことがある。

　曰いわく、良きサポーターに恵まれなければ冒険者は真価を発揮できない。

　曰く、サポーターの働きがあってこそ冒険者はダンジョンにもぐれる。

　曰く、彼等は縁の下の力持ちである。

　随分と取り繕つくろった綺麗きれいな言葉だが、なるほどとも頷うなずける。確かに道理だろう。一理ある。

　サポーターの存在が冒険者の負担を軽くする一役を買っている。これは否定できない。

「碌ろくに仕事もこなせねえ足手纏まといに、くれてやる報酬かねなんざねえぞ！」

　だが、そのことを一抹いちまつでも理解してくれる冒険者が、どれほどいるのだろうか。

　サポーターのありがたみを認識してくれるような殊勝しゅしょうな冒険者が、一体どこにいるのだろうか。

　専門職おちこぼれであるサポーターに、目の前のような侮[image: ]ぶべつを向けない、そんな奇特な者が、果たして存在するのだろうか。

「いいか、モンスターに囲まれた時くらいはしっかり仕事をしろよ──役立たずサポーター？」

　いざとなればモンスターの囮おとりにちょうどいい。

　堂々どうどうとそんなことを口にする冒険者様を見て、笑いが漏もれてしまった。

　なるほど、なるほど。

　本当に、見限みかぎるのに困らない奴等かたがただ。

　冒険者というものは。

















　じり、じり、と土を嚙かむ音が鳴なる。

　天井から燐光りんこうの光が落ちてきて、四方八方を薄緑色の壁に囲まれた辺り一帯を照らし出す。『ルーム』と呼ばれている、ダンジョン内で正方形に開けた空間だ。

　僕はその中で逆手に持った《神様のナイフ》をソイツに向けていた。

　四本の足に二本の細い腕、大きな双眼。赤一色に染まっているその姿は蟻ありを連想させる。

　普通の蟻と異なるのは、体が僕と同じくらい巨大なことと、そのくびれた腰を起点にして上半身がもたげるように起き上がっているということ。

『キラーアント』。

　7階層になって初めて姿を現すモンスター。冒険者の間では6階層の『ウォーシャドウ』と並んで『新米しんまい殺ごろし』と呼ばれているらしい。

　その名前の謂いわれは身に纏まとった頑丈がんじょうな硬殻こうかくと、ゴブリンのような低級モンスターとは比べ物にならない攻撃力。体の表面を覆おおっている外皮はまるで鎧よろいのように硬い。半端な攻撃は弾はじかれてしまい、そうでなくともあの殻からの上から肉体に直接ダメージを与えるのは大変手こずる。

　腕先には発達した四本の鉤爪かぎづめ。湾曲わんきょくした歪いびつな突起は不気味ぶきみな光沢を今もちらつかせている。

　防御を攻め崩せない間に鋭するどい爪で致命傷をもらう。これがキラーアントにやられるパターン。

　これまでとは明らかに勝手が異なるモンスター故に、5階層までの敵に慣れ切った冒険者達はことごとく奴等やつらの餌食えじきになるのだ。

『ギギッ』

　キチキチキチッ、とキラーアントが口をもごもごと動かし歯を鳴らしている。

　実はこのモンスター、仲間を呼んだりする。叫さけび出したりはしないけれど、どうやら僕達にはわからないフェロモンみたいなものをピンチに陥おちいると発散するらしいのだ。

　本当に硬殻こうかくとの相性がいい。僕達冒険者からすれば最悪なんだけど。

　とにかく、倒すなら速攻。最良なのは一撃で完全に息の根を止めることだ。

　数歩の間合いを置いて、僕とキラーアントは睨にらみ合う。

「──ふっ！」

　動いたのは僕。反撃とか後攻とか、そういうのは性に合わない。

　こちらから仕掛け、肉薄にくはく、吠声とともに右腕を振りかぶってくるキラーアントへ突っ込む。

　宙に白い弧こを描いた敵の四本の鉤爪が、視界の左側から迫り──切断。

　僕の方が一瞬速い。キラーアントを上回る攻撃速度スイングスピードで、その鉤爪を前腕から斬きり裂さいた。

『ギッ!?』

　右腕──武器の無くなったキラーアントの右側面へ回り込み、その痛みの呻うめき声を耳にしながら、僕は《神様のナイフ》を次の瞬間のために溜ためる。

　キラーアントを上手く倒すには、硬殻こうかくの隙間すきまを狙ねらい、奥の柔やわらかい肉を攻撃するのが常套じょうとう手段。狭い殻の間を突くのは駆け出しの冒険者には難しいけど、少なくともそれがセオリー。

　だけど、僕はあえてそれを無視した。

　腕がなくなって無防備な半身を晒さらすキラーアントの首めがけ、漆黒しっこくの刃やいばを真一文字まいちもんじに薙ないだ。

『──』

　首を守る硬殻こうかくごと刃が沈しずみ込んでいく感覚。

　感触は最初だけ。後は大した抵抗もなく刃は滑すべり込み、僕はいつもそうするように自然体で腕を振り切った。

　サンッ、と小気味いい音とともにナイフが流れ出て、そしてキラーアントの首は宙を飛ぶ。

　首の断面から滴したたる紫色の体液。上空を錐きり揉もみするモンスターの頭部は、何が起こったのかわからない、そんな眼を浮かべながらやがて地面に墜落ついらくする。

　間を置かず、首を失った体が思い出したように脱力し、地面に崩れ落ちた。

「……うん、いい！」

　刀身を振るって付着した体液を飛ばしながら、僕は《神様のナイフ》を見た。

　手の平に吸い付く感覚。まるでずっと一緒に居たかのように、僕の手に馴染なじんでいる。

　威力いりょくも申し分無し。あのキラーアントの硬殻こうかくをバターのように切り裂いてしまった。

　すごい、これがヘファイストスの武器!!

　神様が、僕のために贈ってくれたもの！

「～♪」

　新しい玩具おもちゃをもらった子供のように浮かれながら、葬ほうむったモンスターの魔石回収作業を行う。

　実際、今の僕は子供と大して変わらないだろう。年一回の誕生日に祖父そふから英雄達の絵本をもらった、あの時の気持ちと似ている。当時はずっと大切に読もうといつも思っていて、最初の内は触れて汚れるのが怖こわかったくらい。

　流石さすがに今は使うのがもったいないなんて言わないけど、心が浮かれ立つのは止められない。

（ありがとう、神様……）

　最近何だかとても忙しそうにしている神様の顔を思い浮かべながら、僕は感謝の思いを笑みと一緒に滲にじませた。

　絶対強くなる。この武器の相応の持ち主になるように、神様の思いを[image: ]ないがしろにしないために。

　腰に差した鞘さやにナイフをしまい、僕は7階層の探索を続けた。





[image: ]






「ななぁかぁいそぉ～？」

「は、はひっ!?」

　ベルは悲鳴を上げた。胡散うさん臭げな声とは裏腹に、目の前で眉根まゆねを寄り合せるエイナから怒気どきの気配をぷんぷんと感じ取ったからだ。

　本日7階層の探索を終えたベルは、ヘスティアから贈られたナイフの存在もあって先程上機嫌にギルド本部へ凱旋がいせんした。戦利品を換金し終えた後、己のアドバイザーであるエイナのもとへ顔を出すがてら、近況報告をと意気揚々いきようように足を運んだのだが──到達階層を7階層まで増やしたと彼女に話した瞬間、ベルの絶頂期は終わりを迎えたのだった。

「キィミィはっ！　私の言ったこと全っ然っわかってないじゃない!!　5階層を越えた上にあまつさえ7階層!?　迂闊うかつにもほどがあるよ！」

「ごごごごごごめんなさいぃっ!?」

　ダンッ！　とエイナは机に両手を叩たたきつける。彼女の斜に構えられた緑玉色エメラルドの瞳ひとみに射竦いすくめられ、ベルは蛇へびに睨まれた蛙かえる状態だった。

　エイナが怒っているのは言葉の通り、ベルが身の程もわきまえず到達階層をホイホイと増やしたことにある。彼女の持論でいうのなら、『冒険』を冒おかしたこと、それを責めているのだ。

「一週間とちょっと前、ミノタウロスに殺されかけたのは一体誰だったかな!?」

「ぼ、僕ですっ!?」

「じゃあ何でキミは下層に降りる真似まねしてるの！　痛い目に遭あってもわからないのかな、ベル君は！」

「す、すいませぇん……！」とベルは涙目になるが、エイナにしてみれば本当に思いやっての叱りつけだ。ベルに死んでもらいたくない一心で身も心も鬼オウガのようにして吠ほえている。

　冒険者になって半月程度の未熟な新米ヒヨコが、5階層以降に進出するのは自殺行為に等しい。

　5階層からはダンジョンの傾向が様変わりしてぐっと難易度が増す。ベルが足を踏み入れた7階層で例えるなら、キラーアントが仲間を呼んだ瞬間そこで終わり。コボルトの群れとはわけが違う、一人ソロならあっという間にあの蟻のモンスター達に食い散らされてしまうだろう。

「キミは危機感が足りない！　絶対に足りない！　今日はその心構えの矯正きょうせいに加えて、徹底的にダンジョンの恐ろしさを叩き込んであげる!!」

　ひぃっ、とベルは情けない声を出した。

　エイナの指導のスパルタぶりはこの半月の間で体の奥にまで植うえ付けられているからだ。

　彼女の教えは間違いなく彼にとって実利として現れているが、しかしその特訓まがいの教授を、ハイ任セテクダサイと快諾かいだくできるかはまた別問題。ベルは慌てながら弁明べんめいに走る。

「ま、待ってくださいっ!?　そのっ、僕っ、あれから結構成長したんですよエイナさぁん!?」

「アビリティ評価Ｈがやっとのくせに、成長だなんて言うのはどこの口かな……！」

「ほ、本当です！　僕の【ステイタス】、アビリティがいくつかＥまで上がったんです!?」

「……Ｅ？」

　ぴたり、とエイナは動きを止めた。きょとんと目を丸くさせる。

　ベルの咄嗟とっさの発言が何を言っているのかわからず、理解したところで、すぐに信用していない表情を浮かべる。

「そ、そんな出まかせ言ったって、騙だまされるわけ……」

「本当です本当なんです！　なんかこのごろ伸び盛りっていうか、とにかく熟練度の上がり方がすごいんです！」

「……本当に？」

　ぶんぶんぶんっ、と勢いよく頷うなずくベルの姿に、エイナは戸惑とまどった顔をした。

　ベルの担当アドバイザーになってまだ日は浅いが、目の前の少年が噓をつく時とそうでない時はなんとなしにはわかるからだ。

　エイナの洞察どうさつによれば、今ベルは噓を言っていない。

「……本当に、Ｅ？」

「は、はいっ」

　ちょっと待って、とエイナはベルに手の平を向ける。

　残っている手でＳ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅ……と指を六回分折ったところで、「むむむっ」と声をこぼす。もう一度。Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅ……六回。結果は変わらない。

　エイナも混乱していた。ベルは噓を言っていない、言っていないが、基本アビリティがＥまで上り詰めたという法螺ホラ話などとても信じられないのだ。

　エイナが口にしたアビリティ評価Ｈという予測は、何も当てずっぽうに言ったものではない。半月という時間幅スパンで冒険者が達することのできる妥当だとうな能力ラインが、得意不得意な分野関係なしにＨなのだ。それもかなり腕の良い者に限った話。

　Ｇだったらもうでき過ぎで、そしてＦ以上というのは……いくらなんでも早過ぎる。

　これが冒険者になる前から戦いの心得を持つ者だったら多少の説得力があったのだが、生憎あいにく目の前の少年は元農民だ。しかし、ベルは噓をついていないときてる。

「むむむむっ」と難しい顔を継続するエイナは人差し指をその細い顎あごに当て考え込む。

　一人沈黙に取り残されるベルは、若干居心地いごごちが悪そうに身じろぎをした。

「……ねぇ、ベル君」

「は、はい？」

「キミの背中に刻きざまれてる【ステイタス】、私にも見せてくれないかな？」

「……えっ!?」

　至って真面目な顔をしてそんなことを言ってくるエイナに、ベルは声を高くはね上げた。

「あっ、キミの言っていることを信じていないわけじゃないんだよ？　ただ……」

　エイナは慌てながらぱたぱたと両手を振って誤解を解く。

　そう、ただ……ベルの主神であるヘスティアが、彼に間違った情報を与えているのも無きにしも非あらずではないか……と彼女は考えていた。

　もしくは、情報伝達の間で何らかの齟齬そごがあったのではないのか、と。

　そんな風に疑ってしまうだけ、Ｅという記号はエイナにとって非常識な代物しろものだったのだ。

　それこそ動かぬ証拠を提示してもらわなければ、ベルの言葉を信用することはできない。

「で、でも、冒険者の【ステイタス】って、一番バラしちゃいけないことですよね……？」

　都市の冒険者を管轄かんかつ下に置くギルドの中でも個人情報の漏洩ろうえいはご法度はっとだ。Ｌｖ．などは各個人のランク付けや各派閥ファミリアの強さの指標として報告の義務があるが、後はその限りではない。

　中には稀少きしょうな『スキル』や特殊な『魔法』を持っている者もいる。【ファミリア】という組織の特性からして容易たやすく今日の友が明日の敵になる現今げんこん、弱点等とうを晒さないためにも情報の黙秘もくひは行われて然しかるべきだ。

「今から見るものを私は誰にも話さないと約束する。もしベル君の【ステイタス】が明るみになることがあれば、私は相応の責任を負うから。キミに絶対服従を誓ちかうよ」

「ふ、服従って……。そ、そもそも、エイナさん【神聖文字ヒエログリフ】読めるんですか？」

「うん、ちょっとだけだけど。【ステイタス】のアビリティくらいは読み取れると思う」

　これでもエイナは学区がっくに通い、総合神学そうごうしんがくを専攻していた秀才だ。

　簡単な【神聖文字ヒエログリフ】なら読み書きできる。

「この目で確認させてもらえなかったら、私、いつまで経ってもベル君に5階層より先に行っちゃダメー、って言うよ？」

「そ、それは確かに、勘弁してほしいです……」

「魔法やスキルのスロットの方は見ないから、ね？　お願いっ！」

「別に僕はスキルも魔法も発現はつげんしてないですから、それはいいですけど……わかりました」

　両手をぱんっと鳴らして頭を下げるエイナにベルは折れた。

　今まで散々世話になってきたことに加え、彼女にはヘスティアと同じように絶対の信頼を寄せている。ベルはエイナの言葉を疑う気にすらならなかった。

「えっと、じゃあ……脱ぎますよ？」

「顔を赤くするくらいなら一々確認しないっ！　私の方も恥ずかしくなっちゃうよ！」

　お互い頰ほおを染めながら席を立ち、空間のゆとりがある部屋の隅に向かう。ベルは気恥ずかしさを呑のみ込んでさっさと上半身裸になった。

　背中を埋めつくす黒刻の【ステイタス】より先に、意外に鍛きたえられている上半身に少しの間見とれてしまったエイナだったが、すぐにはっとして顔を左右に振る。

　ほっそりと尖とがった耳を赤くしながら、じっと【神聖文字ヒエログリフ】の解読に入った。





　ベル・クラネル

　Ｌｖ．1

　力：Ｅ403　耐久：Ｈ199　器用：Ｅ412　敏捷：Ｄ521　魔力：Ｉ0






（うそ……）

　半ばその可能性は受け入れていたものの、いざこうして突き付けられると呆然ぼうぜんとしてしまう。

『魔力』は除いたとしても7階層クラスのモンスターなら単独でも十分遅れを取らない能力内容。防御を重視するエイナからすると『耐久』の低さには小言を挟みたくなるが、それでもベルの戦闘方法スタイルはアビリティ傾向から見ても撹乱かくらん回避を主眼に置いた一撃離脱ヒットアンドアウェイ、許容範囲内だろう。

　また、『敏捷』がＤへ突入しているのを見て、噴ふき出しそうになってしまった。

（信じられない……）

　エイナは静しずかに喉のどを鳴らした。自分の常識があっさり壊れていく音が耳の奥で響き、ややもすると薄寒い冷気が背筋を撫なでていく。職業柄、ダンジョンにもぐる冒険者の様々な情報に精通するエイナだからこそ、目の前の光景がどれだけ逸脱いつだつしているかよくわかる。

　ベルの『成長』は、あまりにも度を越えていた。

　──スキル？

　一瞬脳裏を過よぎったのが、その可能性。

　能力の開花がこの型破りな成長力として発現したのでは、とエイナは懊悩おうのうに近い思考をしばらく働かせていたが……そこでふと、一つの魔が差してしまう。

（……ちょっとだけなら）

　背中の中頃辺りへと続いている【神聖文字ヒエログリフ】に目が奪われる。

　その先にあるのは、『魔法』と『スキル』のスロットだ。

　ここまで来てしまうと、この抗あらがいがたい衝動に逆らうのは不可能に近かった。蓋ふたが開けっ放しの宝箱の中身をついつい覗のぞこうとしてしまうのは、もはや亜人デミ・ヒューマンの性さがなのか。

　好奇心が疼うずき、エイナはちらりと魔法とスキルのスロットを確認してしまう。

（……あ、駄目だ）

　読めない。

　高度な【神聖文字ヒエログリフ】の羅列られつによって、エイナでは魔法とスキルの欄らんが解読できなかった。

　──実は、親馬鹿であるヘスティアが万が一に備えて、ベルの能力に影響を与えない範囲で【神聖文字ヒエログリフ】に細工をし、【ステイタス】にプロテクトをかけていたのだ。【神聖文字ヒエログリフ】の体系と真髄しんずいを把握し切っていないエイナには、その嫌に複雑で奇怪きっかいな刻印こくいんの構成がヘスティア独自の書跡、つまりは彼女の書き方の癖だという風に映ってしまい、勘違いしてしまう。

　ベルの実態をめぐる駆け引きは、今回はヘスティアに軍配が上がった。

「あのー、エイナさん……まだですか？」

「ぁ……も、もういいよ！」

　ベルの恥ずかしそうな声に、エイナは耳をピクッと揺ゆらして今の状況に気付いた。照れて笑いながら【ステイタス】から目を背そむけ、いそいそと着がえ出すベルに内心でごめんねと呟つぶやく。

　しかし本当だったのか、とエイナは唸うなる。

　この能力値ステイタスならば、ベルの7階層進出を許可しないわけにもいかない。絶対とはいかなくても、間違いを起こさなければ優にソロでも通用するレベルだ。

　──だがそうなると、次に巻き起こるのはまた別の懸念けねんだった。

「……」

「な、なんですかっ？」

　着替えを終えたベルのつま先から頭の天辺まで、エイナはくまなく視線をそそぐ。無遠慮にじろじろと見てくるそんなエイナの瞳に、ベルは声を上擦うわずらせた。

　別段エイナは、ベルの全身を舐なめるように見ているわけではなかった。

　彼女が見ていたのはベルの体ではなく、その身に付けている装備品……貧相ひんそうな、防具だ。

「ベル君」

「は、はい？」

「明日、予定空いてるかな？」

「……へっ？」
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　あれから一日たった。

　僕はオラリオの北部で、大通りと面するように設けられた半円形の広場に一人立っている。

　エイナさんと待ち合わせをしているためだ。

　そう、待ち合わせ……。

（こ、これって……デート？）

　そんなことあるわけないのに、つい思ってしまう。

　昨日エイナさんが持ちかけたのは、僕の防具を一緒に買いに行かないかというお誘いだった。

　僕のダンジョン攻略状況と現在の装備を照らし合わせて、今の防具では頼りないと判断をしたらしい。面倒見のいいあの人が、僕のためにわざわざ世話せわを焼いてくれたのだ。

　そう、だから、他意なんてない。親切なあの人の、親切なお節介せっかい……。

（……なんだけど、傍はたから見たら、もう……）

　形式的には、成り立っちゃう。

　朝十時に広場の銅像前集合とか！　二人きりとか！

　うわー！　うわーっ!?

「おーい、ベールくーん！」

「！」

　そして、とうとうその時がきた。

　あの耳をくすぐる可憐かれんな声の持ち主が、視界の中、小走りをして徐々に大きくなってくる。

「おはよう、来るの早いね。なぁに、そんなに新しい防具を買うのが楽しみだったの？」

「あっ、いや、僕は……！」

　──エイナさんと二人きりになることを、変に意識していました。

　なんて、はっきりと伝えられない僕は意気地無しなんだろうか。

　僕は落ち着かない表情で視線を左右に揺らした。

「まぁ、実は私も楽しみにしてたんだよね。ベル君の買い物なんだけどさ、ちょっとわくわくしちゃってっ」

　エイナさんの服装はいつもと装よそおいが異なっていた。普段はギルドの制服でぴしっと決めているけど、今日はレースをあしらった可愛かわいらしい白のブラウスに、丈たけの短いスカート。ちょっとお洒落しゃれで軽い感じ。よくかけているところを目にする眼鏡は、今日は外している。

　ギルドの制服姿を見慣れちゃっているせいか、大人びた雰囲気ががらっと変わったエイナさんは、なんていうんだろ……凄すごく眩まぶしい。

　そう、可愛いんだ。

　エイナさんお得意の懸隔けんかくの術中に、僕は見事にはまってしまっていた。

「装備品なんて物騒ぶっそうなものを買いにいくのにわくわくするなんて、私おかしいかな？」

「そ、そんなことないですっ！」

　僕が慌てて否定すると、エイナさんはくすくすと笑い出した。うわぁ、うわぁー……。

　ギルドの職員の中でも冒険者達の人気が一、二を争うのも頷けてしまう。

　ハーフエルフって、どの人もエイナさんみたいなのかな……。

「コホン。それで、ベル君？」

「な、なんですか？」

「私の私服姿を見て、何か言うことはないのかな？」

　悪戯いたずら好きな子供みたいな瞳で、上目遣い。

　うわぁ、ウワァー……。

「……そ、その、すっごく……いつもより、若々しく見えます」

「こら！　私はまだ十九だぞぉー！」

「あいたたたたたたたたたったたたっ!?」

　エイナさんの細くて白い腕が、僕の首の付け根あたりに巻き付く。

　そのまま脇に抱かかえられて締めつけられて……ぐいぐいって、僕の頰ほおがエイナさんの胸に……。

「ほら、謝れー！」

「や、やめっ、許してくださあああああああああああああああああああああいっ!?」

　エイナさんのおかしそうな声音が耳をくすぐる中、僕は思いっ切り叫んだ。
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「誰かとこんな風に買物に行くなんて、久しぶりだなぁ」

「そう、なんですか？　エイナさんなら誰も放っておかないと思うんですけど。……その、男の人だったら、特に」

「ふふ、上手だね、ベル君。でも本当だよ。ギルドに入ってからはずっと仕事一筋だったから」

　空は快晴だった。

　絶好のデート日和びより……なんて言うつもりはないけど、青空は眩まぶしいくらいに澄すみ切っている。エイナさんに連れられ北のメインストリートを南下する中、気持ちいい風が泳いでいた。

　時間帯もあって大通りは賑にぎやか。相変わらず人通りが激しい。商店の大小関係なしに、それぞれの店の店員達が盛んな呼び込みを行っている。ドワーフの地鳴りのような声が強烈。

　時にはエイナさんにも声がかけられたけど（僕は下男と間違えられた）、彼女はそれを愛想良く手を振り返してやり過ごす。声をかけてきた獣人の店員は、顔を幸せそうにだらっとさせた。

「あの、今日はどこまで行くんですか？　このままだとダンジョンに着いちゃいますけど」

「着いてからのお楽しみ、だと流石に意地悪かな？　うん、じゃあ、教えてあげる」

　オラリオには、都市の中央からメインストリートと呼ばれる大通りが方位に合わせて八本伸びている。つまり北、北東、東、南東、南、南西、西、北西の方角だ。空から鳥瞰ちょうかんすれば、太い四本の線が都市の中央を通って走っていることがわかる。

　それぞれのメインストリートが交差する都市の中心地、そこにダンジョンはあった。

　メインストリートが集結する中央広場セントラルパークはもう目と鼻の先にある。圧倒的な存在感となって迫ってくる摩天楼施設を視界の真ん中に置きながら、僕はエイナさんの返答を待った。

「今日行くところは……ダンジョンだよ」

「ええっ!?」

「正確にはダンジョンの上にある、あの摩天楼バベルだね」

『バベル』は地下迷宮ダンジョンの蓋をするように築きずかれた超高層の塔、つまりあの摩天楼施設だ。

　蓋、と述べたように、バベルの役割はダンジョンの監視と管理。

　ギルドが保有するこの施設は冒険者達にとって最も馴染みの深い建物の一つだった。

「バベルって……冒険者用のシャワールームとか、公共施設があるだけじゃないんですか？」

「キミは本当に何も知らないんだね……。でも、まだ冒険者になって一ヶ月も経ってないからしょうがないのかな？　じゃあ、今日は役に立つ情報をかい摘つまんで教えるね？」

　──徹底的にダンジョンの知識を詰め込まれた当時の記憶スパルタを思い出して、僕は正直なところ、エイナさんのその得意そうな顔に、怯おびえた。

　あの時のようなことにはなりませんようにと祈りながら、僕は彼女の話に耳を傾かたむける。

「ギルドが所有しているバベルは、ベル君の言ったとおり冒険者のための公共施設という役割がまず一つ。簡易食堂や治療施設の他に、換金所もあるなんて知ってた？」

「えっ、ギルドの本部や支部だけにあるんじゃないんですか？」

「ううん、バベルにもちゃんと設置してあるよ。ただ鑑定員が少ないから、結構順番待たされちゃうと思うけど……。続けるね？　あと一つ、これが今日の目的地でもあるんだけど、バベルは一部の空いているスペースを、色々な商業者にテナントとして貸し出しているの」

　話がちょっと見えてきた。つまり僕達がバベルに向かうのは、その中で開いている武具系統のお店に足を運ぶということだろう。

「ダンジョンの真上に建っているだけあって、お店は全部、冒険者のための専門店。多くが商業系の【ファミリア】だよ。【ヘファイストス・ファミリア】なんかはバベルに出店してるお店の中でも、その代表だね。名前くらいは聞いたことがあるかな？」

「は、はいっ」

　どきっとした。思わず今も腰に差さっているナイフを確かめてしまう。

「ベル君は【ヘファイストス・ファミリア】のことについてどのくらい知ってる？」

「えっと、武具を扱う大人気【ファミリア】で、すごく品の価値が高くて、冒険者なら誰でも欲しがるってことくらいですかね……」

「うん、間違ってはないね。……ちなみに、私達が今日行く予定なのが【ヘファイストス・ファミリア】のテナントだから」

「え、ええぇ～～～～～～～～っ!?」

　今日一番の絶叫ぜっきょうをした僕を見て、エイナさんは悪戯いたずらに成功した子供のような笑みを浮かべた。

　どういうことですか、と慌てて詰め寄ろうとすると、彼女は気まぐれな妖精ようせいのように僕をひょいっと躱かわし、そして一気に開けた視界の中へ足を踏み入れる。

「つ、着いちゃった……」

　中央広場セントラルパーク。

　白亜の巨塔、バベルをぐるっと取り囲む円形の大区画。随所に緑木が植えられていたり噴水が設置されていて、公園という呼び方もあながち間違いでもない。

　来る途中の大通りには沢山の市民が関係なく入り混じっていたけど、この中央広場セントラルパークは大きな剣や槍、様々な得物を携たずさえた冒険者達がほとんど。恐ろしいのはこの目眩めまいのするような人の数をもってしても、この場所が全く飽和ほうわする気配を見せないということだろう。

「エイナさん、どういうことですか!?　僕、【ヘファイストス・ファミリア】で買物できるような大金持ってないですよ！」

「まぁまぁ、それは着いてからのお楽しみってことで」

「僕はずっとハラハラしっぱなしですよぉ!?」

　エイナさんは泣き叫ぶ僕を見てもどこ吹く風。歩く速さをちっとも緩ゆるめようとしてくれない。

　逆に、だんだん置いてかれていく格好になる僕の手を、その細い指でぎゅっと握ってきた。

「いいから行くよ！　男の子なんだからぐずぐず言わない！」

　頭が真っ白になり、次いで顔を真まっ赤かにする僕は、エイナさんにどんどん引っ張られていく。

　柔らかい手は、子供の頃から畑仕事を続けすっかり硬くなっている僕の手とは対照的で、温あたたかくて、くすぐったい。頭がくらくらして思考がおぼつかなくなってくる。

　けれど、雑踏ざっとうを縫ぬっていく内、これからさぁダンジョンにもぐろうという男性の冒険者達から、『殺スゾ』という視線を一斉に浴びた。

　僕は蒼あおくなってかえって落ち着くことができた。

「エ、エイナさん、ててっ、手を離して頂けないでしょうかっ？　おおおっ、お願いします……!?」

「オラリオでも一流の鍛冶かじの【ファミリア】に行くんだから、鍛冶師スミスについてもちょっと知っておこうか。ベル君、『発展アビリティ』って知ってる？」

　男なのにグズグズする僕の申し出はもう受け取ってもらえないらしい。死活問題なんだけど。

　僕は諦めて、震えながら必死に体を小さくした。

「いえ、知りません……」

「『発展アビリティ』っていうのはね、【ステイタス】のＬｖ．が上がると任意で発現できるアビリティのことなの。『基本アビリティ』より更に専門的な能力を特化するのが特徴かな」

　Ｌｖ．の上昇……【ランクアップ】時の特典みたいなものだと、エイナさんは要約してくれる。

「その人の【経験値エクセリア】の傾向で発現できるアビリティの選択肢は決まってくるんだけど、その中に『鍛冶』っていう発展アビリティがあるんだ」

『発展アビリティ』に『鍛冶』……どれも初耳の言葉だった。

　エイナさんの話によると、現代の鍛冶師スミスには『鍛冶』のアビリティが必須ひっすと言われており、【ヘファイストス・ファミリア】の鍛治師スミスの大半がそのアビリティを習得しているらしい。

　つまり、団員の多くがＬｖ．2以上……どうやら派閥はばつとしての戦力も相当高いようだ。

「鍛冶師スミスっていう職人達は当然昔からいた。古代の作品はアンティークが多いけど、今でも通用するものも存在してる。でも現代の……『鍛冶』のアビリティを持つ鍛冶師スミス達は、神に授さずかったその『恩恵』の力によって属性を付加できるの」

「属性……？」

「つまり特殊な能力だね。【ステイタス】を授かった冒険者に発現するスキル、それが武器にも付与されていると考えてくれればいいよ。絶対折れない剣とか、切れ味が落ちない刀とか。普通に鉄を打つだけじゃあ、そういうものは作れないでしょ？」

　確かに、と僕は頷く。

「中には魔法に等しい現象を引き起こす武器もあるの。振り下ろすと炎ほのおを吐き出す、とか」

「うえっ!?」

「これも結構常識なんだけどなぁ……。とにかく、そんな魔法と同じ効果を生み出す武器を、私達は『魔剣』って呼んでる。これを作れるのは本当に一握りの鍛冶師スミスだけ」

　ごくり、と喉を鳴らす。簡単に言われてしまったけど、つまりその『魔剣』を手に入れれば、即席の魔法──手練てだれの剣士を打ち負かすこともできる力を得られるということになる。

「ただし魔剣は消耗品で、限界を迎えると砕くだける特徴を持つんだけど。詠唱えいしょうをしないで即座に発動できる分、魔法より効果は低いしね」

　とてもお金のかかる使い捨て武器、とエイナさんは苦笑した。

　その表情から察さっするに魔剣を所持している人は少ないみたいだ。人気がないわけでは決してないんだろうけど、必ず壊れるというデメリットは、何が起こるかわからないダンジョンで安定したパフォーマンスを求める冒険者に、購入を遠慮させるのかもしれない。

　何よりは、まぁ、べらぼうに高いのだろう。

「あの、エイナさん。発展アビリティって、『鍛冶』以外の他に何があるんですか？」

　いち冒険者として気になることを聞いてみた。

　僕もいつかは通るだろう道だ。いや、絶対に通ってみせる。

「ん～、冒険者に代表的な発展アビリティなら『耐異常』とか『魔導』なんかがあるかな。それ以外だったら、『神秘』なんてものもあるね」

「『神秘』？」

「うん。これはどちらかというと、神の十八番おはこの『奇跡』なんてものを発動させるの。『神の御技』っていうやつかな。賢者の石の話、ベル君は知ってる？」

　当然、ノー。僕は首を横に振る。

「ずーっと昔のことらしいんだけど、『神秘』のアビリティを持ったある派閥の構成員……賢者様が、『賢者の石』っていう道具アイテムを作り出すことに成功したの。効果はずばり、永遠の命の発現」

「……なんかもう、開いた口が塞ふさがらないです」

「ふふっ、そうだね。でもこの話には続きがあって……その賢者様は歓喜して自分の主神のもとに賢者の石精製の報告に行ったんだけど……その石を手にとった神は、賢者様の目の前で、床に叩きつけて壊しちゃったの。……永遠の命を」

「…………」

「魂の抜け殻になった賢者様を指差して、その神は腹がよじれるほど笑い続けたんだって」

　僕が聞いた中でも最も酷ひどい神様の『神話』だった。

　ちなみにここで言う神話とは、神様によるどうしようもないオチが待ち受けているものを指す。

　僕、初めて会えた神様がヘスティア様で本当に良かった……。

「賢者の石は偶然の産物だったらしくて、二度と精製されなかったらしいの。賢者様以上に『神秘』のアビリティを極められる人は出てこなくて、文字通り伝説の道具アイテムになっちゃったんだね」

「極められない……？　発展アビリティも、基本アビリティみたいに熟練度があるんですか？」

「ううん、熟練度はないの。ただ基本アビリティと同じようにＳからＩの能力高低があって、それを次の段階に上昇させるのがすごく難しいんだ。基本アビリティの比じゃないくらいに」

　それは、多分とんでもないんだろうな……と僕は言葉だけの感想を抱いた。

　まだ自分自身が実感できる場所にいないから、そう感じることしかできない。

　話している内にバベルの門の前までやって来ていた。門と言ってもいくつもの台形の穴が塔の一階部分にぐるりと張り巡めぐらされている。冒険者達が何人でも、どこからでも入れるように配慮された形だ。門をくぐると白と薄い青色を基調にした大広間が現れる。

　ダンジョンの入り口はこの地下だ。

「ここからは……」

「上だね。バベルが場所を提供しているのは四階からだから」

　バベルの一階はいわば玄関みたいなもので、主要な公共施設は二階から。三階まで上って先程聞いた換金所を壁際の一角に見つけつつ、僕がこのフロアで途切れてしまった階段の姿を探していると、エイナさんは繫つないだままの手を引いて広間の中心へと赴おもむく。

　いくつも存在している円形の台座、その一つに乗る。硝子がらすとはまた違う透明な壁が取り付けられていて、まるでグラスみたいだと見たままの感想を抱く。

　やがてエイナさんが備え付けの装置を操作したかと思えば……台座は地面から離れて、浮遊。

　そのまま上へ上へと浮かび、いや、昇のぼり始めた。

「!?」

「あはは、私も最初はそんな感じだったよ」

　どうやらこのグラスもどきはフロア間を行く昇降設備しょうこうせつび……魔石製品の一つなのだそうだ。

　何でも台座の下に大量の『魔石』が取り付けられていて、石から生じる魔力を浮力に転用しているらしい。そんなこともできるのかと僕が驚いていると、エイナさんが一定の周期で魔石を交換しなければいけないと教えてくれた。万能、というわけにはいかないらしい。

　ほどなくして、バベルの四階に到着する。

「お目当てのお店はまだ上の階なんだけど、せっかくだから寄っていこうか？　ベル君もちょっと見てみたいでしょ？」

　ざっと見ただけでも武器・防具のお店がそこかしこを埋めつくしている。僕はちょっと興奮しながら、エイナさんの確認に頷いた。

　って、あの看板の【H[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]】というロゴタイプ……もしかしてここからここまでのお店、全部が【ヘファイストス・ファミリア】の……？

「ああ、この四階から八階のテナントは全部【ヘファイストス・ファミリア】のものだから」

　……フロア丸ごとだった。どれだけすごいんだ、【ヘファイストス・ファミリア】って。

　ちなみに、僕と神様のホームの近く、北西のメインストリートにも同派閥の支店がある。

　そこで僕がいつも店頭の窓から見ていた短刀の値段は……八〇〇万ヴァリス。

　普通に位くらいのいい家がいくつも買えてしまう額だ。

　ちょうど側の店先に陳列窓ショーウィンドウがあったので、奥に鎮座ちんざする紅くれないの剣の価格を見てみると……。

（……三〇〇〇万ヴァリス!?）

　くらぁ、と僕は手を額おでこにやってよろめいた。エイナさんが隣で苦笑しているのがわかる。

　僕の今持っているこのヘファイストス製のナイフ、神様は世界に一つしかないだなんて言っていたけど……一体いくらかかったんだろう？

「いらっしゃいませー！　今日は何の御用でしょうか、お客様！」

　唾つばを飲み込んで陳列窓ショーウィンドウの商品を凝視していると、店員さんに明るく声をかけられた。

　その女の子は身長は低いけれど、とても容貌ようぼうが整っていて、訓練された美しい店員さんスマイルを浮かべている。可愛らしい黒髪のツインテールがぴょこぴょこと揺れていて微笑ほほえましい。

　紅色をしたエプロンタイプの制服の下では、その小さな体に不釣り合いな胸がデデンと盛り上がっており……。

「……なにやってるんですか、神様」

「……」

　ひくっ、と神様の店員スマイルが引きつる。

　そうか。近頃やけに慌ただしいと思っていたら、こんなところで働いていたのか……！

「何でこんなところにいるんですか!?　バイトのかけ持ち!?　到達階層が増えてお金にちょっと余裕ができるようになったって、僕言ったばっかりじゃないですか!?」

「いいかいベル君、今あったことは全部忘れて、目と耳を塞いで大人しく帰るんだっ……！　ここは君が来るにはまだ早い！」

















「神様だって早過ぎですよ!?　今まで時給三〇ヴァリスだったくせに!?」

「ジャガ丸くんを馬鹿にするなぁー！」

「いいから、ほら、帰りましょう!?　神様は神様なんですから恥も外聞も捨てちゃダメです！　これ以上笑い種になっちゃったらどうするんですか!?」

「ええい、離せ、離すんだベル君！　神にはやらなくちゃいけない時があるんだ！」

「神様がやらなくちゃいけない時ってどんな時ですか!?　お願いですから言うこと聞いてください！」

　右手首を両手で摑つかまえる僕から神様は顔を背け、必死に逃げようとする。

　一体何がそんな神様を頑なにさせているんですか……！

　エイナさんが目を丸くしているのが視界に掠かすったけど、そんなこと気にしてる場合じゃない。

「こらぁっ！　新入りぃ、遊んでんじゃねー！　とっと次の仕事しろぉおっ!!」

「はぁーい!!」

「あっ!?」

　ぴゅーん！　と神様は僕の拘束こうそくを振り払って飛んでいく。

　わたわたと慌てるツインテールと一緒に、小さな後ろ姿が店内へと消えていった。

「かみさまぁ～……」

「……あ、相変わらず、変わった神だね？」

　情けない声を出す僕に、エイナさんが対応に困るような笑みを作った。

　僕はしばらく落ち込んでいたけど、今は一人ではないことを思い出し、無理矢理立ち直る。

　……神様のことは、今は忘れよう。

「お見苦しいところを見せてすいません……」

「大丈夫だよ。じゃあ、上に行こうか？」

　頷く僕と苦笑するエイナさんは目的地、バベルの八階への移動を始める。

　今度も魔石昇降器エレベーターに乗り込み、時間をかけて上階へと昇っていった。

「はい、到着」

「しちゃいましたね……」

　静止した昇降機の手動のドアを開けると、先程の四階と同じような光景が僕達を出迎えた。

　剣、槍、[image: ]おの、槌つち、刀、弓矢、盾、鎧、その他防具……様々な種類の武具の専門店が、広いフロアに展開されている。あと、何だか四階よりお客さんの数……冒険者の姿が多い。

　この人達全員が一流の冒険者だと思うと、僕は途端に尻込みしてしまった。

「【ヘファイストス・ファミリア】みたいな高級ブランド、自分には縁がないものだとベル君思ってるでしょ？」

　居心地悪くしている僕は、何を今更、と素直に肯定こうていする。

　エイナさんはそれを見て、ここぞとばかりに鼻高々と笑ってみせた。

「実はそうでもないんだなぁ。まぁ、百聞は一見にしかず！　ちょっと付いてきて」

　エイナさんは僕を連れて最寄りの店へ入っていく。ここは、槍のお店か。

　店内の奥に進むと、エイナさんは壁際に設置された槍棚の前で足を止めた。立派な戦槍が穂先ほさきを天井に向ける形でずらりと並列している。

　どうせまた、と思いながら見てみると……一二〇〇〇ヴァリス。

「あ、あれ……？」

　これだったら、手が届くかも……。

「ふふ、驚いた？」

「は、はい。でも、どうして？」

　呆気あっけに取られた僕にエイナさんが機嫌良く尋たずねてくる。

　僕の視線はその立派な槍に縫い止められたままだったけれど。

「【ヘファイストス・ファミリア】が他の鍛冶の【ファミリア】と違うところは、末端に当たる職人にもどんどん作品を作らせて、それをお店に並べちゃうことなの」

「えっ……いいんですか？　だってそれ、一流の人達と比べたら全然……」

「勿論もちろん、熟練の鍛冶師スミスの作品とは販売する環境が違うよ？　でも、こうして作られた武具を店の経営陣が確かな値踏みをする、そして冒険者が直接手にとって購入する……そういった評価が未熟な鍛冶師スミス達には確かなプラスになるの。素晴らしい栄誉も目も当てられないような厳しい評価も、全部。彼等はそれを起爆剤にしてよりよい作品を、って奮起ふんきするんだ」

　驚く一方で、なるほど、とも思えた。試作や修練だけしか許されず狭い工房に閉じ込められるより、より広い世界で多くの声と刺激を受けた方が成長の糧かてにはなる筈はずだ。

「それに店側にも悪い話じゃないから。こういう場を設けることで、下げの下げの冒険者達の客層も確保することができるからね」

　その中には第一級冒険者になるような卵もいて、大成したなら一級品を購入する上客になってもらえる。要は上手いピラミッドができているのだと、エイナさんはそう言った。

　幅が広い底辺層で多くの客を取り入れ、その中で何人かの顧客を見繕つくろい、そしてその客が成り上がっていくことで上の層でも収入を見込める。

　迷宮都市の特性。総合的に見れば、冒険者は多大な利益を生む可能性を秘めているらしい。

「ここで一番重要なのが、冒険者と鍛冶師スミスの駆け出し同士が、この時点で繫がりを構築できるっていうことなの。細い太いに関わらずね」

　どういうことですか？　と僕は目で尋ねる。

「新米の鍛冶師スミスが出した作品を通して、新米の冒険者がその名前を覚える。気に入ったなら面識も得られるかもしれない。隠れた原石の鍛冶師スミスは、経営側も見抜けなかったその才能を、慧眼けいがんを持つ冒険者によって発掘されるの。類るいは友を呼ぶじゃないけどね、やっぱり実際使って直接肌で感じる冒険者の方が、その武具に思うことは一杯あるみたい」

　……そう言われてみると、そうなのかもしれない。

　少なくとも僕は、ギルドの支給品である短刀や軽装に多少なりとも思うところはある。

「何より、特定の誰かのために打つ武具っていうのはね、思い入れが深い分、より特別な威力を発揮するの。……なーんて、これは他の人の受け入りなんだけど」

　ぺろ、と小さく舌を出すエイナさんに、どきっとしてしまった。

　この人がこんな子供っぽい仕草しぐさをするとは夢にも思わなかったからだ。

「話が長くなっちゃったけど、とにかくベル君でも買える【ヘファイストス・ファミリア】の商品はあるってこと。ベル君、手持ちのお金はいくら？」

「えっと、ちょうど一〇〇〇〇ヴァリスです」

「じゃあ、品によっては防具一式を揃そろえられるかな。さっき原石の鍛治師スミスの作品なんて言った通り、中には掘り出しものもあったりするんだよ。さっ、行こう！」

　僕よりエイナさんの方がはりきっている。ちょっと冷静になれた僕は苦笑い。

　先導されて鎧と盾の看板が貼ってある店の前に来た僕は、二人で広く探した方がいいものも見つかる、という気乗りしているエイナさんの言葉に促うながされ、一旦彼女と別れることにした。

　店の中に入ると、今まで見たことのない光景が僕の目に飛び込んでくる。

（うわぁ……。下っ端の鍛冶師スミスが作ったって言っても、すごいことには変わらないか……）

　鎧の森と言ってもいい店内は圧巻の一言だった。

　純白のトルソーが形の異なる沢山のアーマーを身に纏い、胴体部分だけにもかかわらず威容いようを誇っている。中には等身大の人形もあって、装備した自分の姿を鮮明にイメージさせてきた。

　盾や兜かぶとも棚に飾ってある。質素で堅固けんごそうなもの、煌きらびやかで装飾に凝ったもの、様々だ。

　男性も女性も関係なく自分にあった防具を選んでいた。試装もどうやらできるらしい。

（どうしよう、すごい楽しみになってきたかもっ……ん？）

　周囲の空気に影響されて歩みを弾ませていると、ふと目が引っ張られる。

　店の中でも目立たない片隅。そこに、防具の各パーツを山積みにしたボックスがあったのだ。

　あれは、アーマー系統？

　他の防具がトルソーで展示されているだけあって、ガラクタの山のような扱いは異彩を放っている。その隣には似たようなボックスがいくつも置いてあった。どうやら、【ファミリア】に価値が低いと評価されたものらしい。

　後は機能に支障は出ないにしても、少しの不備があったとか。

「あ、やっぱり売り物だ……」

　ボックスの下に値札がかかっている。五七〇〇、六四〇〇、三九〇〇……記される赤い数字はまちまちだったけど、どれも安価ではあるらしい。

　さっきちらりと見た甲冑かっちゅうが一五〇〇〇ヴァリスで、今僕が使っているギルドの軽装が五〇〇〇ヴァリスだから……うん、多分僕の考えは間違ってない。値段でいえばお手頃なのかな？

　でもエイナさんには、身を守るものなんだからケチケチしないっ、とか言われそうだなぁ。

「……？」

　箱の列と並行して進んでいると、不意に僕の足は止まった。

　見下ろしていた数々のボックスの中で、ある防具の塊が現れたのだ。

　鉄色。赤みや暗色を帯びた黒ではなくて、純粋な白い金属光沢。彩色が何も施ほどこされていない素材のままの姿が、僕の琴線きんせんに触れる。

　屈かがんでよく見ると、それはライトアーマーだった。

　膝ひざ当てや、体にフィットするような小柄のブレストプレート。肘ひじ、小手、腰部など、最低限の箇所のみ保護する構造。ところどころ部位のかけたアーマーと言える。

　プレートを持ち上げてみると、軽い。ギルドの支給品よりも全然。叩いてみてもよくわかりっこないけど、それでも守りは保証されている、そんな気がした。

　サイズも恐らくぴったり。

「……」

　強く、惹ひかれた。

　最初に手を取ったものだからという理由もあるかもしれないけれど。

　気が付けば、僕はこの防具に引き込まれていた。

　持ち上げているブレストプレートをじっと見つめる。くるりと引っくり返してみると──あった、【ヴェルフ・クロッゾ】という制作者のサイン。

【H[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]】のブランド名はまだ許されていないようだ。

（ヴェルフ・クロッゾ……）

　覚えた。

　僕の意識を鷲わし摑みにして、強引に振り向かせた鍛冶師スミスの名前。

　エイナさんの言っていた冒険者と鍛冶師スミスの繫がり、僕はそれを聞いた側から実体験した。

　もう心はこのライトアーマーに傾いている。ぜひ購入したい。

　ボックスに記載されている値段に視線を落とすと……げっ、九九〇〇ヴァリス。

　ほぼ有り金全部……。

「おーい、ベル君！　私いいの見つけちゃったよ！　プロテクターに革鎧レザーアーマー！　ちょっと高いけど、どっちか一つかは買っといた方がっ……あれ、ベル君も何か見つけたの？」

　戻ってきたエイナさんは屈んだ僕の頭上からそれを覗き込むと……むむっ、という顔をした。

　このボックスの販売形式もあって、心証の悪さを買ってしまったのかもしれない。

「……それに決めちゃった？」

「はい。僕、これにします」

「はぁ……ベル君って本当に軽装が好きなんだね。せっかく選えりすぐってきたのになぁ……」

「す、すいません」

　申し訳なくなって肩を狭める僕に、エイナさんは「いいよ、気にしてない」と苦笑した。

「ベル君が使うんだもんね。私としては身の守りのことも考えてほしいけど……キミがこれ、って決めたんなら、それでいいと思う」

「……ありがとうございます」

　お礼を告げてから僕は立ち上がりボックスを抱えた。

　カウンターへと向かい支払いを済ませると、残金はやっぱり一〇〇ヴァリス。

　高い買物になっちゃったかな。

「あれ……？」

　エイナさんがいない。軽装の入ったバックパックを背負いながら辺りを見回す。

　どこに行ってしまったんだろうと顔を振っていると、あっさり見つかる。にこにこしているエイナさんは僕の真後ろに立っていた。今、店から出て来たのだろうか。

「ベル君。はい、これ」

「……へっ？」

　おもむろに手渡されたのは、細長いプロテクターだった。

　付属の篭手こてに取りつける形で手首から肘くらいまでの長さ。盾と同じ機能を有しているのが鍛えられた金属面から見てとれる。エイナさんの瞳と同じ、緑玉石エメラルドの色。

「こ、これって……」

「私からのプレゼント。ちゃんと使ってあげてね？」

「ええ!?　い、いいですっ、いらないです！　か、返しますっ！」

「なぁに？　女の人からのプレゼントはもらえないっていうの？」

「い、いえっ、でもっ……情けなくて」

　慌てふためいた後、正直に本音をこぼす。いくら年上だからといって、女性からの貢みつぎ物なんて……それだけで悪いことをしているように思えてしまう。

　僕がうつむきがちになっていると、エイナさんはふっと微笑んだ。

「私はもらってほしいな。私のためじゃなくて、キミ自身のために」

「え……」

「本当にさ、冒険者はいつ死んじゃうかわからないんだ。どんなに強いと思っていた人も、神の気まぐれみたいに簡単に亡くなっちゃう。私は、戻って来なかった冒険者を沢山見てきた」

「……」

「……いなくならないでほしいなぁ、ベル君には。あはは、これじゃあやっぱり私のためかな？」

　笑っておどけてみせるエイナさんは、その間も僕のことをずっと見つめていた。

　その静謐せいひつな瞳で。

「だめ？」

　僕は、床を見た。

　少し赤くなった顔を前髪で隠す。

　そんな言い方は反則ですなんて、もう言う気にもなれない。

「……それにさ、ベル君、私のこと大好きって言ってくれたじゃない？」

「えあっ!?」

　今度こそ僕は真っ赤になった。がばっ、と顔を上げて視線を合わせる。

　エイナさんの頰も、ほんのりと染まっていた。

「あれはそのっ、エイナさんが僕を励はげましてくれて嬉うれしかったから……！」

「私もさ、嬉しかったんだよ。ベル君に好きって言われて。そういう意味じゃないってことはわかってるよ？」

　どっちも、赤面。

「だからってわけじゃないけど、ちょっと力になってあげたいなって思ったんだよ。頑張っているキミに、渡したくなっちゃった。ね、受け取って？」

　ちょん、と鼻をつつかれる。

　僕は触れられた鼻を撫でながら、赤い顔のまま頷いた。

「ありがとう、ございます……」

「どういたしまして」

　胸の中に渡された緑玉色エメラルドの防具は、温ぬくもりに満ちていたような気がした。
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「ちょっと遅くなっちゃったな……」

　空が茜あかね色に染まっている。もうすっかり夕暮れ時だ。

　買物を終えた僕はエイナさんを彼女の住居に送ってから帰路についていた。

　走りながら西のメインストリートを外れ、いくつもの小径しょうけいが入り組んだ路地裏へと入る。

（エイナさんにあんなドキドキしちゃうなんて……不味まずいよなぁ）

　頭の中のヴァレンシュタインさんが非難がましく僕を見ている。勿論妄想だけど。

　自分に移り気があるなんて信じたくない……って、僕ちょっと前まではハーレムがどうたらとか言ってたじゃん。アハハハ、とちょっと壊れた笑い声を出しながら現実逃避をする。

　僕はヴァレンシュタインさん一筋なんだヴァレンシュタインさん一筋なんだ……。

「……足音？」

　立ち止まる。

　路地裏の奥から、僕以外のバタバタと何かが駆ける音が響いている。一人……いや二人か。

　小さいものと大きいもの、靴音の大小がはっきりしているために察することができた。

「どこから……？」

　メインストリートは外れたばかりだ。来た道を振り返れば、大通りの人の行き来がはっきりと見える位置にいる。そして足音はこちらにだんだんと近付いてきていた。

　まだ距離があるとはいえ、僕達のホームの近辺で面倒事が起こっているのは、少し不味い。

　ちょっと不安に流されながら、僕は普段曲がる道をまずは覗き込もうとする。

「あうっ！」

「えっ？」

　出し抜けに、一つの影が目の前を勢いよく転がった。どうやら曲がり角から身を乗り出した僕の足に、走ってきたその影が引っかかってしまったらしい。

　か細い悲鳴に慌てながら近寄ってみると……。

（……パルゥム？）

　神様よりも更に低い身長に、触れれば折れてしまいそうな細い手足。一つ一つのパーツがとても小さいその特徴的な外見を目にして、僕はすぐにある種族の名を思い浮かべた。

　あの食べたり踊ったり、騒さわいだりすることが大好きな亜人デミ・ヒューマンだ。

「すいません、大丈夫ですか!?」

「ぅ……っ」

　もぞりと動いてその小さな体が起き上る。

　女の子だ。栗色のまとまりのない髪がうなじを隠している。

　容姿は幼い。何もかも小振りな顔立ちの中で、その大きく円つぶらな瞳が強い印象を与えてきた。

「追い付いたぞ、この糞くそパルゥムがっ!!」

　僕が手を貸そうとしたその時、道の奥から一人のヒューマンが現れる。迸ほとばしった怒声がパルゥムの少女を可哀相かわいそうなくらい怯えさせた。

　目をギラギラと光らせているその男は、どうやら冒険者のようだった。

　年は二十くらい？　比較的大きな剣を背中に差していて、僕より遥はるかにガタイがいい。

「もう逃がさねえからな……ッ！」

　息を切らす青年は悪鬼のごとき表情をしていた。

　直接向けられていない僕も思わず仰のけ反ぞってしまうくらい、普通に怖い。

　──この人、パルゥムの子に一体何をするつもりなんだろう？

　そんなことを考えたら、僕の体は勝手に動いていた。

　少女の体を隠すように、青年の進路に立ち塞がる。

「……あぁ？　ガキ、邪魔じゃまだ、そこをどきやがれ」

　男の目は今の今まで少女しか映しておらず、ここで初めて僕のことに気付いたようだった。

　頰がひくつく。モンスターはいくら倒せても、こういうのにはちっとも慣れていない。

　僕は男の迫力に押されながらも、必死に足を縫い止める。

「あ、あの……今からこの子に、何をするんですか……？」

「うるせえぞガキッ!!　今すぐ消え失せねえと、後ろのそいつごと叩っ斬るぞ！」

　──あ、ダメだ、どけない。

　僕は涙目になりかけながら覚悟した。

　事情は知らないけど、この人は間違いなく、後ろの女の子に酷いことをする。

　背負っているバックパックを下ろして路地の隅に寄せた。僕の行動に冒険者の男は勿論、斜め後ろにいるパルゥムの少女も驚きをあらわにする。

　瞠目どうもくしていた男は、すぐにカァッと赤くなった。

「ガキ……！　マジで殺されてえのか……!?」

「そ、その、い、一回落ち着いた方がっ……!?」

「黙れっ、何なんだよテメエは!?　そのチビの仲間なのかっ！」

「しょ、初対面ですっ」

「じゃあ何でそいつを庇かばってんだ!?」

「……ぉ、女の子だからっ？」

「なに言ってんだよテメエッ……！」

　本当に、何を言っているんだろう……。

　でもしょうがないと思う。実際どうしようもなく、それだけが理由だから。

　男だったら、普通にそうでしょ？　女の子が襲おそわれてたら、普通に助けるでしょ？

　理由を探す方が無茶ってもんだよ……!?

「いい、まずはテメエからブッ殺す……！」

　男が手を後ろにやって剣を抜いた。

　本物の殺気に体が揺れて、反射的に僕も《神様のナイフ》を構える。

　はっ、と息を呑む音。見れば、パルゥムの少女が目を剝むいて僕を注視していた。

　いや、見ているのは……《神様のナイフ》？

　男もこちらの構えに一旦は驚いたようだけど、すぐに双眼に力を入れ直して睨み付けてくる。

　──不味い。

　初めての対人戦……足が震えてくる。戦えるの、こんなので？

　ぶつけられる人の殺気は僕を盛大に緊張させた。汗が吹き出してきて、唾を何度も飲み込んでしまう。カッコ悪いほど怖気おじけづいているそんな僕の姿に、冒険者の男は獰猛どうもうな笑みを浮かべた。目の前の相手が取るに足らない存在だと悟ったのだろう。

　堂々と一歩間合いを詰められる。僕は後ろに下がりたい衝動を嚙み殺して、必死に堪こらえた。

　やられるイメージしか湧かない。でも、退ひけない。

　僕は、ありったけの力を振り絞って瞳を吊つり上げた。

　次の瞬間、男が一気に飛びかかってくる。

「止めなさい」

　が、男の剣が僕に振り下ろされることはなかった。

　芯のこもった鋭い声が、場に割って入ってきたのだ。

　はっと振り向いた僕達の目に映ったのは、大きな紙袋を片手に抱えたエルフの少女だった。

　エイナさんと似た整い過ぎている目鼻立ち。ハーフエルフの彼女と違うのは、突き出ているその耳がより鋭角的な線を描いているということ。

　空色をしたアーモンド形の瞳が、冒険者の男を真まっ直すぐ貫つらぬいている。

　えっと、確か……『豊饒ほうじょうの女主人』の店員の、リューさん？

「次から次へと……!?　今度は何だァ!?」

「貴方が危害を加えようとしているその人……彼は、私のかけがえのない同僚の伴侶はんりょとなる方です。手を出すのは許しません」

　彼女は何を言っているンダ。

「どいつもこいつも、わけのわからねえことをっ……！　ブッ殺されてえのかあッ、ああ!?」




「吠えるな」




　──しんっ、と空気が凍こおる。

　大声を散らしていた男が言葉を呑み込んだ。目を細めたリューさんは途轍とてつもない威圧感を放ってきている。目に見えて彼は狼狽ろうばいしていた。

　かくいう僕も、同じように言葉を失ってしまっている。

「……っ、……!?」

「手荒なことはしたくありません。私はいつもやり過ぎてしまう」

　メインストリートの方角から伸びてくる夕日を背負って、リューさんは淡々たんたんと喋しゃべった。

　多分、きっと、事実。

　そう思えるだけの真実味が、彼女のたたずまいからひしひしと伝わってくる。

　冒険者の男が口をぱくぱくと動かしていると、あたかも最終通告を告げるかのように、リューさんは空いている手に鋭い音を立てて小太刀を装備した。

　み、見えなかった……。

「く、くそがぁ!?」

　男は顔色を青く染め退散していった。

「……」

「大丈夫でしたか？」

　戦わずして冒険者を追っ払ってしまった目の前の女の子に、少しの畏怖いふを覚えてしまった。

　顎の下に溜まった汗を拭う。先程の冒険者と睨み合っていたせいなのか、それとも彼女の気に当てられたせいなのか、判別がつかない。

　リューさん、もしかして冒険者とか……？

「あ、ありがとうございます、助かりました……」

「いえ、こちらこそ差し出がましい真似を。貴方ならきっと何とかしてしまったでしょう」

「いや、そんなことはぁ……」

　すごいビビってた。悪い想像しか浮かばないほど。

　僕は頰をかいて視線を横に逸そらす。

「リュ、リューさんはどうしてここに？」

「夜の営業に向けて買い出しをしていました。昼間とは異なり冒険者が店に押し寄せますから、準備をしておかないと大変なことになるので。その途中で貴方を見かけてしまい、つい」

　なるほどと納得する。『豊饒の女主人』は人気の酒場みたいだから、生半可だと食糧もお酒もすぐに底がついてしまうのだろう。

　それにしても、つい、か。僕とはあまり面識はない筈なのに……正義感が強い人なのかな？

「貴方はここで何を？」

「あっ、そうだ、あの子……あれ？」

　周囲を見回したけれど、先程までいたパルゥムの女の子は忽然こつぜんと姿を消していた。

「誰かいたのですか？」

「え、ええ。その筈なんですけど……」

　怖くなって逃げ出しちゃった、のかな。

　しょうがないと言えば、しょうがないのかもしれない。僕も普通に怖かったし。

　少し気になるけど……。

「では、私はこれで」

「はい。本当に、ありがとうございました」

　やがて僕とリューさんは互いにお辞儀じぎを交わし合い、その場で別れた。
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「よし……」

　装備を新調したベルは姿見で自分の姿を確認した。

　昨日購入した鉄色のライトアーマーは、下に着こんだ黒地のインナーとパンツと相あいまってよく映えている。鎧そのものの自重はまるで感じられず、動きに支障をきたすことは皆無かいむだ。

　左腕には、緑玉色エメラルドの輝きを放つプロテクター。

　ベルはエイナからもらったその緑玉石エメラルドの色をした防具の表面を、微笑みながらそっと撫でた。

「神様、じゃあ行ってきますねー！」

「う～ん、いってらっしゃぁ～い……」

　疲労からベッドに沈んでいる己の主神に苦笑しながら、ベルは出入り口に向かった。既にバイトの件については説得を諦めている。

　最後にもう一度だけ鏡を見た。間に合わせの支給品から一転した装備状況。やっと冒険者らしくなってきたのではないか、とベルは少し得意になる。

《短刀》と《ヘスティア・ナイフ》を腰に備えて完全装備、教会の隠し部屋を出発した。

（いい天気……）

　教会から出た途端に広がった空は晴れ渡っていた。

　今日もいいことがあるんじゃないかと、青空に口元を緩めながらベルはそんなことを思う。

　裏道を経由してメインストリート、そして中央広場セントラルパーク。

　冒険者達の波に乗ってベルはバベルまでやって来た。

（今日も……）

　頑張ろうと、金髪金眼の少女を胸に思い浮かべながら呟こうとしたベルだったが。

「お兄さん、お兄さん。白い髪のお兄さん」

　自分と思おぼしき者を呼ぶ声に、行動を中断された。

「えっ？」

　声のした方向に振り向く。しかし自分に近付いては追い抜いていく冒険者達が視界を過よぎるだけで、声の人物らしき者は見当たらない。

「お兄さん、下、下ですよ」

　耳朶じだをくすぐるような少女の声に従って顎を引くと、いた。

　身長およそ一〇〇Ｃセルチ。クリーム色のゆったりとしたローブを身につけ、深くかぶったフードから栗色の前髪がはみ出ている。背には、その小さな体よりひと回りもふた回りも、いやもっとそれ以上に大きい、思わずぎょっとするようなバックパックを背負っていた。

　強い既視きし感を覚えたベルは、昨日の路地裏での記憶を掘り起こされ、大きく目を見張る。

「き、君はっ……」

「初めまして、お兄さん。突然ですが、サポーターなんか探していたりしていませんか？」

　ベルの声を遮さえぎって、少女はその赤ん坊のような人差し指をベルの背へ向けた。

　示す方向にあるのはベルのバックパック。

　ソロと思われる冒険者がバックパックを装備している光景を見れば、誰であってもその心中を察するのは容易だ。

『サポーターがいてくれたらなぁ』、と。

　故に、彼女は半ば確信してベルに尋ねたのだ。サポーターはいりませんか？　と。

「え……ええっ？」

「混乱しているんですか？　でも今の状況は簡単ですよ？　冒険者さんのおこぼれにあずかりたい貧乏なサポーターが、自分を売り込みに来ているんです」

　目を丸くするベルとは逆に、少女はお日様のようににこっと笑ってみせた。

「そ、そうじゃなくて……君、昨日の……？」

「……？　お兄さん、リリとお会いしたことがありましたか？　リリは覚えていないのですが」

　首を可愛らしく傾かしげる少女に、ベルもつられて首を傾げそうになった。

　周囲からは往来で何をやっているんだという冒険者の傍迷惑そうな視線が寄せられていく。

「あれぇ？」

「それでお兄さん、どうですか、サポーターはいりませんか？」

「ええっと……で、できるなら、欲しいかな……？」

「本当ですかっ！　なら、リリを連れていってくれませんか、お兄さん！」

　少女は無邪気にはしゃぎ、そしてフードと前髪の奥に隠れている円らな瞳があらわになる。

　大きな目は、ベルの腰に差さっているナイフに釘付けになっていた。

「いや、それはいいんだけど、うーん……？」

「あっ、名前ですか？　失敬、リリは自己紹介もしていませんでした」

　少女は一歩後ろに下がり、朗ほがらかな笑みを浮かべる。

「リリの名前はリリルカ・アーデです。お兄さんの名前は何と言うんですか？」

　ベルのことを見上げる少女の瞳は、少し怪あやしく輝いていた。

















「じゃあ、君は無所属フリーのサポーターじゃなくて……」

「そうですよ、リリはちゃんと【ファミリア】に入っています」

　バベル二階、簡易食堂。大半の冒険者達がダンジョンにもぐっている正午前、使用者の少ないこのだだっ広い空間で、僕は小さな少女とテーブルを挟はさんで言葉を交わしていた。

　リリルカ・アーデ、と名乗ったこの女の子が持ちかけてきた話を吟味ぎんみするためだ。

「【ファミリア】の名前は？」

「【ソーマ・ファミリア】ですよ、お兄さん。割と有名な派閥はばつだとリリは思っています」

　サポーターとして迷宮探索に同行したいと交渉してきた彼女は、何でも今まで行動をともにしていたパーティに契約を解消されてしまったらしい。困り果てながら新しい契約相手を見つけようとギルドとバベルを往復する毎日を送り、そして今日、僕を見つけ出したのだと言う。

　パーティもサポーターもいない、まさにといったソロの冒険者。

　もうこの人しかいないと一も二もなく飛びついてきた、とのこと。

　確かにサポーターが欲しいって前から思っていたけど……その申し出にすぐ頷うなずけるほど、僕もおめでたくはない。

　ちらり、と目の前の少女を観察する。体はやせ気味で、目深まぶかにかぶったフードの下では薄い唇がいつもにこにこと笑みを描えがいている。可愛かわいらしい小振りな顔立ちの中で鼻筋は綺麗きれいに通っており、その外見と相まって『おませ』なんていう印象をつい感じてしまう。

　こんな無邪気そうな子を疑いたくないけれど、会って間もない相手の依頼を聞き入れてしまうのも間違っていると思う。常識的に考えて。

　気になることもあるし、僕はまず質問を通して彼女のことを見極めようとしていた。

「どうして違う【ファミリア】の僕に？　別々の【ファミリア】の構成員が繫つながりを持つことはあまり良いことじゃないのに……君の【ファミリア】の仲間とはパーティを組まないの？」

「えへへ、リリはこんなに小さいですし、腕うでっ節ぷしもからっきしなので。何をやっても鈍臭どんくさいリリに、【ファミリア】の方々は愛想をつかして邪魔者扱いにしてるんです。頼んでも仲間に入れてくれないんですよ」

　仲間外れを受けている、となんてことのないように告げられ、僕は思わず面食らってしまう。

「役立たずの身としては肩身の狭い思いでして。【ファミリア】のホームでは居心地いごごちが悪いので、今も割安の宿屋を巡めぐっては寝泊りを繰くり返しています」

　ホームに寝る場所が、居場所がないって……ど、どうなんだ、それは。

　彼女の発言は僕にとって衝撃しょうげき的だった。【ファミリア】の中で身内をのけ者にするなんて。

　僕からしてみれば、【ファミリア】っていうのは家族だ。

【ヘスティア・ファミリア】はまだ僕と神様しかいないけど、そこにはちゃんとした絆きずながある。決して気休めなんかじゃない、家族と言える温あたたかな場所と繫がり。これから加入してくる人が増えてもそれは変わらないだろう。

　苦楽をともにする生涯の関係。それが【ファミリア】の筈はずだ。

　それなのに、この子の【ファミリア】は……家族を[image: ]ないがしろにする？

　軽い目眩めまい。簡単に信じ込むのはいけないとわかっているけれど、自分の知る世界を引っくり返されたみたいで、僕は少し動揺していた。

「今の宿に泊まり込むのも手持ちのお金が心もとなくなってきました。ですから、ぜひっぜひっぜひっ！　リリはお兄さんとダンジョンにもぐりたいんです！」

「え、ええっと……」

「あ、【ファミリア】の関係の話でしたら、それはきっと大丈夫です。リリの主神のソーマ様は他の神様達のことに未来永劫えいごう無関心なので、敵になるとかならないとか以前の問題です。そちらの神様がソーマ様を目の敵かたきにしていない限り、【ファミリア】の間で争いが勃発ぼっぱつすることはまずないと思います」

　言い淀よどむ僕を見て勘違いしたのか、リリルカさんは間を空けず補足説明を付け加えた。

　……色々思うことはあったけど、切り替えよう、と。

　若干うろたえていた僕は当初の目的に意識を戻すことにした。

「リリルカさんの事情はわかったけど……最後に一つ、確認させてもらっていいかな？」

「はい、何でしょう？」

「僕達、本当に会ったことない？」

　昨日、路地裏で出会ったパルゥムの少女は、リリルカさんではないのか。

　僕が気になっているのはこれだ。顔や声をまともに確認していたわけではないけど、あの子と彼女はぱっと見た特徴が酷似している。流石さすがに昨日の今日で記憶が食い違う筈もない。

「リリはお兄さんと初対面の筈なんですが……見間違えだったりしませんか？」

「……もしよければ、そのフードを取ってくれないかな？」

　目深に被かぶられているフードの下を確認すれば、判断はつく。僕が同一人物だと確信に踏み切れないのはこの子の顔が半分しか見えていないからだ。

　こちらの要求に目に見えて動揺したリリルカさんは、体を頼りなく左右に揺らした後、「わかりました……」とぽつりと呟つぶやいた。小さな両手がフードにかかる。

「……へっ？」

「こ、これでいいですか？」

　視界を直撃したのは、頭の上でぴょこぴょこと揺れ動く、可愛らしい獣の耳だった。

　僕は口を半開きにして、その場で固まってしまう。

「……じゅ、獣人？」

「は、はい、リリは犬人シアンスロープです」

　呆然ぼうぜんとすること数秒、ばっ、と勢い良く立ち上がりテーブルに身を乗り出す。

　僕の視線を感じたのか、椅子いすに座るリリルカさんは恥ずかしそうにもぞもぞと動いて、ぺろんとローブの下に隠れていた尻尾しっぽをあらわにした。栗色の尾が、軽く左右に振られる。

　パ、パルゥムじゃなくて……獣人の女の子、だった？

　……うそぉ。

　未だ放心抜けきらない僕は、無意識の内に手を持ち上げ、リリルカさんの両耳に指を伸ばしていた。肩を跳ねさせるリリルカさんは意識の外側に置き、その獣耳をぎゅぅとつまむ。

「んんっ……！」

　指を包み込む感触はほんのりと温かくて、柔やわらかい。ふにふにしている。

　僕が手を動かす度にリリルカさんは頰ほおを赤らめて、もじもじと身じろぎを繰り返した。

　……本物だ。

　ふさふさの毛も肌の下の肉付きも、ピンク色に染まって少し湿しめっている耳の内側も、全て作り物なんかじゃない。紛まぎれもない、獣耳。

（あ、あの子じゃない……）

　もう間違いなかった。容姿がいくら似てようが、種族が異なる、これ以上の判断材料はない。

　些細ささいな共通項なんてみんな吹き飛んでしまい、僕は僕の疑念を放棄した。

「あぅぅ……あの、お兄さぁん……」

「──!?　ご、ごめんっ！」

　かき消えそうな声に、自分の体勢を思い出した僕は飛ぶように彼女から離れた。

　獣人の彼女は僕に弄いじくられていた両耳をぺたりと両手で頭に押さえつけ、頰をほんのりと染めたまま、上目遣いで、意地悪そうな笑みを向けてきた。

「男性の方にリリの大切な耳モノを、あんなにめちゃくちゃにされてしまうなんて……これは責任を取ってもらわないといけませんね？」

　……ぐうの音も出ない。

　瞬またたく間に僕は羞恥しゅうちで顔を真っ赤にして、しばらくひたすら謝り続けた。

「……な、何でその、自分の種族を隠すような真似まねを……？」

「リリの毛並みはぼさぼさで、みっともなくて。あまり人に見せたくないんです……」

　一頻しきり謝った後おずおずと尋ねると、リリルカさんは恥じらいながらフードを被り直す。

　ふさふさした毛並みは愛嬌あいきょうがあって可愛かったと思ったけど……でもまぁ、それこそ男の僕にはわからないものが、女の子にはあるのかもしれない。

　それにしても、小人族と言われているパルゥムならともかく、こんなに小さい獣人の子供なんて……リリルカさん、ひょっとして精々せいぜい十歳くらいの年齢なんじゃないだろうか。

「それでは、お兄さん、どうでしょうか？　リリを雇やとってもらえませんか？」

「……わかりました。それじゃあひとまず、今日一日だけ、サポーターをお願いします」

「ありがとうございます！」

　その耳を蹂躙じゅうりんしてしまった罪悪感から、断るのは酷ひどく気が引けた。このままじゃあ僕は小さな女の子にちょっかいを出して逃げ出したことになる。

　……それにまぁ、本音をさらけ出しちゃえば、サポーターは今の僕が喉のどから手が出るほど求めて止やまなかった存在だ。一刻も早く強くなりたい身の上としては、ダンジョンでは戦闘のみに集中していたい。リリルカさんの提案は僕にとっても渡りに船だったのだ。

「えっと、こういう場合は契約金とか、そういうのは必要なんですか？」

「その場合もありますが、今日はお試しという形なので探索ダンジョンでの収入を分ける形でいいですよ？　リリは三割も恵んでもらえると飛び上がってしまうほど嬉うれしいです」

「ええっ、それだけ？　いいですよ、もっとちゃんと……」

　それからしばらく、屈託くったくなく笑い続けるリリルカさんと僕は、顔を近付けあって話し込んだ。
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　ダンジョンは決まった階層を境さかいにして地形も性質も変わる。

　1～4階層は薄青色の壁で構築されており、出てくるのは主にゴブリンやコボルトといった低級モンスターばかり。種類も多くない。

　4階層に近付くにつれ微妙な個体差のうりょくの変動が生まれるが、迷宮の最上階層だけあって初心者の冒険者にとっても攻略しやすいエリアと言える。単独に際して複数のモンスターから包囲されることがなければ、つまりパーティを組んでさえいれば、まず命を落とすことはない。

　しかし、5階層から状況は一変する。

　外観が薄緑色の壁面に変わるだけでなく、ダンジョン自体の構造も複雑となり、7階層初出の『キラーアント』を始めとしたいやらしいモンスターが多く出現するようになる。

　またモンスターが産まれ落ちる間隔インターバルが4階層と比べ物にならないほど短い。袋小路ふくろこうじに入った瞬間、壁から這はい出てきた数匹のモンスターに囲まれるという事態に陥おちいるのもざらだ。

　上の階層で緊張感が薄らいだ駆け出しの多くはここで屍しかばねと化す。例え油断はしないにしても、ダンジョンの脅威きょういの片鱗へんりんが示され始める5～7階層は冒険者達の最初の難関と言えよう。

　物足りなくなったからといって易々やすやすと下層へ進出してはならない。まずは4階層以上の階層で十分な下地を作ること。【ステイタス】に限った話ではなく、経験、武装、機転、冒険者の素養としてあらゆる面全てにおいてだ。

　駆け出しの冒険者にはまず地道な力の蓄たくわえが求められる。

　ましてや、ソロの冒険者となれば尚更なおさらだ。

　しかし。

「ふッッ！」

『ギシャアアッ!?』

　ベルの場合は少し事情が異なっていた。

　常人以上の成長速度を誇る彼は、いち冒険者の範疇はんちゅうに収まらない。

　繰り出された大薙おおなぎの一撃が、キラーアントの細い胴を捉とらえ真まっ二ぷたつにする。

　現在位置7階層。本来ならばパーティの連携がより求められるこの層で、ベルは間断かんだんなく押し寄せてくるモンスターの群れに一人で立ち回っていた。

『ジギギギギギギギッ！』

「よっ、と！」

『ビュギ!?』

　上空から降下してきた『パープル・モス』を往いなし、《ヘスティア・ナイフ》で羽を断つ。

　片翼を失った巨大蛾はバランスを失ったところに《短刀》を打ち込まれ、あえなく絶命した。

「そこ動くなよおおッ！」

　ベルが向かう場所には再びキラーアント。それも二匹。

　昆虫系特有の口腔を大きく開けて威嚇いかくしてくるモンスターに対し、次には、一挙に加速。

　二匹のキラーアントを同時に相手取ると見せかけ、右の一体に狙いを絞りこむ。

　急激な進路転換にモンスター達は一瞬反応が遅れた。

『──ガッ!?』

　突撃にものを言わせた刃の刺突がキラーアントの胴体中央を串刺くしざしにする。

　硬殻こうかくを砕くだき肉を食い破った《ヘスティア・ナイフ》の威力いりょくに、モンスターは断末魔だんまつまを上げることさえままならない。双眼から光を消し、キラーアントは沈黙した。

　すぐさまベルはもう一匹のキラーアントを対処しようとするが──ナイフが抜けない。

「いっ!?」

　割れた硬殻こうかくががっちりとナイフの柄に引っかかっている。ベルは動きを止めてしまった。

　その間に、同胞を殺されて怒り狂うモンスターは大きく回り込み、その鋭するどい爪をベル目がけ振り下ろす。

　ベルは、咄嗟とっさに左腕を掲かかげた。

『ギッ!?』

「っ……ああああああッ！」

　ガキンッ！　と鉤爪かぎづめを弾はじいたのは、緑玉色エメラルドのプロテクター。

　キラーアントの攻撃力をもってしても傷一つつかない防具は盛大な火花を散らす。

　ベルは反撃。痺しびれる左腕を無視し手の中にある《短刀》をパス、《ヘスティア・ナイフ》から指を離した右手がそれをキャッチする。

　斬る。

　《短刀》が硬殻こうかくの間を縫ぬって走り抜けた。紫の血飛沫ちしぶきが噴出する。

　その威力は数ある武器の中で最底辺にもかかわらず、白刃はキラーアントに致命傷を与えた。

『──ギ』

















「次ぃ！」

《ヘスティア・ナイフ》を回収しキラーアントに止とどめを刺したベルは、残存しているモンスターの群れへ休むことなく駆け出していく。

「ベル様お強い～！」

　ベルがモンスターを蹴散けちらす光景を脇に、リリは彼が屠ほふった死骸しがいを一ヵ所にまとめていた。

　手馴なれた動きだった。笑っていても周囲には細心の注意を払い、間違ってもモンスターとの鉢合はちあわせは引き起こさない。茶色に塗装された特別製のサポーターグローブが、モンスターの足を、手を摑つかんで遠慮なしにダンジョンの地面を引きずっていく。

「シッ！」

『キュ!?』

　リリの働きにより足場に不自由しないベルは、『ニードルラビット』を《短刀》の餌食にする。

　ベルは基本に忠実だった。既にキラーアントクラスのモンスターを圧倒できる実力を持ちながら、驕おごり高ぶらない。自分のアドバイザーであるエイナに教わった通り、仲間を呼ぶ厄介なキラーアントを真っ先に潰つぶし、決して複数対一の状況を作らないようにしている。

　広いルーム内での戦闘は、完全にベルが手綱を握っていた。

『──グシュ……ッ！　シャアアアアアアアアアアアアア!!』

「わああっ！　ベ、ベル様ーっ、また産まれましたぁー!?」

　ダンジョンの壁面を破ってキラーアントが禍々まがまがしい産声をあげる。

　もう何度目ともわからない場面の遭遇そうぐうに、ベルの行動は迅速じんそくだった。

　残っていたモンスターを片付け、壁から這い出ようともがいているキラーアントへ疾走しっそうする。

　約一〇Ｍメドルの助走をつけて、左足を踏み切った。

「せぇー、のッッ!!」

『グヴュ!?』

　飛び蹴りが炸裂さくれつする。

　ズンッと壁に鈍い音が響き渡り、首の折れ曲がったモンスターはぐったりと力を失った。

「あ～ぁ……どうするんですか、ベル様？　このキラーアント、壁に埋まっちゃってますよ？」

「ど、どうしようかっ？」

　まるで穴にはまり抜け出せなくなったような間抜けな格好で壁面から垂れ下がるキラーアントに、ベルは汗を流す。己の身長より高い位置にあるモンスターに向かってピョンピョン飛び跳ねていたリリは、本当に困っているそんなベルの横顔を見て、ぷっと笑みをこぼした。

「ベル様はお強いのに、どこか変わっています。あははははっ！」

「……笑わないでよぉ」

　リリの笑い声に情けない顔をしていたベルは、やがてゆっくりと苦笑した。

　その後ようやくルームに静寂せいじゃくが訪れ一段落を迎えた二人は、魔石の回収作業に取りかかる。

　といっても、その場はサポーターが本職であるリリの独壇どくだん場で、ベルはモンスターの襲撃を警戒けいかいすることくらいしかやることはない。

「はぁ～、上手いもんだねぇ……」

「リリはこれくらいしか取り柄がありませんから。このモンスター達を倒してしまったベル様の方が、ずーっとすごいですよ」

　自前のナイフで綺麗に魔石のみを切り抜くリリの技術は洗練されていた。

　その小さな手がもぞりと動くたび、モンスターは小さな穴だけを開けて灰へと還かえっていく。

　ベルは己の稚拙ちせつな作業風景とリリの腕前を比較しつつ、先程から思っていたことを口にした。

「……あのさ、そのベル様、っていうのは流石に止めてほしいんだけど……」

「すいません、そういうわけにもいかないんです。仮契約とはいえ、上と下の立場ははっきりつけなければいけません。冒険者様には、サポーターはへりくだらないといけないんです」

「いや、でも、リリルカさん」

「ベル様、リリのことはリリと呼んでください。他の呼称よびかたでもいいですがさんづけはダメです」

「ど、どうして呼び方くらいでそんな……」

　三体目のキラーアントを灰にしたリリは顔を上げてベルを見た。目元を隠すフードの下で口元が笑みを作り、「いいですか、ベル様？」と一つ前置きをして語り出す。

「サポーター、なんて聞こえはいいですが、蓋を開けてみればリリ達はただの荷物持ちです。命を賭かけて直接モンスターと戦っている冒険者様からしてみれば、リリ達は安全な場所に逃げ込んで傍観ぼうかんするだけの臆病者で、何もしていないくせに甘い蜜みつを吸おうとする寄生虫なんです」

　ダンジョンへもぐる時点でサポーターも等しく危険に晒さらされているため、一概にはそう言えない筈なのだが、リリは訂正することなく持論を続ける。

「リリ達が冒険者様と同格であろうとすることは傲慢ごうまんです。冒険者様も許しません。もしそんなことをしてしまえば、冒険者様は怒ってリリ達に分け前など恵んでくれないでしょう」

「そんなことっ!?」

「ベル様がお優しいことは、会ったばかりのリリにもわかっています。けれど、けじめはつけなくてはいけません。もしリリがベル様を敬うやまわず生意気なサポーターだという風評が流れてしまったら、ベル様以外の冒険者様とダンジョンにもぐろうとする時、リリは全く相手にされなくなってしまいます。精々せいぜいタダ働きがいいところでしょう」

「……」

　自分のことならば否定できた。しかし、他の冒険者のことになるとベルは口を挟めない。

　己にとって間違いであることが、他人にとっては当然のことであるのかもしれないのだ。

「ベル様には慣れないことを強要させてしまいますが、受け入れてくれませんか？　どうかリリを助けると思って」

「……わかったよ、リリ」

「ありがとうございます！」

　結局ベルは折れた。リリのためにと言われたら、自分の些事さじなど捨てるしかない。

　丁寧な言葉遣いも止めて、同年代の友人にそうするようにする。

「話は変わりますが……本当にベル様は駆け出しの冒険者なのですか？　こんな数のモンスターをお一人で倒すなんて……」

　リリは小休止というように手を止めて、まだ残っているモンスターの死体の数を数える。

　既に灰となって消えたものも含めれば、キラーアントが四匹、パープル・モスが三匹、ニードルラビットが五匹の計十二匹。

　ヒューマンと同程度の体格を誇るキラーアントを除けば、パープル・モスとニードルラビットは小型種のモンスターなので、やろうと思えば確かにそこまで手間はかからない。

　が、やはりたった一人でこの数を捌さばいたことを加味すると、見方は大分変わってくる。

「でも倒したっていっても、危なかったところは結構あったし……」

「ベル様はお一人で戦っているのだから当然です。普通の冒険者様なら三人以上のパーティを組んでダンジョンへもぐるんですよ？　ソロというのは普通、誰もやりたがりません」

「けど、それはやりたがらないってだけで、できないって言うわけじゃないんでしょ？　Ｌｖ．1で僕より強い冒険者なんて一杯いるだろうし」

「それは……そうかもしれませんが」

「色んなパーティと契約してたなら、リリは僕より強い冒険者を見てきたんじゃないの？」

「……はい。確かに、リリはベル様よりお強い冒険者の方々を見てきました……」

「じゃあ、やっぱり僕はまだまだだよ」

　苦笑するベルにリリは困ったような顔をした。論点がずれていたからだ。

　一人でソロをこなせる冒険者は確かにいる。だがリリが問題にしていることは、ベルが冒険者になって、本当に一ヶ月も経過していないのかということだ。

　常識として、Ｌｖ．1の冒険者が攻略可能なのは1階層から12階層の間までと言われている。

　階層ごとに基本アビリティ評価による到達基準を設けると、1～4階層がＩからＨ、5～7階層がＧからＦ、8～10階層がＥからＣ、そして11～12階層がＢからＳ、といった具合だ。

　しかしこれもあくまで参考の域は出ない。13階層以降に至ってはＬｖ．2にカテゴライズされるモンスターが出現するため、Ｌｖ．1の冒険者には絶対攻略不可能とされている。

　オラリオの冒険者達の中で『平均的』と言われるＬｖ．を仮に定めるとしたら、それはＬｖ．1。冒険者の半数がここにいる。

　そして残る半分が中堅と言われるＬｖ．2と、それ以上のＬｖ．を秘める者達。

　Ｌｖ．1とＬｖ．2間には下級冒険者と上級冒険者としての境界線、つまり大きな線引きがなされている。『第三級冒険者』と明確な地位を認められるのもＬｖ．2からだ。Ｌｖ．1が平均的であるなら、そこから先は少なからず才能と素質を求められる世界ということになる。

　基本アビリティを含めた個人情報の流出は防ふせがれているため、Ｌｖ．1の【ステイタス】の中でもどこまでが標準的な【ステイタス】なのか規定するのは難しいが、【ランクアップ】していない冒険者達は比較的7～10階層の間にとどまっている者が多い。

　つまり基本アビリティ評価Ｇ～Ｃ。これがビギナーを越えてエキスパートへと至れていない『平均的』な冒険者達の【ステイタス】と言える。

　冒険者としての時間を半月と僅わずかに越えただけのベルが、その差し当たって一端いっぱしと言われる彼等と肩を並べているのだ。リリが解げせないという顔をするのも無理はなかった。

「……まぁ、ベル様のお強さは【ステイタス】以外にも、武器によるところも確かにあるのでしょうが」

　さわ、とリリの声の調子が少し変わった。

　フードと前髪に隠れた瞳ひとみが企図の色を孕はらみ、ベルの腰、一本のナイフを直視する。

　その様子に気付かないベルは照れ臭そうに笑った。

「やっぱりそうだよね。僕もちょっとこのナイフに頼っちゃってるんだ。こんなんじゃあ、本当に強くはなれないかなぁ」

「いえいえ、武器は持ち主に頼られてこそ本懐ほんかいです。要は武器の力に翻弄ほんろうされず、御することができればそれはベル様の歴れっきとしたお力ですよ」

「そう、なのかな？」

　ベルは周囲警戒のためリリに背を向けている。彼の手が後ろに回り、そっとナイフを撫なでた。

　先から先まで漆黒に染まった珍稀ちんきな短刀。

　指の隙間すきまから覗のぞける鞘さやには、【H[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]】の刻印こくいん。

　リリの目が爛々らんらんと輝く。

「武器に疎うといリリでもベル様のそのナイフは立派なものだとわかるのですが、一体どうやって手に入れたのですか？　失礼ですが、駆け出しのベル様にはお金がないのでは……」

「神様に……僕の【ファミリア】の主神様に頂いただいたんだ。何でも友達の神様に無理言って、譲ってもらったんだって。無茶するよね」

「……それは、良い神様ですね」

「うん……。僕の大切な人なんだ」

　声に隠れた動揺と、僅かな嫉妬しっとはベルには届かなかった。

　最後のニードルラビットを少し乱暴に処理したリリは立ち上がり、ベルの背後に忍び寄る。

「ベル様」

「あ、終わった？」

　自分の方に振り向くベルに、リリはにっこりと笑う。

「あの壁に埋まっているキラーアントの魔石も取っちゃいましょう、せっかくですから」

「ああ、そうだね。でもどうやろっか？」

「あの細い胴体を切っちゃえばいいと思います。魔石は胸の中にあるんですし。後はリリがやっちゃいます」

「なるほど。じゃあ……」

「はい、ベル様」

「え……あ、うん」

　さっと差し出されたリリのナイフをベルは受け取ってしまう。《ヘスティア・ナイフ》を用いようと思っていたが、まぁいいかと、下半身が埋もれたままのキラーアントに歩み寄った。

　死骸の硬殻こうかくを摑みながら、上半身と下半身を繫げている胴に刃を沿わせる。

（んっ、ちょっと切りにくい……）

　慣れないナイフに悪戦苦闘するベルはつま先立ちになる。

　意識は視界に集中させ、背後はまるで顧みない。

　脇が開いて遮さえぎるものが何もなくなった腰は、無防備だった。

「っ？」

　神経を過敏にさせる気配。何かが頭の感覚に引っかかった。

　即座に振り返る。

「終わりましたか？」

　視界の中、リリがちょうどベルの隣に並んで、ぐっと背伸びをしてモンスターを見上げようとしていた。目を丸くさせたベルは苦笑して、もうちょっと待ってと手を動かす。

　すぐに切断されたキラーアントは、リリによってあっという間に魔石を抽出された。

「それでは今日はこれくらいにしましょうか、ベル様」

「えっ、もう？　僕はまだ余裕あるけど」

「いえいえ、それは油断です。ベル様が今日沢山倒したパープル・モスは毒鱗粉りんぷんを撒まき散らすモンスターです。即効性こそありませんが、何度も浴びれば『毒』の症状が発生します」

「うっ、噓うそ!?」

「本当です。愚鈍ぐどんなことにリリは解毒薬を切らしておりまして……早急にバベルへ戻って治療してもらうことをお勧すすめします」

　思い出してみれば、エイナもあの蛾のモンスターと交戦する際には、常に位置取りを気にするようにと口にしていた。あちゃー、とこめかみをおさえるベルはリリの意見に賛成する。

「『毒』ってどうなるんだろう……うわぁ、症状が出るまで時間ないのかな？　帰り道のモンスターは全力で倒しにいかないと……」

「大丈夫ですベル様。モンスターと戦わず素早く帰還できる方法をリリが教えてあげます」

「そ、そんなのあるの？」

　はい、と頷いたリリはルームの出入り口に指を向ける。通路の奥には数人の冒険者がおり、ベル達を一度見ると、モンスターがいないことを悟って踵きびすを返していった。

「他の冒険者様達の通った道を逆戻りすれば、モンスターはいません。冒険者様達はモンスター……魔石やドロップアイテムが目当てでダンジョンにもぐっているのですから」

「ああ、なるほど」

「よしんばモンスターが出ても、他のパーティの影にまぎれれば勝手に倒してくれますしね。要は人がいるところを選べば、モンスターとの遭遇戦はゼロにすることができます」

　本来ならば、他【ファミリア】の構成員がたむろする場所は余計ないざこざを起こさないために避けるのだが、状況によってはその限りではない。

　時には上手く利用することで、窮地きゅうちを打開するための一手にもなる。

「この時間帯なら冒険者様達は溢あふれるほどダンジョン内にいるでしょう。リリに付いてきてください、ベル様には一度も武器を使わせませんよ」

　笑顔を浮かべて見上げてくるリリを、ベルは頼もしいと思った。

　ダンジョンの知識は彼女の方が一日の長があるので、素直に頷くことにする。

「リリもやっぱり凄すごいよ。サポーターなんて、って言うけど、すごく頼りになる」

「ベル様も経験を積めばこんなのすぐですよ。さぁ、早く行きましょう！」

　どこか急かすリリに手を引っ張られてベルは出発する。地面に残る足跡を辿たどって、度々冒険者達とすれ違い、時にはモンスターを彼等にぶつけていくリリの手並みは見事だった。

　慣れ過ぎているというくらい、それほど効率が良かった。

「ベル様、ベル様。今日の報酬ほうしゅうの話なんですが……」

「うん。こんなに手伝ってもらったし、普通に山分けで……」

「回収した魔石とドロップアイテムは全てベル様にお渡しします。どうか懐ふところを温めてください」

「ええっ！　それじゃあリリ、本当にタダ働きだよ!?　三割は欲しいって言ってなかった!?」

「これでベル様の信用が得られるならお安いものです。今日はいわばベル様の中でのリリの価値付け、信頼に足る相手なのか見極める通過儀礼なのですから」

「うっ、わかっちゃってた……？」

「みんなそうですよ、ベル様だけじゃないです」

　リリを試すような真似をしていたことを看破かんぱされ、ベルはばつが悪い思いをした。

　顔を恥ずかしそうに染め、彼女に対して申し訳なくなる。

「……まぁ、あとは置き土産みやげでしょうか」

　ぽつり、と呟かれた言葉は風の中に掠かすれて消えた。

「……？　何か言った、リリ？」

「いえ、何でもありません。ベル様、よかったらこれからもリリを雇ってやってくださいね？」

「うん、いい返事ができるように考えておくね」

　リリは走ったまま、ベルに振り返る。

「はい。リリはいつもバベルにいますから、いつでも会えます。リリは決して逃げませんから、ゆっくりお考えになってくださいね！」

　そして彼女は、満面の笑みを浮かべた。
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「うーん、他所よその【ファミリア】のサポーターかぁ……」

「やっぱり、不味まずいですかね？」

　お馴染なじみとなったギルド本部の面談用ボックスで、僕はエイナさんにリリのことを相談していた。バベルの治療施設（ちなみに有料）と換金所に寄って、真まっ直すぐここへ足を運んだのだ。

　情けない話だけど、僕一人だけで判断するにはいかんともしがたい。

　他人に見解を仰あおぐのが最良と考え、恒例のようにエイナさんへ意見を求めている。

「一口に【ファミリア】の間の問題といっても、互いの利益を尊重して明るい契約関係を築いている例もあるしね……ベル君から見てどうなの、そのリリルカさんっていう子は？」

「はい、いい子でしたよ……サポーターとしても腕は悪くなさそうでしたし」

　サポーターとしての仕事ぶりも含めて、僕のリリへの心証は悪くない。

　というか、憐憫れんびんみたいなものが手伝って少しあの子を放っておけなくなってる。

　そんなんじゃあいけないんだろうけど……でもなぁ。

【ファミリア】から仲間外れ、孤立していると語っていたあの時のリリの言葉に、偽いつわりはなかったと思う。ありのままのことを言っただけ、そんな感じがした。

「その子の所属している【ファミリア】はわかる？」

「確か、【ソーマ・ファミリア】って言ってました」

「【ソーマ・ファミリア】か……んー、また強く反対も賛成もできないところが出てきたなぁ」

「あの、エイナさん。【ソーマ・ファミリア】って、一体どんな【ファミリア】なんですか？」

　僕が尋ねるとエイナさんは「ちょっと待って」と口にして、用意していた大型のファイルをぱらぱらとめくり出した。ポケットから取り出した眼鏡を、すちゃ、とかける。

　自分の知識だけじゃなく、正確な公式情報を詳しく教えてくれようとしているんだろう。

「【ソーマ・ファミリア】は典型的な探索ダンジョン系【ファミリア】だね。他の【ファミリア】と少し違うのは、ちょっとだけだけど、商業系にも片足をつっ込んでいることかな」

「商業系？　っていうことは、市場に何か商品を出しているんですか？」

「うん、お酒を販売しているの」

「お酒……？」

「そう。品種や市場に回す量自体は少ないんだけど、味は絶品だっていう話だよ。オラリオの中でも需要はかなり高いみたい」

　そっちの方向で活動を展開しても十分通用しそうなものだけど、とエイナさんは付け足す。

　冒険者っていうのはどんな時も身の危険というリスクが付き纏まとうから、【ファミリア】を安全に発展させたいのなら、堅気かたぎの職業に身を置くのが一番いい。商業を始めるのもひょっとしたらギャンブルなのかもしれないけど、冒険者はいつ切れるかわからない吊つり橋の上で生計を立てている、言ってしまえば常に死と隣り合わせの職業だ。

　その代わり、冒険者は化ける。この迷宮都市でハイリスクハイリターンを恐れないのなら、一攫千金いっかくせんきんを狙えるのもまた冒険者しかいない。

「【ファミリア】の中でも実力は中堅の中堅だね。飛び抜けた実力者はいないけど、あそこの冒険者はみんな平均以上の力を持ってる。うわ……何より構成員の数が凄いね。これは知らなかったなぁ」

「【ファミリア】の団員の数が多いってことは……」

「主神である神ソーマは、信仰はされているみたいだね。あの神はいい噂うわさも悪い噂も、ほんっとうに全くないんだけど……」

「えっと……さっきのリリっていう子も言ってたんですけど、ソーマ様って他の神様達と全く関わり合いがないんですか？」

「むしろ神ソーマはそっちの話で有名かな。神相手に浮世うきよ離れなんて言うこと自体おかしいけど、あの神はまさにそれ。神達の開く催もよおしにはこれまで一回も出てないって聞くし、交遊もさっぱり。というか、あの神ソーマと面識ある神って誰？　って言われるくらい」

　それはまた……極端というか何というか。

　未来永劫無関心、なんてそういえばリリは言ってたっけ。

　エイナさんが反対も賛成もできないって言ったのも、無難も無難過ぎる【ファミリア】だからなのだろうか。気持ちの良いくらい友好的な【ファミリア】っていうわけでもないし、絶対関わることをお勧めしないっていう【ファミリア】でもない……みたいな？

「【ファミリア】自体に変わったところはないっていう感じかな。……ただ」

「ただ？」

　エイナさんは言いにくそうに眉を曲げていたけれど、逡巡しゅんじゅんを断ち切るように口を開いた。

「あくまで私の主観なんだけど、【ソーマ・ファミリア】の冒険者達は、普通の【ファミリア】の冒険者とは雰囲気が違うの。仲間内でも争っているというか、死に物狂いっていうか……」

「……」

「生き急いでいるとかそういうんじゃないんだけど、何ていうのかなぁ、アレは……。とにかく必死なんだよね、あの【ファミリア】に所属する人、全員」

　喋しゃべったエイナさん自身困ったような顔を浮かべている。僕も当惑するしかない。

　何だか組織の背景を知った分、益々リリの事情がこんがらがってきたような気がする……。

「一応、私はその彼女をサポーターとして雇うのは賛成するよ」

「えっ、いいんですか？」

「うん。確かに【ソーマ・ファミリア】にはきな臭いところもあるけど、ベル君が心配しているような派閥間のもめ事は決して起きないと思うから。神ソーマのことを踏まえたらね」

　リリと同じ意見、ってことか。

「他の構成員を刺激しないように心がけておけば、きっと大丈夫。それに私としては、ソロのキミに早くサポーターなりパーティなり組んでほしいから、むしろ勧めたいかな」

「エイナさん……」

「後はベル君の心次第。やっぱり、最後はキミが自分で決めて、自分で責任を取らないと」

　……当たり前か。

　人の出した結論でリリに接するなんて、彼女にも失礼だろう。ここからは僕が考えて決めることだ。もう一度頭の中を整理して、最終的に答えを出そう。

「私の方もさ、フリーのサポーターを探してみたんだけど、やっぱり見つからなかったよ。前まではいたサポーター達も、どこかしらの【ファミリア】に加入しちゃってた」

　ごめんね、とエイナさんは苦笑いする。一度サポーターを雇うか雇わないか話し合ったことがあるから、ずっと気にしていてくれたのかもしれない。

「フリーの人はわざわざダンジョンにもぐろうとはしない、ってことなのかもね。報酬も契約相手によってまちまちだし、他にもっと安全で稼かせぎ高のいい仕事はありそうなものだから」

　無所属フリーということは、どの【ファミリア】にも所属していないということだから、当然『神の恩恵ファルナ』……【ステイタス】は授かっていない。基本的に、一般人と変わらない身体能力しか有していないということだ。

　まぁ、純粋に力自慢のドワーフとか魔法を扱えるエルフとか、普通にモンスター達と戦っても遅れを取らない種族もいるわけだから、一概に無力っていうわけでもないんだけど。

　そこまで考えた僕はふと、リリの会話の中で気になっていた台詞せりふを尋ねてみることにした。

「エイナさん。サポーターって、冒険者に疎うとまれたりするものなんですか？」

「……そうだね。専門職のサポーターは身分が低いかもしれない。理由は言わなくてもわかってると思うけど……」

　ただの荷物持ち、と話していたリリの言葉が蘇よみがえる。

　本当にそうなのかと、前まで憧あこがれてすらいた冒険者像へ失望に近い感情を抱いてしまう。

「普通、サポーターっていうのは力の弱い人がなるものなの。一流の【ファミリア】は、例え【ランクアップ】していても下っ端の冒険者にやらせるから」

　ただしこの場合は先達の迷宮探索を間近で見られる、いわゆる勉強の一面もあるらしい。荷物持ちとはいえ、己の力では通用しない階層まで随伴ずいはんすることでまだ見ぬ領域──強大なモンスターの力や何より【ファミリア】の中でも精鋭達の戦術──を直接肌で感じることができる。

「『神の恩恵ファルナ』を授かっても誰も彼も無限大に強くなれるわけじゃない。素質もあるし、モンスターの前で畏縮いしゅくすることのない精神的な部分も関係してくる。低級のモンスターは倒せても、そこから先は全く歯が立たなくなるっていうケースはざらにあるの」

「……」

「言っちゃうと、そんな落ちぶれた冒険者達が専門のサポーターに転職するから……ちょっと、ね。[image: ]視べっしの対象にはなりやすいのかな」

　少々重苦しい空気になってくる。エイナさんが快こころよく思ってないのは表情から一目瞭然だったし、こんなことを話させてしまったこと自体心苦しい。

　でも、そうか。リリが自分をあんな風に卑下ひげしていたのも、周りから落ちこぼれのレッテルを貼られたせいだったのかもしれない。【ファミリア】から孤立していることも含めて、全部。

　……やりきれない。

　何だこれ。自分のことじゃないのに、居ても立ってもいられなくなる。

　髪を思いっ切りかきむしりたい衝動に襲われながら、僕は自制心を利かせて席を立った。

　じっとしていると深みにはまりそうだ。

「ありがとうございます、エイナさん。色々参考にします」

「うん。私の方はいつでもいいから、こういう話はちゃんと相談しにきてね？」

　優しい笑みを浮かべるエイナさんに、僕はもう一度お礼を告げた。

　軽く伸びをしてから、部屋のドアへとつま先を向ける。

「あれ……ベル君？」

「何ですか？」

「ナイフは、どうしたの？」

「へっ？」と身に覚えのない問いかけに間抜けな返事をする。

　今まさに立ち上がろうとしていたエイナさんは、怪訝けげんそうな顔で僕の腰を見つめていた。

「ナイフ……？」

　腰に手をやる。

《短刀》、ある。

　魔石入れの腰巾着、ある。

《神様のナイフ》、ある。

　……ただし、鞘だけ。

「…………」

　柄がある筈のその位置には、スカスカと鳴なる空気だけしかなかった。

　さあぁっ、と恐ろしいくらいの速度で血の気が顔から引いていく。

　取り乱して腰を何度も調べる僕を見て、エイナさんも「まさか」という表情を浮かべる。

　──《神様のナイフ》が、ない。

　僕は顔を真まっ青さおにした。

「お、落としたぁあああああああああああああああああああああ!?」
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　路地裏を進んでいた。

　メインストリートに沿そって広がる華はなやかな商店街とは、趣おもむきが大きく異なった細道。

　上を見上げれば、レンガ造りの民家によって切り取られた空も、同じように細長い。

　底をオレンジ色に染めた雲に見下ろされている小径しょうけいはどこか薄暗かった。日が没しようとしている。お粗末そまつに設置されたゴミ捨て場には黒猫がたかっており、金色の目を向けてきた。にゃーん。逃げていってしまう。

　ペタペタ、と小さな足音が響く。

　迷宮ダンジョンよりも迷宮らしい複雑な道の連なりを慣れたように進み、角をいくつも折れ曲がると、やがてお目当ての建物が現れた。

　少し開けた場所にぽつんとたたずむ、老舗しにせ。老舗かどうか知らないが、そんな雰囲気。

　木材だけでできた一軒家の上には、掠れて文字の見えなくなった看板が首を傾かたむけていた。

　ドアを開けて中に入る。枯れた鐘かねの音が鳴る。

「おお、またお前さんか」

「お願いします」

　白い髭ひげを蓄えた丸禿はげのノームが情報紙から顔を上げた。赤く染まった帽子を被っているが、知っている。毛はない。言葉少なに抜き身のナイフをカウンターに置く。

「ふぅん、これまた変わったものを持ってきて……」

　眼鏡の位置を調整してナイフをつぶさに見た後、店主は「少し待っとってくれ」と言ってその場を立った。店の奥に消える丸い後ろ姿を見送り、数え切れないアンティークに飾られた店内を眺める。硝子がらすのケース内に並べられる色とりどりの宝石群に感嘆の息をついた。

　思ったよりずっと早く、ノームの店主は帰ってきた。

　珍めずらしく、しかめっ面を浮かべている。

「何じゃいこりゃあ？　そこのゴミ捨て場からでも拾ってきたのかい？」

「なっ……」

「押しても引いても何も切れはしないし、特殊な力がこもっとるわけでもない。それによくわからんが……死んでおるよ、刀身そのものが」

　カウンターの上に置いた黒いナイフを見下ろしながら、扱いに困るように髭を弄いじった後、ノームの店主は「まぁ本物のガラクタじゃな」などという結論を告げてきた。

「珍しいのぉ、お前さんがこんなものを摑まされるなんて」

「ま、待ってくださいっ、そんな筈は……！」

「といってもなぁ。間違ってもこんなモノ、お得意さんに回すわけにはいかんし……ウチでよければそこら辺に飾るよ？　三〇ヴァリスでどうだい？」

「っ……また来ますっ！」

「おうおう、今度は期待しとるよ。……でもあのミミズがのたくったようなワケワカメな文字、儂ジジイどっかで見たことがあるような……」

　肩を震わせながらドアを行儀悪く閉めた。

　再び裏道に入り、ベタッベタッ、と来る時よりぞんざいな足音を鳴らしていく。

　三〇ヴァリス？　そこらの屋台で売っているジャガ丸くんの値段と一緒？

　馬鹿を言うな、これは化物の硬い殻を苦もなく切り裂くことのできる業物わざものだ。豪邸を三つ作ってもお釣りが来るほどの価値がある一級品の武器の筈だ。

　ついに店主はボケたのかと考える。しかし、先日訪れた際には満足のいく鑑定価格を提示してくれた。果たして一日で頭がおめでたくなるものなのか。

　彼の鑑定眼は本物だ。ギルドの職員などとは比べるまでもなく。

　あれ以上の鑑定士、この都市の中では知らない。

（どうして……？）

　手に握るナイフを見る。

　光沢を一切放たない刀身。刃の腹には精緻せいちな刻字こくじが複雑に絡み合い走り抜けており、切っ先から柄の端まで薄暗い路地の影と一体化していた。真まっ黒くろだ。

　こんなにも、腐ったような暗い色をしていたかと違和感を覚える。

　あの時は、鋭い紫紺しこんの光沢を帯びて、宙に光の軌跡きせきさえ描いていたというのに。

（【H[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]】のサインがあれば……鞘がいる……）

　動かぬ証拠を突き付ければ、例えガラクタだろうが高値で引き取るだろう。

　鞘だ。鞘が必要だ。冴さえない黒刃を見下ろしながら思考をまとめ上げる。

　予定を変更して、危険を冒してでも、もう一度接触するしか……。

「すいません、シル。荷物持ちなどさせてしまって」

「うん、それは平気だけど……リュー、いつもこんな道を通っているの？」

「ええ。道順を把握してしまえば、こちらの方が遥はるかに時間の短縮になります。シルが危惧きぐしているほど不便ではありません」

「そういうことじゃないんだけど……」

　前から人が来た。エルフとヒューマン。二人して紙袋を抱えている。林檎りんごを初めとした果実や野菜がこぼれ落ちんばかりに袋の口から覗いていた。

　視線を切り、さっとナイフを袖そでの中に隠した。

　ここまで深い裏道を人が通ることに驚きながら、自然に彼女達の横を通り過ぎる。

「──待ちなさい、そこのパルゥム」

　有無うむを言わせない声が背中に浴びせられた。

　思わずぴたっと足を止めてしまう。次いで、ぶわっと汗が背筋を侵した。

　何故呼び止められたのか。まさか、という信じられない思いが頭の隅で明滅めいめつする。

「袖にしまったナイフ、それを見せてほしい」

　盛大な舌打ちを心の中で放った。

「リュ、リュー？」

「……何故ですか？」

「知人の持ち物に似ていたので。もしよろしければ確認させてほしいのですが」

　どんな視力をしていると悪態をつきたくなった。

　この暗闇に、同じ闇色の刀身。目の良いパルゥムでも見極めることは難しい。

「生憎あいにくですがこれは私のものです。貴方の勘違いでしょう」

　反論の隙を与えず動き出す。

　要求を突っぱねて、その場を立ち去ろうとした。




「抜かせ」




　場が軋きしんだ。

「……ッ!?」

「【神聖文字ヒエログリフ】が刻きざまれた武器の持ち主など、私は一人しか知らない」

　氷の刃を首筋に押し付けられたかのようだった。足首も凍こおらされる。

　見ずともヒューマンの少女がぎょっとしたのがわかった。それほどまでの威圧だ。

　振り向けない。振り向きたくない。

「動かないでください」

　歯が嚙かみ合わない。呼気は震える。心臓が骨を突き破ってきそうだった。

　足音がすぐそこに迫ってくる。距離と言えるほどの間合いなどもとより存在していない。

　こうなったら、遮二無二しゃにむにだ。でたらめに動いて逃げ切るしかない。

　折れそうになる膝に活を入れ、相手の足が宙に浮いた瞬間、別れ道めがけ地を蹴った。

「警告はしました」

　曲がり角に入ろうとした瞬間、途轍もない衝撃が手を襲う。

「いぎっ!?」

　林檎だ。

　林檎が、爆発した。

　ナイフを持っていた左手に赤い果実が直撃し、木端微塵こっぱみじんに砕け散っている。衝撃的過ぎた。

「腹に力をこめた方がいい」

「──」

　手からナイフを取り落とし、そこで後方を振り向いてしまった。

　冷静な空色の瞳で、足を大きく後ろに反らしたエルフが、自分を見下ろしている。

　そうか。自分はボールだ。ふざけんな。

　間髪入れず足が振り抜かれ、予告通り脇腹を打ち抜いた。

「ふぎゃあっっ!?」
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「な、何っ？」

　ギルド本部のある北西のメインストリートを疾走していた時だった。

　路地裏の方向から何やら打撃音めいた、けたたましい音が鳴り響いてきたのは。

　紛失した《ヘスティア・ナイフ》が路上に落ちていないか確かめるため、もと来た道を逆走していたベルは、明らかに自然に起きたものではない騒音に足を止めてしまう。

　周囲の亜人デミ・ヒューマン達もベルと同じ行動を倣ならう中──次の瞬間、一本の裏道から大量の猫がものすごい勢いで駆け出してきた。ベルはその深紅ルベライトの目を限界まで見開く。

　にゃーにゃー！　と悲鳴を上げて何かから逃げ出してくる猫の波。人ごみの足の間を次々と縫ぬい、大通りを大混乱に陥れるその光景に汗を流しながら、ベルは裏道の前に一人近寄った。

　恐る恐る道を覗こうとすると、突如、小柄な影が大きな音を立てて足元に倒れ込んでくる。

「リ、リリ!?」

「ふ、ふあ……」

　思いもよらない人物の登場に動揺しつつ、ベルはリリの隣に膝をついた。

「ちょっ、どうしたの!?　何かあったの!?」

「そ、その声は……ベル様っ？」

　小さな体を小刻みに痙攣けいれんさせ、生まれたての子鹿のように何とか四つん這ばいになるリリは、一瞬焦あせったような顔をしたが、すぐに引きつった笑顔を作る。

「実は、凶暴な女……じゃあなくてっ、野良犬に襲われてしまいまして……」

「だ、大丈夫なの!?」

「なんとかぁ……」

　クリーム色のローブはそこまで汚れていなかったが、リリは大きなダメージを負っているようだった。ベルはひとまず彼女を抱き上げ、裏道の前から脇にずれる。

　ポーションあったっけ、と慌ててレッグホルスターに手を伸ばしかけたところで、

「まさか逃げられるとは……」

　ザッ、と靴を鳴らし、エルフのリューが路地から姿を現した。

「今度はリューさん!?　な、何が起こってるんですか、一体！」

「ああ、ちょうど良かった。実は貴方の……」

　そこまで言いかけたリューだったが、へたり込んでいるリリを見てすっと目を細めた。

　子猫のように震えたリリは、何事かを呟いて、深く被ったフードの上をそっと手で撫でる。

「クラネルさん、どいてください」

「え、ちょ、ちょっと!?」

「ひゃっ！」

　ベルを押しのけリリのローブに手をかけたリューは、躊躇ちゅうちょなくそのフードをはぎ取った。

　あらわになる大きな瞳と、ぼさぼさの栗色の髪。そして獣の耳。顔を恐怖で引きつらせるリリをじっと直視したリューは、「失礼しました」と詫わびてフードをすぐに戻す。

「な、何しちゃってるんですか貴方は！　リリ、大丈夫!?」

「は、はぃ……」

「すいません、人違いでした。少々気が短くなっていたようです」

　何のこっちゃ、とベルは目まぐるしいことの成り行きに混乱する。へなへなと地面に崩れるリリを支えながら、顔を路地裏とリューの間で往復させた。

　間を置かず、裏道からぱたぱたと音を立て、両手で紙袋を抱いたシルが現れる。

「リュ……リュー！　食べ物をあんな風に使っちゃダメ！　お母さんに怒られるよ!?」

「それは、困ります……」

「あのぅ、そろそろ説明をしてもらえると助かるんですけど……」

「あ、ベルさん」

　こんにちは、と律儀りちぎに頭を下げるシルに「ああ、どうも……」とベルは生返事をする。

　リューは二人のやり取りを少しの間見守っていたが、やがて率直にベルへ質問した。

「クラネルさん。貴方は今、あの黒いナイフを持っていますか？」

「あ、そうだった!?　二人とも、上から下まで真っ黒なナイフを見かけませんでしたか!?」

　思い出したように取り乱し始めたベルに、リューとシルは視線を交わし合う。

　リューはベルに目を戻すと、切れ味の全くない抜き身のナイフを懐から取り出した。

「これですか？」

「──うああああああああああああああああああああああああああああああぁっ!!」

　ベルの大歓声が夕暮れの空を貫く。

　凄すさまじい大音量に種族が全く異なる少女達は、押しなべて思いっ切り肩を跳ねさせた。

　普段冷静沈着なリューさえもその空色の瞳を見開く。

「ありがとうッッ!!　本っ当にっ、ありがとうございますっ!!」

「……クラネルさん、その、困る。このようなことは私ではなく、シルに向けてもらわなくては……」

「リューなに言ってるの!?」

　ベルは半泣きして、がしっとリューの滑なめらかな白い手を自分の両手で包み込んだ。ぐっと間近に寄せられた子供のような泣き顔に、彼女はらしくないほど狼狽ろうばいして目を逸そらす。

　シルの悲鳴を聞きながら、ごしごしと顔を拭うベルは漆黒のナイフを受け取った。

「あぁ、良かった……。神様ゴメンナサイ、もう二度と落としたりしませんっ……！」

「落とした……？」

　ベルがナイフを額まで持ってきて誓ちかいの言葉を紡つむぐと、そのガラクタはあたかも機嫌を戻したかのように紫紺の光を帯び始めた。

　ただの棒状の塊が、《ヘスティア・ナイフ》へと舞い戻る。

　ぎょっ、とリリがその大きな瞳をより大きくした。

「すいません、本当に。このナイフ、どこにありましたか？」

「あった、というより一人のパルゥムが所持していました」

「パルゥム？」

　リューの返事にベルは目を丸くした。

　そのすぐ後ろでは獣人の少女が、フードの中で緊張の面差しを浮かべる。

「もしかして、さっきのは……」

「ええ、先程までそのパルゥムを追いかけ回していたのですが、逃げられてしまい……この場にいた彼女を疑ってしまいました。すいません、私の早とちりです」

「早とちり、ってことは……？」

「はい。彼女は犬人シアンスロープのようですし。それに私が追っていたそのパルゥムは男性でした」

　話を聞き終えたベルはことの顚末てんまつに「なるほど」とようやく理解を示し、その一方で、リリは脱力とともに安堵あんどの表情を一人隠れて作った。

「身近に男性のパルゥムはいますか？　何か見覚えは？」

「いえ、ないですけど……」

「では、やはり貴方が落としたものをあのパルゥムが拾ったのでしょう。昨日、路地裏で貴方のナイフを見ていたのは僥倖ぎょうこうだった。変わったナイフでしたので、少し見ただけでも見当がつきました」

「ああ、そういうことですか」

　ベルとリューが話し込んでいる間、リリは終始居心地悪そうにしていた。

　シルはそんな彼女を両手で抱える紙袋の奥から静かに見つめる。

　やがてリュー達は買い出しの途中ということで別れることになった。ベルがもう一度二人にお礼を言うと、リューは表情を変えず会釈えしゃくをし、シルは自分は何もやっていないと苦笑する。

　そして、路地裏へと戻ろうとする彼女達に道を開けたベルだったが、その去り際。

　シルが、おもむろにリリの耳に唇を寄せた。

「──あまりおいたしちゃダメよ？」

「!!」

　ぞくっ、とリリの肌が粟あわ立ち。

　びくっ、とその小さな体が可哀相かわいそうなくらい揺れた。

　シルは何事もなかったかのように立ち上がり、怪訝そうな顔をするリューと一緒に裏道へ入っていった。

「リリ、今シルさんに何て言われたの？」

「べ、別に……ぁ、あの、ベル様？」

「なに？」

「あの人達は、何者なんですか？」

「酒場の店員さんなんだ。『豊饒ほうじょうの女主人』っていうところの。結構有名みたいなんだけど、リリは知ってる？」

「……ベル様」

「へ？」

「絶対に、リリをそこへは連れていかないでくださいね……」

　泣き笑いを浮かべるリリに、ベルは「えっ、ああ、うん……？」と答えることしかできなかった。精神が不安定にしか見えない少女の姿を見て、静かに汗を流す。

　西日が照り、ようやく混乱が収まり出したメインストリートで、ベルとリリはしばらく奇妙な空間を共有し続けた。
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　翌日。

　僕とリリは朝早くからダンジョンへ赴おもむいていた。地上に出回る魔石灯しょうめいそうちと似た燐光りんこうを宿す天井に見下ろされながら、1階層の真っ当な土の地面を二人して踏み締めている。

　結局、僕はリリをサポーターとして雇うことにした。

　多くの留意点を念頭に置いて考え抜き、その後は自分の気持ちに正直になってぱぱっと決めてしまった結果だ。神様にも許しを頂いたし、ここまでくればもう迷うことはなかった。

　僕とリリは特に期限は設けずにパーティメンバーとしての契約を交わし、今に至っている。

「……ベル様？」

「ん？」

「あのナイフは、どこにしまったんですか……？」

「うん、今度は落とさないようにプロテクターの中へ鞘ごと収納しているんだ。格納スペースがちょうどあったから」

「そ、そうですか……」

　がっくり、と項垂うなだれるリリに僕は首を傾げた。

　どうもさっきからリリに元気がない。笑ってはいるけど、空元気からげんき。何かあったのかな？

「……ベル様、改めて、リリを雇って頂いてありがとうございます。ベル様に見捨てられないよう、リリは鋭意頑張りますよ」

「見捨てるって、そんなことしないよ。僕はリリ以外にサポーターの当てなんてないし」

「それはいいことをお聞きしました……なぁんて、リリもベル様がそんなことをするとは思っていませんよ。ベル様はびっくりするくらいお優しいですから」

　やっぱり慣れないなぁ、この距離感。

　リリも砕けてはくれているんだけど、お優しいなんて、何だか肌がかゆくてしょうがない。

「ベル様、本日の予定を伺うかがってもよろしいですか？」

「えっと、今日も7階層に行って夕方まで粘ろうと思ってるんだけど。リリは平気？」

「ベル様がお決めになられたのならリリはそれに従いますよ。でも、いいんですか？　リリはごらんの通りサポーターですから、戦力としてはあまりお役に立てません。ベル様はずっと連戦することになりますよ？」

「それは大丈夫。一人で戦うのはしょっちゅうだったし、それに今日は溜たまっていた【ステイタス】も神様に更新してもらったから」

　伊達にソロで迷宮探索に明け暮れていたわけじゃない。

　たった一人で戦ってきた分、長時間の戦闘には慣れている。エイナさんにもみっちり仕込まれたから、ペース配分の調整だけは僕の少ない自慢の一つなのだ。

　何より昨夜神様の手で【ステイタス】を更新、強化してもらったので、あの階層のモンスターに遅れを取ることはまずない筈。本音を言うと、今の自分の力を試したくてウズウズしてしまってもいる。

【ステイタス】の成長速度は以前と変わっていなかった。恐らく今の僕は絶好調だ。

　……ただ、そんな絶好調な【ステイタス】の上昇幅を見て、何故か神様の機嫌が急激に下がったりしたんだけど……何だったんだろう、アレ。

「それより、リリの方に負担をかけちゃうことになると思うんだけど？　ドロップアイテムが立て続けに出たら荷物がすごいことになるし……」

　隣にいるリリを見る。その小さな体は僕のお腹辺りまでの背丈しかない。ダンジョンを下りて上ってえっちらおっちら大荷物を運ぶには酷く大変そうだ。

「心配はご無用ですよ、ベル様。リリも『神の恩恵ファルナ』を授さずかっている身ですからね、荷物がかさばったくらいでへばったりしません」

　きっとその通りではあるんだろうけど……ちょっとなぁ。

　リリのバックパックは標準サイズ以上なので、ドロップアイテムを回収していない今の状態でもすごい絵になってしまっている。

「それに一応、リリにはスキルの補助があるので、万が一にも運搬作業で足手まといになることはありえません」

「ええっ！　リリ、スキル発現してるの!?」

　凄い！　羨うらやましい！　という感情を隠しもしないで僕は叫んだ。

　そんな僕の驚きにリリは苦笑して顔を振る。

「持っているだけマシ、というような情けないスキルです。ベル様が考えているような『恩恵』ではありませんよ？」

「それでもいいよ。僕なんてまだ一つもスキル持ってないし……」

『スキル』は『魔法』と違ってスロットの制限がないから、【経験値エクセリア】の都合がつけばいくらでも発現できると聞く。五つ（！）以上のスキルを持っている冒険者もいるなんて小耳に挟んだことがあるし、例えリリの言うような効果があまり身にならないスキルだとしても、マイナスに作用するものでもなければあるに越したことはないのだ。

「やっぱり羨ましいなぁ。スキルも魔法もそうめったに手に入るものじゃないんでしょう？　僕なんて魔法だってないし……あ、そういえばリリは魔法も発現してるの？」

「……残念ながらリリも魔法は発現していません。一生自分の魔法を拝おがめない人は多々いると聞きますので、リリも例に漏もれずそのケースかと」

　そうなのだ。『神の恩恵ファルナ』がいくら万人の魔法の発現を可能にしたといっても、それはあくまで可能性に過ぎなくて、その可能性に恵まれない人は沢山存在するらしい。

　小さい頃に英雄譚えいゆうたんを食い入るように読み耽ふけり、散々魔法を使う自分の姿を妄想してきた身としては、そんな恐ろしいことあってほしくない……と、嫌な想像に一人でぶるりと肩を震わせていると、リリに注意されてしまった。

　同じ【ファミリア】の仲間でもない限り、【ステイタス】の内容に大きく踏み込むのはマナー違反、厳禁なのだと。例え契約を結んだ相手だったとしても、だ。

　よく考えれば当たり前か。個人の【ステイタス】情報はその人の生命線でもあるのだから。

　話を聞いた僕は、迂闊うかつだった自分の発言を猛省した。

「あとさ、本当に契約金とか前払い金はいいの？」

　道すがらモンスターの気配を探りつつ、僕は契約内容について再度リリに尋ねた。

　先程バベルの中で契約儀式の真似事をした際、リリに言われたのだ。報酬はダンジョン探索での収入、その分け前だけでいいと。

　僕、雇ってる側なんだけどな。面目みたいなものが……。

「ええ、構いません。ベル様は他の方とパーティを組んでいませんので、配分を行う際にややこしいことになりませんし。……それに」

　それに？　と僕がおうむ返しをすると。

　リリは、それまでの朗ほがらかな態度を変え……確かにその前髪の奥で、淀よどんだ瞳を浮かべた。

「……それに、そちらの方がベル様にも都合がよろしいでしょう？」

「え？」

　含みを持たせた言葉に、僅かな嘲あざけりと自嘲じちょうを滲にじませた視線。

　リリがどうしてそんな目を向けてくるのかわからず、僕はうろたえてしまう。

　それから一秒も経たない内に、リリは今あったことがなかったかようにぱっと微笑ほほえんで、普段通りの明るい雰囲気を身にまとった。

「さぁ行きましょう。ベル様が頑張ってリリの食いぶちを増やしてくれれば、何も問題はありませんから！」

「う、うん……」

　僕に都合がいい……？

　それはつまり、リリにお金を払わなくて済むから、ってこと？

　それとも、他に意味が？

　わからなかった。リリが何を言いたかったのか。

　彼女ではない僕には、あの子が何を思って何を隠しているのか、ちっともわからなかった。

　ただ。

　──お前も他の冒険者と同じなんだ。

　リリのあの瞳に、そんなことを言われたような気がした。





[image: ]






「エイナ、エイナ」

「ん？」

　ギルド本部窓口にて、エイナが仕事に従事していると、同じ受付嬢の同僚が声をかけてきた。

　なに？　と目で尋ねると、彼女は「見て見て」とある方向を指した。

　導かれるように視線を移すと……換金所スペースの前で、ギルド職員と一人の冒険者が激しい口論を交わしている。

「ほら、まただよ。また【ソーマ・ファミリア】の冒険者」

「……」

　エイナは条件反射で眉をひそめてしまった。

　耳を傾かたむけずともあちらの方から乱暴な怒声が押し寄せてくる。

「たったの一二〇〇〇ヴァリス!?　ふざけるなっ、あんたの目は節穴ふしあなか！」

「馬鹿野郎、何年この仕事で食ってきたと思ってるんだ！　俺の目が狂ってるわけねえだろ！」

　換金の内容をめぐる揉め事であることは明白だった。

　この光景は別段そこまで珍しいものではない。冒険者達も命をチップに日々ダンジョンへもぐっている。多かれ少なかれ期待をもって換金所に出向いておいて、予想していたものより低い額で取り引きされたなら、声を高らかにして食ってかかるだろう。割に合っていない、と。

　ギルドもそういった対応には慣れっこなので、換金所にどっしり構える鑑定職員はみな肝玉が大きい。今も相手の冒険者に負けないほど声を張り上げていた。

　そう、この光景自体はありふれたものだ。

「ドロップアイテムもちゃんと勘定に入れたのか!?　なぁ、もう一度確かめてみろ！　ほらっ、これだけの筈、これだけの筈が……っ！」

　しかし、また【ソーマ・ファミリア】が問題を起こしているとなると、そのありふれた光景は度の過ぎた異常な光景となってくる。

　数えることが億劫おっくうになるほど【ソーマ・ファミリア】の構成員達は換金所の下す判断に難癖をつけてきた。連日ことごとくだ。繰り返される茶番劇に、鑑定員達は既に辟易へきえきしている。

　彼等が口を揃そろえて言うことは、「もっと金を寄こせ」、この一点につきる。

　尋常とは思えない金への執着。

　見ていて寒気を感じるほど、彼等は大金を求めていた。

「う～、あんな裂けるくらいに目を見開いちゃって、気持ち悪い！　私、【ソーマ・ファミリア】の担当じゃなくて良かったぁ～」

「……」

　隣で好き勝手に言うヒューマンの友人にエイナは渋い顔を作る。

　エイナ自身もまた【ソーマ・ファミリア】の冒険者をアドバイザーとして担当しているわけではないが、しかし今となっては他人事ではなくなっている。

「くそっ、こんなんじゃあ……これだけなんかじゃあ……っ!?」

　頭を両手で抱え出すその冒険者を遠目に、エイナ自身も頭痛を堪こらえるように額へ手をやった。

（早まっちゃったかなぁ……）
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　リリというサポーターの存在は、劇的だった。

　まず、彼女がバックパックを受け持ってくれたため、僕は戦利品をいちいち地上へ換金しに行く必要もなく、普段より長い時間ダンジョンへもぐれるようになった。

　これまで探索する階層が下部の層に向かう度、換金所からダンジョンへの往復距離が長くなったので（つまりダンジョンにとどまれる時間が短くなったので）、到達階層を増やしたところでそこまで稼ぎが増えるということもなかったのである。いわば時間のロスだ。

　それが今日、綺麗に解消された。

　僕はリリのおかげで重荷となっていたバックパックを装備する必要がなくなり、身軽になって7階層で暴れに暴れた。狩ったモンスターの数はもはや僕自身覚えていない。

　敵が目の前に出てくる度に僕はナイフを振り、そしてリリが素早く魔石と時折出現するドロップアイテムを回収する。

　その結果。

　ギルドの換金所から受け取ったお金は──。

「「…………」」

　口が開いた亜麻あま色の袋の中身を、僕とリリは、おでこをくっつけ一緒に覗き込む。

　開いたその大口から見える光景は…………金貨金貨金貨金貨金貨。

　数え切れない大小の金貨が、狭苦しいと言わんばかりに袋の中でひしめき合っていた。

　すごく眩まぶしい。

「「二六〇〇〇ヴァリス……」」

　二人一緒に袋から顔を上げて、至近距離で見つめ合う。

　次の瞬間、

「「やあぁーーーーーーーーーーーーーっ!!」」

　僕達は歓喜して飛び上がった！

「すごい、すごいですっ！　ドロップアイテムは数えるくらいしか出なかったのにっ、ベル様お一人で二五〇〇〇ヴァリス以上稼いでしまいました!!」

「わっ、わっ、わっ！　夢じゃないよね！　現実だよね!?　一日でこんなにお金が手に入るなんて……これもリリのおかげだよ！」

　サポーター万歳！

「馬鹿言っちゃいけないです、ベル様っ。モンスターの種類やドロップアイテムにもよりますけど、Ｌｖ．1の五人組パーティが一日かけて稼げるのが二五〇〇〇ヴァリスちょうどくらいなんです。つまり、ベル様はお一人で彼等を優に凌しのぐ働きをしたことになりますっ！」

「いやあ、ほら、兎うさぎもおだてりゃ木に登るって言うじゃない！　それだよ、それ！」

「ベル様が何を言いたいのかリリには全くわけがわかりませんが、取りあえず便乗しときます！　ベル様すごい！　まだ上を目指せますよ!!」

「誉ほめすぎだよぉリリぃ！」

　浮かれ過ぎて興奮の度合いが酷いことになっているけど、止められない。

　酒場でもないのに二人してギャーギャー騒いで笑いまくる。

　もう夕闇が降おりている時間なので、このバベルの簡易食堂には僕達くらいしか冒険者はいない。他の人達はそれこそ酒場に足を運んでいることだろう。

　いぇーい、と椅子の上に立ったリリとハイタッチを交わしながら、僕等の高揚感はとどまることを知らなかった。

「……では、ベル様、そろそろ分け前をいただけませんか？」

「うん、はい！」

　どばっっ、と一三〇〇〇ヴァリスをリリの方に渡す。

「…………へ？」

「あぁ、これなら普通に神様へ美味おいしいもの食べさせてあげられるかも……！」

　握り[image: ]こぶしを作ってその時の光景を頭の上に思い浮かべる。

　やっと神様に恩返しができるんだ！

　隣でリリが目を点にしていたようだけど、僕は構わず自分の想像に耽ふけりに耽った。

「ベ、ベル様、これは……？」

「分け前だよ、決まってるじゃん！　あ、そうだ！　せっかくだしリリ、良かったらこれから一緒に酒場に行かない？　僕、美味しいお店を知ってるんだ！」

　僕が上機嫌にお誘いするとリリは瞠目どうもくして息を呑んでいた。

　あ、『豊饒の女主人』は行きたくないんだっけ？

　でもまぁ、いいよね！　今日くらい！

「じゃあ、行こうリリ！」

「ベ、ベル様！」

　善は急げと荷物をまとめ出した僕に、リリが叫んだ。

　え？　と不思議そうな顔をする僕の目の前で、彼女は小さな唇をもごもごと動かしている。

「……ひ、独り占めしようとか……ベル様は、思わないんですか？」

「え、どうして？」

　心底不思議そうに僕は問い返した。

　リリは質問を質問で返した僕の対応に、逆に言葉を詰まらせる。

「僕一人じゃこんな稼げる筈なかったよ。リリがいてくれたから、でしょ？」

　だから、ありがとう、と僕は上機嫌のまま言った。

　これからもよろしくね、と言葉も添えた。

　リリと会えて本当に良かったよ、と笑ってもみせた。

「……」

「リリ、ほら、行こう？」

　ぼぅっと僕を見上げてくるリリに手を伸ばす。

　差し出された手を、彼女はじっと見て、おずおずと自分のものと重ね合わせた。

「……変なの」




　そのちっちゃな呟きを、僕は見事に聞き逃した。




【ベル・クラネル】


　所属：【ヘスティア・ファミリア】

　種族：ヒューマン

　職業ジョブ：冒険者

　到達階層：7階層




　武器　《神様のナイフ》

　　　　《短刀》




　所持金：一八九〇〇ヴァリス






【ステイタス】


　Ｌｖ．1

　力：Ｄ591　耐久：Ｇ233　器用：Ｃ607　敏捷：Ｂ702　魔力：Ｉ0



《魔法》

【】

《スキル》

【憧憬一途リアリス・フレーゼ】


　・早熟する。

　・懸想おもいが続く限り効果持続。

　・懸想の丈により効果向上。






【装備】

《兎鎧ピョンキチＭｋ-Ⅱ》


　・【ヘファイストス・ファミリア】所属ヴェルフ・クロッゾ作、防具シリーズ第一弾。

　・作品名がアレだったため死蔵入りしかけた経緯がある。ボックス行きになったのもほぼこの事柄が原因。ベルの心に微妙に傷を残している。

　・材料にドロップアイテム『メタルラビットの毛皮』を使用。ベル曰く「めちゃくちゃ軽い」。

　・むしろ防御力の高さが【ヘファイストス・ファミリア】経営陣に評価されている。






《グリーン・サポーター》


　・価格七七〇〇ヴァリス。

　・エイナからの贈り物。彼女の瞳の色と同じ緑玉色エメラルドをしている。

　・盾と用途を同じくするプロテクター。純粋な盾より耐久は低いが、軽量。

　・幅の面積が狭い代わりに細長い。短刀および短剣ならば格納可能。



















　空を覆おおう色が、鮮あざやかな茜あかねから暮夜ぼやの蒼闇あおやみに移り変わろうとしている。

　オラリオ西部。仕事帰りの職人達や迷宮探索を終えた冒険者の集団でごった返す西のメインストリートは、今日も今日とて大きな賑にぎわいを見せていた。

「きょ、今日も乗り切った……」

　雑踏に紛まぎれ、ヘスティアはよろよろと大通りを進んでいた。己の背後、都市の中央にそびえる摩天楼バベルからあたかも逃げるように、おぼつかない足取りでホームへ向かう。

【ヘファイストス・ファミリア】バベル支店での仕事を終えた、帰宅途中だった。

「ヘファイストスのやつ、もう少し気をつかってくれたっていいじゃないか……！」

　ひとえに借金ローン返済のためとはいえ、初めて経験する激務の数々は、これまで怠惰たいだな生活を基準にしてきたヘスティアにとって過酷の一言につきていた。

　神友ヘファイストスの言いい付つけなのか、同職場で働く子供達は女神ヘスティアのことをちっとも敬うやまいはせず、むしろ遠慮なく顎あごで使ってくる。率先して押し付けられる用件に、悲鳴を上げることもしばしばだ。

　これまで何かと他力本願たりきほんがんであったヘスティアの性根を叩たたき直そうとするヘファイストスの本気が、ここに垣間かいま見られていた。

「あぁ、ベル君に会いたい……！」

　連日の重労働で心身がすっかり摩耗まもうしているヘスティアは、己の眷族こどものことを思い浮かべる。

　ついこの間までならばダンジョンから帰ってくる少年を優しく迎え入れるのが日課であり楽しみであったのに──そのためにこれまでのバイトも常に早引きしていた──、今ではすっかり立場が逆転してしまっている。

　早くあの胸に飛び込んで甘えたいと、そんなできもしないことを考えながらヘスティアは、重たい体をずるずると引きずって帰路を急いだ。

「──むっ!?」

　人通りが激しいメインストリートの中で、視界の隅を掠かすめた兎うさぎのような白い色の塊に、ヘスティアはもはや条件反射で振り向いた。

　様々な種族で混雑する人混みの奥、ちらりちらりと、見覚えのある後ろ姿が見え隠れしている。

　──ベル君だ！

　一瞬でその正体を見抜いたヘスティアは己の円つぶらな瞳ひとみを輝かせた。

　恐らくは迷宮探索の帰りなのだろう、新調した防具を身に纏まといこちらに背を向けてホームの方角を目指している。

　ヘスティアは水を得た魚のように元気を取り戻し、前方にいるベルのもとへ駆け寄ろうと一歩踏み出した──次の瞬間。

「!?」

　雑踏の影によって見えなかった、ベルの真隣にいる人物の姿があらわになる。

　体はヘスティアよりも小さく、大きめなローブにバックパックを背負っている。後ろからでは性別も何も詳しいことは判別付きにくいが、あれは同性おんなだ、ヘスティアにはワカル。

　男ならば守ってあげたくなる庇護ひご欲をかきたてられるだろう謎の少女は、隣から差し出されている手をしっかりと握っていた。

　そして自分のことを見上げてくるそんな少女に、ベルの横顔は、にこやかに微笑ほほえんでいた。

　──ガーン！　という衝撃しょうげきがヘスティアの頭頂ずちょうに降り下ろされる。

　身も心も疲れ果てている今の彼女に、その追い打ちは止とどめに等しかった。最後の拠所オアシスにしていた少年が自分ではない女だれかにそれは嬉うれしそうに笑いかけているのだ、天から地に突き落とされたようなタイミングも相まって、ヘスティアの負った傷の深さは計り知れない。

　少女がベルから相談されたサポーターであると察する機会を終始逸いっしたまま、ヘスティアは盛大な傷心ごかいを抱え、ふらりとよろめいた後、とうとう彼等に背を向けて走り去った。
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「──聞いてくれよ、ミアハ！　ベル君が、ベル君が浮気をしていたんだ！」

　ダンッ、と飲み干した酒のグラスをテーブルに叩きつけ、ヘスティアは涙ながらに吠ほえる。

　大通りから少し離れた路地に建つ場末ばすえな酒場。古びた木造りの狭い店内は、粗製な装備みなりの冒険者が大半を占め、乱暴な笑い声や決して上品ではない言葉が頻しきりに飛んでいる。

　安い酒を飲む冒険者達に交ざり、ヘスティアは先程自分が見た一部始終を、卓を挟んで目の前にいる神物じんぶつにこれでもかと吐き出していた。

「浮気、とは穏おだやかではないな。ベルがそのようなことをする光景を、私は想像ができん」

　物腰丁寧な口調をやや低い声音で紡つむぐ美男びなん、ミアハは、ヘスティアの話をうむうむと頷うなずき聞きながら自分の意見も口にする。着用しているぼろぼろにくたびれた灰色のローブが、古臭い内装の酒場に違和感なく溶け込んでいた。

　ヘスティアとミアハは下の下──底辺も底辺の【ファミリア】の主神同士、同じ身分ということで親交が深かった。回復薬ポーションを製造し販売する【ミアハ・ファミリア】を【ヘスティア・ファミリア】は懇意こんいにしており、両派閥の団員の気心も知れている。

　大通りでたまたま出会ったヘスティアに強引に連れ込まれ、こうして自棄やけ酒ざけに付き合わされても、ミアハは嫌な顔一つせず彼女の話に耳を貸していた。

「ボクはこの目で見たんだ！　ベル君が女の子と仲良く手を繫つないでいるところを！　これはもう真まっ黒くろも真っ黒じゃないか!?」

「ベルにはベルの事情、それなりの付き合いもあるのだろう。黒と決め付けるのは早計だとも感じるが……そもそも、夫婦めおとでも恋人こいびとですらない者達が浮気云々うんぬん語るのもおかしいであろう」

　後半の言葉は、ちょうど次杯の酒を勢いよくあおったヘスティアの耳には届かない。

　今日はまた荒れているなと、ミアハはその群青ぐんじょうの頭髪を揺らし吐息する。

「くそぅ！　そもそも一体なんなんだあの娘こは!?　ベル君はボクのものなんだぞぉ！」

「これこれ。その発言はいくら主神といえど横暴というものだ。ベルは誰のものでもない」

「わかってるさ、そのくらい！　ただ言ってみただけさ！　いや言ってみたかっただけさ!!」

「もう酔っているのか？」

「おうともさ！」

　酔わなければやっていられるか、とヘスティアは浴あびるように酒を飲んでいく。気が付くと狭い卓上は空になったグラスやジョッキで一杯になり、強い酒気が立ち込めていた。

　すっかり顔を赤くしたヘスティアはもう一度酒をあおり、ぼーっとどこか遠くを見つめていたかと思うと……次にはうるっと双眸そうぼうを潤うるませ、叫んだ。

「うわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁんっ!!　ベル君ベル君ベル君ベルくーんっ！　お願いだからボクの前からいなくならないでおくれ──!!」

「こ、これ!?　声がでかいぞヘスティア！」

　周囲の喧騒けんそうをおしのける特大の号泣に今度ばかりはミアハも慌てる。他の客の視線という視線がヘスティア達のもとに集まっていた。

「君が笑っていてくれればボクは下水道に住み着いたっていいぜ!?　それくらい君のことが好きなんだ！　ぶっちゃけ同じベッドで寝たいんだギュウギュウしたいんだ君の胸にぐりぐり顔を押し付けたいんだー!!　君が微笑んでくれればボクはパン三個はいけるんだー！」

　流石さすがのミアハもドン引びく。

「愛してるよベルくーんっっ!!　……えへへぇ、一度でいいからベル君への想いをぶちまけてみたかったんだー。ふふぅ、すっきりー」

「当人がいなくてよかったな。店主、勘定だ」

　幻滅されずに済んだぞ、とミアハは会計と並行しながら告げる。緩ゆるみ切った顔を卓の上に寝転がらせるヘスティアは、何が嬉しいのかふにゃふにゃと笑っていた。

　その姿にやれやれと呟つぶやきながらも、ミアハは甲斐甲斐かいがいしく酩酊女神へべれけを連れて帰路につく。

「ミアハー。支払いはどうしたんだーい？」

「うむ。私の全持ちだ」

「おいおい水臭いなー。こういう時は割り勘にしようぜー」

「うむ。そなたは二〇ヴァリスしか所持していなかったのだ」

　間延びしたヘスティアの声にミアハは淡々と応答する。商品アイテムを積んでいた四輪の手押し車に彼女を押し込み、あたかも乳母うば車ぐるまのようにして運んでいく。

　魔石灯の光に輝く夜の大通りへ、二柱ふたはしらの神は乾いた車輪の音とともに消えていった。

「ミアハー。惚ほれ薬を作っておくれよぉー。これでベル君を悩殺だー」

「うむ。聞かなかったことにする」
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「ぬぁぁぁぁぁっ……!?」

　目を覚ました直後に降りかかったのは、あられもない頭痛だった。

　ベッドの上で仰あお向けになるヘスティアは襲いかかる頭の痛みに呻うめき声を発しながら悶もだえる。視界に映る天井は見慣れたホームのものだ。壁にかかっている時計が示すのは朝の時刻。

　ミアハとの飲みから一夜明け、ヘスティアは完璧な宿酔ふつかよいに陥おちいっていた。

「だ、大丈夫ですか、神様？」

　ベッドのすぐ側にいるのはベルだった。

　水の入ったグラスを片手に、心配そうにヘスティアのことを見つめている。

「す、すまない、ベル君、こんな見苦しいところを……」

「いえ、そんな。……えっと、昨日ミアハ様にも聞きましたけど、やっぱり？」

「……ああ、どうやら飲み過ぎたみたいだ」

　ヘスティアは寝たままの姿勢で水を軽く飲ませてもらい、しかめっ面を作った。

　昨夜、自分のことを送り届けてくれたというミアハは、「少し疲れているようだ。僅わずかでもいい、構ってやってくれ」と意味深な台詞せりふをベルに残して去っていったらしい。

（何も思い出せない……）

　昨日の記憶が綺麗きれいさっぱり抜け落ちている。自分は一体どんなことをやらかして何事を口走ってしまったのか、と神友しんゆうの言い残した言葉を聞いてヘスティアは強烈な不安を覚えた。

　後日、ヘスティアはミアハに慈悲深い笑みを無言でそそがれる羽目になる。

「……ベル君、ダンジョンに行かなくていいのかい？」

「今の神様は放っておけませんから。今日は休むことにしました」

　雇やとったサポーターにも既に連絡をしにいった、とベルは眉尾を下げながら笑う。

　ベルの心づかいを申し訳なく思いながらも、ヘスティアは内心喜んだ。今日一日は彼と一緒にいられると。そしてこの時既に、彼女の中では今日の仕事を休むことが決まっていた。

　鍛冶神あとの憤激ことは、後で考える。

「神様、これ、食べられますか？」

「……ちょ、ちょっと辛つらいなぁ。ベル君、食べさせてくれないかい？」

「あ、はい、わかりました」

　林檎りんごをすり下ろしたものをベルが匙さじですくって、口元に持ってくる。ベッドで上体を起こしたヘスティアはそれを見て歓喜しながら、すこぶる幸せそうな顔でぱくりと食べた。

　看護という前提があるためか、普段なら恥ずかしがって中々行為に移してくれない事柄でも、ベルは快こころよく引き受けてくれた。必死に照れ臭さを隠しながらそれでも献身をつくしてくれる少年の姿に、ヘスティアはどうしようもなく嬉しくなってしまう。

「う……うぅー、頭がー」

「か、神様？」

　酷ひどい棒読みをしながらヘスティアはぐらりと体を傾かたむけ、ベルの胸の中にぽすんと頭を不時着させる。ちょうどベルに抱きとめられる格好だ。

　困っているベルの心境を知りながらも、ヘスティアは頰ほおを紅潮させ更に顔をうずめる。彼の胸の中は優しい森の匂いがした。調子に乗ってきゅうとすがりつく。

　いよいよ慌て始めたベルとの離す離さずの攻防戦は、その後しばらく続いた。




「ふーん……なら昨日は例のサポーター君と、一緒にご飯を食べに行っていたのかい？」

「はい。昨日はちょっと嬉しいことがあって……」

　時間はあっという間に流れ昼下がり。ベッドに寝かされながら、ヘスティアはベルとの会話に興じていた。この頃になると二日酔いの症状は大分薄らいでいた。

　昨夜の真相を聞いて一旦は安堵あんどするものの、あの二人仲良く手を繫いでいた光景を思い出すと、また勘かん繰ぐりたくもなる。……何より、しっかり成長していた前回の【ステイタス】更新を思い出すと、胸中穏やかではない。まだ少年の懸想おもいは憎き金髪金眼の少女に向いている。自分との相思相愛など勘違いはなはだしかった。

　ひとまず、例の【剣姫けんき】は今は置いておき、そのサポーターの少女について根堀り葉堀り言及したい衝動に駆られる。何をどう思っているのかもだ。

　面識は未いまだない少女に、ヘスティアは焼き餅を焼き始めていた。

「いいよなぁ、君は。どうせ昨日はそのサポーター君と美味おいしいものを食べて、お楽しみだったんだろう？　あーぁ、ボクも行きたかったなぁ」

　そして、つい言葉に皮肉をこめプイッとそっぽを向いてしまったヘスティアは、一瞬肩を震わし、ごくりと喉のどを鳴ならしたベルのその反応を、目撃することがかなわなかった。

　ベルはしばらく落ち着きなく体を揺らした後、やがて意を決したように口を開く。

「じゃ、じゃあ、行きませんか？　二人で、その、ちょっと贅沢ぜいたくなものを食べに……」

「……は？」

「ご、豪勢な夕食なんか……ど、どうですか？」

　頰ほおを染めて何やら必死ににやつくのを堪こらえているベルを見て、ヘスティアは固まった。

　今、自分の耳に聞こえてきたものが信じられない。

「じ、実はですねっ、昨日の探索で沢山のお金が手に入って……！　その、神様に恩返しがしたいって、僕……！」

　後の話は全く聞いていなかった。

　先程告げられたベルのお誘いの文句が、ヘスティアの頭で何度も再生される。

（これはまさかっ、デデデデデデデートのお誘い!?）

　まさかベル君自ら!?　しかも夕食ディナー!?　とヘスティアは驚愕きょうがくする。

　そしてすぐ、有頂天うちょうてんになった。

「神様が元気になったら、今度にでも……」

「今日行こうッ!!」

「え」

「今日行くんだ！」

　がばっ、と毛布をはねのけベッドから起き上がるヘスティア。

　ベルは目を点にする。

「か、神様、体調は……」

「治った！」

　その言葉に偽いつわりはなかった。刹那せつなの内に高まった興奮テンションがヘスティアの体に力を漲みなぎらせる。

　啞然あぜんとするベルを置き去りにして、ヘスティアは早速デートの準備に取りかかり始めた。

（──いや、待て）

　ぴたりと動きを止めたヘスティアは胸元の襟えりを口元まで引っ張って、スンと鼻を鳴らす。

　臭い。酒臭い。女神にあるまじき酒の香りが体から漂ただよってくる。

　ヘスティアはぐわっと目を見開いた。

「ベル君、六時だ！」

「は、はい？」

「六時に南西のメインストリート、アモールの広場に集合だ！」

　汗を流すベルに見送られながら、ヘスティアは僅かな荷物を持ってホームを飛び出した。
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　一言で表すならば、楽園であった。




「おぬし、やはり大きくなっておらんか？」

「女神わたし達が成長するわけないでしょう……って、こら、揉もむな！」




　下界の者──子供達がこの場に居合わせれば、鼻から血を吹き出して倒れていっただろう。

　薄く立ち込める湯気の中、眩まぶしい肢体したいのラインを、豊満な体付きを、何も身に付けていない生まれたままの裸身を、美貌びぼうを誇る女神達が惜しみなく晒さらしている。

　そこは確かに男児たるものが一度は夢見る、天の楽園に違いなかった。

「ふぁー……気持ち良いー」

　波を立てて剝むき出しの肩までお湯に浸つかるヘスティアは、弛緩しかんした表情でそう呟いた。

　神聖浴場。その名の通り、神のみが入浴することを許された清浄な浴場だ。

　広大な浴室には大小様々な浴槽の他に巨大な樹木や天然の岩が配置されており、大自然の演出を買って出ている。石材を削って造られた壁や柱の内装も精緻せいちかつ荘厳であり、豪奢ごうしゃの極みがつくされていた。

　この神専用の大浴場は、ギルドが都市に住まう神のために設け管理している。各【ファミリア】から徴収した税の一部を──神への崇敬の意味もこめて──彼等の娯楽施設として還元させているのだ。

　男神おとこ風呂と女神おんな風呂は勿論もちろん分かれているが、男神の方はもっぱら使用率が低く、神聖浴場と言えばまずこちらの女神達のものを指す。一度とある狒々[image: ]いだいな神による侵入のぞき（今では伝説となっている）を許し、以降ギルドによる警備は鼠ねずみ一匹通さない厳重なものとなっていた。

　一糸纏わない無防備な姿でくつろぐ女神達と同じように、湯に沈むヘスティアもまた、滑らかな己の肌を桜色さくらいろに染め、熱のこもった吐息をほぅとつく。

「あら、ヘスティア？　珍めずらしいわ、貴方がここに足を運んでいるなんて」

「あー……やぁ、デメテル。久しぶりー」

　ヘスティアは緩んだ顔のまま、近付いてきた顔見知りの女神に生返事をする。

　デメテル、と呼ばれた女神は、厚手の布一枚で隠した肉感的なその体を彼女の隣へ沈めた。

「うーん……相変わらず、大きな胸ねぇ」

「君にだって立派なものがあるだろうー」

　自分の胸元に伸ばされる手をヘスティアはバチンと叩たたき落とす。

　叩かれた反動でデメテルの並々ならぬ双丘そうきゅうが揺れ、水面を大きく震わせた。

「それで、どうしたの？　貴方がここに訪れるなんて、今日が初めてなんじゃない？」

「んー……」

　ふわふわした蜂蜜はちみつ色の髪を整え尋たずねてくるデメテルに、ヘスティアも緩んだ頰をもとに戻す。

　この神聖浴場は使用料金が発生するので進んで利用しようと思わなかったのだが、ベルとの逢瀬おうせを予定している今、ヘスティアはなけなしのヘソクリを用もちいて初入浴を決断したのだ。

　酒の香りを始め身も心も綺麗になってリフレッシュしようと。

　全てはベルとのデートのため。

「この後、夕食を食べに行く約束があってね。少し気合いを入れようかと思ったのさ」

「……まさか、お相手は、殿方なの？」

「だったら何だって言うのさ？」

　答えを聞く前から愕然がくぜんとしている友人の女神に、ヘスティアは怪訝けげんそうな表情をした。

　浴場の奥で細い滝が水飛沫しぶきの音を立てる中、デメテルは、その成熟した顔立ちを子供のように輝かせた。

「あらあらまぁまぁ！　あのヘスティアが、殿方と!!　きゃーっ、ねぇーみんなぁー！」

「お、おいおい？」

　俄然がぜん興奮し出したデメテルにヘスティアは度肝どぎもを抜かれる。

　大きく響いた声に周囲の女神達は一様に顔を上げ、何かあったのかと近付き……デメテルがわけを話すと、彼女とそっくりそのまま途端に色めき始めた。

「ヘスティアに、男!?」

「何が起きたか!?」

「天界じゃあこれっっっぽっちも男っ気けのなかったヘスティアが！」

「年がら年中引きこもりだったあのヘスティアが！」

「ド幼女ロリのヘスティアがっっ！」

「ど、どういうことなの、じゃ……」

「さぁ吐け！」

　瞬またたく間にヘスティアを中心に人だかりならぬ神だかりができる。

　行儀悪く湯に飛び込む女神まで出てくる有様で、ぎゅうぎゅうと互いの桃色の肌を押し潰つぶしては、ヘスティアににじり寄ってきた。

「な、何だよ。ボクに浮いた話があったら、そんなにおかしいっていうのかい？」

「違うのよヘスティア。貴方、これまで殿方の求愛をみんな断っていたでしょう？」

「知神アテナや純潔神アルテミスと並ぶ、天界の三大処女神スリートップの一人」

「早い話、我々は難攻不落の城塞じょうさいを落とした者の素性すじょうを知りたいのだ」

　デメテルに続いて言葉を連ねる女神達に、ヘスティアは微妙な顔付きをした。

　自分に求愛する神なんてまともなやつがいないと口にしかけたが、目を爛々らんらんと輝かせている女神達に何を言っても無駄だと悟る。

　こんなところでも、娯楽を求める神の性さがが遺憾いかんなく発揮されていた。

「……相手はボクの【ファミリア】の子だよ。ヒューマンだ」

　おおー、という声が女神の輪から上がる。「やはり！」だとか「保護欲をくすぐられたの？」と次々に好き勝手な憶測や質問が飛んだ。

「騙だまされたりはしてないか？　まさか変な男に引っかかってるんじゃないだろうな～」

「馬鹿にしないでくれ。ボクだって神だ、人を見る目はあるよ」

「子供の隠してることなんてみんなわかっちゃうもんね、神わたし達には」

「じゃあ、その子供のどんなところに惚ほれ込んじゃったの？」

「……人となり、かなぁ」

　確かな切っかけがあったわけではない、と呟きながらヘスティア自身思った。あえて言うならばあの真っ白な馬鹿正直さか。

　それからしばらくして、一向に止まることのない女神達の追及にいい加減辟易へきえきしてきたヘスティアは、この浴場を出ることにした。準備のことも考えればもういい時間の筈はずだ。

　女神達の制止を払って湯から立ち上がる。肉付きの薄い細く小柄な体にいくつもの水滴が伝い、天窓から降ってくる日の光を反射してきらきらと輝く。結わえられていない漆黒しっこくの髪は湿り気を帯び、艶あでやかに濡ぬれていた。

　ヘスティアは少しの間瞼まぶたを閉じ、その場にたたずむ。

　まるで一枚の絵画のような、太陽の光を静しずかに浴びる幼い女神の姿に、他の者達は眼福眼福とばかりに目を細めた。

「ねぇヘスティアー。ヘスティアは、その子のどこが好き？」

　最後とばかりに女神の一人が手を上げる。

　首だけをひねって後ろを見るヘスティアは、軽く微笑んでみせた。

「全部いろいろ、だよ」
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　アモールの広場は、南西のメインストリートである大通りから一本の小路を通じて辿たどり着く。

　色とりどりの敷石で舗装された園内は、垣根を作る花の植栽しょくさいもあり華やかな雰囲気を醸かもし出していた。西日が姿を消し空が薄暗くなると、頭上高くにある魔石灯に光が灯ともり、広場全体がうっすらと照らし出されていく。

　時刻は六時前。仲睦むつまじく寄り添う二人組の男女が目立つ中、ベルはとある女神の銅像前で肩身狭そうに立っていた。

「ベル君！」

「あ……！」

　ベルのことを見つけたヘスティアは駆け寄った。

　自分を呼ぶ声に安堵した表情を作るベルは、しかし次には面食らったように瞬きを繰り返す。

　ヘスティアは髪型を変えていた。いつもツインテールにしている髪を下ろし、背中に真っ直ぐ流している。幼かった容姿は一つ大人びた印象を纏いベルの目を奪っていた。

　髪を結わえていた鐘かね付きの髪飾りは手首に巻いてブレスレットのようにしている。着飾る服も手持ちの衣類の中で最も上質なもので、ヘスティア全力のおめかしだ。

　息を切らすヘスティアはベルの前で立ち止まった後、頰を淡あわく染め、緊張しながら尋ねた。

「ど、どうだい、似合うかい？　少し装いを変えてみたんだけど……」

「……あ、はいっ、似合ってます、とっても似合っています！　えっと、何ていうか、普段の神様より凛々りりしいっていうか……その、き、綺麗です！」

　顔を赤くするベルは己の拙つたない語彙ごいを懸命に駆使して、ヘスティアを褒ほめ立てた。

　その賞賛には主神へ対する敬いの一面も含まれているのだろうが、言葉の端々からは恥じらいの感情が滲にじみ出ている。ベルは確かにこの時、ヘスティアに見惚れていたのだ。

　よっしゃあッ、とヘスティアは心の中でガッツポーズを取る。

「もっと早く来るつもりだったんだけど、ごめんねベル君。待たせちゃったかい？」

「い、いえっ、僕も今来たばかりですからっ」

　やばい。にやける。

　まさしく本物のデートのようなやり取りに、ヘスティアは頰から力を失いそうになった。

　今後の展開に嫌でも胸を高鳴らせてしまう彼女の機嫌は上昇の一途を辿る。

「それじゃあ、ベル君？　今夜はしっかりエスコートしてくれよ？」

「は、はいっ」

　そして微笑みながら手を差し伸ばし、ベルのリードに身を任せる──その寸前。

　にわかにアモールの広場の一角が騒がしくなった。

「あ、いたーっ!?」

「ヘスティアがおったぞ！」

「ということは……あの隣にいるのがっ！」

　女神達だった。例外なく見目みめ麗うるわしい美女美少女の集団が、大挙して、攻めかかってきた。

　啞然として棒立ちとなるベルの側で、ヘスティアは己の両目を限界まで剝く。

「ゲット──!!」

「やーん、結構可愛かわいい!?」

「ヘスティアはこういう子が好みなのかー」

「む、むぶうぅっ!?」

　女神の波は一瞬でヘスティアを押しのけベルを呑み込んだ。

　沢山の腕がベルの体を引っ張り回し、代わる代わる己の胸の中で抱きしめていく。

　呼吸もかくやといった女神の檻おり天国じごくに、ベルの顔があっという間に真っ赤に灼熱した。

「なっ、なっ、なぁ……!?」

「ごめんなさいね、ヘスティア。私達どうしても貴方の子が気になっちゃって、後をつけてきちゃったの。……あらやだ、本当に兎みたい」

「ん──っ、んん────っっ!?」

「ベ、ベルく──────んっ!?」

　ヘスティアの悲鳴が炸裂さくれつする。

　他の女神を寄せ付けない圧倒的な容量を誇るデメテルの胸の谷間に挟まれ、ベルの命が風前の灯火ともしびと化す。デメテルの手が愛おしげにベルの白髪を撫なでる度、ヘスティアの胸は千切れかけ、その瞳ひとみからは血涙しそうになった。

　神の好奇心ごらくの矛先ほこさきを向けられてしまった己の眷族けんぞくが、無慈悲なまでに蹂躙じゅうりんされていく。

　そしてとうとうヘスティアの精神が崩壊しようとしたその時。

　未だ女神達に半分取り込まれた格好で、ボロボロなベルが隙間すきまから姿を現した。

「かみ、さま……」

「ぶ、無事か、ベル君!?」

「……僕、もう、死んじゃってもいいかもしれません……っ！」

　ドゴッッ、とベルの向こう脛ずねにヘスティアのつま先が叩き込まれる。

「すいませんでしたっ……!!」

「よし、逃げるぞ！」

　片足を引きずるベルを無理矢理引っ張って、ヘスティアは逃亡を開始した。

　獲物がいなくなったことに気付いた女神達が驚愕している間に、アモールの広場を脱出する。

　執拗しつような神の追っ手を振り払うべく、ヘスティアとベルは都市中を遁走とんそうするのだった。
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「あぁ～っ、もうこれだから神ってやつは!?　欲望に忠実過ぎるんだよ、全く！」

「は、はは……」

　大声で喚わめき散らすヘスティアの側で、ベルが苦笑いする。

　度重なる追跡を振り切ったヘスティア達がいるのは、西のメインストリートの外れにある古ぼけた鐘楼しょうろうだった。独立して建てられている煉瓦レンガ造りの塔は今や機能を失っており、もう鳴ることのない鐘かねが頭上にぶら下げられている。

　女神達の追走をこの鐘楼に隠れることでやり過ごすことしばらく、ようやくヘスティア達は一段落迎えることができていた。

「すっかり夜も更けちゃったし……はぁ、せっかくのベル君とのデートが」

「デ、デート？」

　日付が変わるまで大して時間は残っていない。走り回って乱れ切った髪をくしゃくしゃと手でかき回しながら、ヘスティアは長い溜息ためいきをつく。

　今日という日の締めくくりを、とことん嘆いた。

「あ……か、神様、見てください！」

「……？」

　ベルが明るい声を出して、ある方向を指さす。

　ヘスティアが振り向くと、広がるのは、天空の銀河のように光り輝く迷宮都市の夜景だった。

　数え切れない魔石灯が様々な色の燐光を灯し、都市全体をライトアップしている。

　景観の奥には、闇の中でも鮮明に映える白亜の巨塔がどこまでも高く空に伸びていた。

　鐘楼しょうろうから見渡す美しい都市の夜の姿に、ヘスティアはしばし目を奪われた。言葉を忘れながらふと隣を見ると、ベルもまた瞳を淡く輝かせながらその光景に見入っている。

　やがてヘスティアの視線に気付いたベルは、頰を温かな興奮で濡らしながら、胸から滲み出る気持ちをそのまま乗せるように、その唇から言葉を紡つむいだ。

「あの、神様……いつか、また行きましょう。今度こそ、絶対に」

「ベル君……」

「その時まで、僕、今よりもっとお金を貯められるよう頑張りますから。それで美味しいものを食べて、美味しいものも飲んで……それで、またここに来ましょう」

「……」

「今日見つけることのできた、この綺麗な景色を……その、また二人で、見に来ましょう」

　だから今日という日は無駄ではなかったと。

　主神あなたとここに来れて嬉しかったと。

　ベルは励ますようにヘスティアへ言った。気休めではなく、心からの気持ちで。

　顔を火照ほてらせながら屈託くったくなく笑う少年の姿に、ヘスティアは神おのれの胸の奥が揺れるのを感じ、そして静かに目を細めた。

　何も裏表がない、真っ白で、馬鹿正直なこの笑顔に、自分はきっと惹ひかれたのだ。

　今日という思い出を、明日の約束に変えてくれるベルに……神わたしは、愛しさを感じるのだ。

「……楽しみにしてるぜ、ベル君？」

「はいっ」

　自らも顔を綻ほころばせ、ヘスティアはベルと笑みを交わした。

　やがてどちらからともなく、もう一度鐘楼の外に広がる景色を眺め、静かにその二人だけの時間に身を委ねた。

　そっと動いてベルとの距離を埋めることに成功したヘスティアは、頰を染めて目尻を和らげる。

（サポーター君のことについて聞こうなんて思ってたけど……今日は、もういいや）

　そんな野暮やぼなことはする気にもなれない、と目の前の夜景を望みながらヘスティアは思った。

　すぐ隣にある少年の温もりを感じながら、笑みと一緒に瞼まぶたを閉じる。

　涼すずやかな夜風に撫でられ、手首に巻かれた髪飾りが、その小さな鐘をほのかに揺らしていった。

















　銀の光が走った。

『グォオオオオオオオオオオオオオオオオオッ!?』

　頭の天辺てっぺんから股下まで一直線に刻きざまれた銀の軌跡きせきに、骸骨がいこつのモンスター『スパルトイ』は絶叫ぜっきょうを解き放つ。

　ヒューマンをベースとした骨格がところどころ鎧よろいのごとく隆起りゅうきしたような禍々まがまがしい姿。鋭角的なフォルムを誇り、様々な白骨の武器エモノを持つその姿はまさに骨の凶戦士と言うに相応ふさわしい。

『深層』を縄張りとするＬｖ．4相当の強力なモンスターは、しかし一閃いっせんのもとに瞬殺された。

「……」

　寒気を喚起かんきさせるほど冴さえ冴ざえとした一撃を放った剣士は、ヒュンとサーベルを鳴ならして切っ先を地に下ろした。

　骨、骨、骨、骨。

　見渡す限りの周囲には数え切れない骨の破片が散乱している。原型をとどめていないそれら白い残骸ざんがいは、十をも超すスパルトイの群れの末路に他ならない。

　金髪金眼。

　神にも劣らない美貌びぼうを持つ一人の少女が、モンスターの墓標ぼひょうの中心で静かにたたずんでいた。

「結局一人でやっちゃったし……」

「ちょっと苦戦でもしてくれると、もっと可愛かわいげも出てくるのにね……」

　仲間のこぼす声を耳にしているのかいないのか、長い金髪の少女──アイズ・ヴァレンシュタインは、無言のまま細剣を鞘さやに収めて彼等のもとに向かった。

「はいはい、お疲れアイズ～！　ポーションいる？　エリクサーは？　アイズの大好きな小豆あずきクリーム味のジャガ丸くんはどう!?」

「大丈夫、ティオナ。ありがとう。……最後のは欲しい」

「そもそも、傷一つ付けられてないんだから、ポーションも何も必要ないわ」

「何はともあれ、あらかたモンスターは片付けたな……。この後はどうする、フィン？」

「ンー、そろそろ帰ろうか？　今回はお遊びみたいなものだし、ここで長居して、帰りの道でダラダラと手を煩わずらうのも面倒だ。リヴェリア、君の意見は？」

　現在位置37階層。深層域と定義されているダンジョンの奥深くで、【ロキ・ファミリア】の面々は迷宮探索に臨のぞんでいた。この場にいる総人数は少なく、パーティはサポーターも入れて計七人。アイズ・ヴァレンシュタインを筆頭にした第一級冒険者の数は、五人のみだった。

『お遊び』という言葉の通り、【ロキ・ファミリア】の構成員を結集して行われた以前の『遠征』とは異なって、今回は気の合った少数の仲間内で行う私的寄りのダンジョン探索だ。

　内実、暇つぶしでもある。

　数多の冒険者達が未踏であるこの深層においても、お遊びと豪語できてしまうほど、彼等の実力は桁けた違いなのだった。

「団長の指示なら従うさ。……お前達、撤収するぞ！」

　超然とした風格を漂ただよわせるエルフ、リヴェリアは声を飛ばした。

　小麦色の肌をしたアマゾネスの姉妹が了解の意を示し、アイズの方は腐りかけたジャガ丸くんを両手にちょこんと持って、落ち込んでいた。

　迷宮の奥深くに赴おもむく際、食糧の保存状態が整っていなければこういった弊害へいがいはよく生まれる。

「それにしてもさぁ、もし今頃ベートが一緒に来てたら、絶対やかましいことになってたよね～。あのええかっこしい、アイズの前では途端にはり切っちゃうんだもん！」

「あの宴会の後、酔いが醒さめた後にそれとなくアイズに拒絶されたことを伝えたら、凄すごい勢いでへこんでたわよ」

「うっわァー!?　超見たかったー！　何で教えてくれなかったのティオネ～！」

　撤収の準備といってもやることはほとんどない。魔石の回収はサポーターの仕事で、戦闘は先程からアイズの独壇どくだん場だったからだ。Ｌｖ．3になったばかりの二名のサポーターがスパルトイの魔石を集める中、騒さわがしい双子の姉妹を中心に弛緩しかんした空気が流れる。

　そんな中で、ジャガ丸くんから顔を上げたアイズが波紋はもんを投じた。

「……フィン、リヴェリア。私だけまだ残らせてほしい」

　名前を呼ばれた両名ともそれぞれの反応を示す。フィンは少し目を見開き、リヴェリアは顔色を変えず片目のみ瞑つむった。

　ぎょっ、として動きを止めるティオナとティオネに構わず、アイズは淡々と主張を続ける。

「食糧も分けてくれなくていい。みんなには迷惑をかけないから。お願い」

「ちょ、ちょっと～！　アイズ、そんなこと言う時点であたし達に迷惑かけてる！　こんなところにアイズ取り残していったら、あたし達ずっと心配してるようだよ！」

「私もティオナと同じ。いくらモンスターのＬｖ．が低くても、深層に仲間一人を放り出す真似まねなんてできないわ。危険よ」

　腰に手を当てて顔を鼻先まで寄せてくるティオナに、アイズは眉を少し下げて困った顔を作った。ティオネの援護射撃にも応戦できない。

　彼女達の言っていることの方が、議論の余地もなく正しいからだ。

「何でアイズはそんなに戦いたがるの？　アイズはすっごく別嬪べっぴんなのに、もったいないよ～。もうちょっと女の子しようよ～。アマゾネスのあたしの方がお洒落しゃれでどうするのよぉー」

「私は……そういうのは、いいよ」

「なんでぇ？　強い雄……お気に入りの男とか見繕つくろわないの？　アイズのその綺麗きれいな顔は飾りなの？」

「あんた、自分でもしないことを押し付けるのは止めなさい」

　押し黙って軽くうつむくアイズに、一歩離れて見ていたリヴェリアは息をついた。

　フィンに向き直って口を開く。

「フィン、私からも頼もう。アイズの意思を尊重してやってくれ」

「「リヴェリア!?」」

「ンー……？」

　この場で誰よりも身長の低いパルゥムは、真意を尋たずねるようにリヴェリアを見上げる。

「この子が滅多に言わない我がままだ。聞き入れてやってほしい」

「そんな、子を見守る親みたいな気持ちじゃあ動けないよ、リヴェリア。ティオナ達の言っていることの方がもっともだ。パーティを預かっている身としては、許可できないな」

「甘やかしている自覚はあるが……さて」

　二回目の吐息をついたリヴェリアはアイズに視線を送る。

　感情の起伏きふくが少ない少女の顔が申し訳なさそうな目をしているのを見て、今度は自嘲じちょう。

　それから再びフィンに目を合わせた。

「私も残ろう」

　アイズのサポートを担う、とその意図を伝えるリヴェリア。

　彼女の瞳ひとみを覗のぞき込むフィンは、顎あごに手を添えた後、ゆっくりともったいぶるように頷うなずいた。

「わかった、許可するよ」

「えぇ～、フィン～。説得してよ～」

「リヴェリアが残るなら万が一にも間違いは起こらないだろうしね。逆に僕達の方が、帰りの道で危険な目に遭あうかもしれないけど」

「私は攻撃と回復を器用になんかこなせませんからね、団長」

　リーダーが決定を下してからは早かった。

　サポーターを加えたフィン達と、残留するアイズ達がその場で別れる。

　一つしかないルームの出入り口で、ティオナが帰り際ぶんぶんと大きく手を振り続けていた。

「ありがとう、リヴェリア」

「これっきりにしてほしいところだが、今更だな。あまり手をかけさせるなとだけ、愚痴ぐちを言わせてもらおう」

「……ごめん」

　顔も見ずに交わされる彼女達の言葉の奥底には、信頼という感情が見え隠れしていた。

　37階層は遥はるか上層とは異なり薄暗かった。頭上の空間は果てしなく高く、天井が肉眼では確認できない。暗澹あんたんとした闇に塞ふさがれてしまっている。

　白濁はくだく色の壁面に等間隔で灯ともる、蠟燭ろうそくのような燐光りんこうだけが視界の頼りだった。

　しばらくその場を動かず無為に時間を過ごし、リヴェリアが怪訝けげんな色を顔に映し出した頃。

　何かを察知したように、アイズが剣を抜いた。

「来た」

「なに？」

　その美しい眉目を若干鋭するどくするアイズに、リヴェリアは何を言っているのか問いかけようとしたが──すぐに彼女も気付く。

　自分達の立つダンジョンの地面が、揺れている。

「まさか……」

　その呟つぶやきに同調するように、アイズの視線の先、広大なルームの中心点が盛り上がる。

　次の瞬間、大地が割れた。

　大量の土塊を押しのけ、途轍とてつもなく巨大な図体が地面から顔を出す。

　ビキッビキッと鳴り響く、地面に亀裂が走る嫌な音。巻き込まれた土砂どしゃはそれの体に持ち上げられ、轟音ごうおん、音を立ててあたかも滝のように床へ叩たたきつけられていく。

　頭蓋とうがいが、鎖骨さこつが、肋骨ろっこつが、骨盤こつばんが。剝むき出しになった黒色の骨格系が、地面から生えて全貌をあらわにしていく。

　震動は最高潮。37階層全体がわなないていた。

　まるで我が子を産む代償を支払っているかのように、ダンジョンが唸うなり声をあげる。

『──オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッッ!!』

　これ以上のない凶悪な産声が、真上に打ち上げられた。

　天に向かって吠ほえるそのモンスターは余りにも鴻大こうだいだった。一〇Ｍメドルを越えるか。

　全身を漆黒に染め上げた、骸骨の巨身。下半身を地面に埋めスパルトイをそのまま大きくしたようなその巨大モンスターは、頭に二本の突起を生やしていた。

　真まっ暗くらな眼窩がんかの奥では、火の粉のような小さな朱色しゅいろの光が揺らめいている。

　そして胸部内部。肋骨と胸骨に守られるように、規格外の魔石が中空に浮いていた。

「そうか。もう、三ヶ月経ったか……」

　通常、階層ごとのモンスターの出現数は種類ごとに分かれて決まっている。

　一定数以上に増えることはなく、減少すればダンジョンの壁を破り新たなモンスターが産まれることになる。次のモンスターが生まれるまでの間隔インターバルは階層ごとにばらつきがあるが、最長のものでも約一日ほどだ。

　そんな中、絶命してもすぐに出現せず、一定周期の間隔インターバルを要するモンスター達が存在する。

　付け加えれば、その特別なモンスター達は決まった階層ごとに必ず一体しか現れない。

　その強さ故か、その巨大さ故か。理由はともあれ、彼等は産まれ落ちた階層を一匹のみで徘徊はいかいすることしか許されなかった。

　古代から存続しているギルドは、往時からその特別なモンスター達をこう呼んでいる。

『迷宮の孤王モンスターレックス』と。

「リヴェリア、手を出さないで」

　特別な間隔インターバルを持ち、姿形がそれぞれ異なる『迷宮の孤王モンスターレックス』に共通していることは、めちゃくちゃ強い。

　階層ごとに推定されているＬｖ．の、そのプラス2以上と言われている。

　第三級以上の冒険者達からは階層主かいそうぬしという名で恐れられているように、本来ならば大人数の冒険者達が徒党を組み、連携して攻略に乗り出す存在だ。

「アイズ、本当に一人でやるつもりか？」

　険しい目付きをしてリヴェリアは問うた。

　アイズは一本の銀の剣を提げ、凄まじい咆哮ほうこうで威嚇いかくしてくるモンスター『ウダイオス』へ静かに歩み寄っていく。

「大丈夫」

　神達が『ボスキャラ乙』と口を揃そろえて讃歌さんかを送る強大な敵に、少女は一人で対峙たいじした。

「すぐに終わらせるから」

　一週間後、Ｌｖ．6に到達したという【剣姫】の噂うわさが、オラリオ中を駆け巡めぐることになる。
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「……？」

　ベルは足を止めた。

　2階層と1階層を繫つなぐ階段の途中で、首を巡らせて下の方を見る。

「どうしたんですか、ベル様？」

「……今、ダンジョンが揺れなかった？」

　すぐ後ろに控えていたリリに見上げられながら、じっと2階層の地形、いや更にその奥に広がっているだろう下層へと視線を馳はせる。

「揺れ、ですか？　リリは何も感じませんでしたが？」

「……気のせいかな？」

　意識を研ぎ澄すませていたベルだったが、待てども一向に変化は訪れない。首を傾かしげ不思議に思いつつも、自分の勘違いということで納得することにした。

「今日はちょっと長引いちゃったね」

「はい。ちょっとどころか、かなり、ですけど。もう夜中の十二時を回りますよ」

「えっ、本当に!?」

　ええ、とリリは金色の懐中時計を手にして答えた。

　短針と長針が見事に数字の十二に重なろうとしている。

「うわ、全然気付かなかった……」

「最後の方はモンスターに群がられていましたからね」

　時間を確認する余裕もなかったのでしょう、とリリは溜まりに溜まった背の荷物を揺らしながら言った。多くのドロップアイテムを収納した大型のバックパックははち切れんばかりだ。

　二人が契約を交わして数日が経とうとしていた。

　ベルはリリの助力のもと順調と言える日々を送っている。冒険者として軌道に乗った、安定してきたと言えるかもしれない。モンスターを狩る効率は格段に上がり、日々の収益はソロの時とは比べ物にならず、己の目標へ突き進むための全力疾走しっそう態勢が整備された。

　サポーター一人の加入でこうまで違うものなのかと、ベルは頻しきりに驚くばかりである。

　一方で、駆け出しの冒険者としてはありえないモンスター撃破記録スコアを連日叩き出すベルに、リリは舌を巻いていたが。

「それじゃあ、リリ、今日の報酬ほうしゅうも稼いだ分の山分けでいい？」

「……ベル様は、もう少し常識と物欲というものを知った方がいいと思います。ありがたく頂戴ちょうだいしているリリが言える立場ではありませんが……人が良過ぎです」

「でも、リリだって今はお金が必要なんでしょ？」

「そうなんですけど……。でも、リリはベル様のことが危なっかしくて見ていられないというか、知人に預けられた兎ペットにはらはらさせられてつい世話を焼き過ぎてしまうというか……う～、何だか毒されているような気がします～っ」

　この頃小言を言われる回数が増えてきたなぁ、とベルは思う。

　少し前までは主人と従者のような線引きを一方的に張られていたが、今ではそういった他人行儀の体ていが薄れつつある。仲良くなってきているのだろうか、とリリとの間にあった溝が埋まっていく感触をベルは感じていた。

　襲いかかってくるゴブリンを蹴散けちらしながらベルとリリは1階層内を進み、ダンジョンを後にする。シャワーで体をすすぎバベルの換金所に寄ってから、門をくぐって外に出た。

「うわぁ、本当だ。すっかり夜になっちゃってる……」

　バベルを囲む中央広場セントラルパークには闇の帳とばりが降りていた。

　魔石を埋め込んだこじゃれた作りの街灯がぽつぽつと燐光を灯している中、昼間にはない夜の静けさが辺りを満たしている。

　逆にこんな時間帯でも、遠方にある酒場はむしろここからだと明るく賑にぎわっていた。

「……やっぱり大きいなぁ」

　中央広場セントラルパークを見回していたベルの視点は一周して、最後に自分の背後へ行き着いた。

　宵闇よいやみを貫く巨塔。悠然ゆうぜんとそびえる白亜の摩天楼が、ベル達のことを見下ろしている。

　闇が深い今では隅々まで視認できないが、この巨大な塔は細部まで巧緻こうちな意匠が凝らされていることをベルは知っていた。

　機能的な内部からはとても結び付きそうもない、芸術作品的な外観美。それこそ神が贅ぜいを極めさせたようなバベルの威容いように、ベルは頂上あたりに視線を固定させたままほうと息をついた。

「バベルって、何でこんなに高いんだろう？　テナントを貸し出すにしたって、五十階も上まで行くのは大変のような気がするんだけど……」

「ベル様、ギルドがテナントを貸し出しているのは二十階までですよ？」

「え……そ、そうなのっ？」

　目を丸くするベルに、リリはその小さな唇で苦笑を作った。

　少し気恥ずかしさを覚えつつベルは素直に尋ねる。

「お店が入っていないなら、二十階から上は一体何があるの？」

「神様達が住まわれているんですよ、ベル様」

「……神様達が？」

「はい。オラリオの中でも有数と呼ばれる【ファミリア】の主神様達だけですが、バベルの最上階まで彼等が居住しているんです」

　迷宮都市の象徴とも言える巨塔バベルに、位が高くて贅沢好きでもある一部の神々が住まおうとするのは、ある意味自然なことだった。

　各個室は設備が行き届き絢爛豪華けんらんごうかの限りがつくされており、特に目玉である展望景色は、他の建物の追随ついずいを許さない位置から広大な都市を見渡せるだけあって絶景だ。

　ギルドの管理のもと賃貸されているので法外な入居費等を払うことになるが、費用に目をつぶれば、オラリオでも最高級の住み心地を手に入れることができる。

　つまり、富貴の神だけに住むことを許された高級物件である。

「へぇ……。ホームに住まないで、わざわざ別の場所で暮らす神様達なんているんだ」

「神様達の領域プライベートルームと考えてもらえればいいと思いますよ？　リリ達と交流することが好きな神様もいれば、昔からのイメージ通り、やはり孤高が好きという神様もいるわけですから」

　なるほど、とベルは頷いた。

「もともと、バベルはこれほどまで巨大な塔ではなかったそうです。迷宮から溢あふれてくるモンスター達を抑える『蓋』として機能し出した頃は、周囲の建物と変わらなかったと聞きます」

「じゃあ、どうして今みたいな大きさに？」

「この地に最初の神様達が降りられた際、塔が崩壊してしまったんです。……こう、流れ星みたく降ってきた神様達が、塔の天辺に当たってしまって」

「……」

　わざと壊したんだろうなぁ、と。

　せっかくでき上がった塔を街の人々が泣いて喜んでいたところに、神達が完膚かんぷ無きまでに突・撃・粉・砕……口を半開きにして固まっている旧オラリオ住民に、ゲラゲラ笑いながら謝る神達の姿が目に浮かぶようで、ベルは乾いた笑い声を上げた。

「それからこの塔は【崩落の塔】……【神塔バベル】と呼ばれるようになりました。神様達がこの搭に住まう理由には、そんな背景もあるんですね」

　塔を破壊した神達は、お詫わびと言ってはなんだが塔の再建……というよりダンジョンの抑止に大きく貢献したのだとリリは告げる。他ならない、『神の恩恵ファルナ』によって。

　当時のオラリオの住民は力を授ける彼等を敬うやまい、この塔を彼等の居住地として献上したのだ。

　下界の各地に顕現けんげんした神々によって【ファミリア】という体系が世界中に波及するまで、その崇め崇められる関係は続き、バベルは神の威光いこうを示すように高くなっていったと言う。

　結果、バベルは現在の高さへと至り、引き続いて神の殿舎でんしゃとしての側面を残しているのだ。

「何となくはわかったけど……。うーん、そういう神様達の話を聞く度に思うけど、『天界』ってそんな暇なところなのかな？　神様達がこの下界へ降りたいって思っちゃうくらい？」

「お仕事が嫌になって逃げ出してきたのかもしれませんよ？」

　バベルを見上げていたベルだったが、聞き慣れない言葉にリリの方を向く。

「天界では神様達のやらなければならない、いくつかの義務があると聞きます。その最たる例が、下界で眠りについたリリ達、子供達の処理だそうです」

「それって……」

「はい。亡くなった人の、死後の進路ですね」

　内容が内容だけに、ベルは自分の鼓動の間隔が狭まっていることを感じた。

　実感が伴わない話である筈はずなのだが、避けられない破滅の運命故に聞き入ってしまう。

　リリの話を要約すると、神達は下界の者の死後を預かる身であるらしい。

　あえて言葉で表すとしたら、それは『魂』の清算か。

　それぞれの神によって死後の扱いは千差万別で、天界での生活を許したり、想像を絶する責苦を与えたり、終わりのない無意味な重労働を課し続けたり……例を挙げれば切りがない。

　下界の理ことわりから解放された子供達は神達の裁量一つで管理される。そこに生前の振る舞いや、善や悪といった概念は関与しない。

　神に気に入られるか、気に入られないか。その時の神の気分によって吉か凶かが決まる。

　いい加減で、規則性もなく、独断と偏見に拠よった、『神の審判』がそこにはある。

「まぁ、最終的にはほとんどの者が転生させてもらえるようなのですが……とにかく、そんなこともあって、天界では激減した神様達の穴を埋め合わせるため、居残り組の神様達が今も不眠不休でお仕事をしていらっしゃるらしいです。かなり殺気立っているそうですよ？　次回の下界行きも、血生ちなま臭ぐさい厳重な『お話し』のうえで順番を決めるのだとか」

　そんなところに行きたくない、いや死にたくない……と、ベルは少し本気で思ってしまった。

　今、天界の神々の御前に足を運んでしまったら、俗に言われる地獄にて問答無用で歓迎されるような気がするのだ。憂うさ晴ばらしで。

　そんな考えが見透かされたのか、リリはベルの顔を見てクスクスと肩を揺らした。

　ベルもやや情けない顔をして、笑う。

　何だかおかしかった。

「……でも、リリは死ぬことに憧あこがれていたことがありましたよ」

　だからか。

　その言葉はベルにとって不意打ちだった。

「……ぇ」

「一度、神様達のもとに還れれば……今度生まれるリリは、今のリリよりちょっとはマシになっているのかなぁ、なんて……」

　バベルを、いや更にその上に広がる夜空を見上げながら、リリはそう呟いた。

　フードが傾き栗色の前髪がこぼれ、あらわになった大きな瞳が遠い目をしている。

　まるで黒く染まったあの天上を、思い焦こがれるかのように。

「リ……リリッ！」

　気付けばベルは叫んでいた。

　叫ばなければ、リリがどこかへ行ってしまうような気がした。

　リリはゆっくりと瞼まぶたを閉じて、空から視線を切り、前髪で目元を隠した顔をベルに向けた。

「……ごめんなさい、変なこと言って」

「……」

「昔のことです。真に受け取らないでください。リリはこれでもたくましくなりましたから、今ではそんなことちっとも思っていません」

　ベルは何も言えなかった。

　きっとそれは事実なのだろう。むん、と軽く胸を張る少女の仕草は悲愴ひそうの欠片かけらも感じられない。彼女は、きっともう立ち直っているのだ。

　しかしだからこそ、ベルは今自分が持てあましている感情を形にできず、言葉としてリリに伝えることができなかった。

「さぁベル様、もう遅いのですから早く帰りましょう。リリも今日は【ファミリア】のホームへ一度帰っておかなければいけません」

　明るく小笑いしてリリはバベルに背を向けた。小さな歩幅で、ゆっくりと前へ進んでいく。

　彼女の肩を見る。重い荷物を背負うには、あまりにも小さ過ぎる肩だ。

　不相応なまでの大きなバックパックを背負うリリの後ろ姿を、ベルは胸苦しい思いを引きずりながら、必死に追いかけた。
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「そう。また強くなったのね」

　呟きが落とされた。

　遥か下方に見える小さな白い影。前を行ゆくもう一つの影を追い、走って遠ざかっていく。

　彼女は興奮が醒めやらないと言うように、去っていくその影へ熱い視線をそそいでいた。

　雲が動き、夜空に浮かぶ月が暗闇に包まれる室内を照らし出す。

　壁一面をまるまる占領する長方形の硝子がらす。その窓際に立つ人物の立ち姿を、スポットライトのようにはっきりと浮かび上がらせた。

　黒の薄いナイトドレスに包まれた、細身でありながら豊満な体つき。

　冷たい月の光を浴びて一層神秘さを帯びるきめ細かな白皙はくせきの肌。

　腰まで届こうかという銀の長髪は、氷の結晶を散りばめたかのように輝いていた。

「それでいい。貴方はもっと輝ける……」

　その行き過ぎた己の美貌が映る硝子を、彼女──フレイヤは、手をついてカリと鳴ならした。

　巨塔バベルの最上階。

　塔の中でも最上品質にあたる一室で、部屋の主である彼女はベルを見下ろしていた。

「もっと、もっと輝いて？　貴方には、私に見初められた故の義務がある……」

　その瞳には深い情愛と、そして自己より劣位の存在との間で成立する絶対優越があった。

　フレイヤは執心していた。ベルに。

　些事さじを放り出し、いっそ火のついた痴情ちじょうを解き放ってしまいたいくらいに、美の女神は一人の少年に夢中になっていた。

　フレイヤには、『洞察眼』というべき下界の者──『魂』──の本質いろを見抜く瞳がある。

　それは神達の間で使用禁止と取り決められた絶対無比な『神の力アルカナム』そのものではなく、あくまで性質、先天的能力スペックなのでタブーには引っかからない。彼女は以前からこの瞳を用い、天界に建つ自分の館へ死没した下界の者……特に英雄と謳うたわれるような戦死者を運んでいた。

　コレクション、と言ってもいい。

　その眼でどの神よりも早く死せる魂の色を把握し、気に入った者を己の懐ふところへ囲っていたのだ。

　死後、彼女の手による『神の審判』を受けた者は幸運だ。

　死を迎えておきながら、彼女のその目にとまった者達は幸福の絶頂だ。

『美の神』と称される彼女に永劫えいごう可愛がられるのだから。

　それが自由を許されない、無限の束縛そくばくであったとしても。

　美と愛を司つかさどる神フレイヤ。

　正と負の二面性を併せ持つ、奔放ほんぽうで残酷ざんこくな美の女神だ。

「より強く、より相応しく……それが貴方の義務」

　他の神達がそうしていたように、自分の館を含めた天の領地を放り出し気の向くまま下界に降りてきても、フレイヤの趣味は変わらなかった。その瞳ちからをもってして子供達の本質を、才能を、輝きを見抜き、より優れた『魂』の持ち主を自分の【ファミリア】に加える。

　拒こばむ者は誰もいなかった。拒める者は誰一人としていなかった。

　フレイヤの魔性の美に逆らえる者は、存在しなかったのだ。

　故に、彼女の【ファミリア】の構成員は周囲と隔絶した実力を持つ。【フレイヤ・ファミリア】はこの迷宮都市の中でも、最強の【ファミリア】の内の一角だ。

　彼女の瞳の力を知っているロキには、『死に腐れチート能力』とまで言われている。

「私も強い男が好きよ？」

　ベルを目にしたのは偶然だった。

　ある日の早朝。メインストリートを歩む彼の姿を、その銀の瞳が捉とらえたのだ。

　──欲しい。

　一目見た瞬間、そう思った。

　久しく感じていなかったあの感覚。全身がぞくぞくと打ち震え、下腹部は疼うずき、恍惚こうこつの吐息が喉のどの淵ふちから溢れ出してくる。これまでがそうだったように、アレを自分のモノにしたいと、醜みにくくも子供のような純粋な願望が頭をもたげた。

　ベルはフレイヤの眼が今まで見たことのない色をしていた。透明の色だ。

　これからどのような色に変わるのか、それとも透すき通ったままでいるのか、『未知』を前にした神の興味がつきることはない。

　だから、ではないが。

　しばらく様子を見たくなった。自分の色に染め上げるのもそれはそれで一興だが、経過を見てからでも遅くはないような気がした。

「楽しみだわ。貴方がどこまで強くなるのか、どこまで輝けるのか……どんな色に変わるのか」

　ベルの背中を見守るその瞳には確かに慈愛じあいがこめられていた。ただし、倒錯とうさくした慈愛だ。

　フレイヤはその蠱惑こわく的な唇に折り曲げた人差し指を含め、甘く嚙かむ。

　扇情せんじょう的な香りが一瞬で辺りを満たした。

「あら？　……うふふ、また気付いたの？」

　視線の先、かなり小さくなっているベルが急に立ち止まり、頻しきりに顔を振っている。

　不安に襲おそわれ何かを探し出そうとしている素振りだ。フレイヤは目を細めて笑みを深くする。

　あの西のメインストリートで最初に見初めた時もそうだった。熱く昂たかぶった体に促うながされるまま視線を傾注させていると勘付かれてしまったのだ。彼の感覚は思ったより鋭いらしい。

　あるいは、少年を見つめる自分のこの『眼』が無遠慮過ぎるのか。

（今までの子達と比べて才能は乏とぼしいように思えたけど……中々どうして。それとも、それも全部含めて『成長』しているのかしら？　ふふ、本当に面白い……）

　正直に言えば、初めて目にしたあの時に取り込んでしまっても良かった。

　異性しょうじょと親しげに会話するその様子を観察しても籠絡ろうらくは容易のように思えたし、他の神の『恩恵』を授さずかっていようが、強引に口説き落とせる自信もあった。

　それをしなかったのは、少年のバックにいる神の存在を確かめていなかった──流石さすがに【ロキ・ファミリア】のような同格の相手と荒事を構えたくはなかった──のと。

　後は、その無邪気な笑顔を見て毒気が抜かれてしまい、気が乗らなくなったからか。

（ヘスティアには悪いことをするけど……もらうわね、あの子）

　何にせよ、今回は趣向を変えて影ながら見守るのも悪くない。フレイヤはそう思う。

　猫を可愛がるように自分の膝の上で見守るのも新味に欠けてきた。時には庭に放して目一杯遊ばせるのもいいだろう。

　所詮、そこは自分の箱庭だ。

　いつでも手出しはできる。

「貴方を私のモノにするのは待ち遠しいけれど……複雑ね、来ないでほしくもある。今この時こそが、一番胸の躍る時なのかもしれない」

　きっとこれも今までがそうであったように、手に入れた後はいずれ関心も希薄となり、ベルのことも飽きていくのだろう。お気に入りの玩具おもちゃは戸棚を飾る人形の一つに成り下がる。思い出したように棚から取り出し、存分に遊んで可愛がり、そしてまた戻す。

　最初に感じていた期待と喜びは掠かすれていくものだ。感情は劣化していく。

　愛と同じ。絶頂を迎えた後はゆるやかに下っていくだけ。完全で終結している愛は憧憬どうけいの対象にはなりえない。

　それが虚むなしい、とはフレイヤは思わない。

　愛とはそういうもので、そしてまた彼女は愛の女神なのだから。

　故に、戸棚を飾る収集品コレクションは多過ぎるくらいがちょうどいいと、フレイヤはそう考える。

　頰ほおに触れる一筋の髪をすくい、耳の後ろにかける。

　剝き出しの肩は月の光に儚はかなく濡ぬれていた。

　時には恋する少女のような瞳を浮かべながら、フレイヤは愛おしそうにベルを見つめ続けた。

「……でも、そうね。『魔法』はそろそろ使えてもいいのかもしれない」

　トン、と人差し指をその細い顎に当てて思案する。

　首を少しだけ横に傾かたむけ黙考した後、名残惜しそうに眼下のベルから視線を切って歩み出す。

　フレイヤの『眼』は他神による【ステイタス】の正体を看破かんぱできるわけではないが、色と輝きの具合を見ておぼろげながら見当をつけることはできる。

　見るに、ベルの『魔力』は加算されていない。フレイヤにはそれが少し頼りなく見えた。

　早速、手出しすることにする。

「これがいいかしら？」

　部屋の隅に鎮座ちんざしているのは本棚だ。幅は広く、高い。彼女の体を容易に覆いつくすほどに。

　細い指が棚の中段に伸ばされ、ある分厚い本の背表紙に引っかけられる。コトンと音を鳴らして倒れ込み、彼女の手の中に収まった。

　頁をめくり中身を確認すると、フレイヤは満足そうに頷いた。

「オッタル」

「はっ」

　彼女が一つの名を呼ぶと、厳いかめしい声がそれに応える。

　最初から室内に身を置いていたのか、入り口である扉の横に佇立ちょりつしている人物がいた。

　錆さび色の短髪から猪耳を生やした獣人。岩のような体を持つ、二Ｍメドルを超す大男だ。

　彫像のように立つ彼は、主人であるフレイヤの次の言葉を番犬のごとく待つ。

「この本を……」

　本を差し出そうとするフレイヤだったが、口にしていた言葉を中途半端に切った。

　唇を閉じ、腕を戻してその一冊の本をじっと見つめる。

「どうかなされたのですか？」

「……ふふっ、いえ、何でもないわ。今のは忘れてちょうだい」

「は」

　短く了解するオッタルからは既に意識を外し、フレイヤは手の中の本に微笑を向けた。

　そうだ。重宝している配下に本をわざわざ届けてもらう必要はない。

　もしこの偉丈夫が目の前に現れ無言で本を差し出してきたなら、あの少年は怯おびえに怯えることだろう。いけない、笑えてきた。

　手渡す必要はないのだ。彼が手にするだけでいい。

　あそこへ置いてこよう。

















　彼を見初め、一方的な出会いを果たしたあの大通り。

　そこのすぐ側で営まれているあの店へ。

　あそこへ放置しておけば、後はどうにでも彼のもとへ渡るだろう。

　薄暗い部屋の中、フレイヤは従者に見守られながらクスクスと笑みを漏もらしていった。
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「くしゅん！」

　シルは可愛らしいくしゃみを漏らした。

　口元に手を当てた体勢で、やがてすぐさま赤くなる。きょろきょろと辺りを見回すと、店内のスタッフ達の注目を集めていた。彼女は頰を更に赤らめて、顔をうつむきがちにしてしまう。

「シル、風邪かぜですか？」

「う、ううん。平気、大丈夫だから」

　エルフのリューに問われたシルは、頰を染めたまま苦笑いする。

　ぱたぱたと振る両手に合わせ、お団子だんごから垂れた尻尾しっぽのような薄鈍うすにび色の髪がゆらゆら揺れる。

「誰かがシルのことを噂でもしてるんじゃニャいか？」

「だったら答えは明白……ニュフフ、あの冒険者の少年ニャ」

「……怒るよ、クロエ？」

　ニヤリと笑みを向けてくる獣人のキャットピープルに、シルは少し眉を吊つり上げた。

　そんな彼女に対し、クロエと呼ばれた少女は笑みを崩さず流し目を送る。あまつさえ店のテーブルを持ち運びながら、スカートから伸びる尻尾を愉快愉快とばかりに振ってみせた。

　シルは溜息ためいきをつく。

「でもあの冒険者君、結局昨日は来なかったねー」

「いつもは空にニャったシルの愛情弁当を持って帰ってくるのにニャー」

「せっかくシルが早く店を上がって、少年を探しに行ったっていうのにニャー」

「探しには行ってませんっ！」

　店内準備のため、抱えたテーブルと一緒に移動する同僚から四方八方の乱れ撃ち。シルは店の中心で叫ぶが、ゴキブリのように動き回る彼女達はニヤニヤと笑って懲こりた様子を見せない。

「シル、大丈夫です。クラネルさんはシルの想いを等閑なおざりにする人ではない。きっと、昨日はたまたまダンジョンからの帰りが遅くなったのでしょう」

「リューもその言い方は少し違って……うん、もういいや」

　諦めたように頭を垂れるシルをリューは不思議そうに見つめる。「勘違いなんだよ？」というシルの胸中を、生真面目きまじめな彼女は汲くみ取ることはできなかった。

　以前ベルに賄まかない弁当を渡して以来、シルは手作りのランチを彼に渡すのが日課になっていた。理由はよくわからないが、周りに誘導されて何故かそういうことになっていたのだ。

　普段ならば、ダンジョンで食べ終わった空の弁当をベルがその日の夜には返しに来るのだが、昨日はそれがなく、翌日の朝を迎えた現在では店員達にからかわれる羽目になっている。

「ダンジョンでくたばった、ニャんてことはニャいのかニャ？」

「ちょっとアーニャ、それ不謹慎！　あの冒険者君がシルを置いていなくなる筈ないって！」

「私もう、疲れちゃったよ……」

「シル、気を確かに。クラネルさんはきっと無事です」

「いや、リュー、そうじゃなくて……」

「リューの言う通りニャ。あの少年が死ぬ筈ニャいニャ。というか、死んでほしくニャいニャ。もし死んでしまったら、ミャーは胸が張り裂けるかもしれニャい……」

　ざわ、と喧騒けんそうが膨ふくらんだ。

『まさか……』『クロエまで……』とそんな囁ささやきが店内のあちこちから生じ始める。

　シルは混乱を来たしたかのように「え、えっ？」と目を丸くして顔を左右に振った。

「少年はかけがえのニャい存在ニャ……そう、代わりニャんてどこを探してもいニャい……」

「ク、クロエ？　なに、言ってるの……？」

　どこか上の空で言葉を紡つむぐ獣人の少女にシルは問いかけた。

　クロエは宙に向けていた目をシルへと転じ、彼女を真まっ直すぐ見つめる。

「シル。ミャーはカミングアウトするニャ……」

「な、なにを？」

「ミャーは……少年のあのぷりっとした形の良い未成熟のお尻に、興奮を覚えずにはいられニャいニャ……ッ！」

「……」

「あの薄手のパンツの中ニャかに青い果実が詰まっていると妄想する度にっ、卑猥ひわいニャ劣情れつじょうがミャーを焦がしてっ……！　ミャーは、ミャーはッ…………フゥー、フゥー！」

「……」

「あ、ちょ……痛っ、ごめっ、ゆ、許しっ……ぁ！」

　止とめろ止めろ、とわらわら一ヵ所に群がり出す店員一同。

　酒場『豊饒ほうじょうの女主人』は朝からいつにない騒がしさに包まれた。

「おい、馬鹿娘どもぉ！　遊んでないでさっさと働きなァ！」

　ちっともはかどらない店内の準備を見かね、女将のミアが奥の扉から声を轟とどろかせた。

　一斉に肩を揺らした馬鹿娘達は素早い動きで仕事に戻る。「ったく」と、顔を覗かせるドワーフの彼女は肩をすくめてみせた。

「……ん？　シル、それ何？」

「えっ？」

　ヒューマンの店員が指を差す方向に、近くにいたシルは振り向いた。

　そこはカウンターだ。先日初来店したベルのためにシルが用意した、店内の隅の特等席。

　彼が腰を下ろしていた席の上に、一冊の本が置いてあった。

「これって……」

「誰かの落し物？」「ニャんだニャんだ？」「どうかしたのニャ？」

　本を両手で持つシルの背後から覗き込むように、店員達がひょこひょこと顔を出す。

「ミャーは本を読むほど博識インテリじゃニャいのニャ」「右に同じニャ」

「うん、知ってるから。黙ってていいよ？」

「「ぶっ殺してえニャ」」

「シル、どうしたのですか？」

「ここに本が置いてあって……みんなのものじゃないみたいだし、お客様の忘れもの、かな？」

「うーん？　昨日そんなの置いてあったかなぁ……」

「ハイハイ、ルノアの勘違い勘違い、ニャ。客の忘れものじゃニャかったら誰かが忍び込んで置いていったとでも言うつもりかニャ？　ぷっぷー、穴あニャだらけの推理過ぎてゲロ吐きそうニャ」

「これだから浅学せんがくの阿呆あほは困ったもんニャ……」

「うっわー、ぶっ殺してえー」

　うるさい外野を放ってシルとリューはその本を観察する。

　分厚い本だった。真まっ白しろに塗装されており、どこか古い紙の匂いがする。

　表紙にはでたらめな幾何学模様が刻まれ、題名タイトルは何も記されていない。

「……待ってください。まさか、これは……」

　何かに気付きかけたリューだったが、その直後にミアの怒声が響き渡る。

「何べん同じこと言わすんだい！　それとも言っただけじゃあわからないって!?　よぅし、アタシが直接アンタ達の体へ教え込んであげようじゃないか！」

　みなが怯えた。

「ま、待つニャ、母ちゃんっ。ミャー達は不審物を発見したのニャ!?」

「これっ、これっ！」

「シル、早くお見せするニャ！」

「んん、不審物ぅ？」

　周囲に促されたシルは「あ、うん」と数歩前に出て、リュー達に背を晒さらす格好となる。薄鈍色の髪を彼女達の眼前で揺らしながら、怪訝そうな顔をするミアに手にしている本を見せた。

「ミアお母さん、この本、どうやらお客様の落し物のようなんです。どうすればいいですか？」

「……ああん？」

　固唾かたずを呑のむスタッフ一同に見守られる中、ミアはシルと本を交互に見つめていたかと思うと、顔を思い切りしかめる。

（……？）

　リューはそんなミアの表情に疑問を覚えた。一流冒険者としての実力を今でも兼ね備える彼女が、あのような苦々しい顔を浮かべたところを未だかつて目にしたことがなかったからだ。

　エルフの少女が腑ふに落ちないものを感じていると、ミアは忌々いまいましそうな視線を本に送りながら、心持ち平時より押し殺した声音でシルに指示を出す。

「……店の中で目につきやすそうなところに置いときな。馬鹿じゃなかったら、忘れたことに気付いて取りにくるだろ」

「はい、わかりました」

　シルがぺこりと丁寧に頭を下げた後、その場は速やかに解散となった。

　ミアのお叱りもあっていつも以上に店員達は準備に精を出す。

　リューは束の間一人足を止めていたが、こっそりと談笑する同僚達の横顔を見て、ふぅと吐息してから、自らも己の仕事に戻っていった。
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「ベル様、いけません!?　足元っ！」

「えっ？」

　リリの悲鳴が僕の耳を打った。

　現在の居場所は7階層。《神様のナイフ》を手にキラーアントへ飛びかかろうとしていた僕は、突然の警告に間抜けな声をこぼす。

　もはや己の庭と自惚うぬぼれていいほど勝手知ったるこの階層で、僕は状況の把握ができなかった。

『──キィッ！』

「!?」

　けれど秒を待たず、僕はリリの警告の意味を悟る。

『ニードルラビット』。

　額に鋭い角を生やした兎うさぎのモンスターが死角から地を這はうように迫っていた。ドロップアイテムとして武器の材料にも重宝されるその血色の突起に突かれれば、まず致命傷は免まぬがれない。

　真まっ赤かな眼をぎらつかせながら、ニードルラビットは僕の左足を狙っていた。

「ッ！」

　ちょうど踏み込みの足だったため回避はかなわない。疾走体勢の最中さなか、狙われていない方の右足は宙を泳いでしまっている。

　僕は、咄嗟とっさに左膝を折り曲げた。

　下半身で防具プレートを装着しているのは膝部分のみ。敵の攻撃を何とか防ふせごうと僕は悪あがきを試みて──次には寸分違わず、一角獣の奇襲は膝当てに誘導された。

　ガキンッッ、という金属板越しの衝撃しょうげき、骨の芯しんに伝わる痛打。

　甲高い金属音とともにニードルラビットとすれ違いになり、僕は、バランスを失った。

『ジャアアアアアアアアアアッ！』

　見越していたかのような、最悪のタイミング。

　本来の目標だったキラーアントが僕に襲いかかる。しかも、二匹。

　キラーアントはこの数日で何十回と戦った相手だ。中には四対一で交戦することもあった。

　今更二匹──と、侮あなどったのが仇あだ。

　僕の目に、容赦なく薙ながれた四本の鉤爪かぎづめが飛び込んだ。

「づっっ!?」

　ガード。左腕に装備した《グリーン・サポーター》を顔面のすぐ横に構え攻撃を防ぐ。

　高い耐久力を誇るプロテクターには損傷はない。けれど途方もない衝撃が僕の左腕を殴り、そのまま全身を真横に吹き飛ばす。

　軸なんてもうとっくにブレてる。転倒こそしなかったものの、足が盛大に踏鞴たたらを踏んだ。

　そして追い打ちをかけるように、残ったキラーアントが突撃を仕掛けてきた。

（──まずっ）

　組み敷かれる。

　体当たりの勢いのまま押し倒されたら最後、僕はあの四本の多足に組み敷かれ、脱出できないまま爪で八つ裂きにされるだろう。硬殻こうかくを有するキラーアントはそれほどまでに重い。

　エイナさんに厳重注意された事項。

　体格の細い僕じゃあ、モンスターに組み敷かれるのは詰みに等しい。

（──ぁ）

　二回目。

『ミノタウロス』と同じ、避けられない最期さいごを予感した瞬間。

　体が戦慄せんりつと恐怖に抱きしめられ竦すくむ。呼吸も止まる。時間はゆっくりになる。

　口腔こうこうをがぱっと開け醜悪しゅうあくな面を晒すキラーアント。

　唾液は滴したたり、気持ち悪い歯並びが鮮明に見える。

　思考に空白が生まれ、突撃してくるキラーアントの姿を、ただ受け入れるがままになった。

「ダメ────っっ!!」

　リリの高いかけ声と炎の塊が横手から飛んできたのは、その直後のことだった。

「っ!?」

『ヅギャアアアアアアアアアアアアアア!?』

「ベル様ぁ！」

　炎塊を頭部に被弾し悶もだえ苦しむキラーアントを前に、僕の体は時を取り戻す。

　リリの叫びにも押される形で、右手に持った《神様のナイフ》を閃ひらめかせた。

『ギュ!?』

「うあああああああああああああっ！」

　サンッ！　と快音を鳴らして燃え盛るキラーアントの首を飛ばし、二匹目、動転するもう一匹のモンスターにも一撃必殺を見舞う。

　相手の胴が二つに割れる。僕はその光景を最後まで見届けることなく、視界を反転。

　今まさに跳躍し、不意打ちを見舞おうとするニードルラビットへ、抜き放った《短刀》をカウンターの要領で打ち込んだ。

『キ、ァ……』

「……っ、は！」

　ルームにいたモンスターの最後の一匹を仕留め、溜め込んでいた息を一気に吐き出す。

　ぶわっと嫌な汗が今更になって吹き出して、僕は中腰になって顔を拭った。

　今のは、やばかった。

　胸の中で暴れる心臓の音を聞きながら、荒くなっている呼吸をしばらく野放しにする。

「ベル様、無事ですか!?」

「……リリぃ～。ありがとう、助かったよぉ」

　駆け寄ってきたリリの姿を見てとうとう僕は脱力した。へなへなと腰を下ろして尻餅をつく。

「今のは不用意でした！　確かに意地悪な状況でしたけど、ベル様にも非がありますっ！」

「ごめん……」

　返す言葉もない。

　油断、してた。いや慢心まんしんか。

　二体までならキラーアントを瞬殺できると、高をくくっていた。

　教科書通りに……エイナさんに言われた通りに一匹ずつ対処していれば、例えニードルラビットに襲われていても、こんなことにはならなかった筈。

　痛感した。ダンジョンの怖さ。絶対なんてない。

　一歩間違っていたら、リリがいなかったら、本当に死んでいたんだ。

　ぶるり、と体を震わせて僕は今回のことを教訓として肝きもに銘めいじる。舐なめた判断は即命取りだ。

　ガミガミと散らされるリリの声を半ば聞き流しながら、長い息をついた。

「聞いているんですか、ベル様！」

「あぁ、うん、ごめん……反省してるよ。もう絶対あんな真似しない……」

「……確かに反省しているようですね。それだったら、リリはもう何も言いません。これで学ぶことがなかったら、それはベル様の責任です」

　うん、ともう一度頷き、同じ轍てつは踏まないことを約束して僕は立ち上がった。

　あらためてリリにお礼を言おうとして、ふと「そういえば」とさっきの出来事を振り返る。

「リリ、今さぁ、魔法使ったよね？」

「……はっ!?」

　僕の指摘にリリは揺れた。右手に持っていた小さな紅のナイフ、それを慌てて背に隠す。

「今のって、もしかして『魔剣』？　あぁ、それで助けてくれたんだ。……本当にありがとう、何だかすごく嬉うれしかったよ」

「……っっ！　べ、別にベル様を助けようとしたわけじゃないんですからねっ！　ベル様がいなくなったらリリの収入が減るからこうしたまでです！　か、勘違いしないでください！」

「……なに言ってるの、リリ？」

　めちゃくちゃ対応に困る発言に僕がめちゃくちゃ困った顔をしていると、リリはハッと目を見開いた。頰を赤らめながら「リリは一体何を言ってしまっているんですか……？」と頭をフードの上から両手で抱え始める。ううん、流石にフォローできない……。

「えーと……リリって『魔剣』を持ってたんだ？」

「は、ははははっ。ちょ、ちょっと色々ありまして、リリのもとに転がり込んできて……」

「へぇ。でも確か魔剣って、使い過ぎると壊れちゃうんでしょ？」

「そうですね、リリはここぞという時しか使わないようにしています。でも、ベル様のためならリリは出し惜しみなんかしませんよ！」

　……うん、さっきの発言とは真逆のこと言ってるけど。別にいいけどさ。

　ややあって僕達は、空腹感も手伝ってお昼をとることにした。リリがモンスター達の死骸しがいを片付けた後、ルームの中央に陣取る。壁際にいると産まれたばかりのモンスターにガブッとやられる危険があるから、大抵ダンジョンで休息を取る時はこの位置で行う。

　この空間ルームは広いから、出入り口から敵が現れても不意打ちをされることはまずないだろう。

（そういえば、シルさんにもらったバスケットを返してないや……）

　簡素な食料品を口にしながら、昨日シルさんから受け取ったランチのことを思い出す。

　昨夜は時間が遅くて返す暇はなかったし、今日の朝は寝坊がたたって『豊饒の女主人』には立ち寄れなかった。今日こそはちゃんと返しにいかないと不味いなぁ……。

　それから僕達は歓談に興じた。

　ダンジョンは静かなもので、モンスター達も現れる気配を見せない。

　ころころ笑顔を浮かべるリリのことを窺うかがいながら、僕は少し緊張しながら機を見計らい、ずっと考えていたことを切り出してみた。

「そういえばリリ、昨日【ファミリア】に戻るって言ってたけど、何かあったの？」

　さも何でもないように尋ねたつもりだったけれど、リリは一瞬顔を硬くさせた。

　すぐに取り繕って笑顔に戻ったけど、どこかぎこちない。

　やっぱり……触れなかった方が良かったのかな。

「どうしてそんなことを聞くんですか、ベル様？」

「……リリと身内ファミリアの人達の関係が悪そうだったから、その、気になっちゃって……ゴメン」

　以前聞いたリリが【ファミリア】の中で孤立しているという話はまだ僕の心にしこりとして残っていた。リリが昨夜ホームに戻ると知ったら、敏感に反応してしまうくらいには。

　僕がつい反射的に謝ると、リリは眉尾を下げて笑った。

「お心づかいありがとうございます、ベル様。でも大丈夫です、ベル様が心配しているようなことは一切起きていませんから」

「本当？」

「ええ、本当です。昨日は一ヶ月に一度の、【ソーマ・ファミリア】の集会があったんです」

「集会って……？」

「……話が長くなるので省きますが、要はこれだけのお金を来月に稼いでこいっていう、布告みたいなものですね。それぞれの構成員に見合った額を定められるので、みんなちゃんと集まらないといけないんです」

【ファミリア】の運営費、ということだろうか。

　構成員の実入りから資金を徴収することは派閥はばつに属しているならある意味当然のこと──僕の考えからすると自分の住む家を支えるってこと──だから、何もおかしいことじゃない。

【ファミリア】の仲間からのけ者にされているリリが、一人でサポーターとして自分を売り込みにきていたのも、恐らくこの資金回収のノルマを課せられていたからなのだろう。

「でも厳しいんだね、個人にノルマを決めてるなんて。稼ぎが少ない人は大変なんじゃあ……」

「そうですね、リリもそう思います。サポーターや、芽のない冒険者は、特に……」

　あ、と僕は目を見開いた。

　確信には届かないけど、小さな納得を得る。

　リリが以前あんな含みのある皮肉めいたことを言ったのも、お金が必要だったから……？

　もしかしたら身内の関係が上手くいっていないのも、お金の折り合いにあるのかもしれない。

　僕は慌てて気になったことを聞いた。「ノルマを守れないとどうなるのか」と。リリは僕の心を見透かしたように笑い、顔を振って「特に何もありません」と答えた。

　つまり罰則は無し……馬鹿みたいに安堵あんどしたいけど、こんな獣人の小さな子供を一人で働かせている時点で、【ソーマ・ファミリア】にはまだ何かあるのではないかと勘繰ってしまう。

　僕が眉間みけんに皺しわを寄せて難しい顔をしていると、リリは申し訳なさそうにぺたりとフードの上を撫なでた。って、申し訳なさそう……？

「あ、あのさ。僕聞いたんだけど、【ソーマ・ファミリア】ってお酒も販売してるんだよね？」

　居たたまれない空気が流れ出したので、強引に話題の方向転換を図った。

　僕は下手くそな笑みを作る。

「ああ、あれは……失敗作です」

「……しっぱい？　……え、ええっ？」

「そうです。本来作る予定だったお酒の製造工程で漏れたものを、適当に市場に回しているんです。捨てるのももったいないので」

　ちょっと待って。

　確かエイナさんの話だと、【ソーマ・ファミリア】のお酒はすごく美味おいしくて、需要も高いって……。お酒を買う客の中には専門家マニアとかそういう方面の人もいるわけだから、そんな人達の舌も唸らせるほどの……失敗作？

　どんな失敗作なんだ、それって。

　僕が戸惑いを隠せないでいると、リリは、翳かげりのある笑みを浮かべた。

「失敗作ですら、それほどまでの美酒、ということです」

　それはもう、失敗という言葉は当てはまらないんじゃあ、と僕は無意識に喉へ手をやりながら思った。

　いや、だったら、その『完成品』っていうのは……？

「リリ達の主神であるソーマ様は、他の神様達は疎おろか、何物にも全く興味を示さないのですが……一つだけ、関心を払っていることがあります。それが、お酒の製造です」

「……」

「ソーマ様の絶対唯一のご趣味なので、脇目も振らず没頭していまして……ソーマ様が【ファミリア】を作った目的は、【ソーマ・ファミリア】の存在意義は、そのご趣味のためにあると言っても過言ではありません」

　構成員にノルマを与えて資金を集めるのも、製造過程で大量の出費がかさむから、らしい。

　神様が趣味のために【ファミリア】を作る、あるいは【ファミリア】を利用するっていうのは珍めずらしい話ではないと思う。娯楽を絶えず求めている神様達のことだから、生活水準を確保する以外にも、道楽の一環が含まれているのは十分に理解できる。産業に積極的に取り組む神様達というのも、それは好奇心に似た意欲に端を発している筈だから。

　でも……何だろう、【ソーマ・ファミリア】に対する違和感が払拭ふっしょくしきれない。

　リリの境遇に触れているから神経質になっているだけかもしれないけど、【ソーマ・ファミリア】が歪いびつなものに見えてしょうがなかった。

　──『死に物狂い』──『生き急ぐ』──『必死』──。

　あの時そう言っていたエイナさんの表情と声音が、僕の頭の裏側を過よぎった。

「あ、あはははっ……そ、そんな美味しいお酒なら、僕も飲んでみたいかな……？」

　表情がぶれてしまいそうだったので、それまでの話に乗るように冗談を口にする。

　リリはそんな僕を見て、消え入ってしまいそうに、小さく笑った。

「止めておいた方がいいと思います……」

「……」

　ぽつりと呟かれた言葉を最後に、僕達の会話は途切れた。

　話しかける踏ん切りもつかず、そうこうしている内にモンスターが現れ、僕達は選択の余地なく戦闘に臨んだ。リリはすぐにいつもの雰囲気に戻り、僕も内心はともかくそれに応じる。

　まだ溝は埋まっていない。

　埋まるのかもわからない。

　僕はそれを強く実感してしまった。

　何もできない弱い自分をまた見せつけられたようで、無性に情けなくなった。
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　あれから二日経った。

　リリと最後にダンジョンにもぐってから、中一日空いたことになる。

　一昨日、リリは用事があるといってダンジョンへ行けない旨を僕に伝えてきた。【ファミリア】の事情が絡んでいるのかわからなかったけれど、申し訳なさそうにこちらを見上げてくるリリの姿を鮮明に覚えている。

　僕は何だか気が進まず、昨日はダンジョンに足を運ばなかった。

　ここのところダンジョンに通いっぱなしだったからいい休息、なんて自分に言い聞かせてるけど……何だかなぁ。

　ヴァレンシュタインさんの顔を思い出す度に「こんなことしてる場合じゃないだろ」って胸の奥ががなり立ててくるけど、どうしても気力が湧いてこない。空気の抜けた風船みたいだ。

「……あー、駄目だこんなんじゃあ」

　寝転がっているソファーから身を起こして、髪を少し乱暴にかく。

　ふぅーと息を吐き出して、鬱積うっせきみたいなものを一緒に体の中から追い出した。

　とにかく動こう。やることを探そう。このまま腐っていたんじゃあいけない。

　心機一転ではないけれど意識を切り替える。リリのことは、今は心の隅に置いておいた。

（久しぶりに掃除でもしようかな……）

　すっかりホームにいる時間が減っているから、家事は随分とやっていないような気がする。

　神様だけに任せきりは悪いと思って、行動に移ろうとソファーから立ち上がると……棚の上に放置されたバスケットが、僕の目に入った。

「……あ」

　僕の、馬鹿。




「本っ当っに、ごめんなさいっっ！」

「あははは……」

　ばんっっ、と両手を合わせ勢いよく頭を下げる。

　日が燦々さんさんと輝いている真昼時、『豊饒の女主人』に駆け込んだ僕は、シルさんの目の前で謝罪を行っていた。返却するのを数日も忘れていた体たらく、申し開きなんてひっくり返ってもできっこない。

「顔を上げてください、ベルさん。私は気にしてはいませんから」

「いや、でも……」

「それなら、今度からは気をつけるように頑張ってください。過ぎたことは戻ってはきませんから、これからの行動で誠意を示すということで」

　ごもっとも……。僕はおずおずと上目がちになりながら顔を上げた。

　微笑をしているシルさんは優しく僕を見つめている。

　こういう時、この人が年上だって、しみじみ感じさせられる。

「でも、そうですね。音沙汰がなくて私も心配はしていました。お仕事で間違いを起こしてしまうくらい」

「本当にすいませんでした……」

「……一杯からかわれたんですよ？」

　少し恨うらみがましい目付きで、シルさんは口を尖らせた。はっ？　と僕が目を丸くすると、彼女は頰を染めてわざと過ぎるくらい咳せきをする仕草をして、なじるのを終わりにする。

　疑問に思いつつ僕はバスケットを返し、それからお店のメニューを受け取った。

　返すものを返してじゃあさようなら、では何だか駄目なヒューマンに思えたので、忘れていた見返りというわけではないけど、簡単な注文をする。

　僕の他に店内でくつろいでいるお客さんは女の人が中心だ。主婦っぽい獣人に引き連れられる子供達の姿が微笑ましい。彼等はお皿に盛りつけられる果物を口に運んで、幼い顔を一杯にとろけさせている。

「あれ、前にこんなの飾ってありました？」

　店の隅のカウンター席で店内を眺めていると、白色の本が視界の端をつついた。

　僕の後ろの壁に立てかけられてあって……インテリアとしては、あまり頂いただけないような。

「ああ、それは……」

　注文を取りにきたシルさんは一旦言葉を切り、僕が疑問に思う前に続きを言う。

「お客様のどなたかが、お店に忘れていったようなんです。取りに戻られた際に気付いてもらえるように、こうして置いていて」

　はぁ、と僕は張りのない声を出す。酒場にこんな分厚い本を忘れちゃう人なんているんだ。

　そこからケーキと紅茶を運んできたシルさんと取りとめない会話を交わす。独断でキャットピープルの店員さんがシルさんに休憩きゅうけいを言い渡していたみたいだけど、平気なのかな？

　それに何かニヤついてたけど。

「それじゃあ、今は静養をしていらっしゃるんですか？」

「そんな響きのいいものじゃないんですけど……」

　僕はリリに関することは伏せ、今は何だか気が抜けてしまったことを彼女に打ち明けた。

　口が滑ったわけじゃないけど、誰かに聞いてもらいたかったのかもしれない。

　ずうずうしい希望もあったと思う。気の利いたアドバイスでもくれないかな、なんて。

　シルさんは僕のことをじっと見つめた後、やがて微笑ほほえんだ。

「なら、読書なんていかがでしょう？」

「読書？」

「はい。ベルさんは本をお読みになられないようですから。この機会にぜひ試してみては？」

　こういう時こそ書物はいい刺激になるかもしれない、とシルさんは言う。

　読書……考えてもみなかった。でも確かに、今の僕にはいい薬になるのかも。

　英雄のお伽噺とぎばなしを読んだ後いつも感じていた、居ても立ってもいられなくなるあの感覚。

　本の世界に触れて胸が躍り出せば、今の無気力状態を一新できるかもしれない。

「うん、妙案かも。ありがとうございます、シルさん。僕、本を読んでみることにします」

「お役に立てたのなら私も嬉しいです」

　僕はありがたくシルさんの助言を採用することにした。

　一人で抱え込まず相談してみるものだと思っていると、シルさんは続けて尋ねてくる。

「何かお目当ての本はありますか？」

「特にないですかね。ホームに神様の本があるから、それを貸してもらおうかな……」

　いっそ書店に行っちゃうのもアリかな、なんて僕が思っていると、シルさんは「でしたら」と壁に立てかけてあったあの真まっ白しろな本を手に取った。

「これなんてお読みになってみませんか？」

「えっ？　でもこの本、他のお客さんが忘れていったものじゃあ……」

「ちゃんと返して頂ければ問題ありません。本は読んだからといって減るものではないですし。それにこれはきっと冒険者様のものですから、ベルさんのお役に立つことが載っているかも」

　ここは冒険者に人気の酒場だから、自然と持ち主は想像できる。

　冒険者の私物なのだからそれこそいい刺激を受けるかもしれない、ってことか。

　確かに他では目にかかれない珍しい本だ。今しか触れられる機会はないのかも。

　でも、人のものに勝手に手垢てあかをつけるのは……。

「大丈夫です。ミアお母さんはこの本をお店に置いておくのをあまり快こころよく思っていないようですし、むしろベルさんが預かってくれれば、私達も助かります。……それに」

　シルさんは、はにかんだ。

「私もベルさんの力になりたいかな、なんて……」

「……」

「私にはこんなことしかできませんから、だからベルさん、どうか受け取ってくれませんか？」

　いつかと似たようなお願い文句を告げられ、僕は思わず苦笑した。

　そういうことなら、甘えちゃおうかな？

　くすぐったいシルさんの心づかいを邪険にしたくなくて、僕は本を受け取ることにした。

　手渡される際、シルさんの柔やわららかい手が僕のものに当たり、ちょっとどきっとしてしまう。

「あ、ありがとうございますっ。えっと、じゃあ、僕もう行きますね？」

「はい。ご来店ありがとうございました」

　うろたえてしまった僕は誤魔化ごまかすように立ち上がった。

　ケーキ美味しかったですと言ってそそくさと店を後にする。

　エイナさんとの時もそうだったけど……駄目だ、女の人との肌の触れ合いはどうしようもなく緊張してしまう。赤面ものだ。どれだけ初々ういういしいんだよ、僕ってやつは。

『シル、あの本を渡してしまったのですか……？』

『うん。渡しちゃった』

『一応お店のものなのに勝手に貸しちゃうなんて、真面目なシルには珍しい……』

『お二人ニャン、恋は盲目もうもくという言葉を知らニャいのかニャ？　シルもちょっとくらい羽目を外すのも致し方がニャいことニャ』

　やけに熱かったシルさんの手の感触にどぎまぎしながら、僕は急いで帰路についた。
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　ホームに戻って、僕はすぐに本を読んでみることにした。

　神様はこの時間にまだ帰ってこないので、一人片手に持った白色の本をテーブルに置く。

　椅子いすを引いて、僕はちょっと緊張しながら題名の記されていない表紙をパラとめくった。

『自伝・鏡よ鏡、世界で一番美しい魔法少女は私ッ　～番外・めざせマジックマスター編～』

　どうしよう、初っ端からそこはかとない地雷じらい臭が。

『ゴブリンにもわかる現代魔法！　その一』

　ゴブリンに魔法教えちゃ駄目だろ……。

　表紙を静かに閉じたくなったけど、ぐっと耐えた。シルさんの厚意を無駄にするわけにはいかない。僕は辛抱強く連なっている文字を追っていく。

　出だしはアレだったけど、中身は割と健全のようだった。

　章のタイトルに記されているようにどうやら魔法に関する書物らしい。

　僕は「おおっ」と目を光らせてこれ幸いと本の中にのめり込んでいく。

『魔法は先天系と後天系の二つに大別することができる。先天系とは言わずもがな対象の素質、種族の根底に関わるものを指す。古いにしえよりの魔法種族マジックユーザーはその潜在的長所から修行・儀式による魔法の早期習得が見込め、属性には偏りが見られる分、総じて強力かつ規模の高い効果が多い』

　共通語コイネーで編纂へんさんされているので僕にもかろうじて読める。

　でも、一文一文の間に細かく走っているこの文字って何だろう……？

　文言……じゃなくて、数式か、コレ？

　ページをめくる。

『後天系は『神の恩恵ファルナ』を媒介にして芽吹く可能性、自己実現である。規則性は皆無、無限の岐路がそこにはある。【経験値エクセリア】に依よるところが大きい』

【神聖文字ヒエログリフ】とも違う、それぞれの亜人デミ・ヒューマンの言語とも異なる。

　一つとして共通した形のない複雑怪奇かいきな記号群。

　文体に……文字の海に、引きずりこまれる。

　ページをめくる。

『魔法とは興味である。後天系こうしゃにこと限って言えばこの要素は肝要だ。何事に関心を抱き、認め、憎み、憧れ、嘆なげき、崇あがめ、誓ちかい、渇望かつぼうするか。引き鉄がねは常に己の中に介在する。『神の恩恵ファルナ』は常に己の心を白日のもとに抉えぐり出す』

【絵】が現れた。

　顔がある。目がある。鼻がある。口がある。耳がある。人の顔だ。

　真まっ黒くろな筆跡で編あまれ描写された、瞼の閉じた人の顔。文章の絵。

　ページをめくる。

『欲するなら問え。欲するなら砕くだけ。欲するなら刮目かつもくせよ。虚偽を許さない醜悪な鏡はここに用意した』

　違う。【僕の顔】だ。額から上が存在しない僕の顔面体。

　違う。【仮面】だ。僕のもう一つの顔。僕の知らない、もう一人の本心ぼく。

　ページをめくる。

『じゃあ、始めよう』

　瞼が開いた。僕の声が聞こえた。

　文字で綴つづられた深紅ルベライトの瞳が僕を射抜く。短文で形成された小さな唇が言葉を紡ぐ。

　ページをめくる。

『僕にとって魔法って何？』

　わからない。

　けど、漠然と凄いもの。

　モンスターを倒す必殺技。英雄達が使いこなす起死回生の神秘。

　強くて、激しくて、無慈悲で、圧倒的で。

　一度は使ってみたいと望んで止まない、純粋な憧れ。

　ページをめくる。

『僕にとって魔法って？』

　力だ。

　強い力。

　弱い自分ごとやっつける大きな武器。

　弱い自分を奮ふるい立たせる、偉大な武器。

　人を守る立派な盾なんかじゃない、癒いやしの手なんて綺麗なものでもない。

　立ちはだかるものを打ち破って道を切り開く、英雄達の力。

　ページをめくる。

『僕にとって魔法はどんなもの？』

　もの？

　魔法ってどんなもの？

　炎だ。

　魔法と聞けば炎。真まっ先さきに思い浮かぶのは炎。

　強くて、猛々たけだけしくて、熱い。

　草原を燃やし、灰を巻き上げ、大気を焦がし、波のように全てを呑み込んで、陽炎かげろうが揺らめく、弱い僕にはちっとも似つかわしくない、赤い炎。

　何物よりも温あたたかくて、決して絶えることのない……不滅かみさまの炎。

　僕は、炎になりたい。

『魔法に何を求めるの？』

　より強く、あの人のもとへ。

　より速く、あの人のもとへ。

　雲の隙間すきまを瞬またたくあの光のように。

　空を駆け抜けるあの雷霆らいていのように。

　誰よりも、誰よりも、誰よりも。

　誰よりも速く。

　あの人の隣へ。

　あの人の瞳の中へ。

『それだけ？』

　叶うなら。叶うなら。叶うなら。

　英雄になりたい。

　あの時から憧れていた、今も馬鹿みたいに憧れ続けている、英雄になりたい。

　お伽噺に出てくる彼等のように、誰もが称たたえて認めてくれる英雄に。

　情けない妄想でも、格好悪い虚栄きょえい心でも、みじめになるほど不相応な願いだったとしても。

　僕は、あの人が認めてくれるような、英雄になりたい。

『子供だなぁ』

　……ごめん。

『でも、それが僕きみだ』

　本の中の僕は、最後に微笑んだ。

　そしてすぐに、僕の意識は暗転した。
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「……くん。……ル君っ」

　声が、聞こえる。

　真っ暗な意識の中で響く、耳に心地の良い綺麗な声。

　むずむずと、暗闇に光が差していく。

「ベル君！」

　次の瞬間、僕は目を覚ました。

「ぁ……か、神様？」

「ああ、そうだよ、ボクだ。どうしたんだい、テーブルの上に突っ伏したりなんかして？　寝るんならもっとマシなところで寝ればいいじゃないか」

　すぐ近くにある神様の顔に、僕は寝ぼけ眼をごしごしとこすった。顔を上げて周囲を見る。

　ホームだ。教会の隠し部屋。時間は……夜七時。もう夜になっている。

　僕はまだ完全に回り切ってない頭で、一つ一つ状況を確認していく。

「本を読んでたのかい？　ははぁん……慣れないことをして、まんまと眠気に敗北を喫したってところかな？」

「え……あ、はい。……そう、なのかな？」

　……寝てた？

　テーブルにはシルさんから借りた本が開きっぱなしのまま。

　どうやら、これを下にして思いきり熟睡していたらしい。

　読み終わってる……？

　こめかみを押さえる。頭の中がかき回されたかのようにふら付いて、ちぐはぐだ。

　脳裏を掠かすめるのはあやふやな記憶だった。まるで白昼夢はくちゅうむに遭ったかのように現実味がない。

　僕は誰かと話していた？　何かを尋ねられていた？　それとも、この記憶の残滓ざんしは全部夢？

　駄目だ、混乱してる……。

「はは、可愛いね。ベル君のお茶目な姿を見れて、おかげでボクの仕事疲れも吹っ飛んだよ」

「お、お茶目って……」

「ふふっ。さ、夕食にしよう」

　あんまりな言い草にがっくりとしながら耳を赤くしていると、神様は笑顔を浮かべながらクローゼットへ向かった。

　神様が着替え終わるまで隠し部屋の外に出て、もういいよと扉から幼い顔が覗くと、改めて夕飯の準備に取りかかる。先に帰っていたのに何も準備していなかったのが申し訳なかったけど、二人でキッチンに並ぶことを神様は頰を染めて嬉しがっていた。僕も釣られて笑う。

「ベル君、あの分厚い本はどうしたんだい？　まさか君が買ってきたなんてことはないだろ？」

「そう断言されちゃうと悲しいですけど……ハイ、ちょっと知り合いの方に借りたんです」

「へぇ、後でボクにも見せてくれよ。あんな古めかしい本、あまりお目にかかったことはないんだ。食指しょくしが動く、ってね」

「本、大好きですもんね、神様」

　慎つつましい夕食の片付けを終えてからシャワーを交互に浴び、そして今日も僕の【ステイタス】更新をすることにした。以前と比べるとここ数日の更新頻度は高くなってる。

　神様もようやく【ヘファイストス・ファミリア】の支店のお勤つとめに慣れてきたようで、時間を割けるくらいには余裕が出てきたらしい。

　神様が針を取り出して指に神血イコルを滲にじませる中、僕は上着を脱いでベッドを拝借した。

「ん～……んん？　……むう！」

「か、神様……僕の熟練度の伸び、変わりませんか？」

「……ああ、変わらないよ。絶好調、と言わんばかりの伸び方さっ」

　難しい声を出している神様に恐る恐る尋ねると、不機嫌な返事が僕の後頭部に落とされた。

　まだ怒ってる……。いや、またなのかな？

　この頃【ステイタス】を更新する度にこんな感じのような……。

「ああそうだよね、君は頑固がんこだものねっ。そうさ、知ってたさ、あのくらいで君が心変わりするわけないってっ」

　返答に窮きゅうしてしまう愚痴をぶつぶつと神様が呟く。

　僕はどうすることもできず、居心地いごごちの悪い空間を黙って甘んじることしかできなかった。

　何だか背中に、チクッ、チクッ、とまるで故意に針をお見舞みまいしているような刺激が走る。

　って、ちょ、いたっ、痛い!?

「神様、痛いですっ！　絶対わざとですよね!?」

「ふーんだっ」

「ふーん、じゃないですよぉ!?」

　僕が泣き叫んで訴えると、神様は口応えするなというように僕の頭に針を見舞う。グサリ。

　僕は枕を涙で濡らすことでしか、神様に反抗することができなかった。

　ううっ、寝心地悪くしてやる……。

「……ま、『耐久』とか除くと、どの基本アビリティもそろそろＳに近くなってきてるから、流石に今まで通りというわけではないけど」

「……そうなんですか？」

「ああ。まぁ、これでも破格なんだろうけどね……」

【ステイタス】の各基本アビリティの最高ランクはＳ。上限が迫るにつれ熟練度の上昇値も大幅に落ちる。時には何百というモンスターを倒しても加算されない場合もあるらしい。

　今の僕の場合、熟練度の上昇値が減っているということは、成長効率が下がったというより、むしろ変化を来たさず順調に能力が伸び続けているということなんだろう。

　神様の言葉の通り、破格いきすぎでもあるんだろうけど……。

「…………」

「……神様？」

　口も手も止まった神様を僕は怪訝に思った。

　呼びかけて、しばらく待っていると……。

「……魔法」

「え？」

「魔法が、発現した」

　とんでもない答えが返ってきた。

「えええええええええええええっ!?」

「へぶにゅ!?」

　腹の底から仰天した。

　衝撃的な内容に、僕は上半身を海老えび反ぞりのように起き上がらせる。

　伴ともなって、僕の腰に乗っかっていた神様はブォンと投げ出されベッドから墜落する。後頭部がフローリングの床にヘッドバット。

　って、ああ!?

「かっ、神様ぁー!?　ご、ごめんなさいっ、怪我はないですか!?」

「ま、まさかこんな形で報復ほうふくされるなんて……や、やるじゃあないか、ベル君……」

　ベッドの下で無残にもんどり打った体勢の神様は、涙目でぷるぷる震えていた。

　て、ていうか……胸が重力に逆らっている……!?　って、そうじゃないだろ僕!?

　形の崩れないその胸元に戦々恐々せんせんきょうきょうしながら僕は神様を救出した。その後すぐに【ヘスティア・ファミリア】に広まったドゲザをしながら平謝り。

　僕が【ステイタス】の詳細を知るのはかなり後のことだった。





　ベル・クラネル

　Ｌｖ．1

　力：Ｂ701→Ｂ737　耐久：Ｇ287→Ｆ355　器用：Ｂ715→Ｂ749　敏捷：Ｂ799→Ａ817　魔力：Ｉ0



《魔法》

【ファイアボルト】


　・速攻魔法



《スキル》

【】




「っっ……！」

　声を抑え込むのに本当に苦労をした。

　神様に手渡された用紙を震える両手で持ちながら、必死に口の中で暴れる歓喜を嚙み殺す。

　瞳が輝き、口元がにやけているのが見なくてもわかった。

「魔法まで発現しちゃうなんて……例のスキルが魔法にも影響を？　うーん、わからない」

　僕とは違って眉根を寄せる神様は顎に手を当てて何かを考え込んでいる。

　僕の背中と顔を交互に見つめてくるけど、気にもならなかった。

「かっ、神様……魔法っ、魔法ですよ……!?　僕、魔法を使えるようになりました……！」

「うん、わかってる。おめでとう、ベル君」

　僕は手放しで喜んでいた。

　感激が身を焦こがす。体中が熱い。

　ともすれば目から涙を流してしまいそうなくらい、それほど感動に打ち震えていた。

「……大げさ、って言うのは野暮やぼってものかな」

　ぐしゃっと紙を握り潰つぶしてその場で蹲うずくまる僕の側で、神様の苦笑を浮かべた気配がする。

　嬉しい。本当に嬉しい。僕もやっと魔法が使えるようになったのだ。

　あの魔法！　本の中の英雄達が切り札と言わんばかりに放っていた、あの魔法を！

「水を差すようで悪いけど、早速この魔法について考察しよう。気になることがあるんだ」

「はいっっ！」

　僕は立ち上がって大きく叫んだ。

　ひとまず落ち着けと自分自身に言い聞かせる。深呼吸をして、昂たかぶった全身を静めた。

「いいかい？　かい摘つまんで話すけど、魔法っていうのはどれも『詠唱えいしょう』を経てから発動させるものなんだ。これくらいは知ってるかな？」

　神様の問いにこくりと頷く。

　全ての魔法はそれぞれ固定された呪文を術者の口が紡ぎ出すことによって効果を発揮する。

『詠唱』という魔法の制作過程で砲身を作り上げ、それが完成した時初めて砲弾が装塡そうてんされる。こう考えれば、作り上げられる砲身の規模が大きいほど、つまり『詠唱』の時間が長いほど、炸裂さくれつする砲弾も大型となり威力いりょくも増すというわけだ。

　逆に砲身の規模が小さければ威力は低くなるということだけど、それは『詠唱』の時間が短いということだから、すぐに発動できるという利便性がある。

「本題に入るね。ボクの友人に聞いた話だと、詠唱文は魔法が発現した際【ステイタス】の魔法スロットに表示されるんだ。それを見て、君達は魔法のトリガーを得ることになる」

「え……でもこの用紙には『詠唱』が記載されてないですけど……」

「そう、それなんだ。おっと、ボクが書き忘れたなんて勘繰らないでくれよ？」

【ファイアボルト】と書かれた魔法スロットにはそれらしき詠唱文は存在しない。これでは魔法発動の足がかりも見出せないことになる。

　僕が首をひねっていると、神様が自分の意見を口にした。

「ここからはボクの完全な推測だ。スロットに補足されている詳細情報、この文面からするとベル君の魔法は……『詠唱』が必要ないのかもしれない」

　僕は動きを止めて、それからもう一度用紙を食い入るように見つめる。

　詠唱文は一切表示されていなくて、唯一の情報が『速攻魔法』という僅わずかな説明のみ。

　……神様の読みが的中しているように僕も感じるようになった。というか、それ以外の可能性が思い浮かばない。

「威力のほどはわからないけど、詠唱はノータイム……『速攻魔法』。それで間違ってないとボクは思う」

「じゃ、じゃあ、この【ファイアボ──むぐっ」

　神様の柔らかい両手が僕の口を塞いだ。

　背伸びをした神様は僕を見上げてくる。

「……迂闊うかつに魔法の名前を言わない方がいい」

「むぐぅっ？」

「何がトリガーになっているかわからないけど、最悪君が【ファイアボルト】と発音しただけで、魔法が発動することになるかもしれない」

　さぁっ、と顔が青くなった。どんな効果かはまだわからないけれど、こんなところで魔法が展開したら、僕達のホームは粉々こなごなに吹き飛ぶかもしれない。

　いいかい？　と確認してくる神様に僕は勢いよく頷いた。口が解放される。

「結局推測だから、何が正しいかなんて当てにならないけど……明日ダンジョンで試し撃ちでもしてくるといい。それで君だけの魔法の正体がはっきりする筈さ」

「えっ、明日……？」

「おいおい、今からダンジョンへ向かう気かい？　シャワーも浴びちゃっただろう？　慌てなくても君の魔法は逃げたりなんかしないぜ？」

「あ、はい……そうですね」

　苦笑を向けてくる神様に僕はぎこちなく頷いた。

　もう夜遅い。欠伸あくびを手で押さえる神様は仕事の疲れがピークに達しているようで、僕達はすぐに就寝することになった。

　歯磨きを済ませぴょんとベッドに飛び込む神様を見て、消灯。

　僕もソファーに寝転がって眠りに落ちた……。

（ごめんなさい、神様）

　……なんて、できる筈がなくて。

　目は冴さえきっている。こんな状態で眠れるわけがない。

　ソファーから跳ね起きる。神様の小さな寝息を確認しながら、起こさないように苦心して、装備一式が詰まったバックパックを背負い部屋を出た。

　ぱぱっと外で防具を身につけ、バックパックは教会の階段に放置。外へ出る。

（使ってみたい、今すぐ！）

　月と星に見下ろされるメインストリート。店の窓から漏れる灯あかりが火照ほてった顔を照らし出す。酔っぱらった亜人達が騒ぐ声々でリズムを取るかのように、僕の足は弾はずんだタップを踏んだ。

　オラリオはまだ眠らない。僕もまだ、眠れない。

　前方で白い摩天楼施設が大きくなってくる。僕は笑みを滲ませてギアを上げた。

　バベルの一階に飛び込んで真っ直ぐ地下へ。

　床に開いたダンジョンへと繫がる大穴。僕は取り付けられている螺旋らせん階段を転がるようにして下っていき、その半ばの辺りで手すりを飛び越え、穴の中央へ飛び込んだ。

　空気を裂いて、ダンッと着地。足に伝わる振動も涙目になってしまうほど心地がいい。

　僕はダンジョン1階層を出発した。

「……！」

　ざっ、と足を止める。

　幅の広い一本道。視界の真ん中でぽつんと揺れる、身長の低いずんぐりとした緑色の影。

　ゴブリン。

（この、条件なら……）

　的の大きさといい、間合いといい、申し分ない。

　僕は大きく唾つばを[image: ]下えんかした。汗で湿る手の平をインナーになする。

　ゴブリンもこっちに気付いた。唸り声を上げながらドタドタと音を立てて走ってくる。

　僕は、グー、パー、と手の開閉を繰くり返して、右腕を真っ直ぐゴブリンへ突き出した。

「……」

　心臓の音が鼓膜こまくに張り付いている。

　溜まりに溜まった緊張と不安と期待が、いっぺんに僕の肩にのしかかった。

　浅く、吐息。

　眉尾を限界まで吊り上げ、咆哮ほうこうする。

「【ファイアボルト】！」

　次の瞬間、緋色ひいろの光が視界を埋めつくした。

「ッ!?」

　駆け抜けたのは緋色の雷かみなり。

　いや違う、稲妻状の炎。

　鋭角的かつ不規則な線条を描えがくジグザグの炎が、一気にゴブリンの体を貫く。

　僕の目が追えたのはそこまで。

　炎の雷がモンスターに着弾した瞬間、眩まばゆい爆光が炸裂する。

　オレンジ色の華はなが咲いた。

『……ァ』

　全身を黒焦げにし、至る所からもうもうと煙けむりを立ち昇らせるゴブリンは、白目を剝いて床に倒れ込んだ。最後に残した掠れた呻き声が、ダンジョンの通路に残響する。

「……うそ」

　出た。本当に。

　僕の魔法が。

　呆然ぼうぜんと立ちつくしていた僕は、腕を伸ばしていた体勢を止めてまじまじと手の平を見つめた。

　線の細い手。畑仕事でいくつもできたマメが明らかにその中で浮いている。

　普段見慣れてしまっている僕の手だ。何も変わらない。

　でも、出たんだ。

　この手から、魔法が。

















「……は、ははっ」

　認めてしまえばあっけなかった。

　全身が発熱する。僕は開いていた手の平をぎゅっと握り、[image: ]を作った。

（よしッ……！）

　確かな手応え。確かな前進。

【ステイタス】の数値とは異なる目に見えた大きな変化の現れに、僕はあの人へ一歩近付けた確かな実感を得た。

　ファイアボルト。炎の雷。

　発動は一瞬、速度は光速、火力は絶大。

　誰よりも速い、炎の魔法。

　僕だけの魔法。

「～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～っっ!!」

　喜びの感情が氾濫する。

　唇を嚙んで何度も一人でガッツポーズをしてしまう。何てイタイ。でも関係ない。

　僕は顔を赤らめ興奮した。

　馬鹿みたいに、そう、ギルドで冒険者の登録をしたあの日のように、目を輝かせた。

　歓喜の思いが最高潮に達してしまった僕は、調子に乗ってしまった。

　次なる獲物を探し、その場から駆け出したのだ。

「ファイアボルト！」

『グァアアアアアアア!?』

　モンスターを見つけては腕を突き出し。

「ファイアボルトオオッ！」

『エブシッ!?』

　小さな子供のように大声で叫びっぱなしで。

「ファイアボルトオオオオオオオッ!!」

『プギャアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア!?』

　即見即爆。

「ファイアボルト！」「ファイアボルト！」「ファイアボルト！」「ファイアボルト！」「ファイアボルト！」「ファイアボルト！」「ファイアボルト！」「ファイアボルト！」「ファイアボルト！」「ファイアボルト！」

『『『『『『『『『『チョッ!?』』』』』』』』』』

　豪快な花火を、何度も何度も乱れ撃ちした。

「あ、5階層まで来ちゃった……」

　いけないいけない、と満悦な笑みを浮かべながら辺りをきょろきょろと見回す。

　薄青色から薄緑色に変色した迷宮の壁面は間違いなく4階層を越えたことを示していた。

　夢中になり過ぎた、と言葉だけの反省をして僕はその場でターンする。

　そろそろ帰ろうと鼻歌交じりに歩を進め、

「──ぅ、ん？」

　やがて、最初の違和感に襲われた。

　グラリ、と視界から音が鳴る。

「ぇ……？」

　それは突然訪れた。

　お酒なんて飲んだことないけど、多分、酩酊めいてい感っていうのはこんな感じ。

　足がおぼつかない。地面を踏んでいるのかさえわからない。

　視界が頼りなく揺れた後、僕は迫ってくる地面を最後に見て、あっさりと意識を手放した。
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「……？」

「どうした、アイズ」

　二人の冒険者が5階層に足を踏み入れていた。

　ただし、上からではなく、下から上ってきて、だ。

　目立った負傷もなく確固とした足取りを見せるアイズとリヴェリアは、深層域である37階層から約三日がかりでここまでの帰路の消化を果たしていた。地上までの長い行程はもとより四六時中モンスターの襲撃に脅おびやかされていたにもかかわらず、二人の疲労の影は薄い。

　もはや大した時間を要することなくダンジョンからの帰還を目前にした彼女達であったが、ここにきて、先頭を歩いていたアイズの動きが止まる。

　リヴェリアは、優美な金の髪が流れるその後ろ姿に問いかけた。

「人が倒れてる」

「モンスターにやられたか」

　ルームの中央にぽつねんと、一人の冒険者が転がっていた。

　まるで行き倒れのように地面へ倒れ伏せているソレのもとに、二人は近付く。

「外傷は無し、治療および解毒の必要性も皆無……典型的な精神疲弊マインドダウンだな」

　後先考えず魔法を使ったのだろう、と屈み込んで診察したリヴェリアは呆気あっけなく結論を出す。

　魔法は代償もなしに行使できるものではない。体力の対をなす精神力マインドを削って行使、発動させるものだ。無論、体力に限界があるように精神力マインドにも底はある。

　よくも気絶するまで自分を追い込めたものだと、リヴェリアは呆れながら感心してみせる。

　一方でアイズは膝に両手をついた姿勢で、じっとその冒険者の後頭部、白髪を見つめていた。

「この子……」

「何だ、知り合いかアイズ？」

「ううん、直接話したことはないけど……あの、前に話したミノタウロスの……」

「……なるほど。あの馬鹿者がそしった少年か」

　リヴェリアは合点がいったと理解を示す。

　彼女はアイズからこの少年、ベルの話を聞いていた。ミノタウロスに追いかけ回された腰抜けなどと揶揄やゆ嘲弄ちょうろうが飛んだ先日の酒場に、本人かれも居合わせていたのだと。

　リヴェリア自身はやり取りを戒めていた側だったが、あの場でベルの存在を知らなかったとはいえ、すぐに止めようとしなかったことを反省している。彼には悪いことをしたと。

　そして自分以上に、ことの発端を作ってしまったアイズは当時のことを引きずっていた。

「リヴェリア。私、この子に償つぐないをしたい」

「……言いようは他にあるだろう」

　硬すぎる、と溜息をつくリヴェリアとは対照的に、アイズは瞳を二、三度瞬きさせる。

　何もわかっていない少女の様子に、リヴェリアは諦めてもう何も言わないことにした。

「まぁ、この場を助けるのは当然の礼儀として……」

　こくこく、と頷くアイズを隣に、リヴェリアは屈んだ体勢のままベルを見つめる。

　まだまだ起きそうにないことを確認すると、ちらりと横目で少女を見やった。

「……アイズ、今から言うことをこの少年にしてやれ。償いなら、恐らくそれで十分だ」

「何？」

　リヴェリアは簡潔に内容を伝えた。

「……そんなことでいいの？」

「確証はないがな。だが、この場を守ってもやるんだ、これ以上つくす義理もないだろう。……それに、お前のなら喜ばない男はいないさ」

「よく、わからないよ……」

　わからなくてもいいさ、とリヴェリアは小さく苦笑した。

　考え込んでいるアイズをしばし母親のように見つめながら、やがて顔を凛々りりしく構える。

　いつもの顔付きに戻った彼女は立ち上がった。

「私は戻る。残っていても邪魔になるだけだろう。けじめをつけたいのなら、二人きりで行え」

「うん。ありがとう、リヴェリア」

　ああ、とリヴェリアは相槌あいづちを打ってその場を後にする。

　モンスターの存在など、はなから心配していなかった。

　少年を守るのは、これ以上のない最強の守護者だったからだ。
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　まどろみに抱かれていた。

　澄み切った風のような香りと、温あたたかなお日様のような温ぬくもり。

　肌を通じて感じる全ての気配が穏おだやかだった。

　眠い。

　ずっとこの居心地に抱かれていたい。

（……？）

　そっと、髪を撫でられた。額に触れた細い指がくすぐったい。

　優しい指使いだった。安心する。

　閉じている瞼をおずおずと開けた。

（……おかあさん？）

　顔も知らない、会ったこともない人の名前を唇で転がす。

　瞳にぼんやりと映る輪郭りんかくの動きが、ぴたりと止まった。

（ごめんね。私は、君のお母さんじゃない……）

（……え）

　その人は透き通った声で僕にそう応えた。

　霞かすむ目を見開く。

　次第にはっきりとしてくる線の形。

　最初に像を結んだのは眩い金の髪で、次は綺麗に整った顔立ち。

　最後は髪の色と同じ、金色の瞳。

「……」

「起きたかな……？」

　目覚めました。頭は。

　でも時間は止まったまま。

　真っ白の頭の中、僕は、僕を見下ろしているこの人の顔にただ見入っていた。

　頭の後ろが、柔やわらかい。温かい。

　何をされているのか見当はついた。きっと、多分、膝枕。

　この人の……ヴァレンシュタインさんの指が、また僕の髪を梳すいた。

　触れられた瞼が、熱い。

「……」

　のろのろと上半身を起こした。

　頭の後ろから遠のく温もりがすごくもったいない気がしたけど、起きる。

　一度彼女が視界から消える。代わりに散乱するモンスターの斬殺ざんさつ死体が目に飛び込んでくる。

　見なかったことにして振り返った。ヴァレンシュタインさんは、まだ消えていなかった。

「……幻覚？」

「……幻覚じゃないよ」

　むっ、とヴァレンシュタインさんの表情が変わる。形の整った柳眉りゅうびが少し斜めになった。

　それから、僕達はじっとお互いを見つめ合った。

　深紅ルベライトの瞳と金の瞳が交差して。無言の空間に彼女がちょっと困り出した頃。僕は首から上がみるみる内に赤くなっていき。ヴァレンシュタインさんがその様子に気付いた時には。爛熟らんじゅくし過ぎた林檎りんごができあがっていた。

　焦点は合わず、瞳が糸ミミズのようにぐちゃぐちゃになっている。

　勢いよく、立ち上がる。

「──だぁああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!?」

　僕は、全力で駆け出した。




「……何で、いつも逃げちゃうの？」

　聞く者が聞けば、それは確かに寂しそうな響きだった。

















「お願いします」

「はいよ」

　装身具アミュレットがカウンターに置かれた。赤い帽子ぼうしをかぶり白い髭ひげをこれでもかと蓄たくわえたノームの店主は、翠みどりの宝石が埋まるその首飾りを持って店の奥へ引っ込んでいく。

　ノームの万屋よろずや、と何のひねりもない名の骨董品こっとうひん店で、今日もささやかな取引が交わされる。

　店に飾られる統一性のない品の数々に囲まれながら、客のパルゥムは静かに立っていた。

「ほいほい、お待たせ」

「結果は？」

「しっかり【ステイタス】補助……対毒効果が付与されておったよ。上等上等。そうだなぁ……四八〇〇〇ヴァリスでどうだい？」

　店主の言葉にパルゥムは満足そうに頷うなずいた。取引の成立だ。

「今日の支払いは現金かい？」

「いえ、いつもので」

　淡々とやり取りが進んでいく。

　店内の片隅に傾いて置いてある大型時計ホールクロックが、彼等の間に針の音を落とす。

「ジジイ、こんなこと言える立派なノームじゃないんじゃが……」

　おもむろに、ノームの店主は口を開いた。

　小首を傾かしげる顧客を尻目に、装身具アミュレットを手で弄もてあそびながら、少し間を開けてから話し出す。

「あまり危険なことに、首、突っ込まんほうがいいぞ。今更かもしれんが」

「……」

「大して広まっちゃいないが、冒険者の間で噂うわさになっとるよ。手癖の悪いパルゥムに金品を掠かすめ取られるって。時にはパーティ丸ごと出し抜かれるとか」

「……何が言いたいんですか？」

「いや、別にお前さんを疑っとるわけじゃないんじゃよ？　そのパルゥムは女で、どうやら複数犯らしいからの。男であるお前さんにこんなこと言うのはお門違いなのはわかっとる」

　ただのぅ、とノームの店主はふごふごと白髭しろひげを動かした。

「被害にあったって聞く品物のほとんど、ジジイがこの眼で目利きしたもんばっかだから……のう？　お友達とはほどほどに付き合っていた方がいいんじゃないかって、ジジイ、そんなこと思っちゃうんじゃ」

　ちら、と具合が悪そうに視線を投げる店主の言葉に、その男のパルゥムは、小生意気な表情で笑ってみせた。

「悪いパルゥムもいるみたいですね。しかしこう言っては何ですが、冒険者様も人のことは言えないのでは？　彼等の多くがする振る舞いも、似たり寄ったりですよ。盗難とか、恫喝どうかつとか」

「それは、まぁ……」

「私ならこう言ってしまうかもしれません。自分達のことを棚に上げるな、と」

　パルゥムの客は、最後に意地悪く笑う。

「厳しいようですが、騙だまされてしまった方が悪いんです」

　むぅ、という店主の苦い唸うなり声が、大型時計ホールクロックの鳴なく音に吸い込まれていった。
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「うぐぅ～……っ！」

「……何やってるんだい、ベル君」

　僕はソファーにうつ伏せた体勢で、両手で摑つかんだクッションを頭部に押しつけていた。文字通り頭隠して尻隠さずの格好に神様が突っ込んでくるけど、答える余裕がない。

　ヴァレンシュタインさんから、逃げ出してきてしまった。

　何が起きたらあんな状況が完成するのかさっぱりわからないけど、はっきりしていることは、あれは全部現実だったということだ。憧あこがれの人が膝枕ひざまくらしてくれたことも、そして僕の大馬鹿野郎がいつかと同じように、奇声を上げて全力逃走してしまったのも。

　うああああああああぁぁぁ……死にたいぃぃぃ……。

「アレかい、おねしょでもしちゃったとか？」

「違いますよぉ～」

　普段なら唾つばを飛ばして食ってかかるところだけど、情けない声しか出てこない。

　爆発した羞恥しゅうちと混乱によりあの人の前から脱兎だっとの勢いで消えた後、自分がどこをどう駆け巡めぐったのか、僕は覚えていない。気が付けば夜が明ける時間帯になっていて、気が付けばこのホームのドアにずるずると寄りかかり、へたり込んでいた。

「はぁ。何があったのか知らないけど、君もほんとに多感な子だよなぁ……」

　多感どころじゃないです、神様。断腸だんちょうものです。

　のろのろと起き上がった僕は耳の辺りをまだ赤らめながら、何とか神様と朝食を取った。

　ずっと悶もだえ苦しんでいたいけど、そういうわけにもいかない。ただヴァレンシュタインさんのことは、今日だけは忘れていたいなぁ……なんて、絶対無理なんだろうけど。

　お礼と謝罪を伝えられる日は、いつか来るのだろうか。

「そうだ。ベル君、昨日のあの本を見せてくれよ。今日は昼まで暇なんだ」

「あ、はい。いいですよ」

　神様は今日のアルバイトのシフトが午後からあるらしい。【ヘファイストス・ファミリア】の方も加え露店のバイトも続けているみたいだけど……体、大丈夫なのかな？

　僕はシルさんから借りた図鑑のように分厚い本を神様に差し出した。

「ふぅん、見れば見るほど変わった本だ、な……ぁ？」

　表紙をじろじろと見て、何ページか無造作に目を通していた神様は、不意に動きを止めた。

　かと思うと、目尻をひくひくと痙攣けいれんさせ始める。まるで自分のあずかり知らない借金の請求書を見せつけられたかのように。

　え……？　な、なにっ？

「……コレは、魔導書グリモアじゃないか」

「ぐ、ぐりもあっ？」

　耳にしたことのない単語を聞き返す。

　嫌な予感は既に汗となって僕の顔に表れていた。

「な、何なんですか、ソレ……？」

「簡単に言っちゃうと、魔法の強制発現書……」

　体中の汗腺という汗腺が開いたような気がした。

「『発展アビリティ』なんて言ってもわからないと思うけど、とにかく『魔道』と『神秘』っていう希少なスキルみたいなものを極めた者だけにしか作成できない、著述書なんだ……」

　──意味わかっちゃいます、神様。

　二種類の『発展アビリティ』修得者……つまり最低でもＬｖ．3以上の【ファミリア】構成員。そんじょそこらの冒険者より遥はるかに強い人の執筆作品……。

　多分、『賢者様』って言われる伝説の御方と同じような職種の人の、一筆入魂……。

　僕は壊れた薄笑いを浮かべて石になる。

「君の魔法の発現はこれが理由か……。ちなみにベル君、この魔導書グリモアは一体どういう経緯で今ここに存在しているんだい？」

「知り合いの人に、借りました……。誰かの落し物らしい、デス……」

「……」

「ネ、ネダンハ……」

「【ヘファイストス・ファミリア】の一級品装備と同等、あるいはそれ以上……」

　ビキリッ、と罅ひび割れが石の体に走る。

「ちなみに、一回読んだら効能は消失する。使い終わった後はただ重いだけの奇天烈書ガラクタさ……」

　終ワッタ。

　魔法を外部からの干渉で発現させるという『奇跡』の詰まった貴重書を、ネコババした上に、使い捨てた。ン千万ヴァリスの代物を、僕が、食べてしまった……。

　重苦しい沈黙がホームに落ちる。

　取り返しのつかないことをやらかした僕は絶望一色。

　神様は、感情を殺した能面のような顔をうつむきがちに、やがて椅子いすを持ってトコトコと僕の前に運ぶ。その上に乗って、両手を僕の肩にポンと置き、高い目線から語りかけてきた。

「いいかいベル君？　君は本の持ち主に偶然会った。そして本を読む前にその持ち主に直接返した。だから本は手元にない、間違っても使用済みの魔導書グリモアなんて最初からなかった……そういうことにするんだ」

「黒いですよ神様!?」

　なに普通に誤魔化ごまかそうとしてるんですか!?

「ベル君、下界は綺麗きれい事じゃまかり通らないことが沢山あるんだ。ボクはそれをこの目で見てきた。住む場所を追い出されたり、ジャガ丸くんを買えないほどひもじい思いをしたり、廃墟の地下室に閉じ込められたり……とんでもない額の負債を背負わされたり。世界は理不尽で満ち溢あふれているんだ」

「それはひとえに神様のせいですっ!?」

　ていうか最後の不吉過ぎる言葉ァ!?

　何を隠してるんですか、神様！

「と、とにかくっ、この本を貸してくれちゃった人に、僕、事情を話してきます！」

「ベル君、止よせっ、君は潔癖けっぺきすぎるっ！　世界は神より気まぐれなんだぞ！」

「こんな時に名言生まないでください!?　隠したっていつかバレるに決まってるじゃないですか！」

　もう[image: ]さいは投げられちゃってる！　シルさんには本を読んだか尋たずねられるだろうし、僕達がいくら噓うそをついても、酒場に本の持ち主が現れた時点でアウト！

　もうこうなったら、包み隠さず話して『ドゲザ』に賭かけるしかないですよ！

　僕は神様の制止を振り切って、本を片手にホームのドアを蹴り破った。




「シルさんはいますかっ！」

「おおう、少年じゃニャいか。おっはー、ニャ」

　酒場『豊饒ほうじょうの女主人』の店先で、掃除をしているキャットピープルの少女に声をかける。

　確か、店員のクロエさんは、尻尾しっぽを背後でにょろにょろ振ってニヤニヤと笑いかけてきた。

「何ニャ、何ニャ？　挨拶あいさつも忘れてシルを呼べだニャんて、朝っぱらから何をやらかす気──」

「シルさんを呼んでくださいっ!!」

「──ニャア!?　わ、わかったニャ!?」

　僕の剣幕と切羽せっぱ詰まった叫び声に、クロエさんは飛び上がる。普通じゃない僕の様子にただならぬものを感じ取ったのか、慌てて店の中へ駆け込んでいった。ドアの鐘かねがピシャリと鳴る。

　すぐにクロエさんは扉から顔だけ出して、ちょいちょいと手招きしてきた。

　未いまだ準備中の店内に僕は足を踏み入る。

「おはようございます、ベルさん。どうかしたんですか？」

「シルさん！」

　ぱたぱたと小走りで厨房の方から出てきたシルさんは、急いで来たのか木造りのトレイを手に持ったままだった。

　薄鈍うすにび色の髪の上に三角巾さんかくきんを装備したシルさんに、僕は詰め寄ってことのあらましを説明する。

　戸惑い気味に笑みを浮かべていたシルさんは、話が進んでいくにつれ瞳ひとみを丸くし、その内いよいよ顔色を変え出して……僕が言葉を終える頃には、いつかのようにそっと目を逸そらした。

「……それは、大変なことをしてしまいましたね、ベルさん」

「ちょっとシルさーんッ!?　何でさも他人事みたいに言ってるんですか!?」

　不自然なその態度に僕は声を散らした。僕を生贄いけにえの羊として差し出す気ですか、と。

　シルさんは手にしているトレイを唇の辺りまで持ってくると、顔の下半分を隠し、上目遣いで僕を見つめてくる。

「やっぱり、ダメですか？」

「すっごく可愛かわいいですけどダメッ！」

　顔を赤くしながらシルさんの哀願あいがんを両断する。

　本当にいい魔女してるよなぁこの人！

「うっとおしいよ、坊主ぼうず。人様の店で、朝っぱらから」

　そうこう僕達が問答を繰くり広げていると、騒ぎを聞きつけてか、なんと女将のミアさんが姿を現した。ドワーフにもかかわらず巨体を誇る彼女は、思わず固まってしまった僕の手の中からひょいと本を抜き取って、パラパラと中身を確認する。

「確かに魔導書グリモアだねえ……でもま、読んじまったもんは仕方ない。坊主、気にするのは止しな」

「ええっ!?　で、でもっ……」

「こんなものをどうか読んでくださいとばかりに店へ置いていったヤツが悪い。坊主が読まなくたって貴重な魔導書グリモアを見つけたら、自分のものだと噓をついてまでそこら辺の冒険者が目を通していたよ。コレはそういうモンさ」

　妙に説得力のある言葉に僕が口を閉口させる中、ミアさんはふんと鼻息を鳴らす。

「手放しちまった時点で持ち主も覚悟はしているさ。坊主だって金の詰まった財布を無くしたら、そっくりそのまま返ってくるなんて思わないだろう？」

「それは……」

「そういうことだよ。気にするだけムダムダ。得したくらいに思ってさっさと忘れちまいな」

　ミアさんは堂々とそう言ってのけてしまった。

　隣のシルさんを見ると、彼女も困ったような顔で苦笑して、首を横に傾かたむけている。

　いまいち煮え切らないというか、とにかく僕が後味悪そうな顔をしていると……ミアさんはジロリと大きな横目で睨んできた。曰く、「男だったらグズグズ言ってんじゃないよ！」。

　普通に叩きつけられた大声に、僕は反射的に直立不動をして「はいぃ!?」と了解してしまう。

　のっしのっし店の奥に消えるミアさんを見送りながら、本当にこれでいいのかなぁ、と。

　頭に手をやりながら、僕はちょっと複雑な気分だった。

「……えっと、すいません、お騒がせしました。じゃあ、僕はこれで」

　しばらくしてからそう言って踵きびすを返そうとすると、シルさんは、突如忍しのび寄るようにして現れたクロエさんからバスケットを受け取り……おずおずと、僕に差し出してきた。

「今日も、受け取ってもらえますか？」

「……い、いただきます」

　照れ臭さそうな笑みと一緒に両手で差し出されるバスケットを、どもりながら受け取る。

　僕はいつもこの度に気恥ずかしい思いをするけど、シルさんもまた、この時は本当に嬉うれしそうだった。普段とは違って素のままの喜びを滲にじませているような……いや、いつもは喜んでいないっていうわけじゃないんだけど……何だろう、上手く言葉では言い表せない。

　僕は赤くなりながらもう一度感謝を告げ、今度こそ『豊饒の女主人』を後にした。




　一旦ホームに戻った僕は旧魔導書グリモアを置き、ダンジョン探索のために装備品を身につける。

　神様に酒場の一部始終を説明してから、「いってらっしゃい」と穏おだやかな声で送り出された。

（そういえば、回復薬ポーションもう切らしてたんだっけ……？）

　大通りを走りながら、僕は唐突に手元の道具アイテム事情を思い出した。三日前の迷宮探索で回復薬ポーションは使い切っている。左腿ひだりもものレッグホルスターには見事に何の道具アイテムも挿入されていない。

（ここのところお世話になってなかったし……寄っていこうかな？）

　ダンジョンへ向かう途中、僕はすっかりご無沙汰ぶさたしていたある店に立ち寄ることにした。

　お店は西のメインストリートを外れた少し深い路地裏にある。

　日当たりが悪く軽くじめじめした場所にぽつんと建つ一軒家には、五体満足の人の体を模もした【ファミリア】のエンブレムが、看板のように飾られていた。

「すいませーん、おはようございまーす……」

　両開きの木扉を少し開けて覗のぞいてみると、薄暗い店内では一人の獣人の女性が戸棚の中身を物色していた。彼女は僕のことに気付き、半分瞼まぶたの下りた瞳を向けてくる。

「おはよう、ベル。久しぶり……」

　あまり抑揚よくようのない声音とその眠たげな表情もあって寝起きのようにも見えるけど、この人はこれが素の状態だ。尻尾の生えたスカートに、左腕は半袖そで、右腕は長袖というちょっと変わった上衣を着ている。右手には手袋グローブまではめていた。年齢はエイナさんと同じくらいか少し下に見える彼女は、それまでの作業を切り上げて、店の奥にあるカウンターの方へと回る。

「朝早くからすいません。今、大丈夫でしたか？」

「大丈夫、ベルが帰ったらお客なんて来ないから……。それで、今日は何を買ってくれる？」

　カウンターを挟はさんで僕と向かい合う彼女はしまってあったケースを出して、卓の上に置いた。

　幅広の箱の中には色彩しきさい様々な液体の詰まった試験管が整然と並べられている。

「そういえば、ミアハ様は？　いらっしゃらないんですか？」

「ミアハ様は私用で夕方まで帰ってこない。今日は私一人だけ……」

　試験管……色々な回復薬ポーションを見比べながらふと尋ねると、そんな答えが帰ってきた。

　ここはミアハ様が統べる【ミアハ・ファミリア】所有のお店で、同時に彼等のホームでもある。そして【ミアハ・ファミリア】に所属する唯一の構成員が彼女、ナァーザさんだ。

　彼女は純度の高そうな回復薬ポーションを手に取って、ここぞと僕にその品を勧すすめてくる。

「ベル、どう、そろそろこのハイ・ポーションなんか使ってみない……？」

「いっ、いやぁ、僕にはまだまだ早過ぎますよ～」

　数万ヴァリスで販売されている高等回復薬ハイ・ポーションを差し出され、僕は引きつった笑顔でやんわりと、遠回しにその申し出を退ける。お互い貧乏【ファミリア】出身であるが故に、隙あらば売り込むあるいは費用を抑え込もうとする僕達の取引やりとりは、もはや日常茶飯事だった。

　こう見えて押しの強いナァーザさんに、僕がせり負けるのがほとんどなんだけど……。

「ベル、この頃私達のお店に顔を出さなくなったよね……」

「うっ……!?」

「ミアハ様、寂しがってたな。お腹も鳴らしてた。……ひもじいから」

　アイテム調達から何でも準備を引き受けてくれるリリを雇やとうようになってからすっかりこのお店にはご無沙汰している。良心につけ込むようなナァーザさんの台詞せりふに僕は焦あせりを感じた。

　不味まずい、このままだとまた何か余計なものを買わされてしまう……!?

「そ、そういえば昨日、ダンジョンにもぐっていたらおかしなことがあってですね!?」

　咄嗟とっさに話題を変えようとした僕は、昨夜ダンジョン内で魔法を行使して気絶してしまったことを話した。ナァーザさんは黙って話を聞き、それから「ああ」と呟つぶやく。

「それは精神疲弊マインドダウン。魔法を覚えたばかりの人が調子に乗ってると、よくやる……」

「精神疲弊マインドダウン……？」

「魔法を使えば精神力マインドっていうエネルギーを消費するから。消費が激しいとぱたりといく」

　だから……、と続けて、ナァーザさんはカウンター下の棚をごそごそとあさる。

「精神力マインドを回復させるこのポーションを飲んで、未然に防ふせぐ。最近作ったばっかりだよ……」

「え、で、でもそれって、お高いんじゃあ……」

「大丈夫、ベルはお得意さんだからまけてあげる。……八七〇〇ヴァリス」

　瞬時に僕は一歩間合いを取った。

「わかった……」

　それを見たナァーザさんは頭の犬耳を垂らして、更に二本の試験管を取り出す。

「これを八七〇〇ヴァリスで引き取ってくれたら、この二つの回復薬ポーションも合わせて九〇〇〇ヴァリスで売ってあげる……どう？」

　その提案に僕は目を見開いて、すぐに足りない頭を使い悩みに悩み出した。

【ミアハ・ファミリア】の回復薬ポーションは最低価格が五〇〇ヴァリス。ここだけ注目すればこの買い物はかなりお得ということになる。九〇〇〇ヴァリスの出費は正直痛過ぎるけど……でも、魔法の使用が拡大できるというこの道具アイテムも、かなり魅力的であるのは確かなのだ。

　どんな不備にも対応できるようにしておくのが、一流冒険者の条件……。

「ダンジョンでは、何が起きるかわからない。備えはちゃんとしておいた方がいいよ……」

　その言葉が、決め手。

　臆病な僕はお金とパーティの安全を秤はかりにかけ、後者を選択した。

「わかりました。それで、買います」

「ありがとう、ベル。愛してるよ……」

　瞼を半分下げたまま笑いかけ、臆面もなくそんなことを言ってくるナァーザさんに僕は赤面させられ、品物を受け取ってすぐ立ち去ることにした。

　ばいばい、と手を振るナァーザさんに別れを告げ、店を出る。

「ちょろいな、ベル……」

　……去り際に何か聞こえたような気がしたけど、僕は何も聞こえなかった。幻聴だ、幻聴。




　店を発たった僕は、本日行ったり来たりばかりしている西の大通りを進んで、中央広場セントラルパークに出る。

　晴れ渡る空の下、今日も広大な円形広場には、完全武装した戦士達が集まっていた。

（まだ来てないのかな……？）

　集合場所にリリの姿を探してみても、視界の中にはそれらしき獣人の女の子はいない。

　珍めずらしいなと思いつつバベルまで赴おもむこうとすると、その途中、ある光景が偶然目に入った。

　広葉樹がぽつぽつと等間隔で植うえられた中央広場セントラルパークの一角。木洩こもれ日びに濡ぬれ、そよそよと葉が風に揺れる気持ち良さそうな木陰に、リリと冒険者らしき男達がいた。

　三人の大の男が小さなリリを取り囲んでいる。彼等はすごい形相を作り何事かを言い放っていて、リリの方はというと必死に顔を横に振っていた。決していい雰囲気じゃない。

　──もしかして、【ソーマ・ファミリア】の構成員達？

　その考えが過よぎった瞬間、僕は脇目も振らずそちらへ向かっていた。

『……いいからっ……寄こせっ！』

『もうっ……ない……ですっ！　本当に……！』

　リリ達のもとから言い争っている声が届いてくる。

　焦る僕は彼等の死角となっている広葉樹を避けて、すぐさまその場に飛び込もうとした。

「おい」

「！」

　けれど、突然。

　動きを邪魔するかのように肩を摑まれる。驚きに見舞みまわれながら僕は振り返った。

　男の冒険者。ロングソードを背中に装備した、体格のいい黒髪のヒューマンだ。

（って、この人……）

「やっぱりあの時のガキか……まぁいい、聞くぜ。お前、あのチビとつるんでるのか？」

　この声と口調、間違いない。結構前に路地裏で出くわした、あの冒険者の男だ。

「オイ、さっさと答えやがれ。お前、あのサポーターを雇ってんのか？」

「……あの子は、貴方が追いかけていたパルゥムの子とは違う子ですよ」

　苛いらついた表情をする目の前の男に僕はそう答えていた。半ば反射的だったと言っていい。

　大きめのローブとフードを被かぶっていてわかりにくいが、リリはパルゥムではなく犬人シアンスロープだ。

　勘違いしないでください、とそう言ったつもりだったけど……男は唇を歪めて、嘲笑あざわらった。

「バァカ……と言ってやりてえが、思うのはてめえの勝手だな。せいぜい間抜けを演じてろ」

　吐かれた暴言に思うことはあったけど、それよりその口振りが気にかかった。

　まるで僕は騙されているというような指摘。

　この人の言葉を鵜呑うのみにするわけじゃないけど……。

　僕が訝いぶかしんだ顔をしていると、男は嘲笑ちょうしょうを引っ込め顔付きを改める。

「それよりお前、俺に協力しろ。……あのチビをはめるんだ」

「なっ……」

「タダとは言わねえよ。報酬ほうしゅうは払ってやるしアレから金を巻き上げたら分け前もくれてやる」

　男は本気でそう言っているようだった。僕はいきなりのことに言葉を失ってしまう。

「お前はいつもを装ってあのチビとダンジョンにもぐればいい。後は適当に別れて、アイツを孤立させろ。後は俺がやる。どうってことはねえ、簡単だろ？」

　口の端を裂いて男は思いっ切り笑った。

　嫌な笑い方。僕がこれまで触れたことのない卑劣な臭み。

　寒気と嫌悪が体中を駆け巡る一方、僕は、[image: ]を一杯に握りしめていた。

「何で、そんなことを言うんですかっ……？」

「ああ？　うるせえよ、てめえは素直にハイって頷けばいいんだ。たったこれだけで金が手に入るんだ、美味い話じゃねえか」

　はっ、と男は大きくせせら笑う。

「よぉく考えろ。アレはただの荷物持ちサポーターだぜ？　大した役にも立ちはしねえ能無しが居なくなったって、痛くも痒かゆくもねえだろ？　搾しぼれるだけ搾って、後は捨てちまばいい」

　沸点ふってんが限界を越えた。

　瞼の裏が熱い。

　あの路地裏の時とは違う。怖気おじけ付く暇もなく、決定的な怒りが僕の体を支配した。

「絶対にっ、嫌だっ……！」

「クソガキがぁ……！」

　男も顔を歪ゆがめて凄味すごみを利かせてくるが、僕も眉間みけんにありったけの力を入れる。

　剣呑けんのんな空気が僕達を包み込んだ。充満する怒気に怯おびえるように、頭上で広がっている木の枝葉えだはがざわざわと揺れる。

　しばらく睨み合いが交わされ、やがて男は大きな舌打ちをして踵を返す。

　目元に固まる険をどうしても取り除けないまま、僕は遠ざかっていくその背中を見続けた。

「……ベル様？」

「！」

　背後からの呟つぶやき。

　吸い込まれるようにそちらを見ると、すぐ後ろでリリが呆然ぼうぜんと僕のことを見上げていた。

　それまで燃えていた感情が萎なえ、僕は不意の出来事に取り乱す。

「リ、リリっ？　いつからそこに？」

「ちょうど今ですけど……あの冒険者様と、何をお話していらっしゃったんですか？」

「えーと……いやぁ、ちょっといちゃもんをつけられちゃって……」

　何とか出まかせを口にした。目の前の本人を陥おとしいれるための交渉だなんて、言える筈はずがない。

　胸中穏やかじゃない僕のことをじっと見るリリは、口を引き結んで少し暗い表情をしている。

「そ、そうだっ！　何だか絡まれていたみたいだけど、リリは大丈夫だった!?」

「見ていらっしゃったんですか……。安心してください、リリはこの通り無事ですから」

　リリは両手を広げくるりとその場で回り、最後にフードの下で微笑ほほえんでみせる。

　乱暴された跡もなく、本当に危害は加えられなかったようで僕は安心した。

「リリ、あの人達は……」

「リリもベル様と一緒でいちゃもんをつけられてしまいました。リリもベル様も、やはり弱っちく見えてしまうんでしょうか？」

　僕の声は遮さえぎられた。

　冗談を織り交ぜながらにこにこと笑うリリは、明らかにこれ以上の追及を拒こばんでいる。

「さぁ、行きましょうベル様。リリは二日も探索をサボってしまったので、今日はベル様のご活躍を期待させてもらいますよ？」

　僕の脇を通ってリリはバベルへ足を向けた。こちらに振り返ると、揺れる前髪からのぞく大きな栗色の瞳が、何事もなかったように目尻を緩ませている。

　僕も、それ以上は何も言わなかった。口を閉ざし、黙ってリリの後を付いていく。

　今は前を向いてしまったリリがどんな顔をしているのか、騒がしい雑踏に耳を塞ふさがれながら、僕はずっと考えていた。

「……もう、潮時かぁ」
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「あれ、エイナもう上がるの？」

「うん。そのつもり」

　同僚の言葉にエイナは頷いた。

　ギルド本部窓口。受付ロビーである一階フロアは床も壁も白大理石で覆おおわれ一種の厳粛げんしゅくとした空気が流れている。窓から差し込む夕日が邸宅並みに広いホールを照らし出していた。

　窓口の方からロビーの光景を眺めながら、エイナは作業机デスクを一通り整理して席を立つ。

「わ、定時ぴったし!?　あのエイナがこんな時間に仕事上がりなんて、うそっ、まさか男!?」

「何でそうなるかなぁ……」

　ないないと手をぱたぱたと振って、苦笑しながらロビーを後にする。

　お先に失礼します、と最後に振り返って職員用の裏口を出ていった。

「さーて……」

　ギルド支給のこじゃれた靴をトッ、トッと鳴らしながら、エイナは住まいとは逆方面に歩み出す。彼女の住居はギルド本部の比較的近隣にあるのだが、目指す場所は違った。

　今は夕暮れに染まるこの北西のメインストリートには、屋台や露店はほとんどなく、巨大な商店が道の両脇に立ち並んでいる。ギルド本部が設置されている大通りとあって冒険者関連の店がひしめき合っているためだ。

　界隈かいわいの者達からは、数あるメインストリートの中でも『冒険者通り』などとも呼ばれていた。

　道幅も一際広く、重装の鎧よろいを身に纏まとった冒険者一団と危なげなくすれ違ってゆく。

（結局、本部の資料だけじゃあ【ソーマ・ファミリア】の情報は公式見解のものしかわからなかった……）

　エイナはここ数日、【ソーマ・ファミリア】の内部事情を探る真似まねをしていた。

　何故か、と問われれば、気になるから、という答えが簡潔に返ってくる。より仔細しさいに明かすなら、ベルが厄介事に巻き込まれないか不安だから、という補足が付いてくるが。

（【ソーマ・ファミリア】の担当者に聞いてもみんな似たようなことしか言わないし……ちょっと自分の足で頑張ってみるか）

　ギルドの参考文献や人づてに情報をかき集めてみても、成果はあまり芳かんばしくはなかった。

　異常な金への執着が前面に出るばかりで、構成員達を遮二無二しゃにむににさせる異様な雰囲気がある、という表面的事実にとどまっている。エイナは要点を整理しつつ、軽く思考も進めた。

（主神が己の目的のために【ファミリア】を煽動せんどう……違うな、何かしっくりこない）

　きな臭いという印象、問題点を列挙するならば、金への執着と、派閥自体の規模か。

　ソーマの評判に相応ふさわしくないほどの大量の構成員、信者があの【ファミリア】にはいる。

（神であるソーマに原因がないとしたら？　いや誘因だけが何かしらあったとしたら、【ファミリア】自体が……構成員達が暴走しちゃってる？）

　そこまで思考が進んだところで、エイナの歩みが一時止まった。

　大きな酒場が視界に現れたのだ。

「う～ん……ここに入るのが一番いいんだろうけど……」

　古今東西、情報収集するなら酒場と相場は決まっている。

　しかし、エイナには少し気が引ける場所でもあった。

　彼女にとって……いやエルフにとって、多くの冒険者が集う酒場とは、大抵が鬼門きもんなのだ。

　つまり、種族関係なしに男達が花に群がる蜂はちのごとく、彼女を放っておかないのである。

「あはは……やっぱりダメだ」

　恐らくは待ち受けているだろう展開を想像し、エイナは苦笑とともに大人しく酒場の前を通り過ぎる。冒険者の野太い声々が扉の奥から響いてきて、少し慌てて歩調を速めてしまった。

（自惚うぬぼれているわけじゃないんだけど……）

　エイナは自分の容姿にそれなりの自覚がある。

　他種族の間でも美女美男と誉ほめ称たたえられるエルフの血を半分引いているのだ。異性が目の色を変えて自分を放っておこうとしないのは、少なからず納得しなければいけない。

（別に、お付き合いすることに鈍感なわけじゃないんだけどなぁ）

　職場を出る際、男かと疑い驚いていた友人の顔を思い出す。

　そこまでエイナは生娘きむすめを気取ってはいないつもりだった。彼女ももう十九、交際している相手がいても何らおかしくない。彼女自身、少し虚むなしく思う時だってあるにはある。

　仕事欲に完敗している節があるが。

（でも、なかなか『この人だ！』っていう人がいないんだよね……）

　エイナに言い寄ってくる者は、その大半がたくましく精悍せいかんな冒険者達だ。

　自分を振り回す勢いでぐいぐい引っ張ってくれそうな、そんな頼りがいのある者達ばかり。

　そしてそんな彼等だから、少しエイナには気後れしてしまうところがあった。

（もうちょっと頼りなくてもいいかなー、なんて……）

　自他ともに世話焼きであると認めるだけあって、こう、もうちょっと甲斐性かいしょうがない方が好ましいかもしれない……とエイナはそんな身も蓋もないことを思ってしまう。

　一人じゃ困って困って困っていて、それでも何とか一人で頑張ろうとしていて、結局最後にはとぼとぼと自分のもとにやってくるような、そんな人物。エイナもしょうがないなぁと笑いながら世話を焼き、二人で協力し合いながら築いていく、持ちつ持たれつの関係。

　自分を頼ってくれる、というより保護欲をくすぐるくらいの相手がエイナにはちょうどいい。

（あーあ、どこかにベル君みたいな男の人いないかなー……）

　うん、それだ。

　一番ぴったり来る。言葉にしてみてよくわかった。

　そうだよ私ベル君みたいな男の人がいいんだよーあははー、とエイナはこれ以上のない納得を得た。

（……って）

　おいおい、と虚空こくうに片手で突っ込みを入れる。

　ベルみたいな男、では──もうまんまではないか。

　何もない場所で勝手に赤くなり、誰もいないところで「あは、あはははっ!?」と勝手に笑い出すエイナだった。

「あっ、着いた着いた！」

　自分一人なのに大げさに声を張る。顔の熱が冷めきらないまま、ごつごつとした加工石で構築された二階建ての道具屋アイテムショップへ入った。掲かかげられている店名の看板は『リーテイル』。

　ここに足を運んだ理由は、【ソーマ・ファミリア】が販売しているという酒を調べるためだ。

　食いつく選択肢がこれくらいしか残されていないこともあるが、不自然に少量の酒を売り込んでいるのはどことなく臭う。エイナ自身これで何かがわかるとは思ってはいないが、一度調べてみる価値は少なからずあるように感じられた。

（ずっと前に来たより、品数が増えたかな？）

　硝子がらすより遥かに強度を増した透明のクリスタルケースが、店内の中央を陣取るように縦横に並んでいる。背の高いそれら陳列棚をエイナは首を振って見て回った。

　棚に収まっている品は多い。丸底フラスコに溜まる青い液体はポーション、細い試験管の緑の液体は解毒薬、洒落しゃれたデザインのボトルに入っているのはエリクサー……全て商業系の【ファミリア】が製造した商品を仕入れたものだ。

　道具屋アイテムショップは【ファミリア】の商品ならば基本的に取り扱っている場所が多い。この店は『冒険者通り』に面する敷地を勝ち取っただけあって冒険者の評判は高く、品揃えも多い方だ。

　エイナは冒険者用の道具アイテムを一通り見た後、食料雑貨グロサリーと矢印で表示される店の隅へ向かった。

（わっ！　あったあった！）

　ボトルが並ぶ酒棚の中で、【ソーマ・ファミリア】のラベルを見つけたエイナははしゃぐ。

　酒棚に入っているのは飾り気のない本当にただの硝子瓶がらすびんと言ったところ。中身も透明だ。贔屓目ひいきめに見ても、あまり美味おいしそうには見えない。

　しかし他の酒が多く数を置いている中、【ソーマ・ファミリア】のものは残り一つしかなく、需要が高いというのは事実のようだった。

（……『ソーマ』？）

　やる気の全く感じられない白紙のラベルを見て、エイナは緑玉色エメラルドの瞳を瞬きさせる。

　主神と同じ酒の銘柄……神ソーマ自身が名付けたのだろうか？

　エイナは小首を傾かしげながら、閉じている棚のケースから商品を取り出してもらおうと店員を呼ぼうとして、ふと値札を目にした。

　六〇〇〇〇ヴァリス。

　ごんっ！　とエイナは額を棚に打ちつける。

（え、えぇ～～～～～!?　た、ただのお酒なのに!?）

　──信じられない！　ベル君の装備一式より高いよ！

　エイナは赤くなったおでこを擦さすりながらまじまじと『ソーマ』を見た。

　相場の高い冒険者専用の道具アイテムや装備品に匹敵する、もしくはそれ以上の価格。とてもではないが通常の一般人がおいそれと手を出せる代物ではない。

　嗜好品のレベルとして桁けたが違い過ぎる。

（て、手持ちのお金、こんな持ってきてるわけない……）

　ギルドの給料は並の冒険者の収入と比べて負けず劣らず高給だが、流石さすがに六〇〇〇〇ヴァリスは常に懐ふところに入れて持ち歩く額ではない。それにまず、一発購入すればエイナの生活費が際どいところまで逼迫ひっぱくする。つい先日もベルに防具をプレゼントしたばかりなのだ。

　酒棚の目の前で、エイナはここぞとばかりにうんうんと懊悩おうのうした。

「……エイナか？」

「えっ？」

　耳朶じだを撫なでる冴さえた声。呼びかけられた自分の名前に、エイナは振り返る。

　背後にいたのは、女性としては長身のエルフの麗人だった。

　きらきらと輝く翡翠ひすい色の髪を背中の辺りまで伸ばし一本に縛っている。美しい長髪をくぐって伸びる耳は木の葉のように尖って上向いていた。容姿に優れたエルフの中でも、その見目は仙姿玉質せんしぎょくしつとした美しさを誇っている。超俗していると言ってもいい。

　凛とした気品を絶えず身に纏まとう彼女のその瞳の色は、エイナのものと同じ、いや更に澄すみ切った緑玉石エメラルドの色だ。

　エイナは今度こそ仰天した。

「リ、リヴェリア様!?」

「やはりお前か……。久しいな、少し見ない間に随分と綺麗になった。見違えたぞ」

　笑み、とは言えるほどではないが、口元を柔く曲げるリヴェリア・リヨス・アールヴに、エイナは急いで畏かしこまった。

「あ、ありがとうございますっ！　か、過分なお言葉、身に沁しみる思いでっ……！」

「……その言葉づかいは止せ。ここはエルフの里ではないんだ。そもそも、お前は里の生まれですらあるまい。敬うやまわれる覚えはないぞ」

「で、ですが、高貴な御方には敬意の心を忘れてはならないと、母に……」

「あのアイナでさえ娘にそのようなことを吹き込むか……。嘆かわしいな、共に里を逃げ出した仲だというのに」

　ふぅ、と見ている方が魅せられる吐息をし、リヴェリアはエイナに強い視線を向ける。

「最低限の弁わきまえは確かに心得るべきものだが、それ以上は不要だ。私はあの檻の中のような堅苦しい扱いには心底うんざりしている。私のことを敬うと言うのなら、まず私の心中を汲くめ」

「そ、そんな……」

　リヴェリアの威圧混じりの言葉にエイナはたじたじになってしまう。

　確かにエイナは、世界に門戸を大きく開いた多種族入り乱れる自由都市の生まれで、エルフの里は知識でしか知らないが……目の前にいる相手は、王族ハイエルフだ。

　自分の体の中に流れる半分の血が、勝手に頭を下げさせてしまう。

「何も完全に砕くだけろとは言っていない。過敏になるな、そう言っている」

「わ、わかりました……」

「よし」

　満足気に頷く彼女とは逆にエイナの方は気が気ではない。眉が変な方向に曲がってしまう。

　参っちゃったなぁという言葉を胸の裏に隠しつつ、けれどそこで意識を変え、改めてこの再会を喜ぶことにした。

　幼い頃、エイナの生まれ故郷で何度か会ったきり、リヴェリアと顔を合わせることはなかった。

　エイナの方はギルドに入ってからその役職柄、すぐにリヴェリアの存在を知ることになったが、仕事の都合上、そう易々やすやすと会いにいける関係ではなくなってしまったのだ。

　会いにいけないというわけでもなかったのだが、尻込んでしまったのである。

「元気そうで何よりだ。まさかギルドに身を置いていたとはな」

「すいません、連絡をしようとは思っていたんですが……」

「気にするな。私もこの都市に来てからはダンジョンにもぐる毎日だ、他のことにかまける余裕はなかった。ずるずると後回しになっていただろう」

　リヴェリアは頷く仕草一つとっても洗練されていた。エイナも母親の品の良いたたずまいを見て育った口だが、やはり王族出身の彼女とは比べるまでもない。少し次元が違い過ぎる。

「リヴェリア様はどうしてここに？」

「なに、先日の探索で道具アイテムを切らしてしまってな。その補充だ」

「リヴェリア様は回復魔法が使えた筈……と聞くのは愚問ぐもんですね」

「ああ。魔法も万能ではないからな。道具アイテムで間に合うなら、それに越したことはない。エイナの方はどうした？」

「あっ……」

　問われて自分の目的を思い出した。話してみろと促うながされたので、エイナは少しためらいながら、【ソーマ・ファミリア】調査の件には触れないように答えることにする。

　ギルドの者が特定の派閥はばつに探りを入れていると、いらぬ風評被害を避けての判断だった。

「ほう、この酒か。私の【ファミリア】の中でも愛好している者が多いな」

「え……あ、あの、リヴェリア様？　このお酒を嗜たしなんでいる方で、依存症とか、少し普通じゃない症状を引き起こしている方はいらっしゃいますか？」

「私の目には酒飲みなどみな普通ではないように見えるが……常軌じょうきを逸いっした素振りを見せる者はいないな。何故そんなことを聞く？」

「ええっと……その、友人にこのお酒を勧められたんですけど、あの【ソーマ・ファミリア】のお酒と聞いて、少し偏見が……」

　少量の事実を織り交ぜて話す。質問した内容の誤魔化しが利きにくかったのと、リヴェリアに尋ねてみることで、何かしら進展が得られるかもしれないと思ったからだ。

「なるほど。確かに、あの【ファミリア】の団員の言動は薄ら寒いものがあると聞くな」

「リヴェリア様は、何かご存じではありませんか？」

　少し期待をして、少し声を弾はずませてしまった。

　それがいけなかったのか。

　リヴェリアは心持ち踏み込んでくるエイナを、片方の目を瞑つむってじっと凝視した。

　うっ、とエイナは詰まる。しまった、とも思った。

　リヴェリアは鋭するどい。心の機微を容易たやずく看破かんぱし相手の事情を見抜いてくる。幼少時、彼女の前だけでは隠し事ができなかった。

【ソーマ・ファミリア】を詮索していることがバレてしまっただろうか。

　エイナは冷や汗を湛たたえながらリヴェリアの反応を待つ。

「……まぁいい。生憎あいにくだが、私があの【ファミリア】について知っていることはあまりない。それこそお前と同じか、それ以下だろうな」

「そ、そうですか」

　しっかり勘付かれてしまっているが、問い詰めがなかったことにエイナは胸を撫で下ろす。

　リヴェリアはそんな彼女をしばらく見つめてから、口を開いた。

「私は知らないが……あの派閥の事情に、少なからず精通している人物なら心当たりがある」

「……えっ？」

「付いてくるか？　私達の【ファミリア】のホームに」





[image: ]






　長邸。

　言い表すならば、そんな言葉だった。

（聞いてはいたけど……流石、オラリオでも屈指の探索ダンジョン系【ファミリア】のホーム……）

　都市オラリオの最北端。メインストリートから一つ外れた街路の脇にそれはあった。

　狭い敷地面積に無理矢理築かれたような長大な館。高層の塔が槍やり衾ぶすまのようにいくつも重なり、お互いを補完し合っている。各塔の屋根が剣山けんざんを作っていた。

　赤銅色の館の高さは流石にバベルの足元にも及ばないが、見上げているだけで首が痛くなってくるほど。最も背の高い中央塔が、黒ずんだ天頂部分を夕闇の色に染めている。

　炎から削り出されたような邸宅。

　そんな表現がしっくりきた。

「リヴェリアさん、お帰りなさい」

「すいません、そちらの方は……ギルドの？」

「友人の娘なんだ。大目に見てやってほしい」

　男女二名の門番に話をつけ、エイナはリヴェリアとともに館の門を通される。

　並べば姉妹に違いない二人の外見であるが、その実、年の差は優に倍以上も離れている。

　エルフは亜人デミ・ヒューマンの中でも長寿の種族だ。

「あの、今更なんですけど……本当に良かったんですか？」

「何がだ？」

「ギルドに所属している私をホームへ招いたりなんかして……【ロキ・ファミリア】の部外秘の情報が、私を通して流れでもしたら……」

「できもしないことを言うな、エイナ。お前が腹に一物ある者ならば最初から誘いなどはしない。それとも、お前はよっぽど私に侮辱されたいのか？」

「い、いえっ。そういうわけじゃあ……」

　幼少の頃の光景を少々巻き戻しもしながら、エイナは館に入り、応接間に案内された。

　橙黄だいだい色を基調とした落ち着いた感じのする部屋で、通路にそのまま面している。値がはりそうなソファーとクロスのかかった丸テーブルがいくつも配置されていた。高級感溢れる演出はあるものの、応接間のそれというより、憩いこいと団欒だんらんの間、という方が似合っている。

　この空間を見ただけで、なんとなしに【ロキ・ファミリア】内のムードを察した。

（へえ、いいなぁ、ちょっと住んでみたいかも。……ん？）

　エイナが部屋を見渡していると一つの光景が目に入る。

　こちらに背を向けるアームチェア。その背もたれの上に金の塊がちょこんと乗っかっている。

　いや違う、人の頭だ。長い金の髪が肘ひじ掛からはみ出ている。

　椅子に座していた人物は、その細い首をひねって、ゆっくりとエイナ達の方を振り向いた。

　すぐにエイナは息を呑む。

「おかえりなさい、リヴェリア」

「ああ、ただいま。アイズ」

　エイナより年下の、美しい少女。

　繊細せんさいな造作の輪郭は柔和にゅうわさよりも凛々りりしさといった類たぐいの線美が目立つ。けれど麗うるわしい金の瞳は清冽せいれつな泉のように透いていて、無垢むくという言葉がただただ似合っていた。

　彼女の中には確かに気高い精美せいびと愛らしい幼さが同居している。

　以前エイナ自身が言葉にしたように、その容貌は溜息ためいきをつきたくなるほど美しかった。

　アイズ・ヴァレンシュタイン。

　ベルが想いを寄せる、金髪金眼の冒険者だ。

「その人は……誰ですか？」

「あ……わ、私はっ」

「私の親戚のようなものだ。二人とも、簡単に挨拶でもしておけ」

　勧められ自己紹介を交わす。アイズはエイナから目を逸そらさずはっきりと自分の名を告げた。

　防具を身に着けていないアイズは温室育ちの令嬢のように見えた。純白のワンピースに包まれるスレンダーな体つきは華奢きゃしゃという印象が強く、あくまで標準ほどの胸が、かえって大きいものと感じられてしまう。

　何も履はいていない色白の素足は瑞々みずみずしく、雪花石膏アラバスターのように滑なめらかだった。

　……落ち着かない。

　エイナはアイズには悪いがそう思ってしまった。ここで当事者達が顔を合わせているわけではないのに、ベルとアイズの間で板挟みに陥っているような感覚に襲おそわれたのだ。

　少しぎくしゃくしながらも、アイズと向き合う形でリヴェリアとともにテーブルを囲む。

「アイズ、消費した道具アイテムは揃そろえたのか？　十日後にはまた遠征だぞ」

「うん……明日、行くよ」

　膝を抱えてチェアに座るアイズはぽつりと呟いた。鈴を転がしたような声がか細く響く。

　ずっと前に自分へ向けられていたものと同じ、己の子を見るかのようなリヴェリアの視線に驚きを感じながら、エイナはついさっきから気になっていたことを小声で尋ねた。

「あの、リヴェリア様？」

「どうした？」

「何だかヴァレンシュタイン氏、落ち込んでいません……？」

　白い生地に包まれた膝頭に顔の半分をぽふと埋めている少女からは、少し元気が感じられなかった。長い金の髪も光沢が乏とぼしく、しょぼん、といった感じ。

　面識のなかったエイナでも気付けるくらいには、そう、落ち込んでいる。

　そんなエイナの質問に対しリヴェリアは珍しく、くっくっ、と笑みを漏もらしてみせた。

「なに、前から気になっていた男に、どうやら逃げられたらしくてな」

　余程面白いのかリヴェリアは肩を揺らし続けていたが、エイナにとってその発言は笑い事では片付けられない。「あちゃー……」と片手で額を押さえ頭を痛める。

　どうやら可愛い弟分に春がやって来る見込みは低いようだ。

　ベルには黙っていようと、今聞いたことは自分の中だけに封印するエイナだった。

「……リヴェリア様。それで、先程の件についてなんですが……」

「ああ、すまないな。ここに呼ぼう」

　一頻しきり笑ったリヴェリアは持ち帰ったバッグに手を伸ばす。

　彼女が取り出したのは、あの『ソーマ』だった。

「えーと、リヴェリア様？　呼んでくださるんじゃあ……？」

「ここを立って探しに回っても手間だ。そもそも神出鬼没しんしゅつきぼつ過ぎて見つかるかもわからん。来てもらう方が確実だ」

　エイナが疑問を浮かべる間にも、リヴェリアは自らが購入した──【ロキ・ファミリア】への請求書一枚で全て買物を済ませてしまったのは鮮烈だった──酒の栓せんを抜く。

　すぐに、酒には似つかわしくない独特な甘い香りが応接間を満たした。

「うわぁ……涼しい匂い」

「ふむ。嗅かぎ慣れているとはいえ、相変わらずだな」

　しばらく香りを楽しんでいたエイナだったが、ふとリヴェリアにグラスを差し出されつい受け取ってしまう。気が付けば王族である彼女に酌をさせてしまい、卒倒そっとうしそうになった。

　身にあまり過ぎて恐縮する中、恐る恐るとグラスを己の口に傾ける。

（うっわ……！）

　グラスを傾けた瞬間、エイナは目を見開いた。

　美味うまい。美味過ぎる。

　舌全体を痺しびれさせるような強烈な甘み。それでいてしつこくなく口溶けは滑らか。

　芳香ほうこうが鼻腔をたちまち駆け抜けていく。後味は爽さわやかで、最後の最後の余韻にまで意識そのものが翻弄ほんろうされてしまう。まるで体の隅々まで染み渡っていくようだ。

　これはリピーターが集まる筈だと、エイナは一口飲んだだけでそのことを悟った。

『この匂いはっ……！』

　そして、エイナがソーマを口にしてからすぐに。

　ダダダダッ、と酒の匂いに釣られるように、激しい足音が近付いてきた。

「お前、ソーマやなッ!?」

　次の瞬間、その朱色しゅいろの髪をなびかせ、【ファミリア】の主神、ロキが姿を現した。

「来たな」

「来てもらうって、そういうことですか……」

「あー！　やっぱりやぁ、やっぱりソーマやぁ！　なに、リヴェリアがうちのために買ってきてくれたん!?　かーっ、この親孝行もんめ！」

　エイナは芳醇ほうじゅんな香りを漂ただよわせる手元のグラスを見下ろし、次にリヴェリアの目論見もくろみ通り見事誘い出されたロキへ視線を移す。

　闇の中でも薄うっすらと赤く照るような朱色の髪と朱色の瞳。細目がちの双眸そうぼうはどことなく愛嬌あいきょうを感じさせるが、彫刻家が技術の粋をつぎ込んであしらえたような完璧な見目形は、間違いなく神のものだ。細面で端整な顔立ちは、今は尻尾をぶんぶんと振る犬のように輝いている。

「支払いをしたのは私だが、購入しようとしていたのは私でない」

「じゃあアイズか！　さてはダンジョンから帰ってきてずっと落ち込んだ風に見せとったのも、このドッキリをやらかす振りやったんやな!?　く～っ、アイズたんマジ可愛ええ！」

「違います」

　今にも興奮して飛びかかり抱きついてきそうなロキを、アイズは落ち込んだ状態のまま剣気を発散させて威嚇いかくした。変なことをしたら斬撃げいげきする、と。

　ロキは「あ、あれぇ？」と汗を流しながら、じりじりと後退し出す。

「ア、アイズたん、ツンの部分が極端過ぎるんやないかとうち思うんやけど、どう思う？」

「同意を得たいなら私にもわかる言葉で話せ。それより、土産みやげを持ってきたのはこの子だ」

　あ、そういうことにするのか。

　と、エイナはリヴェリアの意向を悟る。

【ソーマ・ファミリア】の内情に精通している神物じんぶつというのは、間違いなく、彼女達の主神であるこのロキであろう。神に供物を捧げることで、質問に答えてもらおうというのだ。

　神に直接意見を拝聴することは気が引けるものもあったが、エイナは腹をくくることにした。

「んんぅ？　誰や、この子？」

「お初にお目にかかります、神ロキ。私わたくし、エイナ・チュールと申します。この度は突然の来訪を……」

「ああ、そういうのええから。首の裏がかゆうなる。ぜひ止めて」

　面倒臭そうに手を振るロキは、ふと何かに気付いたように制服姿のエイナを見つめた。

　右の糸目を開いて、ニヤニヤと笑みを作る。

「何や、ギルドのもんがうちの【ファミリア】に接触してくるなんて……ウラノスのジジイ、中立とかほざきおって懐刀を備えておこうっちゅう、そういう腹か？」

「い、いえっ!?　私はっ……！」

「この子は私の客人だ。中傷など許さんぞ」

「あっ、そう。リヴェリアの客っちゅうんなら、間違いないんやろうなぁ。すまんなぁ、エイナちゃん。どうか堪忍して？」

「だ、大丈夫です。お気になさらずに……」

　リヴェリアの静しずかな眼差しを受けて、ロキは拍子抜けしたように肩をすくめ、苦笑。

　彼女はどかっと乱暴にソファーへ腰を下ろした。

「ほな、建前とかはええ、サクサク行こうか。うちの好物オキニ持ってきてくれたっちゅうことは、何か聞きたいことでもあるんやろ？」

「……では、お言葉に甘えさせて単刀直入に聞きます。【ソーマ・ファミリア】のことについて、知っていることがあったら教えて頂きたいのです」

「ソーマだけに、か？　ははっ、なるほどなぁ」

　片手に酒を持って、もう片手のグラスへ無作法に並々と注ぐ。ぐいっとあおったロキは美味うまそうにぷはぁと息を吐き出し、ほんのり赤く染まった顔をエイナに向ける。

「うちもソーマのアホとは仲いいわけでもない。エイナちゃんの期待に応えられるかわからんけど……ええよ、ちょちょっと口を滑らせたげる。なに聞きたい？」

「……【ソーマ・ファミリア】を取り巻くあの異常性の原因について、何かご存じですか？」

「んっ、いきなり核心きたなぁ。……でも、どう説明したらええんやろ」

　ロキはグラスを揺すりながら、その中で波を立てる酒を見つめる。

　少しの間を置いて、彼女はくいっとグラスの中身を飲み干した。

「よしっ、うちとソーマのなりそめを語っちゃろう！　あ、神酒ソーマって酒のソーマのことな？　間違ってもあのアホ神のことやないで？」

「は、はぁ」

「では……うちなぁ、酒が好きやねん。好きで好きで大好きで、一日に何件も店をはしごしまくって、色々な酒を飲み比べておってな。酔っ払って吐いて酔い潰つぶれてぶちまけて、そんな幸せな生活無限ループしとったら、ある日なぁ……とうとう巡り会ったんや、この酒ソーマに」

　理解できん、とリヴェリアが嘆息して半眼を送ってくるが、ロキは構わず話を続ける。

「運命の出会いっちゅうやつ？　一口飲んだ瞬間に惚ほれ込んだわ！　どっかの【ファミリア】が作ってようが関係あらへん、もう追っかけのごとくオラリオ中のソーマをかき集めてかき集めてかき集めて……で、そんなことしてる内に、面白いことを小耳に挟んでな？」

「面白いこと……？」

「信じられるか、エイナちゃん？　この酒ソーマ、失敗作なんやって」

　なっ……、とエイナは奇きしくもリリから話を聞いたベルと同じ反応を返してしまった。

　ロキは笑みを深め出す。

「気になるやん、こんなに美味い失敗作を生み出す『完成品』ってやつ？　そんでうち、ソーマんとこの【ファミリア】に直接乗り込んだんよ」

　エイナは愕然がくぜんとし、リヴェリアは今度こそ呆あきれ返る。敵対していないとはいえ、神が他神の本拠へ土足で入り込むなど、どうか襲ってくださいと言っているようなものだ。

　神達の間にもマナーがある。情報漏洩を防ぐ意味合いでも、他【ファミリア】の者を易々とホームに侵入させる道理はない。

「『ソーマァ！　うちや、結婚してくれー！』って玄関の前で叫んだんやけど、なんか寂しいくらいに全力でシカトされてなぁ……腹立ったから、断りもなしに本当に入ってしもうたんや」

　頭が痛くなってきたと、エイナはよろめく頭部を押さえる。

　だがその一方で、そこまで他派閥の干渉に無関心な【ソーマ・ファミリア】に疑念を抱いた。

「ガランとしててなぁ。人っ子一人いないんや。本拠地ホームにやで？　みんな出払ってるってどういうこと？　って、うちったらその時いよいよ薄気味悪く感じ始める……どころか、めっちゃウキウキし出してなぁ。鼻息荒くしてそこらへんを物色しまくったんや」

「……」

「頼む、ロキ。それ以上身内の恥を晒さらさないでくれ」

「グフフ、リヴェリアのいけず。まぁええ、探してみても本物の酒ソーマどころか何も見つからんかったし。それでいい加減うちも飽きてきて帰ろうかなぁ思ったら……いたんよ、あの神アホが」

　その時の光景を思い出したのか、ロキはうつむいて笑みを嚙かみ殺す。

「よぉ、ってうちが言ったら、あのアホ『いらっしゃい』とか抜かしてな？　言っとくけど初対面やで？　うちに碌ろくに目を向けないで、庭の方で一人鍬クワ持って畑を耕しておったん。後で聞いたんやけど、何でも酒の原料が自家製の植物なんやって。あ、別にヤバイもんを肥料にしとるとかはないで？」

　話す間にもロキはグラスを口にし、頰ほおを染めてほろ酔い加減になっていく。

　声の調子が上がっていた。

「そんで、このソーマっちゅう神が……もう腹立つやつでな」

「えっ？」

「どんな話題振っても『あぁ』とか『うん』とかそんな空返事ばっか。うちが気ぃ利かせてっるちゅうに畑はたけ耕してばっか。……うちは言外に糞くその肥料撒まき散らした畑以下やと言われた」

　当時の光景を思い出しているのか、目に見えてロキの怒気が募つのっていく。

　エイナは汗をかいた。

「いかにも優柔不断そうでヘタレ臭が漂う男神なりのくせに、うちのことをアホ面した案山子かかしのようにとことん放置しおって……あーくそっ、思い出しただけで虫唾むしずが走ってきおったっ！」

「……」

「しかも、しかもやでっ、エイナたん！」

「エ、エイナたん？」

「その非礼無礼を見逃してっ、うちが本物の酒ソーマを恵んでくれってっ、誠心誠意をこめて腰を折ったんよ！　このうちがやで!?　そしたらあのアホ、何て言ったと思う!?」

　実際、ロキはソーマから敵意の欠片かけらも感じなかったのでイケルと思っていたらしい。一升いっしょうくらいならなんとかなるだろうと。だから、油断していた。

　人畜じんちく無害そうな神は、しかしその時だけは手を止めて真摯しんしにロキと向き合い、言ったのだ。

『だが断る』

　その時ばかりは強い意志を見せたらしい。

「ムッキャァー！　ああいう輩やからにあんな台詞を言われるのが一番腹立つわぁッ！」

「ロキ、いい加減にしろ。話を脱線させてないで、早く本題に入れ」

　ふぅふぅ、と息をしばらく荒くさせ、ロキは落ち着いた表情でソファーに座り直す。

「すまんすまん。そんで紆余曲折うよきょくせつあったんやけど、あのアホからは【ファミリア】のことについて聞き出せてな。聞いたら普通に吐くわ吐くわ、馬鹿やろ？　あいつホンマ【ファミリア】を運営するセンスはないわ。というか、最初からやる気がないんやな、きっと」

　エイナは細い眉をぴくりと微動させた。

　最初から、やる気がない……？

　一体どのような思惑があるのかと思考が先行する。

「エイナちゃん、あまり深く考えない方がええよ？　つまりソーマっちゅう神は、自分の趣味のことしか頭にないんや。よくいるやろ？　何かに没頭して他のことにはなんも見えておらんやつ。あれを究極完全体にしたのがあのアホや。野望とか腹黒い魂胆なんて含んでるわけでもない、純粋に趣味に生きる、純粋な趣味神やな」

「こう言うと、神の中でも悟りを開いた仙人みたいなやつやなぁ」と冗談交じりにロキは言った。

　曲者が多い神の中でも一層の変わり者。

　エイナはソーマの神像についてそのような印象を抱く。

「で、ここで問題になってくるのが例の『酒ソーマ』や。アホ神は自分の趣味……酒ソーマの製造をするために【ファミリア】を作った。でも【ファミリア】は中々稼かせぎを上げてこない。金のかかる趣味や、このままじゃあ続けられへん。ない頭をひねったあいつは、『賞品』をもうけることにした。団員達がより頑張ってくれるような、起爆剤をな」

「まさか……」

「そ、『神酒ソーマ』や。完成品のな」

　唇に浮かぶ酒の滴を、ぺろりとロキは舌を出して舐なめ取る。

「この失敗作を飲んだエイナちゃんにはわかると思うけど、完成品のできはヤバくてな。飲めば『酔う』。べろんべろんに酔っ払うとかそういう意味ちゃうで？　心の底から、ただの酒に『酔う』。心酔や。人心ならぬ、心身掌握っちゅうやつかな？」

　ぞっ、とエイナは寒気に襲われた。

　先程の失敗作を飲んだ時の高揚こうよう感を思い出す。

　悪い意味ではなく、純粋に酒の風味に意識を引かれ、惹ひかれた。心が確かに浮き立った。

　あれ以上の、陶酔とうすい感？

　スーツの下で静かに鳥肌が立っていく。

　ロキは「こう言えばわかりやすいんかなぁ？」と前置きをし、断言した。

「あそこの子達が崇めているのはソーマやない、『神酒ソーマ』の方や」

　信仰の中心が神ではなく、『神酒ソーマ』。

　つまり、ソーマの評判に似つかわしくないほど【ファミリア】の構成員が多く存在するのは、彼の[image: ]み出した神酒ソーマに心を奪われたから。

　一口飲み干しただけで何事にも代えがたき多福感を与える神の酒に、信者達は溺おぼれたのだ。

「あのアホ神は本物の変態や。『神秘』を持った団員に手伝わせるでもなく材料の開発と調合、そして製法のみで『神酒ソーマ』を作り出しおった。趣味を極めた本物のアホが到達した、極致やな」

　エイナは気付く。

　ロキがソーマに向けるアホという呼称には、畏怖の意味もこめられているのだと。

「神々うちらの『力』なんて一切使っておらん。子供達と同じ、いやそれ以下の能力だけであそこまで漕ぎ着けた。信じれるか？　言ってしまえば人の手で神の酒を作り出しおったんや。天界でお前なにをやってたっちゅう話や」

「ふむ、おおよその全容は見えた。つまり、神であるソーマが神酒さけを団員達の餌にしたことで……」

「うん、あってるよ。一度神酒ソーマの味を知ってしもうた団員達は、何に代えても金をかき集めるようになった。賞品言うても【ファミリア】の全員に配れるわけない。資金調達のノルマを決めた上で、成績の上位者に神酒ソーマを与えることにしたんや。【ファミリア】内競争やな。あ、ノルマをちょっと越えれば、お猪口くらいの分はもらえるんやったかな？」

　思い出せん、と唸るロキを尻目に、エイナはようやく納得することができた。

　ギルドで度々見ていた【ソーマ・ファミリア】の金への異常な執着。

　あれは、神酒ソーマを得たいがための渇きだったのだ。

「しかし聞けば聞くほど劇薬の類だな。そんなものを放っておいていいのか？」

「うーん、言い方が悪かったかもしれんなぁ。『酔わせる』言うてもな、ヤバいクスリをきめたみたいに、頭がパーになるとか錯乱するとかはないんや。ただ感動する。打ち震える。もう一口と飲みたくなってしまう。でも、酔いは必ずどこかで醒める。普通の酒と同じようにな」

　薬物と違うのはそこだとロキは言う。

　禁断症状はない。依存症状も酷ひどくない。

　あくまで信者達の心酔は一時的なもので、本来ならば時間を置けば綺麗に消失する。

　ただ【ソーマ・ファミリア】の場合、飲酒してから次の飲酒をする間隔が短過ぎ、蟻地獄から抜け出せなくなっているのだ。

「依存症状はあくまで短期的、ということですか？」

「せや。神酒ソーマを飲めなくなって、正気に戻っている子達も大勢いるんやないかな？」

　付け加えるなら、神酒ソーマにも耐性はつくらしい。常に成績上位者に君臨する【ソーマ・ファミリア】の構成員はそこまで『酔う』ことなく平静な状態でいるとのことだ。

　そういえば、とエイナは思い出す。大部分が金へ執着していた【ソーマ・ファミリア】の冒険者の中で、Ｌｖ．2に上り詰めている一部の者達は比較的冷静であったと。

「結論から言ってしまうと、趣味にしか興味のないアホ神のずさんな【ファミリア】の管理、神酒ソーマの魔力、そして団員達の酒への飢え、これ全部がうま～く組み合わさって、今のイカれた【ファミリア】ができあがったっちゅうわけやな」

　本来ならば、【ファミリア】のトップである主神が目を光らせていればこうはならない。

　鶴つるの一声が発動すればどのような【ファミリア】も必ず沈黙するのだから。もしそこで子が神に逆らおうものなら、『神の恩恵ファルナ』の剝奪はくだつが待っている。

　そう考えるとこの状況を招いているのは、人畜無害といっても、やはりソーマ本人にあると言えるのかもしれない。

「こんなところやな。で、エイナちゃん、まだ聞きたいことはあるか？」

「いえ、もう大丈夫です。本当にありがとうございました」

【ソーマ・ファミリア】の抱えている事情はわかった。

　彼等の逸脱いつだつした酒の飢えは確かに恐ろしいものがあるが、現時点では看過できる範疇はんちゅうだ。

　酒、ひいては大金にしか関心を示さない彼等は、言ってしまえば一攫千金を狙って迷宮にもぐる他の冒険者と大して変わりはないのだから。ただ怖いのは、そう、目的のために手段が選ばれなくなった時。

　だがこのリスクもロキの話通りなら一部の信者のみと捉えられる。以前のベルの話し振りからして、彼の雇っているサポーターは酒に溺れず、しっかりと正気を保っている筈だ。

　少なくともベルが命の危険に晒される最悪の事態はなさそうだと、エイナは内心で安堵あんどした。

　そんな風に思考を働かせていた彼女を、ロキは、細い双眸をそっと開いて正視する。

「エイナちゃん」

「はい？」

「目の前に人参にんじんを吊るされたロバ達が、ずっとその人参を食えないでいるとどうなるか、知っとるか？」

　いきなり出された変わった質問に、エイナは顔をきょとんとさせる。

　ロキは両手の人差しを、ぴっ、ぴっ、と一本ずつ上げ、返答を待たず次の言葉を継ついだ。

「力のないロバはぶっ倒れて退場して、せこいロバは他のロバの人参を食らおうと、蹴っ飛ばしてまで横取りに走る」

　最初に浮かんだのは困惑で、次に起こったのは理解。

　ロキが何を言わんとしているのかエイナは察さっした。

「今のあそこの【ファミリア】はまさにそういう感じや。あのアホが人参吊るしとるから、止める者もおらんしな」

　そしてロキは全ての指を折りたたみ、右手の小指だけ、ぴっと上げる。

「そんでな、中には仲間に蹴っ飛ばされてもめげないロバがおるかもしれん。一人ではなんにもできない代わりに……同情なんかを買ったりして、うまーく他所よその飼い主に取り入るような、ずる賢くて、したたかなロバが」

　朱色の瞳に映る自分エイナの顔が、静かに強張こわばっていた。

「気付いたら身ぐるみをはがされていました、ってこともあるかもなぁ」

　ロキはエイナの瞳を覗き込むようにしていた姿勢を直し、ソファーに深く腰かける。

　半分も中身のないエイナのグラスに酒をそそいで、そっと勧めた。

「もしな？　あそこの連中とつるんどる友達がおったら、それとなく声をかけておいた方がええかも、なんてな？　大事にはならなくとも、痛い目には遭あうかもしれん」

　ギルドで冒険者の世話するのも大変やろ？　とロキはあぐらをかいて、おどけてみせる。

　見透かされている。流石は神といったところなのか。

　エイナはゆっくり息をはいて、神妙な顔で頷いた。

「ちょっと老婆心ちゅうか、余計なお世話かもしれんけど」

「……いえ。肝に銘じておきます」

　いい神なのだろう、彼女は。

　話で聞いていたよりずっと親切だ。あるいは自分が身内リヴェリアの知り合いだからなのかもしれない。

　エイナの視線の礼に、ロキはにへらっと笑った。

「さて。酒も無くなってしもうたし、お開きにしよか」

「すまないな。最後まで付き合ってもらって」

「ええよぉ。うちも美人で可愛いエイナちゃんと話せて良かったわ」

「あはは……」

　ん～、と立ち上がって思い切り伸びをするロキは、終始黙ってしょんぼりしっぱなしだったアイズのもとへ向かう。

「ほれ、アイズぅ。自分、いつまで落ち込んでんねん」

「……」

「そや、【ステイタス】更新しよ？　帰ってきてからまだやっとらへんやろ？　な？」

「……わかりました」

「フヒヒ、久しぶりにアイズたんの柔肌を蹂躙じゅうりんしたるわ……！」

「変なことしたら斬ります」

　真面目な声音に「えっマジで？」と少し及び腰になるロキは、アイズの肩に手を回して応接間を後にする。壁の向こうに消える直前、エイナ達にウインクして手を振った。

「面白い、神ですね」

「面白いかは賛同しかねるが、あれで存外に切れる。我々からの信頼も厚い」

「リヴェリア様も、ですか？」

「ああ、私もだ」

　両目を瞑つぶって、少しだけ微笑を浮かべるリヴェリアに、エイナも笑う。

　ややあってエイナは、最後に酌をされたグラスを手に取って頂戴ちょうだいした。

　──明日、ベル君に会えるかな。




　ロキの忠告を思い出しながら、少し苦く感じるようになった神酒ソーマを口に含むエイナだった。

『アイズたんＬｖ．6キタァアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア!!』

「ぶっっ!?」

「……エイナ」

「わああああああああっ!?　ご、ごめんなさぁあいっ!?」

















　日が暮れて、月が出て、夜が明けて、東の空からまた日が顔を出した、今日。

　僕は今までならまだホームにいる時間帯に、バベルの門の前へやって来ていた。

　昨日はダンジョンにもぐっている最中さいちゅう、リリを陥おとしいれると言ったあの男の言葉が頭から離れず、必要以上に神経質になっていた。リリ自身を不安にさせている自覚もある。

　心配をさせたくないあまり事情は話さなかったけれど、何度も安否あんぴを確認してくる僕のことを、リリは不安そうな心細そうな、そんな暗い表情でずっと盗み見ていたから。

「……」

　リリを取り巻く懸念に突き動かされる形で朝早く集合場所へ赴おもむいた僕は、おもむろに青空を仰あおいだ。この今の空白の時間を埋めるように、頭が昨夜の一幕に意識を飛ばす。




　ダンジョンから教会の隠し部屋に帰還した後、僕は思い切って神様にリリのことを話した。

　事情を聞いてもらった上で、せめて危険がないと判断できるまでリリを僕達のホームに匿かくまえないか相談しようとも、その時まで思っていた。

「ベル君。そのサポーター君は、本当に信用に足る人物かい？」

「え……」

　話を黙って聞いていた神様は、ゆっくりと僕に問い返した。

　最初は何を言われたのかわからず、理解したところで思わずテーブルを乗り出して何かを口にしようとしたけれど、神様の静謐せいひつな眼に、僕は二の句を継げられなかった。

「君の話を聞く限り、そのサポーター君はどうもきな臭いように思える。君がボクのナイフをなくした時も……ああ、別に責めているわけじゃないから恐縮しないでくれ……その日にちょうど行動をともにしたっていう彼女に原因があるように思えてならない」

　唐突だった出会い、【ファミリア】から孤立しているともすれば不可解な身の上、彼女自身を付け狙う冒険者達の存在……僕が語ったこと全てを神様は反転させて、灰色に染まった皮相の中身を浮き彫りにしていった。

　何も言い返せず言葉を失う僕に、神様は申し訳なさそうに眉を下げる。

「ごめんね、こんなことを言って。でもボクはその娘のことを知らないから、どうしても客観的な口振りになってしまう。直接その娘のことを見てきた君の判断が、やっぱり正しいのかもしれない。……でもボクは、あえて嫌なやつになるよ」

　君の方が心配だから、と続けて、神様は再び子を問いただすような静しずかな神威しんいを纏まとう。

「君の言う冒険者の男に疑われる何かを……いや後ろめたい何かを、彼女は隠し持っているんじゃないかい？」

　君もわかっているんじゃないか、と神様は正確に僕の心の内を射抜くように告げた。

　……それはもしかしたら、頭のどこかで考えないようにしていたことなのかもしれない。

　サポーターとして今まで沢山手を貸してくれたリリに、モンスターから命まで救ってくれた彼女に、僕は盲目であろうとしていたのか。

　神様に真まっ直すぐ見つめられる僕は、しばし動きを止めて、それまでリリが見せてきた顔を、見えてしまったリリの素顔の一部を、全部を全部、思い返していった。

「神様、僕は……」




「ベル様？」

「！」

　思考が打ち切られる。

　僕の名前を呼ぶ声に、昨夜の記憶から意識が舞まい戻った。

「あっ……リ、リリ、おはよう」

　浸っていた回想を、軽く頭を振ることで追い払い、僕は少し遅れて返事をする。

　リリはそんな僕のことを見つめ、すぐに前髪で隠れがちになっている顔を笑みへと変えた。

「おはようございます、ベル様。まさかこんな時間にベル様がいるなんて、リリはリリの目を疑ってしまいました」

「あはは、そうだね。どんな時でもリリは僕より早く来てたし」

　ひとまず、何事もなさそうなリリの姿に安堵あんどを覚えた。

　思っていた通り、あの冒険者の男は地上でリリを襲撃するような真似はしないらしい。

　何か事件を引き起こしてギルドの要注意人物一覧ブラックリストに乗ってしまった冒険者は、この都市で非常に生きづらくなる。もし罰則ペナルティとして冒険者の登録を取り消されれば、それだけで魔石やドロップアイテムは買い取ってもらえず見返りなしで引き取られることになるからだ。そこから連鎖して【ファミリア】の脱退──つまり神様から切り捨てられる可能性だって出てくる。

　度が過ぎた違法行為をしたならば、最悪牢屋ろうや行きで、刑罰。

　冒険者に対する法は彼等のアウトローっぷりからほぼ形骸化しているって話だけど、ギルドも動く時に動かなければ示しがつかなくなる。犯罪行為は取り締まられると考えていていい。

　そう、だから。ことを起こすのなら、例え人を襲ったって、正当防衛だったとかモンスターと間違えたとか、第三者がいなければいくらでも言い逃れができる、ダンジョンの中でだ。

「ベル様」

「あ、ごめん。なに？」

「今日は10階層まで行ってみませんか？」

「えっ……」

　ほんのちょっと思考に耽ふけっていた僕を、リリの不意の提案が突く。

　目元を前髪とフードで隠しながら笑うリリを僕は驚きの表情で見つめた。

「どうして、いきなりそんな……？」

「ベル様、リリがお気付きにならないと思っていたのですか？　ベル様はとうに10階層を踏破できる実力をお持ちになっているのでしょう？」

「……」

　リリの言う実力が【ステイタス】のことを示しているのはすぐにわかった。

　確かに今の僕は『敏捷』を初め基本アビリティの能力値がＡやＢの段階に突入しつつある。ギルドの示すダンジョン攻略の能力参考でいえば、Ｌｖ．1の冒険者が攻略可能とされる最下層、11～12階層までの規定をクリアしていることになる。

　それでも今すぐに下層に降りようとしないのは、僕がソロだからという理由もあるけれど、何より10階層以降はダンジョン自体の性質がそれまでより殊更ことさら悪辣あくらつになるからだ。

　地形条件が牙を剝むくと言えばいいのだろうか。とにかく、各アビリティ評価Ｇで7階層に挑むのと、評価Ａで12階層に挑むのとでは難易度の桁けたが違う。

　実は、僕はもう9階層まで危なげなく到達階層を増やしている。このままの調子なら例えソロであっても11階層以下はともかく、10階層までは進めると、リリはそう判断したんだろう。

　正直なところ、僕も手応え自体は感じてる。ちょっと自信に偏かたよっているかもしれないけど、やれるという確信もあった。

　それでも、僕が迂闊うかつに10階層へ足を踏み入れようとしなかったのは。

　出るのだ、10階層には。

　これまでの階層には姿を現さなかった、『大型級』のモンスターが。

　……そう、あのミノタウロスのような。

「……でも、僕、この前7階層で死にかけたばかりだよ？　そんな僕が10階層に行っても……」

「ですが、あの慢心まんしんが招いた失敗を経験したからこそ、今のベル様には驕おごりはありえないのではないですか？　あえて言えば、痛い思いをしたベル様は冒険者様の器としてより磨みがかれたと、リリはそう感じています」

「……」

「それにベル様は『魔法』を手に入れました。あの魔法は強力です。今のベル様には死角は存在しません」

　昨日リリには【ファイアボルト】の行使を見せてある。

　お披露目ひろめというより、『魔力』の強化──神様には昨夜【ステイタス】更新をしてもらった──のためと使い慣れるっていう意味合いの方が強かったけれど、リリには絶賛ぜっさんされていた。

『速攻魔法』という属性は、それだけソロでダンジョンにもぐる僕にとって価値がある。

「他の冒険者様のパーティに随伴して、11階層まで降りたことのあるリリが太鼓判を押しましょう。ベル様は10階層を楽に攻略できます。絶対です」

　魔法を手に入れる前から、エイナさんからは10階層まで降りる許可はもらっている（厳重注意だったけど）。そう考えると、リリが口にした通り、魔法が発現した今なら10階層は確実に攻略できるのかもしれない。

　前進か、現状維持か。

「……実は、リリは近日中に、大金といえるお金を用意しなければいけないのです」

「っ！　もしかして、それって……」

「事情は言えません。ただ、リリの【ファミリア】に関係することなので……」

　思考を働かせる僕に追い打ちするように、リリは自分の事情を打ち明けた。

　昨日リリが三人組の冒険者達に絡まれている光景が蘇よみがえる。

　意識を離れて首がびくっと痙攣けいれんした。

「どうか、リリの我儘わがままを聞いてくれませんか、ベル様？」

　リリは頭を下げ、そろっと上目がちに僕を見上げる。

　……もし本当に【ファミリア】での約束事だった場合、僕の干渉は──リリの必要とする負担たいきんを肩代わりすることは──リリのためにもならない。他【ファミリア】の構成員に見返りもなしに助けられたとなれば、周りや当事者達がどう受け止めるかにもよるけれど、その【ファミリア】の名前に泥を塗ることになる。恥と言い換えてもいいかもしれない。

　僕にはリリの事情を確かめる術がない。尋たずねてもきっとリリは本当のことを言わないだろう。

　同じ状況だったら、僕だってそうする。

　僕は右手をぎゅっと握り、覚悟を決めた。

「わかったよ。行こう、10階層」

　そう言うと、リリの顔には笑みが咲いた。「ありがとうございます！」とはしゃいで何度も頭を下げてくる。僕は眉尾を下げながら苦笑いした。

「すぐに出発する？　それとも念のためにバベルの中でアイテムを補充しとこうか？」

「アイテムの方はリリが昨日揃そろえておきました。それよりベル様、これを使ってみませんか？」

「……これって」

　地面に下ろしたバックパックからリリが取り出したのは、墨色の柄の短剣だった。

《神様のナイフ》が刃渡り二〇Ｃセルチくらいだとすると、この剣は五〇Ｃセルチに届くか届かないかくらい。

　ショートソード……いや両刃短剣バゼラードか、これ？

　棒状の柄頭の部分と鍔つばが刀身に対して垂直の形を取っている。シンプルな形状の短剣だ。

「どうしたの、これ？」

「ベル様には悪いのですが、事前に準備させてもらいました。大型のモンスターと戦うことになると、今のベル様の武器ではリーチが短みじか過ぎますので。そうでなくとも、リリはもう少し射程があった方がいいと前々から思っていました」

「ええっと、くれるんだよね？　タダで頂いただくっていうのはちょっと……」

「リリの我儘を聞いてもらうんですから、いわば恩返しです。もらってあげてください」

「……そういうことなら」

　受け取った《バゼラード》を鞘さやから抜く。

　銀の剣身は両刃で薄い。割と軽く、短刀の延長とも言えるので、剣を装備したことのない僕でも比較的取り回しは利きそうだけど……。

「上手く扱えるかな？　一度も使ったことのない武器だし……」

「10階層に辿り着くまで試し切りを行ってみてはいかがですか？　7階層までの敵ならちょうどいいでしょう。それにリリの目が間違っていなければ、ベル様は短剣との相性もいい筈はずです」

　沢山の冒険者パーティと行動をともにしていたリリの眼力は確かだ。今日まで預かった指摘は全てが的を射えていた。

　僕はリリの言葉を疑わず信じることにした。

「あっ……僕、剣帯けんたいの装備がないや……」

　と、剣を吊るすための装備がないことに遅まきながら気付く。

　これじゃあ鞘が邪魔になっちゃう……。

「ベル様、ベル様」

「？」

「リリの記憶が確かなら、そのプロテクターには武器を収納できた筈では？」

　あ、忘れてた。僕自身が口にしていた言葉なのに。

　僕は《神様のナイフ》を一旦プロテクターから取り外して、格納装置を調節してから《バゼラード》をあてがった。問題ない。しまえる。

「リリ、よく覚えてたね。僕なんかすっかり忘れちゃってよ」

「えへへ。リリも閃ひらめいたように今思い出しました」

　頭に手をやるリリは照れたような素振りを見せる。

　リリの姿にそこまで微笑を漏もらしていた僕は、すぐに、今度は《神様のナイフ》をどこにしまうのかという今の状況に気付く。

「……」

　唐突に、僕の頭の中で、昨夜の神様の言葉が響き渡った。

　──そのサポーター君は、本当に信用に足る人物かい？

　今握っている《神様のナイフ》にまるで語りかけられるように、記憶の中の神様の声が、再三僕へ問いかけてくる。

「……」

　僕は許しを請こうように静かに目を瞑つむった。

　次に瞼まぶたを開けた時には、《神様のナイフ》をレッグホルスターへしまい込む。

　その試験管サイズの囊のうへ、鞘ごとナイフを差し込んだ。

「……」

　リリはそんな僕を黙って見つめ、軽くうつむく。

「それじゃあ、行こうか？」

　僕の確認に、リリは顔を上げ、フードの下で小さく笑い、「はい」と頷うなずいた。
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「頼んだぞ、チュール。査察とは言うが、厳重には取り締まり過ぎないように」

「はい、わかりました」

　ギルド本部を出たエイナは上司に見送られ、北西のメインストリートを出発した。

　本日エイナはギルドの管理下にある『バベル』に出張という形で査察を行うことになっていた。ギルドのお膝下である摩天楼施設内で何か不正が行われていないか、テナントを貸し出している各【ファミリア】、各店舗へ立ち入り検査をするのだ。

　査察官であることを証明する腕章わんしょうと青いスカーフのセットを巻いて、先に出た他の職員達から遅れること数分、まだ朝の早い時間帯にエイナは都市の中心を目指す。

（結局、ベル君とは会えずじまい、か……）

　昨日訪問した【ロキ・ファミリア】で入手した情報を、エイナは頭の中でぐるぐると回す。

　ロキから最後に告げられた忠告を胸に引きずり、ベルの現状へ一抹の危惧を抱き出しているエイナは、少し歯痒はがゆい思いを味わい始めていた。

　それこそ昨日の内に無理矢理でも会っておくべきだったと、後悔の念が過よぎるくらいには。

（順序が逆になっちゃうけど……せっかくだし、先に神ヘスティアに事情を話しておこう）

　今日自分が査察を行う【ヘファイストス・ファミリア】のテナント、そこで最近働くようになったという女神の顔を思い浮かべながら、エイナは予定を決定する。公私混同、職権乱用、などという言葉が生真面目きまじめな脳裏にちらついたが、ええいっ知ったことかッ、と蹴り飛ばした。

「あ」

「……？」

　大通りから中央広場セントラルパークに足を踏み入れ、しばらく進んだ時だった。

　北西のメインストリートから出てきた自分に対し、北のメインストリートの方角から合流するように彼女、アイズ・ヴァレンシュタインが近付いてきたのは。

「……お、おはようございます、ヴァレンシュタイン氏」

「……おはようございます」

　動揺しがちに挨拶あいさつをするエイナに対し、アイズはぺこりと頭を下げた。砂金を織り交ぜたかのような金の長髪が彼女の動作に合わせ揺れる。

　対応に一瞬困りながらも、昨日の今日で自己紹介をした手前このまま別れるのは気が咎とがめ、エイナはアイズに声をかける。

「ヴァレンシュタイン氏、今日はどうなさったんですか？」

「道具アイテムを、買いに行こうと思ってます」

「えっと、バベルに、ですか？」

　頷くアイズと会話を進めていくと、どうやら彼女はこのままダンジョンにももぐるらしい。

　昨日のリヴェリアとは異なる店を利用するのかと少し疑問を感じていたエイナだったが、武器と防具を身に付けているアイズの姿をあらためて見てなるほどと思った。

　この美しい外見からはとても想像できないが、彼女は【剣姫けんき】という二つ名の他に、戦いに明け暮れる『戦姫せんき』という呼び名を冒険者達から欲しいままにしている。

（……まだ元気ないみたい）

　昨夜の落ち込んでいるアイズの姿を知っているエイナは、どこか覇気のない声音と少しうつむきがちになっている顔を見て察する。

　例の気にしていた男性に逃げられたことが余程ショックだったのだろうか。

　こんな美少女から逃走する輩やからがいるなんて顔を見てみたいと思いつつ、エイナはあの可愛かわいい弟分のため、一つお節介を焼いてやろうとする。

「ヴァレンシュタイン氏、先日はありがとうございました。私の担当冒険者を救って頂いて」

「……？」

「覚えていらっしゃらないでしょうか。先日、5階層で暴れていたミノタウロスを貴方が倒し、間一髪のところを助けられたそうなのですが」

「…………ミノ、タウロス」

「はい。冒険者の名前はベル・クラネル。彼は非常に貴方へ感謝しておりまして……」

　ベル、という名を聞いた瞬間、アイズの首が無残なまでにずぅんと折れた。その様子に少年の好意を伝えようとしていたエイナはぎょっとする。

　しばし無言の時間が続き、バベルを目前に控えた頃、アイズは感情の薄い相貌そうぼうをどこか沈痛そうにしながら、おずおずと唇を動かす。

「……私、怖がられていないですか？」

「え、えぇ……？」

　本気で戸惑ったような声を、エイナは絞り出すことしかできなかった。

「──？」

　そこでふと、エイナの視野にとある光景が入り込む。

　視界の隅の一本の広葉樹、その根元に身を寄せ合っている四人ほどの冒険者の集団。

　その内の三人の防具には、三日月を背景に置いた杯さかずきのエンブレム……【ソーマ・ファミリア】のシンボルが刻きざみ付けられている。

　エイナは反射的に、読唇どくしん術で、視線の先の者達の唇の動きを読んだ。

『──手筈通りに──しくじるんじゃあ──』『わかって──アーデの方は──』

　距離が開いているため一部を取りこぼしたが、エイナの緑玉色エメラルドの双眸そうぼうはその言葉を認める。

　直接ベルの名前が出たわけではないが、彼等は確かに少年が雇やとうサポーターの名を口にした。

　やがて彼等はバラバラに散り、高くそびえるバベル、恐らくはダンジョンへと向かっていく。

「……どうか、したんですか？」

　エイナの異変を悟ったのか、アイズが顔を上げ、声をかけてくる。

　表情を常よりも険しくするエイナは、揺れる瞳ひとみでアイズのことをしばらく見つめた後、迷いを放り出すように、彼女へ頭を下げた。

「無礼を承知の上で申し上げます。私の担当冒険者を、ベル・クラネルを助けてください」

「……」

「私の思い過ごしかもしれません、ですが、彼は恐らく厄介やっかい事に巻き込まれつつあります。厚かましい真似だとはわかっていますが、どうかお力を」

「それは、昨日の……？」

　昨夜応接間で話を耳にしていたアイズは、すぐにエイナの言っていることに察しをつけたようだった。顔を上げたエイナは頷き、【ソーマ・ファミリア】と思おぼしきパーティが今出発していったことも含め、これまでの詳しい経緯を話す。

　エイナの話を聞き終えたアイズは、「わかりました」と頷いた。

「よろしいのですか？」

「はい……私も、まだちゃんと謝っていないから」

　最後の言葉に一瞬疑問を感じながらも、エイナは道を譲る。

　そのままアイズを見送ろうとしたが、最後に思い立ったように、その金の長髪の後ろ姿に声を飛ばした。

「あの、ヴァレンシュタイン氏！」

「……？」

「ベル君は……ベル・クラネルは、貴方に助けてもらったことを本当に感謝していました！」

　エイナの伝えたその言葉に、アイズは軽く目を見張り。

　そして確かに、その目元を和やわらげ、小さく微笑ほほえんだ。
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　8～9階層はダンジョンの景色と地形が大きく変化する。

　まずルームの数が多くなり、また広い。ルームの間を繫つなぐ通路は短いものばかりで、伴って三Ｍメドルから四Ｍメドルが精々だった天井の高さが、一〇Ｍメドル近くにもなる。

　木色の壁面には苔こけがまとわりつき、地面も短い草の生えた草原に。頭上から降る強い燐光は太陽の光を彷彿させ、まるで広原に足を運んだかのような錯覚に陥るだろう。

　出現するモンスターは今までの総まとめと言っていい。新しい種類のモンスターがいない代わりに、ゴブリンやコボルトがより手強くなった状態で現れる。ただ相手の力を見紛みまがわなければこれまで通りに戦えるところから、8～9階層は比較的攻略が楽な階層と言える筈だ。

　証拠に、僕達は数日の間で次層へ続く階段に辿たどり着くことができた。

　そして、肝心の10階層。

　この階層は……。

「霧……」

　深くない、けれど視界を妨さまたげるには十分な白い靄もやが、ダンジョン中に立ちこめていた。

　10階層のダンジョンの作りは8～9階層の形態をそのまま引き継いでいる。ただ天井からの光源だけは日の光のように燦々さんさんとしたものではなく、まさに朝霧を連想させるような光度だ。

　ダンジョンに入ってから初めて受ける、視野の妨害。

「リリ、離れないでね」

「……はい」

　先程からもう何度ともしれない言葉をリリへ告げる。

　この霧ではぐれてしまう心配も勿論もちろんあるけれど、それ以上に僕は昨日の冒険者の男の襲撃に注意を配っていた。この階層に来る前もしつこいくらいにリリの方を見て確認を取っているので、もしかしたらとことんウンザリされているかもしれない。

（それにしても……案外しっくりくるなあ、コレ）

　僕はリリの気配に意識を割くのと並行して、手の中にある《バゼラード》を見やった。

　使い勝手は上々。間合いの取り方が短刀を使い込んでいた影響を受けてまだ拙つたないけど、十分及第点だと思う。キラーアントも余裕を持って料理することができた。

　リーチの長さが本当に新鮮だった。安全地帯からぽんぽんと攻撃を仕掛けている気分だ。

　威力いりょくはやっぱり《神様のナイフ》ほど見込めないみたいだけど、贅沢は言ってられない。

「……！」

　進んでいた通路を抜け、視界が開ける。

　草原が続く広々としたルーム。霧が広がりつつも空間の中ほど辺りまでは視界が利く。

　そしてその景色の中で、葉と枝を失っている枯木かれきが、辺りに点々と立っていた。

「……」

　霧の中で不気味に佇立ちょりつする木々に僕は顔をしかめた。取りあえず、モンスターが産まれてくる壁際を避けて広間の奥へ。

　それぞれ一Ｍメドル、二Ｍメドルほどある枯木の群れに近付く。木肌は以外にもしっかりとしていて、幹は下から上に行くにつれて極端に細くなっていく、明らかにヘンテコな構造。

　──ああ、やっぱりこれが。

　僕は苦々しい気持ちで木々を一通り見つめた後、リリの方を顧かえりみる。

「どうしよう。これ、先に切っておこうか？」

「いえ、その暇はないようです」

　前方を見据みすえるリリにはっとする。

　背筋をぴりぴりさせる緊張感を覚えながら、僕は後ろを振り返った。

　大柄なシルエットが霧の向こうで揺らめいている。耳を打つ大きな足音と、絶え間なく続く地面の震動が靴を通って全身に伝わってきた。

　僕は引きつりそうになる顔を我慢して、奥歯を強く嚙かむ。

『ブグッゥゥゥゥ……』

　低い呻うめき声とともに大型級のモンスター、『オーク』は姿を現した。

　茶色い肌に豚頭。ずるずる剝むけた古い体皮が腰の周りを覆おおっており、まるでボロ衣のスカートを履はいているようだ。身長は三Ｍメドルを越すだろうか。ミノタウロスよりやや高いくらい。

　ただあの牛のモンスターが引き締まった筋肉質の体をしていたのに対し、オークは丸く太った、ずんぐりとした体型だった。

「やっぱり、大きい、よね……」

「逃げてはいけませんよ、ベル様？」

　避けては通れない道です、と言うリリに僕は唾つばを飲み込みながら頷いた。

　そうだ。このオークを倒せなきゃ、この先で出てくる大型のモンスターなんて……ミノタウロスなんて、一生攻略できっこない。

　自分より遥はるかにでかいからって、びびってなんかいられないんだ。

　僕は大きく息を吸い込んで眦まなじりを決した。

『ブギッ、ブォフオオオオッ……！』

　オークがその潰つぶれた黄色い瞳で、僕とリリを射抜く。

　獲物を視認した豚の怪物は地響きを起こしながら木々の間を抜け、おもむろに手を伸ばす。

　そして、その巨腕で一本の木を──引き抜いた。

　迷宮の自然の一部だった筈の枯木は、その瞬間、無骨な棍棒こんぼうへと成り変わる。

『迷宮の武器庫ランドフォーム』。

　ダンジョンの厄介な特性の一つ。

　この生きているダンジョンが、迷宮内を徘徊はいかいするモンスター達に提供する天然武器ネイチャーウェポン。

　10階層で初出となるこの地形効果はもっぱらモンスター達の能力を後押しする。

　素手や生身の状態でなら倒せるモンスターも、このダンジョンからの支援を受け取ることによって一癖も二癖もある敵へと変貌へんぼうするのだ。

「タイミング、悪いよ……」

『迷宮のランドフォーム武器庫』は破壊可能だけれど、これもまたダンジョンの一部なので時間が経てば当然のように修復する。モンスターが使用した後も同じだ。この枯木だったらすぐにもとの場所から生えてくるらしい。

　通常なら、暇があれば『迷宮の武器庫ランドフォーム』は破壊しておき、少しでもモンスターの強化は防ふせぐところなんだけど……本当にタイミングが悪い。

　完全武装したオークと、僕はもう僅わずかの距離を残して対峙たいじすることになった。

「……」

　オークの荒い呼吸音の間隔が狭まっている。

　今にも飛びかからんと醜しゅう悪あくな瞳がギラギラと輝いていた。

　初となる大型級モンスターとの戦闘。激する緊迫感。

　爆発しそうになる心臓を意志の力でねじ伏せながら、僕は、肩の力を抜いた。

　そして、オークが雄叫おたけびを上げる。

『ブゴオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッッ!!』

　戦闘開始の合図。

　それを聞いて、僕はオークに向かって駆け出した。

（攻撃はもらえない！）

　体格差からはっきりしている通り、オークの攻撃は僕じゃ防げない。

　当たれば即座に吹っ飛ばされる。間違ってもプロテクターを用いた防御なんて無しだ。

（逆に、こっちが狙うとしたら……！）

　まずは下半身。特に地に根を張る二脚。

　でかければいいってもんじゃない。いや本音を言えばあのサイズに終始怯おびえっぱなしだけど、とにかく大きいヤツは大きいヤツなりに、弱点を抱えている。

　的が大きいのは当たり前として、小回りが利きにくい。

　オークなんて動きがのろいモンスターは尚更なおさらだ。重過ぎる体重はバランスも失いやすい。

　一撃。

　一撃だ。

　相手の一撃をやり過ごせば、僕のリターンは大きい。

　視界の中のオークが、見る見る内に迫ってくる！

『ォオオオオオオオオオオオオオ！』

　まっしぐらに向かってくる僕にオークは棍棒を構えた。

　根だった部分が丸く肥大したハンマーを、頭上に高く高く振りかぶる。

　振りかぶるってことは……！

「っ！」

　僕は怯ひるまず突進した。

　武器を振り下ろす攻撃は薙なぎ払いと違って効果範囲は狭い。その軌道を見極めてしまえば回避はずっと楽だ。地面に叩たたきつける故に連続攻撃の心配もいらない。

　棍棒を引き上げるまでは、完璧に相手は隙だらけ。

　一気に、畳みかけてやる！

『ブグウウウッ！』

「当たりぃっ！」

『──ゲブォア!?』

　振り下ろされた棍棒を余裕をもって回避。

　突撃の勢いを緩めずオークの脇を駆け抜け、すれ違い様に横っ腹へ斬撃を見舞う。

　裂かれた腹から緑色の鮮血が飛び散り、オークは堪たまらず叫び声を上げた。

　草原がより色の濃い緑液に染め上げられる。

「ふっ!!」

　ガラ空きの背後から予定通りに右足を狙った。

　地面ギリギリからすくい上げるような、斬きり上げ。

　両手で持った短剣の切っ先が草原を削り、次にはオークの太い短足に銀の刃が叩き込まれる。

『────────────────────ッッ!?』

　耳を聾ろうする大絶叫ぜっきょう。

　膝を叩き割って内部に滑り込んだ《バゼラード》は一旦停止した。硬い骨の感触、更にオークの全体重もそこへかかり剣身がこれ以上動かない。

　けど僕は、歯を食い縛って。

　オークを持ち上げるかのように、力任せに、《バゼラード》を突き進ませた。

「こんッ、のぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ!!」

　切断する。

　短剣が勢いよく右足から飛び出し、すぐに片足を失ったオークは草原に倒れ込んだ。

　潰れる悲鳴にルーム全体を震わす衝撃しょうげき。オークは悶もだえるけれど、僕は止まらない。

　ダッ、ダッ、とオークの巨大な背中の上を駆け抜け、そして後頭部、剣先が真下に向いた《バゼラード》を振り下ろす。

　鈍い音とともに刃がオークの頭が貫通した。

『ギッ、ゴォ……』

「ベル様、もう一匹来ました！」

「！」

　一度大きく痙攣してやがては絶命したモンスターから顔を上げ、リリの言葉通り、僕達のやって来た通路の逆方面から現れたオークを視認する。戦闘の音を聞きつけたのか、既に興奮しながら霧の海をかきわけて来て、周囲の天然武器ネイチャーウェポンを装備しようともしない。

　僕は息絶えたオークから飛び降りて右腕を突き出した。

　外れるわけがない。

　吊つり上げた双眸をでか過ぎる図体へと照準させ、僕は一気に魔法の引き鉄を引く。

「【ファイアボルト】！」

『ブゲェエアアアアアアア!?』

　雷いかづちのごとく折れ曲がる炎の矛はオークの胸部に命中する。

　オークは叫び声を上げて踏鞴たたらを踏むけれど、それだけ。黒焦こげた胸は破れてボロボロになっていても、まだ撃破には至っていない。

　やはり発現したばかりだけあって、今の僕の魔法じゃあオークを一撃で倒すことはできないようだ。【ファイアボルト】の威力はまだまだ低い。

　でも──。

「──ファイアボルトッッ!!」

　連射。

　立て続けに放たれた『速攻魔法』が再びオークを襲う。

　寸分の狂いなく同じ箇所に被弾したオークは、胸元で巻き起こった大爆発に顎あごを殴り飛ばされ、天井を仰いだ格好でよろよろと後ろにふらつき……固まった。

『……』

　無言でオークは灰色の塵ちりに変わっていく。

　二度に渡わたり【ファイアボルト】が直撃した胸部は風穴が開いており、その中にあっただろう『魔石』は綺麗きれいに姿を消失させていた。

　崩れていくオークだったものを見届け、僕は荒い呼吸をつきながらゆっくりと腕を下ろす。

（勝てた……）

　通用した。

　剣も、戦い方も、魔法も。

　自分より遥かに大きい、あのミノタウロスのような大型級のモンスターに。

　平静を取り戻していった心臓が、今度は次第に熱を宿していく。

　達成感と、多分充実感。

　口の端をゆるゆると引き上げていく火照った感情を、僕は思う存分に嚙み締めた。

「リリ。やったよ、ぉ……」

　喜色を浮かべながら振り返る僕の視界に映ったのは、白い霧だけだった。

　今日まで行動をともにしてきたパートナーが、忽然こつぜんと消えてしまっている。

　それまでの感情が一瞬で消失した。

「リリッ!?」

　悲鳴に近い声が喉のどから放たれる。

　弾はじかれたように顔を左右に振って僕はルームを見回す。けれど目に映るのは立ち込める霧ばかりで、リリの姿は影も形もない。

　最悪の予想が思い浮かんだけれど、すぐに頭を冷やしてその場から駆け出す。

　もしあの冒険者の男が襲ってきたならリリも叫ぶなり抵抗するなりする筈だ。まだモンスターと何かあったと考えた方が真実味がある。

　僕は視界の悪い正方形の広間を探し回った。

「……っ？」

　焦あせりながら枯木を縫ぬうようにして走っていると、突然鼻が異臭に襲おそわれた。

　腕で口元を覆い視線を周囲にさまよわせる。時を要さず、すぐに臭いのもとは見つかった。

　木の根元に、生々なまなましい血肉が転がっている。

「これって……モンスターをおびき寄せるための？」

　膝をついて屈み、特殊に加工されている脂ぎった血肉を凝視する。

　間違いない。確か道具屋アイテムショップで売られていた。冒険者どうぎょうしゃが多く行き交うダンジョン内で、狩りの効率を上げるためにモンスターを誘おびき寄せるトラップアイテム……。

　どうして、今ここに……。

「──」

　強い地響きが鼓膜を震わせる。オークだ。

　しかも、足音は一つだけじゃない。下手くそな重奏のようにいくつも重なり合っている。

　そして僕は気付いた。ぬめぬめと光沢を放つ肉の塊が、辺り一帯に散乱していることに。

　思考が一瞬止まった後、いよいよ間近に迫った気配の数に、僕は言葉を失う。

「……噓うそでしょ？」

　──四体。

　仲良く並んで前の方からやって来るオークの群れに、僕は呆然ぼうぜんと呟つぶやいた。

　一匹でも手間取る相手を同時に四匹だなんて、無理だ、敵いっこない。すぐに囲まれてお陀仏にされる。個別に対処しようとしたところであの巨体だ、射程範囲の広い天然武器ネイチャーウェポンを使われれば必ずどこかで捕まる。

　逃げる。逃げなきゃ。

　僕じゃこの状況は切り抜けられない。

　でも、リリは？

　もし怪我や何か理由があって、このルームから動けないのだとしたら？

　取り残すの、リリを？

　血肉の臭いに釣られて引き寄せられたオーク達は、既に僕を見るなり穏おだやかじゃない空気を醸かもし出していた。太い腕の筋肉がゆっくりと膨張し、緑色の血管が浮き出ていく。

　もはや一戦は避けられない距離まで詰められ、それでも僕が動けないでいると。

　視界の外側から、ヒュンと風の切る音が聞こえてきた。

「いっ!?」

　バチン！　と左脚から何かが弾けたような音が鳴なり、取り付けられていたレッグホルスターの一部が宙に投げ出される。ナイフがしまってある、あの囊のうだ。

　ホルスターの革の留め具には、キラリと光る金属矢が突き刺さっていた。

　僕が目が見開く中、オーク達はそれを皮切りにしたかのように、一斉に襲いかかってきた。

『オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ!!』

「っっ!?」

　天然武器ネイチャーウェポンを装備した二匹のオークが大振りの一撃を繰くり出す。

　僕はなりふり構わない横っ跳びでその場を離脱した。

　休む暇もない。鈍重でありながらその広い歩幅で間合いを貪むさぼり食って、瞬またたく間に残る二匹が僕を摑つかみかかろうとする。

「ぅ、わぁっ!?」

　顔のすれすれを横切った肉腕に悲鳴を上げる。

　本当に冗談にならないっ！　どうするんだよ、こんなの!?

　ソロの弊害へいがいを今ほど味わったことはない。息をつく暇もないモンスター達の乱暴な嵐に、僕は焦燥を浮かべながら必死にやり過ごす。

　そして、薙がれた棍棒の一撃をかいくぐった、その時だった。

　オーク達の図体の隙間すきまの奥で、リリがとことこと歩いているのを見つけたのは。

「リリ!?　って、どあぁ!?」

　叫ぶと同時にオークの攻撃が僕を掠かすめる。意識を他所に向けられない。

　その間にリリは、外れた囊をひょいと拾って、中から《神様のナイフ》を取り出した。

　よく見た後でそれを懐ふところの中に入れて、僕の方を向き、あのいつもの笑顔を向ける。

「ごめんなさい、ベル様。もうここまでです」

「リリ、なに言ってるの!?」

「……リリは、ベル様はもう少し人を疑うことを覚えた方がいいと思います」

　僕の動転し切った叫びにリリは可愛らしく首を横に傾かたむける。

　瞳はフードと前髪で窺うかがえず、小さな唇は笑みを描えがいたままだった。

　それも、どこか寂しそうに。

「折を見て逃げ出してくださいね」

　最後の助言を残すように、リリはオーク達の向こうでそう言った。

　ぱんぱんに膨ふくらんだバックパックを背負い直し、彼女は僕に背を向ける。

「さようなら、ベル様。もう会うことはないでしょう」

　最後に首だけこちらにひねって、リリは霧の奥へ消えていった。

「リリ、リリィ!?　──っっ、あーもうっ、やっかましいぃッ!!」

『ブギョオ!?』
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「人が良過ぎですよ、ベル様」

　常人ではとてもではないが抱えきれない荷物を持って、リリは通路を走る。

　両肩に回るバックパックの帯に手をかけながら、淀みなく迷いなく、迷路を進んでいった。

　リリはベルに二つの噓うそをついていた。

　一つは、金に困ったサポーターなどではないということ。

　リリは盗人だ。詐欺師と言ってもいいかもしれない。

　実入りの高い職種の冒険者を狙い、特に高価な武具や貴重なアイテムを盗み取っていく賊ぞく。

　例によって、鍛冶の大派閥はばつ【ヘファイストス・ファミリア】のナイフを持つベルにターゲットを絞り、今日まで行動をともにしてきたのだ。

　貧乏なサポーター云々うんぬんは、ベルに近付くための方便に過ぎない。

　そしてもう一つは──。

「んっ」

　風圧によりフードが頭から外れる。ふさふさの毛並みを持つ獣の耳があらわになった。

　リリはその耳を小さな手でぺたりと撫なで、そっと唇に『詠唱』を乗せた。

「【響く十二時のお告げ】」

　灰をまぶされたように、グレーの光膜がリリの頭を覆う。

　音も立てず光は溶けていき、あっという間に頭部の耳は消え失せた。

　ついでに目元を覆っていた前髪も、腰の尻尾しっぽも、綺麗さっぱりとなくなる。

「やっぱり完全に変身しないで、ちょちょっとパーツを弄いじくった方が効率はいいですね」

　ベルがこの場にいたら、はっとしていただろう。

　大きな栗色の瞳に、快活そうで可愛げな顔立ち。獣人の子供の面影などどこにもない。

　今のリリは間違いなく、ベルがあの路地裏で会ったパルゥムの少女だった。

　リリのもう一つの噓。それは正体を偽っていたこと。

　冒険者の男に追われていた、いかにも怪しいパルゥムという印象を払拭ふっしょくするため、既に発現しているこの変身魔法──【シンダー・エラ】で、自分の外見を装っていたのだ。

　リリはこの特殊な魔法を駆使して多くの冒険者を騙だましてきた。

　被害に遭った冒険者が怒り狂って盗人を追ったところで、その人物はもうリリにとって赤の他人だ、捕まるわけがない。冒険者達の間で噂うわさになっている『盗みを働くパルゥムの複数犯』は、リリの魔法の成果を如実にょじつに表している。

　時にはサポーターに成りすまし。時には無害な市民に成りすまし。

　別人への変身だけでなく、種族を越えた身体的特徴をも付与できる魔法効果を使いこなして、リリは今日まで悪事を積み重ねてきたのだ。

（やっぱり、あの冒険者に魔法の行使を見られてしまったのは失敗でした……）

　路地裏で追いかけてきたあの男は、リリに金品を巻き上げられた冒険者の一人で、たまたま【シンダー・エラ】の発動を目撃し彼女の正体を見抜いたのである。あの路地裏の追走劇の真相は詰まるところそういうことであった。

　あの時は何とかことなきを得たものの、しかし今になって、例の冒険者はどうやらベルにいらぬ告げ口をしたらしい。

　ベルと男との密会を見つけた昨日から、明らかにあの少年のリリに対する態度は異なっていた。頻しきりに彼女の身を確認し、何度も何度も隠れてこちらのことを窺ってきた。まるでリリのことを疑って探り、あるいは姿をくらますことを警戒するかのように。

　もう潮時だと判断したのは、間違っていなかっただろう。

（……これで、もう）

　もったいないな、とベルから掠める利益を名残惜しく感じる自分がおり。

　終わってしまった、と少年が貸してくれていた居心地いごこちを、未練に思っている自分がいる。

　賊の自分とよくわからない自分が心の中に併存へいぞんしていた。

　わかってはいるのだ。

　どんなにこのちぐはぐな思いを募つのらせても、それは無用の長物にしかならないということは。

　あれ以上少年との関係を続けることはできない。

　叩きつけられてしまったリスクに目を背けることなどできはしない。

　全てを知ったベルは、リリのことを許そうとしないに決まっているのだから。

「……」

　リリは顔色を暗くした。だがすぐにはっとなって、ぶんぶんと頭を振る。

　何を今更、と罪悪感を蹴り付ける。冒険者にほだされるなんていい笑い種ぐさだ。

　冒険者なんてみんな一緒なのだから。

　ベルも腹の内ではリリのことを馬鹿にしているに違いない。ただの荷物持ちサポーターだと嘲あざけって、リリのことをいつでも裏切れるに違いない。

　リリは無理矢理に眉を吊り上げた。

（冒険者なんて、冒険者なんてっ……！）

　リリは、【ソーマ・ファミリア】の構成員の夫婦から生まれた子供だった。つまり生を授さずかった時点で、彼女は【ソーマ・ファミリア】の末端に加わることを義務付けられていた。

　だから、リリはリリでいた時点で、既に歯車が狂っていたのかもしれない。

　世界はリリにちっとも優しくなかった。

　パルゥムの両親は年端もいかないリリに金を稼かせいでくるように再三申しつけていた。親らしいことは何もせず、気付いたら亡くなっていた。金──『神酒ソーマ』を求めるあまり、力量と釣り合わないダンジョンの階層へもぐって、あっさりとモンスターに殺されたそうだ。

　神酒ソーマを奪い合う【ソーマ・ファミリア】の中でリリは当然のように孤立し、独りぼっちになる。【ファミリア】の仲間は小さなリリを気にもとめなかった。苦しい毎日が続いた。

　それから派閥の拡張の際に配られた神酒ソーマを飲んでしまったことで、リリもその魔力に取りつかれてしまった。

　頼れる仲間はいない。独学独力で金を稼ごうと躍起になった。けれど無駄だった。リリには冒険者の才能がなく、サポーターへの転換を余儀なくされた。

　そしてリリは搾取さくしゅされた。

　冒険者パーティのサポーターを務める度、彼等は口々に言った。

　魔石をくすねたな。金をちょろまかしたな。これは罰だ。お前には分け前をくれてやらない。

　身に覚えはないリリは誤解ですと必死に取りすがったが、彼等はいやらしく笑って自分を振り払うだけ。モンスターにリリが殺されかけても見向きもしない、治療しようともしない。荷物を無くしたらただじゃあおかないと、蹴りが飛んでくるだけだった。

【ソーマ・ファミリア】の者達は最初から当てにならない。ダンジョンをもぐり終えた後は、醜みにくい報酬ほうしゅうの奪い合いが待っている。

（リリは冒険者が嫌いです。ええ、大っ嫌いですっ！）

　神酒ソーマの魔力がつきた後、一度、涙を滂沱ぼうだと流しながら【ファミリア】から逃げ出したことがある。

【ファミリア】の構成員という肩書きを捨て、一般人に成りすまし何とか仕事にありつき、ようやく平穏を手にしたのも束の間。よりにもよって、【ソーマ・ファミリア】の仲間にリリのささやかな幸せは壊された。

　どこから聞きつけたのか、目を狂わせた冒険者達がリリのもとへ押しかけ、金を奪っていたのだ。彼女の居場所も徹底的に打ち壊していって。

　それまで優しく気さくだった花屋の老人夫婦はすぐにリリを追い出した。汚物でも見るかのような彼等の目を、リリは今でも覚えている。

【ソーマ・ファミリア】はここでも自分を苛めた。

　リリは主神であるソーマを恨んでいる。何故こんな【ファミリア】を作り上げたのかと。

　ソーマに悪意はない。害意もない。そもそもリリ達には興味すらない。無関心。

　ソーマは何もしてこないし、してくれない。【ファミリア】の状態が今どうなっているのか、把握しているのかも不明だ。

　ひょっとしたら彼を恨むのはお門違いなのかもしれない。偉大なる父カミの視点からすれば、子供達がいっそ哀れむほどに愚かなだけなのかもしれない。しかしリリは、己の主神を恨めしく思うのを止められなかった。

　結局、リリに残された道は【ソーマ・ファミリア】所属のサポーターとして生きていくしか他なかった。下手な選択をすれば──派閥の従順な僕を演じてでも枠の中にとどまっておかなければ──また周囲に迷惑と被害が及ぶ。例え【ファミリア】の一部の構成員からはいい財布と目をつけられ、他の冒険者達からはただ働きを強要させられたとしても。

　そう、冒険者なんてみんな同じだ。

　自分より弱いリリに酷ひどいことをする。

　あの少年だって、きっと、きっと……。

（ベル様だって……ベル様だって！）

　あの優しい少年だって、いつか手の平を返すに決まっている。そうに違いない。

　裏切られる前に裏切って何が悪いというのだ。

　自分を孫のように良くしてくれた老人夫婦、彼等の最後の目を思い出す。そうだ、どうせ最後には捨てられる。見捨てられる。

　自分の意思と反して疼うずく胸の痛みを、リリは思い切りひた走ることで塗り潰した。
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「今日はギルドの査察が入る。間違っても余計なことするんじゃねえぞ、新入り」

「はぁーい」

　ハーフドワーフの店長に念を押され言い付けられ、ヘスティアは自分の持ち場へと戻る。

　神を神として扱わない崇めない店員達の対応に既に悟りを開きながら、彼女はツインテールをうねうね動かして己の仕事に従事した。

　主に接客を担当するヘスティアは、やがてやって来た査察員、どこか見覚えのあるハーフエルフの少女を出迎える。

「あ、君は……」

「ギルドのエイナ・チュールです。予定通り、本日は査察を行わせて頂きます」

　事務的な態度を見せるエイナに、まぁ当然かとヘスティアは思い、彼女を店の中へ案内する。

　職務を忠実に全まっとうしようとする彼女は店長との挨拶と確認を経た後、羊皮紙ようひしとペンを片手に店内を回り始めた。

「神ヘスティア」

「え？」

「少しお話したいことがあります。よろしいでしょうか」

　武器棚や冷暖房魔石装置を点検する傍かたわら、ヘスティアの側まで来たエイナは視線を合わせず小声で話しかけてくる。ヘスティアは少し驚きを見せた後、周囲に目を配り、案内役を務めるかのようにしてさり気なくエイナを店の隅へと誘導した。

「いきなり話しかけられて驚いたよ。意外に君も抜け目がないなぁ、アドバイザー君」

「恐縮です」

　視線は交わさないまま作業する振りをして二人は会話を続ける。

　エイナの大丈夫ですかという確認に、ヘスティアは棚をがちゃがちゃと鳴らしながら頷いた。

「ベル・クラネル氏が雇っているサポーターのことについてです」

　ぴくっ、と肩を揺らすヘスティアは手の動きを止め、エイナの方に振り向いた。

「彼女が所属する【ソーマ・ファミリア】のことと絡めてお話します。どうかお聞き逃しのないように」

　昨夜【ロキ・ファミリア】であった一部始終を聞かされ、ヘスティアは話が進むごとに顔を険しくしていった。

　ベルに取り入るサポーター、リリは神酒ソーマを飲酒している可能性は薄いとしつつも、何かしら目的があって──それこそ彼の身ぐるみを剝はぐ目論見もくろみで──近付いてきたのではないか。

　大事に至る前にこれ以上のリリとの接触は絶つべきと、エイナはそのように意見を述べた。

「神ヘスティアからも、彼を説得するよう、お願いできますか？」

　緑玉石エメラルドの色の瞳でこちらを見つめてくるエイナのことを。

　ヘスティアは、押し黙って見上げた。
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　ベルと別れたルームから上層への連絡階段は全く離れていなかった。リリは難なく10階層を後にして9階層、8階層と順調に上っていく。

　リリは11階層までのダンジョンの地理を徹底的に網羅していた。

　彼女が冒険者を陥れる手口は、今回ベルをそうしたように、何らかのハプニングを人為的に見舞い、混乱している隙をついて彼等の有り金を奪って一目散に逃げるというものだ（あるいは気付かれない内にする）。

　その際、彼等に追い付かれてしまっては元も子もない。リリは柔軟な対応が可能な完璧な逃走経路を、ギルドに貼り出されている階層ごとのマップを頭に叩き込むことで確保していた。

　モンスターと遭遇エンカウントしたとしてもリリは他の冒険者になすりつける術に長けている。むしろそのような技術ばかり鍛え続けてきた。

　後は奪った品を処理してリリに戻ってしまえば、追手の手はもう彼女に辿たどり着くことはない。

　あくどくて、姑息こそくで、そして一人では何もできない、リリの精一杯な手口だった。

　リリがこうして冒険者達を襲うようになった理由は、ひとえに復讐、意趣返しだ。

　散々自分を苛さいなみ苦しめてきた彼等から、今まで奪われたものを取り返すと決めたのだ。【ソーマ・ファミリア】の身内さえ何人か毒牙にかけてやった。

　リリはその行為を正当な権利だと信じて疑っていない。

　冒険者はみな冒険者なのだと、これまでもこれからも頑なに主張する。

　……今までとは勝手が違った、とある少年の顔からは、卑怯ひきょうにも目を背けながら。

（でもこれで、目標の金額まであとちょっと……）

　神酒ソーマにはもう関心がない。逆に忌み嫌っている。また心のどこかで怯えてもいる。

　ほんの香りに触れただけでも、再び自分は獣のように狂い酒の魔力に取りつかれてしまうのではないかと。

　だから、盗んで貯ためた金品は己への救済に使う。

　いつか大量の金と引き換えに、【ファミリア】から脱退するのだ。

　極論、リリは神であるソーマの所有物でもある。慈善組織でもないギルドに助けを求めたところで解放はされない。故にソーマがリリを手放してもいいという大金を自ら差し出し、自由を手に入れる。

　自分を解放するのは自分の手で、そう決めたのだ。

「んんっ！」

　背の高い雑草を踏みつけ、リリは走行を中断した。

　ルームに足を踏み入れたリリの真正面、一本しかない出口の通路の前で、8階層仕様のゴブリンが一匹でうろうろとしている。

　他の冒険者の姿はない。通路の真ん前に陣取っているため避けても通れない。

　来た道を引き返す別ルートは時間を大きく浪費ロスすることになる。続々とモンスターに群がられる羽目になっているベルはあと半刻は身動き取れないだろうが、トラブルを含めたあらゆる点を考慮しリリはここを突破することを決めた。

「リリの体は野蛮なことには向いていないのですよ？」

　言いつつ、クリーム色の外套ローブ、その右手の裾すそをぐいっとまくる。

　現れたのは腕に取りつけられた、小型のハンドボウガンだった。

（ゴブリンに『魔剣』はもったいないです！）

　一歩右足を前に踏んでボウガンを構える。

　パルゥムの種族は総じて視力が高い。栗色の円つぶらな瞳がこの時は鋭するどくなって、ゴブリンを真っ直ぐに射抜く。相手もこちらの存在に気付いた。

「ばっきゅーんっ！」

　恐ろしい速度で金属矢がボウガンから撃ち出された。

　大気を貫く高速の矢はゴブリンの右目へと吸い込まれる。

『ギギャアアアアアアア!?』

「失礼します！」

　叫喚きょうかんをあげて目玉を押さえるゴブリンの横脇を抜け、リリはルームを後にする。

　リリも工夫さえすれば戦える。しかしそれは多くが武器の性能とアイテムに頼る行為だ。一匹のモンスターにかける費用が割に合わな過ぎる。

　あくまで自衛の時にのみ、リリは戦うようにしている。

「リリはお一人で何でもできるベル様が羨うらやましいです！」

　魔法【シンダー・エラ】を始め、リリの力は戦闘には向いていない。リリは非力の身だ。

　冒険者達に復讐を誓うようになって手に入れた魔法も、弱い自分を変えることができるのではないかと期待を膨ふくらませていただけに、その効果を知った後は酷く落胆したものだった。

　だが次第に自分にできることとできないことを正確に摑んでいったリリは、自分の能力を最大限に活かせる方向へ開拓していった。

　証拠に賊まがいのこの方法を取るようになって、着実に成功を収められるようになっている。

　今では以前の弱い自分を笑ってやれるくらい、リリはたくましくなった。

（7階層っと！）

　壁の中に埋め込まれた形の階段を駆け上がり、また一つ階層を踏破する。

　ダンジョンの壁面の色が薄緑色に変わる中、リリは依然速度を落とさず走り続ける。

（この階層を越えてしまえば、後はもう楽勝ですね）

　モンスターの傾向からいえば、気が抜けないのはこの7階層が山だ。

　ここを乗り越えれば後はどうにでもなる。リリは少し口元を緩めて、見えてくる次のルームの入口に足を進めた。

「嬉うれしいねぇ、大当たりじゃねえか」

「えっ？」

　狭い通路を抜け、ルームに身を飛び込ませた次の瞬間だった。

　横から伸びた足が、身長の低いリリの膝を捉とらえる。

　バランスを失いつんのめったリリは豪快に地面へ飛び込んだ。

（な、なにがっ……？）

　混乱しながら地面に手をついて起き上がろうとするが、長い影がリリを被覆する。

　はっとして顔を上げる前に、強引に摑み上げられて、顔面を思いっ切り殴られた。

「ふぎっ!?」

「詫わびを入れてもらうぜぇ？　……このっ、糞くそパルゥムがあっ！」

　鼻血がボタボタと滴したたり出る間にも、もう一発、力任せの[image: ]が頰ほおに叩きこまれる。

　視点が碌ろくに定まらないそこへ蹴り。ごろごろと地面に転がりバックパックがとうとう背中から離れた。

　そして追い打ちをかけるように、腹部へ足のつま先が突き刺さる。

「──ぁ!?」

　ボールのように吹き飛び、一回、二回と、地面をバウンドする。

　勢いがようやく止まった頃、リリは襲いかかってくる痛みの渦うずにもがき苦しんだ。

「あっ、づっ、うあぁっ……!?」

「はっははははははははっ！　いいザマじゃねえか、コソ泥がぁ！」

　チカチカと点滅する視界の中で、リリは何とか声の主を見た。

　ヒューマンの冒険者。昨日ベルと接触していた男。リリの、もと雇い主。

　男は醜いほど口を上げて笑ってみせる。

「そろそろあのガキを捨てる頃だと思ってたぜぇ？　こうして網を張ってりゃあ、絶対会えるってもなぁ！」

「あ、み……!?」

「ありえねえほど広ひれえ迷宮ここで、俺一人がてめえを待ち伏せすんのはつまんねえ博打ばくちだからなぁ。協力者ってやつを募って、要所を押さえてたんだよ」

　ダンジョンの面積は広大で、5階層から下層は既に中央広場セントラルパークを越える広さを持つが、次階層へ移動するためのいわゆる正規のルートは実際三、四通りほどしか存在しない。

　男はそのルートに集めた協力者を配置しリリを待ち伏せていたのだ。

　リリはその中でも、彼自身が待ち構えていたルートを選択してしまったのである。

「見覚えのある白髪のガキにチビが付き纏まとっているのを見た時にはまさかとは思ったがよ……何だ、あのガキは目も眩くらんじまうほどいいもん持ってたのか？　迂闊じゃねえかよ？」

「っ……！」

「まぁんなことはどうでもいい。ブッ殺す前に、俺の剣を盗っていってくれた落とし前、つけさせてもらうからなぁ……！」

　身ぐるみを剝いでやる、と男は嗜虐しぎゃく的な目をして告げた。

　血の止まらない鼻を押さえていたリリに手を伸ばし、そのローブをはぎ取って装備品を取り上げる。布の服だけになったリリは抵抗らしい抵抗も働けない。

「魔石に、金時計にぃ……おいおい、お前、魔剣なんか持ってやがったのか!?　ひゃっははははははははっ！　これも盗み取ったってわけかよ！」

　高価な魔剣の存在に男は愉悦ゆえつする。

　美しい光沢を放つナイフに目に見えて上機嫌になった。

　男はその紅くれないのナイフを片手で取り回し、黒い笑みを嚙かみ殺す。

「くくくっ……！　いいぜ、許してやるよ糞パルゥム。てめえからこんなプレゼントもらっちゃあ、俺も器のでけえところを見せてやらねえと……なぁっ！」

「あぐっ!?」

　二度に渡わたり腹を蹴られ、リリは悶絶もんぜつした。

　不味い不味い不味い。小さな胸の中で焦燥が一気に膨れ上がる。

　何とか逃げ出さなくては悲惨な末路を迎えると、未だ衰えない凶暴な気配を前に悟った。

　そしてちっとも息を吸い込めず、男の声が遠くに聞こえていると。

「派手にやってんなぁ、ゲドの旦那ァ」

　第三者の声が投じられた。

「……っ!?」

「おー、早かったな」

　声の方向を見やると、ルームの通路口には見覚えのある男がいた。

　先日、リリを脅迫して金を巻き上げようとしていた者達の一人だ。これまで何度も彼女から金品を巻き上げ散々虐しいたげてきた、【ソーマ・ファミリア】の冒険者だ。

　リリは全て悟った。男の言う協力者は【ソーマ・ファミリア】。恐らく、昨日ベルと接触した後、彼女とひと悶着を起こしていた彼等を利用できると踏んで協力を要求したのだ。

「聞けよ、カヌゥ。こいつ魔剣なんか持ってやがってよ、てめえらの読み通り、たらふく金を溜め込んでるみたいだぜ、くははっ」

「……そうですかい」

　機嫌良く語る男──ゲドに、カヌゥと呼ばれた中年の獣人はどこか暗く湿っているその瞳を細めた。機嫌を良くしているゲドはその様子に気付かない。

「ゲドの旦那。一つ提案があるんですがね……」

「なんだ、魔剣これを寄こせってか？　おいおい、俺がこのパルゥムを捕まえたんだ、これくらいの役得は……」

「いえ、ね。魔剣それだけじゃなくて、奪ったもん全部置いてってほしいんでさぁ」

　は？　と中途半端に笑みを浮かべ固まったゲドが問い返す前に、カヌゥは背に隠していたソレを放り投げた。ぼとっ、と眼前の地面に転がった塊にリリは、ひっ、と悲鳴を漏らす。

「キ、キラーアント……!?」

　持ち運びやすいように下半身を断たれた、生殺し状態のキラーアント。全身に裂傷れっしょうを負い紫血をまき散らすモンスターは、口腔こうこうの開閉を繰り返しながら悶え苦しむように残った片腕を振り回している。

「最初は俺等全員でかかりゃあ、とは思っていたんですがねぇ。到達階層が上のゲドの旦那の方がもしかしたらお強いかもしれねえ。ですんで、こーいう方法を取らせてもらいました」

　ぼとっ、ぼとっ、と再び投げ込まれる上半身のみのキラーアント。

　いつの間にか別々の通路口にカヌゥと行動をともにする冒険者二人が現れ、彼の行動に倣ならっていた。投じられた都合三つの蟻塊が、ルームの中央で呪詛じゅそのような呻き声を木霊こだまさせる。

　リリも、ゲドも一瞬で顔色を蒼白そうはくにさせた。

　キラーアントは瀕死の状態に陥ると特別なフェロモンを発散する。仲間を呼び寄せる、特別な救援信号をだ。

　死骸しがいに成り損ねたあの蟻塊は、蟲むしの大群を召喚する時限爆弾じげんばくだんに他ならない。

「しょ、正気かってめえらぁああああああああああああああああああっ!?」

　三匹分ものフェロモンが延々と垂れ流されれば、一体どれだけの蟲なかまが引き寄せられるのか。

　ゲドの絶叫ぜっきょうが響き渡る中、しかしカヌゥ達はぴくりとも表情を動かさない。

　肥大化した金への執着を、『神酒ソーマ』に囚われた者達の狂気を、青ざめるリリだけが正しく理解する。

「俺達とやり合っている間にそいつらの餌食えじきなんてなりたくはねえでしょう、旦那ァ？」

「ひっ!?」

　ゲドが背にしていた通路から、五匹ものキラーアントが一斉に顔を出す。

　このルームの出入り口は計四つ。その内三つの通路口はカヌゥ達に押さえられ、残り一つもたった今モンスター達によって塞ふさがれた。怒りと恐怖と動揺で顔を目まぐるしく変色させるゲドは、千切れんばかりに歯を食い縛った後、リリから奪った荷物を全て放り投げる。

「く、くそったれがぁっ!?」

　薄笑いを浮かべ道を開けるカヌゥの真横を駆け抜け、ゲドは一目散にルームから逃げ出した。

　やがてすぐ経たない内に野獣のような悲鳴が響き渡り、何かを打ち合う争音の後、途絶える。

　巨蟻が溢あふれてくるあの通路の奥で何が起こったのか、愕然がくぜんとするリリに確かめる術はない。

『ギィィ……！』

「っっ!?」

　瞬く間にルームを埋めつくし始めるキラーアントの一匹が、リリの目前まで接近する。

　散々痛め付けられた体は思うように動かず、次にはモンスターの爪が迫り、血飛沫ちしぶきが舞った。

　斬り裂かれたキラーアントが崩れ落ちる。

「大丈夫かぁ、アーデ？」

「カヌゥ、さん……」

　紫血に濡ぬれる剣を肩に担ぎ、カヌゥは口端を裂いてリリを見下ろした。

「来てやったぜ、お前を助けるためにな？　何せ【ファミリア】の仲間だからなぁ」

　抜け抜けとそう口にする目の前の男に、リリは唇を嚙みながら手を握り締める。

　周囲では彼の仲間がキラーアントをとどめ、モンスターの包囲網を寸前で防いでいる。

「そうだぜぇ、来てやったんだぜぇ、アーデ？　お前のために、こんなヤバいところへ危険を顧かえりみないでな？」

「……は、いっ」

「……俺の言いたいこと、わかるよな？」

　どこか芝居のかかった口調がうつむいたリリに絡みつく。

　肩を震わせるリリを見つめるカヌゥの瞳は、実際には彼女を見ていなかった。

　彼が見ているのは金だ。厳密に言えばその先にある『神酒ソーマ』だ。

　一見冷静そうに映るカヌゥの顔は、その内側に不安定な情緒を厄介なまでに抱え込んでいた。

「おい、早くしろ！　本当にやべえ！」

「わかってる！　……お前、昨日は金はないって言って出さなかったよな？　もうネタは上がってるんだ、もしまた誤魔化ごまかそうとしたら……」

「わかりました！　わかりましたからっ!?」

　かろうじて理性を繫ぎ止めているようなその表情に、リリは顔を縦に振った。

　出し惜しみしている暇はないと、隠していた小さな鍵の首飾りを男に差し出す。

「何だ、これは？」

「オラリオの東区画にある、ノームの貸し出し金庫の鍵です……」

「保管庫セーフポイントのことを言ってるのか？　あの小さいボックスに大金を保管できる余裕なんて……」

「入っているのは、ノームの宝石です……」

「……なるほどなぁ」

　ノームが所有する宝石や鉱物は貴重だ。確かな価値と信用がある。リリは所持に困る金貨を件くだんの万屋よろずやで宝石に換えてもらい、万が一のために貸し出し金庫に隠していたのだ。

　薄ら笑いを浮かべ頻りに頷くカヌゥは、リリの服の襟えりを摑んで立ち上がらせ、そしてそのまま、その軽い体を自分の眼前に持ち上げた。

「カ、カヌゥ、さんっ……？　なにをっ……！」

「ちょっとヤバいんでなぁ。周りを見てみろ。もう囲まれかけちまってる」

　二十にも及ぼうかというモンスターの大群がリリ達を包囲しつつあった。かろうじて一つの通路口だけは塞ぎ切られていない。

　吊るし上げられたリリは細い足をばたばたと振るが、虚むなしく宙を泳ぐだけだった。

　無精髭ぶしょうひげを生やすカヌゥは嫌らしく笑みを浮かべる。

「囮おとりになってくれや」

「!?」

「アーデがあの虫どもを引き付けてくれりゃあ、俺達はあの通路から抜け出せる。あそこにはまだそこまで群がっていねえし、時間を稼いでくれりゃあ俺達でも蹴散けちらせるだろ」

　驚愕した眼差しで目の前のカヌゥを見つめる。

　ばっと横を向いて他の男達を見ると、彼等もまた下卑げびた笑みを浮かべていた。




「金がねぇならお前はもういらねえよ。最後に俺達をしっかり支援してくれよ、サポーター？」




　投げられた。

　宙高く放物線を描き、キラーアント達の頭上を飛んでいく。

　モンスターは飛んできたリリに敏感に反応し、一斉に彼女を仰いだ。

　時間を止めるリリは、大笑いして去っていく仲間達を見つめ、やがて地面に叩きつけられる。

　衝撃で呼吸が止まりかけたが、それだけだった。

「……は、はははっ」

　仰向けの体勢でダンジョンの天井を見上げながら、リリは壊れたように笑った。キラーアント達が足並みを揃えて彼女のもとに反転する。

　最後の最後でこれかと、リリは無性に笑いたくなった。

　やはり冒険者は信用ならない。

　もしこの仕打ちが自分のやってきたことに対する因果応報いんがおうほうと言うのなら、あまりにもあんまりだと、リリは思う。

（……ああ、でも）

　これが、あの少年を騙した罰というのなら、気は楽になる。

　冒険者のくせにちっともリリの知る冒険者らしくないあの少年への報むくいだと言うのなら、不思議とすんなり受け入れることができた。それならば、むしろ然しかるべきなのだと。

『ギィアァ……！』

　数え切れないキラーアントが、波となって蠢うごめきながら詰め寄ってくる。

　リリの投げられた場所には逃げ道がない、一面が壁に面した空間。

　壁面を側にする形で、仰向けに倒れるリリは虫のモンスター達に取り囲まれた。

「……悔くやしい、なぁ」

　ぽつりと呟かれた言葉がキラーアントの粗雑な足音に踏み潰されていく。

　専門職のサポーター。[image: ]視べっしの対象。

　欠損しても冒険者は痛くもかゆくも思わないただの荷物持ち。役立たず。

　一人では何もできないリリの天職。まさに、リリそのものだ。

　愚図ぐずな自分。

　リリは、リリのことが一番嫌いだった。

「神様、どうして……」

　リリは誰かに呼ばれたかった。リリは誰かに頼られたかった。

　利用されるのではなく、必要とされたかった。

　弱い自分は嫌いだった。他人の手で人生を左右される自分のことが大嫌いだった。

　リリは、リリではない誰かになりたかった。

　発現した魔法も、きっとリリのそんな思いが形になって現れたのだ。

「どうして、リリを、こんなリリにしたんですか……？」

　これまで何度死のうと考えたかわからない。

　神のもとへ還かえり、何度リセットを望んだのか覚えていない。

　リリは今の自分ではない、もっとマシな、別のリリになることを求めていたのだ。

　弱虫なリリは、結局そこまで踏み出すことはできなかったが。

　リリは心のどこかで、己のリセットを望み続けてきた。

『ギシュ……！』

「……そうですね。もう、関係ないですね」

　モンスター達が作る半円形の空間が、徐々に徐々に、狭まっていく。

　ことん、と頰を地面につけて横を向いたリリは、諦念ていねんにまみれた笑みを浮かべた。

　横になった視界の中で、一匹のキラーアントが大きくなってくる。

　最期さいごが目前に迫っていた。

「……寂しかったなぁ」

　ぽろりと口から転がった言葉に、リリは驚いた。

　最後の最後でこぼれた胸の中の本音。

　そうか、自分は寂しかったのか。

　誰からも必要とされてないことにはもう慣れていた。

　慣れてはいたが、寂しさが消えることはなかったのだ。

　寂しい。

　誰も頼れず誰からも頼られなかったことが、寂しかった。

　独ひとりでいることは慣れてしまったけど、寂しかった。

「そうですか、リリは……」

　誰かと一緒に居たかったのだ。

　ようやく認めることのできた胸の内の気持ちに、リリは自嘲じちょうした。

『シァアアアアアアアアアアアアアアアアアッ！』

　キラーアントが爪を振りかぶる。ダンジョンの天井から降る燐光を浴びて、ギラリと輝いた。

　もうさよなら。

　やっと死ねる。やっと終わる。やっと天に還れる。

　ようやく、ようやくリセットだ。

　何もできない自分を止やめられる。弱い自分を終わらせることができる。

　誰も助けてくれないちっぽけな自分を、何の価値もない自分を、寂しい自分を。

　やっと、リセットすることができる。

（あぁ、リリはやっと……）

　……やっと、一緒に居てくれる誰かを見つけられそうだったのに。

（やっと…………死んでしまうんですか？）

　リリは泣き笑いを浮かべた。

　そして、




「ファイアボルトオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ!!」




　爆炎。

「……え？」

　緋色ひいろの炎が、ルームに立ち昇った。
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「無駄だよ」

　エイナを見上げていたヘスティアは、嘆息たんそく交じりにそう答えた。

「は……？」

「無駄なんだよ。ベル君はそのサポーター君を見捨てないって、もう決めちゃってるんだ」

　思いもよらなかった返答にエイナが動きを止める中、ヘスティアはもう一度吐息する。

　軽く瞼を下ろし、ヘスティアは昨夜の光景を思い返した。

『神様、僕は……それでも、あの子が今困っているなら、助けてあげたいです』

　その少女サポーターは信用するべきではないと突き付けられたベルは、しかし次には、そう答えていた。

　話を聞いていなかったのかと語気を強めるヘスティアに、それでも彼は己の考えを曲げず、いや曲げられず、必死に言葉を並べた。

『寂しそうだったんです、その子。自分でも鈍感になっちゃってるみたいに、自分でも気付いてないみたいに、馬鹿みたいに可愛くころころ笑うんです。……一人でもへっちゃらだって』

　ベルは自分の見てきたものを語り、ヘスティアが目にしていないリリのことを何度も話した。

　その上で、自分の想いを吐露とろした。

『神様だって、寂しかった僕を助けてくれたじゃないですか？』

　リリに自分を見たのだと言う。

　ヘスティアと出会う前、オラリオをたった一人でさまよっていた、不安と寂しさで潰れそうになっていた、あの時の孤独じぶんを彼女の中に見たのだと言う。

『間違っていたならそれでいいんです、でももし間違っていなかったら……今度は、僕があの子のことを助けたい』

　自分を救ってくれた神様ヘスティアのようにと、ベルは最後にそう言い切った。

「……あの子は、ベル君は、自分が受け取った優しさを誰かに返してあげられる子だ。自分が感じたことのある痛みを、気付いてあげられる……」

　目を伏せがちにしていたヘスティアは、顔を上げて再びエイナを見上げた。

「こうなったらベル君は頑固がんこだぜ？　もう理屈では動かないよ、あの子は」

　肩をすくめてそう告げるヘスティアに、エイナはうろたえたように困惑顔を作り、何かを言いたそうに唇を持てあます。

「不服かい？」

「いえ、ベル君なら……彼なら確かにそう言うかもしれません。でも、それは何の根拠も……」

　まだ不安を隠せていないエイナに、ヘスティアはおもむろに腕を組んで、ぶすっ、と。

　今から口にすることを自分でも甚はなはだ遺憾いかんに思っているように、頰を膨らませながら言ってやった。

「それにね、ベル君は異性ひとを見る目は確かなのさ。神ボク達のように、きっとね」
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「リリィィィィィィィィィィィィィィィィィィッ!!」

　リリを呼ぶ声がキラーアントの群れを引き裂く。

　爆炎が爆炎を生む轟音ごうおん。突如として始まった後方からの襲撃に、キラーアント達は慌てふためいて方向転換しようとするが、互いの体が阻害そがいしあって身動きがとれない。

　立て続けに炸裂さくれつする火炎は穿孔機せんこうきのように虫の大群を抉えぐり、リリの見開いた目にもはっきりとその炎の雷いかづちが見えた瞬間……白髪の少年が、モンスターの壁を割って飛び出してきた。

「そこどけえええええええッ！」

『ギガッ!?』

　短剣と短刀を振りまわす少年、ベルは、強引に巨蟻の群れを退けた。

　リリの側で腕を振り上げたまま固まっていたキラーアントに肉薄し、瞬時に首を刈る。

「リリッ！　大丈夫、ねえ!?　僕のことわかる!?」

　自分の体を抱く人物が、リリには最初わからなかった。

　深紅ルベライトの瞳が動揺に震えている。肩を摑む指が痛いくらいに握りしめられていた。

　慌てながら取り出されたポーションが、口元に寄せられる。

　縋すがるような眼差しを向けられてリリはゆっくりと口を開き、その青い液体を飲んだ。

　すぐに、けほっ、けほっ、と可愛らしい咳せきが響く。

「……ベル、さま？」

「そうだよっ。無事、だよね？」

　先程のリリのように涙ぐむベルは、笑いながら声を上擦うわずらせていた。

　今の今まで凍こごえていたリリの胸が痛いくらいに締めつけられ、熱くなる。

　ベルはリリの安否を確認すると、すぐに顔を上げた。

　鋭い双眸が依然として健在しているモンスターの群れに向けられる。

　リリは無意識にその小さな手を動かし、最後まで懐に隠していた漆黒しっこくのナイフをベルのもとに差し出した。

　彼は相好そうごうを崩して、その《ヘスティア・ナイフ》を受け取る。

「いつもみたいに待ってて？」

　最後にそう言って、ベルは立ち上がった。

　怒りの啼き声がルームのそこら中から木霊している。あちこちで煙けむりを上げ揺らめいている炎はベルの魔法の残滓ざんしだ。

　これ以上のない孤立無援。

　ベル達を完全包囲するモンスターのその数なんと三十。更に通路奥からまだ量産されてくる。

　今にも飛びかかってきそうなモンスターの一群に、しかしベルは怖じけない。

　先日までのベルなら間違いなくその数の多寡に屈していた相手。いや、今でさえ正面からやり合っては太刀打たちうちすることはかなわない。

　しかし、今のベルには『魔法』がある。

「いくぞっ……！」

　レッグホルスターから柑橘かんきつ色の液体が詰まった試験管を取り出す。

　魔法制限に関わる精神力マインドの存在を知ったベルが、決死の覚悟で購入した価格八七〇〇ヴァリスの切り札。

『マジックポーション』。精神力回復特効薬。

　ベルは栓を抜いて一気に飲み干した。

『……シャァアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッッ!!』

「ッッ！」

　一匹のキラーアントが駆け出した瞬間、ベルも右腕を正面に構える。

「ファイアボルト────ッ!!」

　炎の稲光いなびかりが炸裂した瞬間、キラーアントは爆砕され吹き飛ばされた。

　一斉に動き出したモンスター達にベルは咆哮ほうこうを連ねる。

　炎雷の速射砲。

　ベルが叫ぶ度、猛たけり狂った炎が走り抜けダンジョンを煌々こうこうと照らし出す。

　緋色の雷は確実にキラーアント一体を葬り去り、時には二体まとめて串刺くしざしにした。

　爆風の余波を受け、キラーアント達はベルに取りつくことを許されない。

　圧倒的な数の差を、魔法の恩恵が覆くつがえす。

「あああああああああああああああああああッ！」

　その数を激減させたキラーアントの集団にベルは武器を装備した。

《ヘスティア・ナイフ》と《短刀》を両手に持ち、満身[image: ]痍まんしんそういの体ていの敵軍へぶち当たる。

　ナイフから発せられる紫紺しこんの輝きが走る度、キラーアントの首が、胴が宙を飛んだ。

「……」

　リリはその光景を半ば呆然としながら見守っていた。

　白い影が駆け抜ける度にモンスター達は蹂躙じゅうりんされ、瞬く間に体液を迸ほとばしらせこと切れていく。

　速くて、鋭くて、強い。

　気が付くと、あれだけいたキラーアントの大群は動かなくなっており、ルームに立っているのは少年一人だけになっていた。

　二刀のナイフを鞘に戻すベルは、自身も安堵したような表情で振り返り、リリのもとへ小走りでやって来る。

「……どうやって、ここまで」

「いやぁ、あの後一杯モンスターに集たかられちゃったんだけど、多分、他の冒険者がやって来たみたいでさ。霧でよく見えなかったけど、どんどんモンスターがいなくなっちゃって……」

　だからすぐにリリを追えたんだ、と決して間に合う筈のなかった急行の種明かしをする。

　頭に手をやり何でもないように苦笑いするベルの姿に、リリの中で、何かの一線が切れた。

「……して」

「え？　何、リリ？」

「どうしてですか？」

　気付けば、リリの口は勝手に動いていた。

　他に何か言うことがある筈なのに、それとは別の言葉がこぼれていた。

「何でリリを助けたんですか？　どうしてベル様は、リリを見捨てようとしないんですかっ？」

「……ええぇ？」

「まさかご自分が騙されていたことに気付いていないんですかっ？　リリがベル様を驚かしてやろうとナイフを持っていったなんて、そんな馬鹿なことを考えているんですか!?」

　間抜けな顔をするベルにリリはとうとう声を荒げた。

　自制の利かない感情が口をついて出てくる。

「ベル様って何なんですか！　馬鹿なんですか！　間抜けなんですか!?　救いようのない能天気あほな頭の持ち主なんですか!?」

「あほっ……!?　ちょ、リリっ、落ち着いて……!?」

「無理です!!　ベル様は何も気付いていらっしゃらないでしょう!?　リリは換金の際にお金をちょろまかしていました！　ベル様とリリの分け前は半々などではなく四対六です！　後から調子に乗って三対七にした時だってありました！　アイテムのお使いを頼まれた時も定価の倍以上の代金をベル様に吹っかけました！　合計十二品もです！　盗む食指しょくしもわかない装備品やアイテムのしょぼさに失望したことなんて数え切れません!!」

　次々と暴露ばくろされる事実にベルは口をひくつかせる。

　リリの声は止まらない。頭の片隅が『もう止めてっ』と必死に訴えてくるが、どうしても告白することを止められなかった。

「これでわかりましたか!?　リリは悪いやつです！　盗人です！　ベル様に噓ばかりついていた、サポーターの風上にも置けない最低のパルゥムです！」

「え、えと……」

「それでもっ……それでもベル様は、リリを助けるんですか!?」

「う、うん」

「どうしてっ!?」

　息を切らしながらリリはベルを見つめた。

　少年が次に言う言葉に何を期待しているのか、リリ自身わからなかった。

　ただ心臓が馬鹿みたいに動悸どうきを抱えている。

　リリの剣幕に気圧けおされ続けたベルは、軽く動転し、まるで反射的な行動のように、その言葉を口にした。

「お、女の子だから？」

　──かぁっ、と全身が熱で燃え立った。

　グッと眉が怒りの角度に持ち上がる。

　何故かはわからないが、体がぐつぐつと煮え滾たぎる。

　何故かはわからないが、言葉では説明できない感情が募りに募る。

　意味がわからない不満が爆発した。

「ばかぁっ！　ベル様の馬鹿ぁぁッ!!　またそんなことを言ってっ、あの時と同じじゃないですか!?　ベル様は女性の方だったら誰でも助けるんですか!?　信じられませんっ、最低ですっ！　ベル様のすけこましっ、女ったらしっ、好色漢すけべっ、女の敵ぃいいいい!!」

　口走っている自分が何故か涙ぐみそうになっていた。

　そんなことを言える立場ではないのに、目の前の少年に不満をぶつけていく。

　不満。何が不満なのだ。

　助けられておいて、一体何が不満だというのだ。

　この胸の高鳴りは、一体全体、彼に何を言ってほしかったというのだ。

　もう、わけがわからない。

　ベルは非難の嵐をたじろいで受け止めていたが、やがてリリが息も絶え絶えになると。

　眉を下げた笑みを浮かべ、獣の耳が消えたリリの頭に手を添える。




「じゃあ、リリだからだよ」




「────」

　栗色の瞳が、一杯に見開かれた。

「僕、リリだから助けたかったんだ。リリだから、いなくなってほしくなかったんだ」

「ふ、えっ……！」

「上手い理由なんてさ、見つけられないよ。リリを助けることに、理由なんて……」

　涙腺るいせんが決壊する。

　大粒の涙が、ぐしゃぐしゃになった瞳からぽろぽろ溢れ出してくる。

　リリは我慢することもできず、声を出して泣き始めた。

「うえっ、うええええええええええええぇぇぇぇっ……！」

「リリ、困ってることがあったら、相談してよ。僕って馬鹿だから、言ってくれなきゃわからないんだ」

「ひぅっ……！　うああああああぁぁっ……!?」

「ちゃんと、助けるから」

　少年のお腹に抱きついた。

　鉄色の鎧よろいが抱擁ほうようを邪魔するが、どうでもよかった。背後に回した手で思い切りかき抱く。

　頭の後ろと背中に置かれた温あたたかい手の平が、何度もリリをしゃくりあげさせた。

　知っていた。気付いていた。

　ベルが自分のことを思って駆け付けてきてくれたなんてことは。

　纏う軽装はあちこちへこんでいて、傷だらけで。

　色素の薄い肌には掠り傷がいくつもついている。

　モンスター達を無理矢理倒し、かきわけて、必死にここまで来てくれたなんてことは、わかっていた。

　呼んでほしかった。言ってほしかった。認めてほしかった。

　リリが大っ嫌いなリリのことを、受け入れてほしかった。

「ごめっ、ごめんっ……ごめん、なさいっ……！」

「……うん」

　いつまでもどこまでも涙声は響き続けた。

　巨蟻の死骸が散乱する殺風景なダンジョンの一角。崩れかけていた魔石が一つ割れ、また一つ割れ、一部のモンスター達が灰となっていき、未だ残る炎の欠片かけらに巻かれ宙を舞う。

　灰がゆっくりと、涙を流す少女の頭に舞い落ちていった。

　小さなパルゥムを抱きしめるヒューマンは、苦笑しながら、ずっと顔を綻ほころばせ続けていた。
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　空は快晴。

　いつか誰かに突然声をかけられたあの日と同じように、雲一つなく晴れ渡っている。

　その白髪に太陽の光を浴びながら、ベルはバベルへと歩んでいた。

　あれから二日。

　リリと別れてから、音沙汰がすっかり無くなっていた。

　それまで利用されていた宿屋からも荷物は引き払われ完璧な音信不通。【ソーマ・ファミリア】に足を運んでも得るものはなく、リリはベルの前から姿を消したことになる。

　心配と不安は感じている。

　あてもなく都市中を探し回ろうと思ったことも何度か。

　しかしベルは同時に、何となく思っていた。

　近い内に会えるだろう、と。

　本当に何となくそう思って、こうしていつもの自分のサイクルをなぞる真似をしている。

　自分を見つけてもらえるように。

「！」

　ベルは足を止めた。そしてすぐに動かし出した。

　西を向くバベルの門。そこに、小さくちょこんとたたずむ、クリーム色のローブ。

　背負ったバックパックの肩の帯に手をやって、うつむき加減。

　前髪は取り払われ、円らで可愛らしい瞳が、日の下に晒さらされている。

　足早になる歩みを抑えて少女のもとへ向かった。驚かさないように、刺激しないように。

　やがてパルゥムの彼女もこちらの存在に気付く。

　可哀相かわいそうなくらい肩を上下させて、小さく身じろぎを繰り返した。

「……」

「……」

　互いに手を伸ばせば届く位置までやって来た。

















　リリは顔を上げて、何度も口を開けようとして、またすぐにうつむいてしまう。

　最初の一声が摑めないようだった。彼女らしくない姿。

　ベルはリリが喋しゃべれるようになるまで辛抱強く待っていたが、やがて苦笑して、自分から口を開いた。

「サポーターさん、サポーターさん。冒険者を探していませんか？」

「えっ？」

　リリは顔を上げる。

　目を丸くしているその栗色の瞳に、ベルは笑いかけた。

「混乱していますか？　でも、今の状況は簡単ですよ？　サポーターさんの手を借りたい半人前の冒険者が、自分を売り込みに来ているんです」

　リリも気付いたようだった。

　頰が温もりに染まり、ぐっと潤うるみ出す瞳が喜びを湛たたえていく。

　ベルは照れ臭そうに、実際恥ずかしがりながら、右手を伸ばした。

「僕と一緒に、ダンジョンへもぐってくれないかな？」

　今日からまたやり直し。

　ベルとリリが本当に手を繫ぐ、二人だけの小さなパーティ。

　二人の関係のリセット。

　改めての、始まり。

「──はいっ、リリを連れていってください！」

　向日葵ひまわりのような笑顔を浮かべ、リリは差し出された手に自分の手を重ねた。

















「行っちゃった……」

　アイズはぽつりと呟つぶやいた。

　場所は10階層。霧の立ち込めるこの場にはアイズ一人を残して誰もおらず、辺りには彼女の手によって斬り裂かれ絶命したモンスターの骸むくろが、ごろごろと転がっている。

　先程までは一人の少年の姿が霧の奥で確認できたのだが、彼はモンスターの包囲網が緩んだ瞬間強行突破し、何かに突き動かされるようにこの場を後にしてしまった。

　エイナに依頼され、迷宮を探索する冒険者達に片っ端から『白髪の冒険者』という情報を集めて、何とか少年──ベルのもとまで辿たどり着いたものの……またすれ違う羽目になってしまったと、アイズは軽く肩を落とす。

（でも……）

　彼の力にはなれたのかもしれない、とアイズは漠然と思った。

　霧の中で判然もしなかったが、必死にモンスター達と交戦していたベルの動きには焦燥が滲にじみ出ていたように感じる。そしてアイズがモンスターの流れを断ち切ったことで自由になった彼は、自分ではない何かに思いを馳はせるように、全力で疾走しっそうしていった。

　駆け付けなければいけない何かがあの少年にはあったのだと、アイズは何となくそう思えた。

（これからどうしよう……）

　エイナに頼まれた件もある、ベルの安全を確認するまで後を追った方がいいだろうか。

　ここから追うのはまたひと手間になってしまうが……とアイズが僅わずかに思考を迷わせていると、不意に。

　霧の海の奥で、何かが光った。

「……これ」

　草原に落ちているその光源を拾い上げてみると、それは緑玉石エメラルドの色のプロテクターだった。

　ちょうどリヴェリアやエイナの瞳ひとみを彷彿ほうふつさせる防具は、激しいモンスターの攻撃を絶えず受け流していたのか、表面が傷だらけになっている。

　どうしてこんなところに、とアイズは小首を傾かしげていたが、「あ」と。

　心当たりを一つ、見つけてしまった。

「もしかして……？」




　──彼女の背後で、

　10階層に迷い込んだ白兎ニードルラビットが、ぴょんっと草原を飛び跳ねていった。
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　シリーズ二冊目です。本書を手にとって頂いて、本当にありがとうございます。大森藤ノです。

　この作品は世界観こそファンタジーとなっていますが、設定そのものはゲームの内容を意識しています。ゲームをプレイする上では気にならない経験値などのシステムを、物語を語る上でどうすれば破綻はたんすることなく説得力を持たせ溶け込ませることができるのか、四苦八苦しくはっくしながらよく考え込んでいました。

　本書にてスポットライトを当てられる荷物持ちサポーター、という職業もそんな思考の中から生まれました。

　某四次元ポケットのような道具をいくつでも収納できる便利な袋はない、それならダンジョンから持ち帰る荷物はどこにしまう？　いや本当に荷物を持ちながら上手く戦えるのか？　なら一体誰が持つ？　そんなことを考えている内に冒険者をサポートしてくれる存在が必要になりました。

　字面の通り荷物持ちサポーターは決して華はなやかな職業ではありません。身分の低い者が泥水をすする思いで甘んずる居場所です。ヒロインの一人や二人グレてもおかしくない筈です。ええ、きっと。

　ですが、作中に限った話ではなく、荷物を肩代わりしてくれる人がいるということはとてもありがたいことなのだと思います。自分が背負っている荷物を分かち合ってくれる人達がいてくれるからこそ、色々な物事と向き合って挑いどんでいけるのだと思います。

　ふとした拍子に調子に乗って、力を貸してくれる人達への感謝を忘れる人間になりたくないと、この頃そう思わされることがありました。

　というわけで、このまま謝辞を述べさせてもらいたいと思います。

　今回も多くのサポートをしてくださった担当編集様、過密なスケジュールの中素晴らしいイラストを用意してくださったヤスダスズヒト先生、そして本書の刊行に力添ぞえして頂いた関係者の皆様方、深くお礼申し上げます。

　また多くの読者様のおかげで次巻である三巻を刊行することが決まりました。早くお届けできるよう努力していきたいと思いますので、これからもどうかよろしくお願いします。

　失礼します。


大森藤ノ










＜著者＞


大森藤ノ（おおもり　ふじの）



　ファンタジー作品を執筆するにあたって、白雪姫やシンデレラなど童話を調べるようになりました。魔法が解けたシンデレラは王子と再会した時どんな気持ちだったのか、などと色々妄想が膨らみます。期待以上に不安が大きかった場合、彼女はどうするんでしょうか。作者だったらガラスの靴を放り投げます。




＜イラスト＞


ヤスダスズヒト（やすだ　すずひと）



　三重県生まれ。主な作品に『夜桜四重奏～ヨザクラカルテット（講談社刊）』、『デュラララ!!（電撃文庫刊）』挿絵、など他多数。

　公式サイト　http://www.suzuhito.com/









ファンレター、作品の感想をお待ちしています




＜アンケートページはこちら＞

https://emob.jp/m/fi.php?d=1&i=4909&a=gabunko
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（このページのスクリーンショットを撮って、ＱＲコードリーダーアプリで読み取ればアンケートページにアクセスできます）
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東京都港区六本木２‐４‐５

ＳＢクリエイティブ（株）

ＧＡ文庫編集部 気付




「大森藤ノ先生」係

「ヤスダスズヒト先生」係




http://ga.sbcr.jp/











ＧＡ文庫




ダンジョンに出会いを求めるのは間違っているだろうか２
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